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は し が き 

 

 私どもは，平成 15～16 年度文部科学省科学研究費特定領域研究(2)として，「理科

教育の内容とその配列に関する総合的研究」（課題番号 15020269，研究代表者：猿田

祐嗣）を行ってきた。 

新しい教育課程は，平成 14 年度から実施された。現段階における児童・生徒に最も

適切な教育課程として示されたものである。学問の進歩や社会状況の変化に応じて，

これまでも約 10 年に 1 回の割合で教育課程の改訂が行われてきた。新しい教育課程

が実施に移されると，次の教育課程改訂に向けて準備を始めなければならないのが実

情である。 

国民に納得のいく教育課程を提示するために，教育課程実施状況調査だけではなく，

その他の多くの実証的なデータを参考に改訂作業が進められる。研究者は，改訂作業

を後押しすべく，質の高い実証的なデータを数多く提供する必要がある。基本的には，

小・中・高等学校を通じ，どの学年でどのような内容を指導するのが最も効果的なの

かを示すことが重要であろう。 

本研究の目的は，今後のわが国の理科の教育課程における指導内容とその配列を決

定する諸要因を実証的に調べるとともに，指導内容の選択や配列の基本モデルを作成

し，今後の理科の教育課程における指導内容とその配列について提言を行うものであ

る。そのためには数年にわたって研究を継続して行う必要があり，平成 15・16 年度

は平成 14 年度に収集・整理した基礎的・実証的データ（平成 14 年度文部科学省科学

研究費特定領域研究「理科教育の内容とその配列に関する基礎的・実証的研究」成果

報告書，平成 15 年 3 月）をもとに，次の二つの研究をさらに進めた。 

(1) 諸外国の理科カリキュラム内容の比較研究 

(2) わが国の新しい理科カリキュラムの中で児童・生徒の理解が困難な内容を明確

にし，どのような指導法が効果的であるかに関する研究 

本報告書は，上記二つの研究の成果をまとめ，理科の内容配列について若干の提言

を試みたものである。 

なお，(1)の研究に関しては研究代表者の猿田祐嗣が主に担当し，(2)の研究に関し

ては研究分担者の三宅征夫が主に担当した。とりわけ(2)の研究では小・中学校の教員

および大学の教官に多大なるご協力を仰いだ。ここに記し，衷心よりお礼申し上げる。 

 

平成 17 年 3 月 

          研究代表者 猿田 祐嗣 
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第1部 研究成果の概要

1-1研 究 の 目的

本研 究 の 目的 は,今 後 のわが国 の理科 の教 育課程 にお け る指 導 内容 とそ の配 列 を決定す

る諸 要因 を実証 的 に調 べ る と ともに,指 導 内容 の選 択や配 列 の基本モ デル を作成 し,今 後

の理科 の教 育課 程 にお け る指導 内容 とその配 列 にっいて提 言 を行 うもので あ る。

平成14年 度は,ま ず 準備 研 究 と して,(1)諸 外 国の理科 カ リキ ュラム内容 の比較研 究,

及び(2)わ が 国 の新 しい理科 カ リキ ュラムの 中で児 童・生 徒 の理解 が困難な 内容 を明確 に し,

どの よ うな指 導法 が効 果的 であ るかに関す る研 究の2つ を行 った..

平成15・16年 度は2か 年 計画で,上 記2つ の研 究 に よ り収集 したデー タを さ らに整 理 し,

諸 外国 と比較 分析 す る こ とに よって,わ が国 の理科 の教 育課 程 の特徴 を明 らか にす る とと

もに,理 科 の 内容 に対 す る児童 ・生徒 の理 解 度やっ まず きを明 らか に し,そ の結 果 をも と

に指導 内容 とその配 列 について の提 言 を行 う、

1-2研 究 の 計 画 ・方 法

本 研 究は,平 成14年 度 の準備研 究 を経 た3か 年 に渡 る研 究 プ ロジェ ク トとして,次 の2

つ の側 面か ら研 究を行 った 、

(1)「 わが国 の理 科 の教育課 程 の特 徴 を明確 にす る研 究 」

(2)「 理科 にお け る児童 ・生 徒 の理解 度や っ まず きの 実態等 を把握す る研究 」

最終 的 には,こ れ ら2っ の研 究 の成果 をま とめた報告 書 を刊 行 し,理 科 の教 育課程 にお

け る指 導 内容 とそ の配 列 につい て提言 を行 うが,研 究 の計画 お よび方法 は上記2つ の研 究

ご とに策 定 した.

1-2-1「 わが 国の理 科 の教育課 程 の特徴 を明確 にす る研 究」 の研究 計画 ・方法

平成14年 度 は,主 要10か 国 の全 国的 あ るいは州や 地域 レベ ル のカ リキュ ラム にお け る

「科学 の 内容 」 にっ いての配 当学 年,配 列の順 序等 のデー タを収集す る.,

平成15年 度 は,TIMSS1995に お け るカ リキ ュラ ム調 査 と同 じ手 法 を用いて,主 要各 国の

最 新 の カ リキ ュ ラ ム にお け る理 科 の 内容 の配 当学 年 や 配 列 の順 序 等 に関 す る調 査 を,

TIMSS2003の 各国調 査責任 者 に対 して再調 査 した最新 のデー タを入手す る.

平 成16年 度 は,平 成14～15年 度 にか けて収集 した主 要10か 国の 「科 学的 な 内容」 に

つ いて の配 当学年,配 列 の順序 等 のデー タを,わ が国 を含 めた主要10か 国 にお け る理科 の

内容項 目の履修学 年 と取扱 い の程 度が比較 可能 な表 と して作成す る とともに,TIMSS2003

の調査 結果報 告書 お よびデー タを入 手 し,小 ・中 ・高等 学校 の主要10か 国 の理 科 カ リキ ュ

ラム 内容 にっ いて分析 を行 う.
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1-2-2「 理科における児童 ・生徒の理解度や つまずきの実態等を把握す る研究」の研 究計画 ・

方法

平成14年 度は,年 度末 に無 作為 に抽 出 した全 国の 中学校500校 の理科 主任 また は これ に

代 わる方に対 して 「生徒 の理解 度及 びつ まず き調 査」 を実施す る。

平成15年 度 は,平 成14年 度 末 に実施 した 中学 校 に対 す るア ンケー トの第一 次集 計 を行

うとともに,年 度末 に無 作為 に抽 出 した全 国 の小学校500校 の理科 主任 また は これ に代わ

る方 に対 して,中 学校 同様 の 「児童 の理解 度及 びっ まず き調 査」 ア ンケー トを実施す る。

平成14～15年 度 にか けて,研 究代表者 ・分担 者及 び所 内外の研 究協力 者合 計14名 か ら

な る 「理科 カ リキュラム委 員会 」を設 け,委 員会 を開催 し,平 成12～15年 度 に全 国 の小学

校 教師及 び 中学校理 科 主任 を対 象 に実施 した 「児童 ・生徒 の理解度 及び っまず き調 査」の

結 果の分 析 を行 う,

平成16年 度 は,以 上の調 査研 究の ま とめを行 う。

、

卜3研 究の主な成果

1-3-1「 わ が国 の理 科 の教育課 程 の特徴 を 明確 にす る研 究」 の主 な成 果

(第H部H-1参 照)

(1)諸 外 国の理科 カ リキュラム にお ける 内容 の重要 度 の経 年比 較

国際教 育到 達度評 価学 会(IEA)が1970年,1983年,1995年 に実施 した第1回 か ら第3

回 まで の 「国際理 科 教育調 査」(第3回 は 「国際数 学 ・理科教 育調 査(TIMSS)」)に お い ては,

参加 国 の理 科 カ リキ ュラムの 内容 につ いて比較 調査 を行 った。 第1回 調査 と第2回 調査 に

お いて は,理 科 の 内容 を53項 目に分類 し,そ の内容 の重要 度 につ い て参加各 国/地 域 の調

査責任 者 を対 象 として調 査 を行 い,1960年 代 後 半か ら1980年 代前 半にか けて の各国 の理

科 カ リキ ュ ラムの 重要度 の経 年変化 を明 らか に してい るD、 この調査 か らは,調 査 対象学

年 であ る10歳 児(第4学 年),14歳 児(第8学 年),大 学進 学直 前 の高等学 校で の理 系科

目履修 者 の3つ の時点 のみのデ ー タ しか得 られ ない が,参 考デ ー タ と して 十分価値 が ある.,

第3回 調 査 では,同 じく参加 各国/地 域 の調査 責任 者 を対象 と して理 科 の内容78項 目につ

いて 中等 教 育終 了まで の全 学年 で調 べ てい る2)が,わ が国 を 中心 と した詳 細な分析 は行 わ

れ てい ない。 そ こで,そ れ らのデー タを も とに,わ が国 を中心 と した詳 細な分析 をす る こ

とと した,、主な結果 を次 に示す3>,、

1)Keeves
.J.R(ed.).τ 加ZE、48'〃4vqブ ∫c'θ1?cθZ1去C加 〃ge∫'η 翫 ノθ1?oεEぬoo'ノoη 翻61.4c乃'eve〃'eη'ノ

1970to1984.PergamonPress.1992.

二)Schmidt
,WH.,etal.,《 吻 川510η&A幼 嗣1'77∫ib1.2,ヨ αo∬ ・Nα'10η θ11ηve3'lgθ 伽 ρズC〃 傭 〃10r

ノ〃∫ε〃'10〃3'η56加01ε σ'eη6θ,KluwerAcademicPublishers,1997,

3}詳 し い デ ー タ 等 に つ い て は
,「 理 科 教 育 の 内 容 と そ の 配 列 に 関 す る 基 礎 的 ・実 証 的 研 究 」 平 成14年 度

文 部 科 学 省 科 学 研 究 費 特 定 領 域 研 究 成 果 報 告 書(代 表 者 ・猿 田 祐 嗣,課 題 番 号14022257),2003.
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1)1960年 代後 半か ら1980年 代 前 半にお ける各 国の理科 カ リキ ュラム の内容 の重 要度

IEAの 第1回 調査 と第2回 調査 で共通 に調査 した53項 目の重要 度を 両調 査 に参 加 した主

要10か 国/地 域 につ いて比 較す る とともに,物 理 ・化学 ・生物 ・地学 の4領 域 の 内容 ご

との平均値 の推移 を調 べた。 その結 果,わ が国 にお ける理 科 の各 内容 項 目につ い ての重 要

度 は各 国 とほぼ同様 で あった こ とが分か った.領 域 別に 見る と,物 理領 域 の内容 は各 国 同

様,小 学校 か ら割 と重要視 され,1980年 代前 半に は各国が 同 じよ うな扱 い をす る傾 向が あ

った。 化学領 域 の 内容 は1960年 代後 半で は10歳 児及 び14歳 児 の時 点で あ ま り扱 われ な

い 内容 で あったが,1980年 代前 半 には14歳 児 で各 国 とも重要 な 内容 へ と変化 した.生 物

領域 の 内容 は,わ が国で は変化 がそれ ほ どで もないが,そ の他 の国は化 学領域 同様 に1980

年代 前半 にな って重要 とみ なす よ うにな る傾 向が あった.地 学領 域 の内容 につい て は1960

年代 後 半のデー タが不備 であ る国が多い た め明言 できな いが,1980年 代 には低 学 年 の時点

か ら重要 な 内容 で ある とい う認識 がな され て いた.特 徴 のあ る国 をあげ る と,ア メ リカ は

内容 ご との平均 値が 各領域 ともに高 く,す べ て の領 域 を重要視 して い る こと,ま た,イ ギ

リス及 びオー ス トラ リアは1980年 代以 降,理 科 の内容 の重要度 が高 まってい る こ とが デ

ー タか ら読み とれ る
。

2)1990年 代 前 半 に お け る各 国 の 理 科 カ リキ ュ ラム の 内 容 の 重 要 度

1995年 の 第3回 調 査(TIMSS)の 際 に 調 査 した78項 目(表1-1～ 表1-3参 照)に つ い て,

初 等 ・中 等 教 育 段 階 の 全 学 年 に お い て 取 扱 い の 有 無 と程 度 の デ ー タ4)を 精 査 した..わ が 国

の 理 科 カ リキ ュ ラム と比 較 の た め に 取 り 」二げ た 国/地 域 は,TIMSS調 査 に 参 加 した カ ナ ダ,

フ ラ ン ス,ド イ ツ,イ タ リア,韓 国,ロ シ ア,シ ン ガ ポー ル,ア メ リカ で あ っ た 、 な お,

ドイ ツ は州 に よ って カ リキ ュ ラ ム が 異 な る た め,代 表 と して ノル トライ ン ーウ ェ ス トフ ァー

レ ン州 の デ ー タ を掲 載 して い る,、 ま た,シ ン ガ ポ ー ル は 中等 教 育 殺 階 で 「速 習/特 別 」 コ

ー ス と 「普 通 」 コー ス に 生 徒 を分 け ,異 な る カ リキ ュ ラム で 指 導 して い る た め,デ ー タ も

別 個 に扱 っ て い る,、な お,わ が 国 の デ ー タは 昭 和52・53年 度 告 示 の 学 習 指 導:要領 の も とで

の 理 科 カ リキ ュ ラ ム に も とつ く も の で あ る..

表H～ 表1-3に は わ が 国 の デ ー タの み を 示 した が,こ れ ら のデ ー タを 見 る と,「 物 質 の

分 類 」 「物 質 の 物 理 的 特 性 」 「物 質 の 化 学 的 特 性 」 「熱 と温 度 」 「音 」 「光 」「電 気 」 「磁 気 」「物

理 的 変 化 」「生 物 の 成 長 サ イ ク ル 」 「生 殖 」 「惑 星 」 に つ い て,わ が 国 で は 小 学 校 か ら 中学 校

に か け て 複 数 学 年 で 主 要 な 内 容 と して 扱 わ れ る 内容 で あ る こ とが 分 か る、 韓 国 の 内 容 の扱

い は わ が 国 に よ く似 て い る が,わ が 国 ほ どの ス パ イ ラ ル 式 で の 取 扱 い は行 っ て い な い,,

IEAの 第1回 か ら第3回 ま で の3回 の調 査 結 果 か ら言 え る こ とは,内 容 を ス パ イ ラル 式 で

学 校 陵 階 を ま た が っ て 扱 うこ とは,わ が 国 だ け で な く,内 容 に よ っ て 他 の 国 に も み られ る

こ と,物 質 の性 質 や 電 磁 気,光,音 な ど基 本 的 な 内容 に っ い て は,初 等 教 育 段 階 か ら中等

教 育 後 期 段 階 ま で 取 り扱 う期 間 が 長 い こ とが 明 らか とな った,

4℃TTMreports(TIMSSに お ける理科の内容の重要度 に関す るデー タ)は 一

か ら入手可能。
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表1-1わ が 国 の昭 和52・53年 度 告 示 学 習 指 導 要 領 の もとでの 理 科 カリキュラム におけ る

内 容 の 指 導 学 年(† 印注 要内容として指導,一 印・該当学年での指導)



表1-2わ が 国の 昭 和52・53年 度 告 示 学 習 指 導 要 領 の もとで の理 科 カリキュラム にお ける

内 容 の 指 導 学 年(一.印 注 要内容として指導,一 印・該当学年での指導)



表1-3わ が 国 の昭 和52・53年 度 告 示 学 習 指 導 要 領 のもとでの 理 科 力リキュラム に おける

内容 の 指 導 学 年 儲 印・主要内容として指導,一 印・該当学年での指導)



(2>現 在 の諸外 国の理科 カ リキ ュラムにお け る内容(第H部H-1参 照)

また,最 新 の 「国際数 学 ・理科 教育動 向調査 の2003年 調 査(TIMSS2003)」 にお いて は,

小学校32項 目お よび 中学校44項 目(表2に は 共通項 目を統 一 した69項 目にま とめ直 した

ものを掲載)の 理科 の 内容 にっ いて履修 学年 と小 学校4年 あるいは 中学校2年 の調査対象

学年 にお け る実 際の実施 率 につ いて 各国の状 況 を調 べて い る5)。

それ らのデー タを検討 した結 果,理 科 カ リキュ ラム で規定 された指 導学年 は,内 容 項 目

に よって,国 に よってば らつ きが異 な る。 また 実際の履修 率 に もば らつ きがみ られ る。理

科得 点 が高か った シンガ ポー ル,台 湾,韓 国,香 港 は,わ が国 と異 な り,ほ とん どの 内容

項 目を特 定の学 年で指 導す るこ とにな ってい る。他 では理科 得点 が高 かったエ ス トニ アは

わが国 と同 じよ うに幅 広 い学年 で指 導す る傾 向が ある.調 査 対象 学年 でのわ が国 の履修 率

が国際 平均値 よ りも30ポ イ ン ト以上 高 い内容項 目をあげ る と,小 学校4年 で は 「磁 石」「電

気 お よび電気 回路 の一般 的な利 用法」,中 学校2年 で は 「光 の基本 的性 質 と作用 」 「音 の性

質」 「電気 回路お よび 電圧 と電流 の関係」 「永久磁石 と電磁 石 の性 質」 で あ り,い ずれ も物

理 領域 の 内容 項 目で 国際平均値 を大 き く上 回 ってい る。

逆 に,国 際平均 値 よ りも30ポ イ ン ト以上低 い 内容項 目をあげ る と,小 学校4年 で は,

「物理 的特性 に よる物 資や材料 の分類 」「混合 物 の生成 と分 離」「化学 的変 化 と物理 的変 化」

「物 体 を動 かす カ」 「人 間や 他 の生物 の主 な身 体構造 とそ の機 能 」 「外部環境 や活 動 に応 じ

た 身体反応 」 「生態 系 にお け る相 互作 用」 「環境 の変化 」 「伝 染病 の伝染 の仕 方」 「食 生活や

運 動な ど健 康 を維 持す る方 法」「岩 石,鉱 物,土,土 壌 」「空気 」「地球 の景観 の一般 的特 徴

と人間 に よる利 用 との関係 」「地球 の天然 資源 の利 用 と保 全 」「地 球 の水循環 」「気 象条件 の

日々の変化 と季節変 化」 で あ り,健 康,病 気,環 境 な ど実 用的 な内容項 目で国際 平均値 を

大 き く下回 ってい る.

中学 校2年 で は 「物 質の状態 と変 化」「エ ネルギー の種類,源,変 換 」「カ と運 動,距 離 ・

時 間 グラフの利 用」「身近 な化 学変化 の分類 」「細胞 の構 造 と機 能」「生殖 と遺伝,遺 伝 形質

と獲得 形質 」「種 の生存 ・絶 滅 にお け る変異 と適応 の役割 」「自然界 での物質 の循 環 」「一般

的 な感 染症 」 「予防 医学 の方法」 「地球 の水 循環 」 「地球上 の現象 の説 明」 「地球 の物理 的特

徴 」「恒 星 として の太陽 」 「人 口の変 化 と環 境 へ の影響 」 「天然 資源 の利 用 と保 全j環 境 の

変 化」が国際 平均値 を30ポ イ ン ト以 上 下回 ってい る。履修 率が低 か った理 由は,こ れ らの

項 目の うち大部 分が 中学校3年 で扱 う内容 であ り,未 履修 で あった こ とが考 え られ る。

表3-1～ 表3-3に は,69項 目に ま とめ直 した理科 の 内容 項 目にっ いて各 国の調 査責任 者

に尋 ねた指 導学年 の結 果 を,デ ー タが不備 な国 を 除いた13か 国 にっ いて集 計 した表 を掲載

して い る.網 掛 けを施 した学 年にお いて4分 の1以 上 の国が 履修 して いる こ とを示 し,さ

らにわが 国の履修 学年 は太字 で示 した国数 に含 まれ てい る。 これ らの表 か ら,わ が国は各

内容 項 目の指導学年 が 広い範 囲 に散 らば って い る国 と して特 徴的 であ る。

51Martin
,M.0.et.al,,πM∬2003ノ η'ε朋 θ∫'oη01∫clθ 〃oθ1ぞθρoπ.BostonCollege,2004
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表2理 科の内容項 目



表3-1理 科 の 内 容 項 目 に対 す る各 国 の 履 修 学 年 一物 理 ・化 学 領 域 一(TIMSS2003)



表3-2理 科 の 内容 項 目 に 対 す る 各 国 の 履 修 学 年 一 生 物 領 域 一(TIMSS2003)



表3-3理 科 の 内 容 項 目 に 対 す る 各 国 の 履 修 学 年 一 地 学 領 域 一(TiMSS2003)



1-3-2「 理科 にお け る児 童 ・生徒 の理解度 や つ まず きの実 態等 を把握す る研 究」の 主な

成果(第m部 参 照)

(1)わ が国 の小学生 の理 科の 内容 に対す る理 解度や っ まず きの 実態(第HI部1皿 一1参 照)

平成15年 度 末 に全 国か ら無作 為に抽 出 した小学校500校 の理科 主任 あ るい は教 師 に対

して,現 行 の学 習指導 要領 にお け る小学校 理科 の 内容 にっ いて教師 の指導 の難易 や児童 の

理解 の難 易 等 にア ンケー ト調査 を実施 した.回 収率 は48%で あった.

そ の結果,表4に 示 す よ うに,児 童の理 解 が困難 な 内容 は,「 月や 星の特徴や 動 き」 「物

の運 動」「天 気の変 化」「電 流の働 き」「土 地のつ く りと変化 」で あった .こ れ らの うち,B

領域 を除 くC領 域 の 「月や 星の特 徴や動 き」 「天 気の変 化」「L地 のつ くりと変化 」は20%

以上 の教師 が 児 舐の理解 が 困難 な内容 と して あげ てい る.

(2)わ が 国 の 中学 生 の 理 科 の 内 容 に対 す る理 解 度 や つ まず き の 実 態(第 皿 部HI-2参 照)

・拝成12年 度 末 に 全 国 か ら 無 作 為 に抽 出 した 中 学 校500校 の理 科 主任 に 対 して ,旧 学 習 指

導 要 領 にお け る 中学 校 理 科 の 内 容 に つ い て 教 師 の 指 導 の難 易 や 生 徒 の 理 解 の 難 易 等 に ア ン

ケー ト調 査 を 実 施 した,.回 収 率 は40%で あ っ た 、、:}llな結 果 を 次 に 示 す..

1)生 徒 の理 解 が 困難 な 内 容

表5に 示 す よ うに,生 徒 の 理 解 が 困難 な 内 容 は,「 熱 と温 度 」 「圧 力 」 「電 流 と電IE」 「惑

星 と太 陽 系 」 「原 子 と分 子 」 「電 気 分 解 とイ オ ン」 「仕 事 とエ ネ ル ギ… 」1電 流 の 働 き と電.子

の 流 れ 」で あ る 、.こ れ らは,30%以 ヒの教 師 が 生 徒 の 理 解 が 困 難 な 内 容 と して あ げ て い る.

第1分 野 の 内 容 が ほ とん どで あ る 、、

現 行 の 中 学 校 学 習 指 導 要 領 で は,「 熱 と温 度 」 「電 気分 解 とイ オ ン」 「仕 事 とエ ネ ル ギ ー 」

の 内 容 は ほ とん ど全 部 削 除 され,「 圧 力」 「電 流 の働 き と電 流 の 流 れ 」 は 部 分 的 に 削 除 され

て い る 、.

逆 に,生 徒 の 理 解 が 容 易 な 内 容 と して,「 動 物 の仲 間 」 「植 物 の 生 活 と体 の っ く りj「 気

体 の 発 生 」 「植 物 の 仲 間 」 「生 物 と細 胞 」 「動 物 の 生 活 と体 のつ く り」 「生 物 界 の つ な が り」

を60%以 一.ヒの 教 師 が あ げ て い る 第2分 野 の 内 容 が ほ とん どで あ る..こ れ らの 内 容 は現 行

の 学 習 指 導 要 領 で も.一一部 を 除 き ほ とん ど残 され て い る .
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表4小 学 校教 師の指 導の難 易,小 学生 の理解 の難易 の割合(%)



2)教 自弔び)教 え1こ く し、p態容

教 師 の 教 え に くか っ た 内 容 は,「 熱 と温 度 」 「光 と音 」 「圧 力 」 が あ り,教 師 の20%以 一ヒ

が これ らを 教 え に く い 内 容 で あ る と答 え て い ろ.「 カ」 「原 子 と分 向 「惑 星 と 太 陽 系 」 も比

較 的 教 え に く い 内 容 とな って い る,.

逆 に,「 気 体 の 発 生 」 「動 物 の 仲 間 」 「生 物 と細 胞 」 「化 学 変 化 」 「植 物 の 生 活 と体 の つ く

り」 「動 物 の 生 活 と体 の っ く り」 「植 物 の 仲 「1ξ/」「水溶 液 」 「物 質 の状 態 変 化 」 は70%以 ヒの

教 師 が 教 えや す か った 内 容 と して あ げ て い る..

3)[夫 した 指 導 法 の あ る 内 容

生 徒 の 理 解 が 困.難 な 内 容 項 目 に 関 して 特 別 に.L夫 した指 導 法 を 持 っ て い る もの は,「電 流

と電 圧 」 「惑 星 と太 陽 系 」 「原 ∫孔と分 子 」 「電 気 分 解 とイ オ ン」 「光 と音 」 「霜 流 の 働 き と電!乙

の 流 れ 」 が ・多 く,教 師 の10%以 ヒが これ らのIL夫 した 指 導 法 を 持 っ て い る と答 え て い ろ .

ま た,i日 学 習 指 導 要 領 と新 しい 学 褐 指 導 要 領 に 才5け る 中学 校 理 科 の 内 容 に つ い て 教 師 の

指 導 の 難 易や 生 徒 の 理 解 の.難 易 等 を 比 較 す るた め に,.平 成11年 度 末 に 無 作 為 に 抽 出 した 全

国 の 中 学 校500校 の 理 科 主任 また は こ才/に代 わ る.方 に 対Lて 「児 童 ・生 徒 の 理 解 度 及 び つ

まず き 調 査 」を 実 施 した.平 成12年 度 末 の 調 査 よ りも 回収 率 が 高 く,約250校 の デ ー タ(回

収 率5割)を 集 計 した 結 果,表iに 示す よ うに,前 回 に比 べ て 今 回 は,:生 徒 の 理 解 が 比 較 的

困 難 な 内 容(30%以 一1二の 教 自rllが回 答)と して あ が っ た 項 目数 が8項 目か ら3項 口に 減 っ た..

今Lr.・1も30%を 超 え る 教 師 か ら 生徒 の 理 解 が 困 難 で あ る と回 答 が あ っ た の は 、 「カ と圧 力 」

「電 流j「 天 体 の 動 き と地 球 の 自転 ・公 転 」 の3項 目で あ り ,面 回 も30%を 超 え る教 師 か

ら回 答 が あ っ た 内容 で あ る..な お,前 回 の 調 査 で 比 較 的 理 解 が 困 難 で あ る と され た 「熱 と

温 度 」 「電 気 分 解 と イ オ ン」 「仕 事 とエ ネ ル ギ ー司 は 中学 校 か ら高 等 学 校 ・＼移 行 して い る
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表5中 学校教 師の指 導の難 易,中 学生 の理科 の難易 の割 合(%)



(3)理 科 の新教 育課程 ・指導 法等 に関す る意 見 ・提案等(第 皿部HI-2参 照)

小学校 お よび 中学校 にお け る理科 のカ リキュ ラムや指 導法 の改善 に役 立て る こ とを 目的

として,平 成14年 度か ら施行 された 現行 の理 科 の教育課程 の 内容 にっ いて,移 行 ・削除 さ

れた こ とに よ り,児 童 ・生徒 の理解 が 困難 にな った り,指 導 しに くくな った りした ところ

は ないか ど うかを学校 現場 の教員 の意 見か ら探 った。

具 体的 には,い くつか の地域 ご とに小 ・中学校 の教 員 に研 究協力者 と してお集 ま りいた

だ き,理 科 カ リキュ ラム検討 委員 会 を組 織 し,小 学校 と中学 校 の各部 会 に分 かれ て,予 め

各人 が準備 した レポー トを も とに,意 見交換 を行 い,ま とめて い くとい う方法 を とった。

研究 協力者 の所 属 ・氏名 は次 の通 りで あ る(敬 称 略,平 成16年3月31日 現在)。

小学校

鹿児島県総合教育センター

福岡県糟屋郡宇美町立桜原小学校

長崎大学教育学部附属小学校

鹿児島大学教育学部附属小学校

大分県臼杵市立市浜小学校

佐賀県神埼町立西郷小学校

尾場瀬優一 、

稲垣 浩俊!

楠本 正信i

平 千力1

東 徹哉i

馬原 俊浩i

中学校

鹿児島県総合教育センター

鹿児島市立伊敷中学校

鹿児島県笠沙町立笠沙中学校

琉球大学教育学部附属中学校

延岡市立熊野江中学校

宮崎大学教育文化学部附属中学校

芝原 睦美i

河瀬 雅之

大迫 俊浩

島村 一司

里岡 亜紀

隈元 修一

次 に,小 学校 と中学校 に分 けて,理 科 の 内容配 列 を考 え る際 の視 点 と提案事項 を紹 介す

る.詳 しくは,本 研 究 の成 果報告 書 を ご覧 いた だ きたい.

1)小 学校 にお ける理科 の 内容配 列 を考 え る際 の視点 と提 案事 項(第 皿部HI-2-1参 照)

小 学校 部会 では,各 研 究協力者 が準備 した レポー トを も とに,理 科 の 内容配 列 を考 え る

際 の視 点の洗 い 出 しと検討 を重 ね,下 記 の① に掲 げた6っ の視 点 にま とめなお し,そ れ ぞ

れ の視 点 に立 った レポ ー トの再作成 を行 った。 そ して,そ れ らの 中か ら重 要な事 項 を② に

掲 げた8つ の提案 と して抽 出 し,「新 しい理 科 学習 の内容 配列 にっ いて の提案 ～新 しい 学力

観 に立っ理科 学習 の現 状 と新 た な方 向性 か ら～」 と して最終 的 にま とめた、,

① 小学校 の理科 の内容 配 列 を考 える際 の視 点

理科 教育 の存 立基盤,目 的か ら問題 の所在 を探 る

・ 理 科教 育 がね らい として きた こ と,今 後,ね らい とすべ き こ とか ら問題 になって い

る こ とはない か。

・ これ まで の理科 の 目的の見直 し

・ 追 いっ け,追 い越 せ 時代 の理 科教 育 と現在 の理 科教 育

・ 今後 どの よ うな理 科 学習 が望 まれ るか。

児 童 の分 か りとい う観 点か ら問題 の所在 を探 る

・ 現行 の学習 指導 要領 の指導 の実 際か ら探 る。

・ 実 際の学習 指導 を通 して ,問 題 に なって い るこ とはな いか,、

・ そ の問題 の生 まれ る背景 ,根 拠 を ど うと らえるか。

育て るべ き資質 ・能 力 とい う観 点 か ら問題 の所在 を探 る
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・ 理 科教育 のね らい とい う観 点 か らみた とき,考 えな けれ ばな らない こ とは ないか。

・ 生 きる力 とい う観 点か ら考 えなけれ ばな らない ことはないか。

・ 児童 の 「科学的 思考力」 にっ いての実態 調査 の結果か ら見直す,

・ ものづ く りで育て る資 質 ・能 力の洗 い出 し

・ 中央教 育審議 会の答 申にみ る科学的 素養

・ 問題解 決能 力 と科学 的思考力 の 関係

・ 新 しく加 えたい能力 としての,モ デル形成 の能力,創 造 的思考,推 論

納得,実 感 の深 ま りとい う観 点か ら問題 の所 在 を探 る

・ よ り深 く理 解 させ る とい う観 点 か ら,付 加 させ るべ き事柄 はない か。

・ スパ イ ラル な 内容 配置 と今回 の配置 の問題

・ 納 得実感 させ る方法 の問題(も のづ く り,日 常生活 との 関連,自 然 災害)

・ ものづ く りの位 置付 けの根拠

生活 との関連(生 きる力)と い う観点 か ら問題 の所在 を探 る

・ 現代社 会 を生 きる とい う観 点か ら見直す べ きこ とはな いか。

・ 過去 の 内容 を洗 い出す。

・ 過 去の 内容 と社 会情勢 との関連 をみ る。

教 師の指導力 具体 的 な学習指導 とい う観 点 か ら問題 の所在 を探 る

・ 平成元 年度 か らの 「新 しい学 力観」 に立 つ理科学習 の在 り方 理想

・ その理想 を,実 現 で きて い るのか とい う観 点 か ら,理 科 学習 の在 り方 を見 直す。

・ 「見通 しを もって 」 の意 味や そ の問題点

・ 理科 専科制 度 ,教 員養成 の問題

② 小学校 の理科 の 内容配 列 について の提案事 項

提案1

児童 の納得 ・実感 して分 か る とい う観 点か ら内容 を見直す必 要 があ る 。

一現在 の内容 では
,納 得 ・実感 で きない よ うに なってい る ものが ある、

提案2

児童 に とっての学 びの必 要観,納 得 ・実感 とい う観点 か ら,内 容 の見直 しや 配列 の

順序 を見直す 必要 があ るのでは ないか,、

一児童 が
,生 活 科や総合 的 な学 習の 時間 で学び取 って い るもの との関連 を も考慮す

る。

提案3

生 き る力 と して の問題 解 決能力 を育成す る観 点か ら,現 行 の学習指 導要領 の各学年

で育む 資質 ・能力 の妥 当性 の検討 か ら内容 を見 直す必要 が あ る。

一各 学年 で育 て る資質 ,能 力 を,3年 「比較 」,4年 「関係 付 け」,5年 「推 論」,6

年 「条 件制御 」 とす るの が望 ま しいので はな いか。

提案4

問題解 決 の能 力 の育成 を考 え る とき,科 学 す る楽 しさを味 わわせ る必 要 があ る。

一そ こで
,子 どもの有能性 としての創 造的思 考 を生か し,大 学や 関係機 関 と連携 し,

子 どもがアイデ ア を創造 し,大 人 がその実現 に 図 る とい う 「あれ これ考 える楽 し
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さを味 わ う内容 」 を取 り入れ る こ とは ど うか.

提案5

現代 社会 を 「生 き るカ 」 とい う観 点 か ら,内 容 を見直 す必要 があ る、

一生 きる力 の 中核 は,問 題 解決能 力 であ る と考 えるが,同 時 に,現 代 社会 を生 きる

知 恵 に関す る内容 も挙 げ なけれ ば な らない、,

提案6

科 学概念 の形成発 達 を考 える上で,科 学概 念 の高 ま りを考慮 し,ス パ イ ラル に学習

内容 を構 成す るこ とも必 要では ないか。

提案7

人間形成,問 題解 決 の能力 を育 成す る とい う観 点 か ら,新 しい理科 学習 のス タイ ル

を提案 す る。

一演繹 的な思 考や ,創 造的 な思 考 を重視 した学び の過 程

提案8

児童 の主体 的な学 び とす るため に,観 察 の理 論負 荷性 を考慮 し,「 追究 のポ イン ト」

を明確 に した学習 の在 り方 を考 え る。

2)中 学校 にお ける理 科 の内容配列 を考 え る際 の視点 と提 案事項(第m部 皿一2-2参 照)

中学校部 会 では,ま ず,中 学校 学習指導 要領 改善 のための 具体的 な内容や配 列 につ いて

検討 を行 い,学 習指 導要領 改善 の視点 を① の よ うに定めた.そ して,そ れ らの視 点 を基 に,

具 体的 な対策 と して② のMプ ラス1個 の提案 を考 え,「 中学校理 科学 習指導 要領 改善 のた

めの 内容 と配 列 にっ いて の具体的提 案 一基 本 的な考 え方 と研 究の概 要 一」 と して最:終的 に

まとめた.

① 中学校 の理科 の 内容配 列 を考 える際の視点

(ア)1分 野,2分 野 で育て るべ き概念 を明確 にす る.

0!分 野→3年 間 を通 じて,「 エネ ルギー概 念 の育成」 を 中心 に置 く。

マ ク ロな もの か ら ミク ロな ものへ

02分 野→3年 間を通 じて,「 時 間 ・空 間概 念 の育成」 を 中心 に置 く.構 造 化,

ミクロな もの か らマ ク ロな ものへ 総合化

(イ)(ア)に 基 づい て,物 理,化 学,生 物,地 学で どの よ うな概念や 見方 ・考 え方 を育

て るか を明確 にす る.

0物 理→ 事象 の定 量化,法 則化 な どの手法 の習熟 を図 る。

基本 量 を基 に,自 然 を解 釈す る見方 や考 え方 を育 て る。

事象 をエ ネル ギー の移 り変 わ りとして とらえ られ る よ うな見方や 考 え方 を育

て る。

0化 学→ 物 質概念,粒 子概 念 の育 成 を図 り,事 象 を粒 子 の挙動 として と らえ る 見方や

考 え方 を育 て る。

物 質の変 化 を,エ ネ ル ギー の移 り変 わ りとして とらえ られ る見方や 考 え方 を

育 て る,,
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0生 物→ 生 物 の形態 の多様 性や 共通 性 か ら,長 い年 月 をか けて,生 物が環 境 に適応 し

て きた り(進 化),種 の保存 の ため に変 化 した こ と(生 殖)な どを考 察 させ,

望 ま しい生命 観 を育て る。

0地 学 →身 近 な事象 か ら,長 い年 月,地 下の莫大 なエ ネル ギー,広 大 な空 間 な ど大 き

な視 点か ら,自 然界 で起 こってい る こ とを論理 的 に推 測す る こ とので き る見

方や 考 え方 を育 て る、

② 中学校 の理科 の内容 配 列につ いて の提案 事項

提案1

「身近 な物理 現象」 の 中の 「光 と音」 は,中 学 校 では学習せ ず,小 学校 で現象 面 を,

高等学校 で理論 面 を学 習 した方 が よい。

提案2

「天気 とそ の変化」 で,高 等学校 に移行 され た 「日本 の天気 の特徴 」 は 中学校 で 学習

した 方が よい。

提案3

「大地 の変化 」の 中の 「地 層 と過 去の様子 」 にお いて,地 層 の観 察は必 ず しも必 要で

な く,地 層 ので き方や 重 な り方の規則性 は空 間的 な広 が りにっ いての扱 い は軽 く し,

摺 曲や 断層 を取 り扱 うべ きで ある、また,「 火 山 と地震」にお いては,火 成岩 は6種 類

取 り扱 うべ きで あ り,地 震 の揺れ の伝 わ る速 さは 削除すべ きで あ る、

提案4

「植物 の生活 と種類 」では 「花 の咲 かない植 物」を,「 動物 の生活 と種類 」で は 「無脊

椎動物 」を生物 の進 化 と絡 めな が ら取 り扱 うべ き である。「生物 の細胞 と生殖 」では 「遣

伝 の規 則性 」 を軽 く扱 う,.

提案5

削除 され た 「イオ ン」 にっ いて は,中 学校 指導 要領 で取 り扱 うべ き内容 で あ る.そ

のた めに は,併 せ て 「電子 」 も扱 う。

提案6

第1分 野の配列 を,化 学→物 理→ … にす る。

提案7

「物 質 と化 学反応 の利 用」で扱 ってい る 「酸化 ・還 元」 は 「化 学変化 と原子 ・分子」

で扱 う,,

提案8

「身 近 な物 理現 象」で 「水圧 」 を取扱 い,水 圧 と関連付 けて 大気圧 を理解 させ る,

提案9

「カの合 成 ・分解 」,「仕 事」 の取扱 い は,基 本 的に は現行学 習指導 要領程 度 とし,一

直線 上 に働 く2カ の合 成,分 解,落 下運動 を付加 す る と とも に,位 置 エネル ギー を定

量 的 に扱 うよ うにす る,、

提案10

天体 の空 間概 念 と時間概念 は,金 星 でな く月で押 さえる。

提案11
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単位 は現行 学習指 導要領 どお り国際単位 系 に,基 本 量につ いて はそ の意味 ま で しっ

か り押 さえる部 分 と,総 量 で比較 させ る部 分 をは っき り区別 し,定 量 的 に とらえ させ

る部分 を増や す。

提案12

定量的 に きま りを見付 け させ る内容 を充実 させ,科 学的 な思考 力 を育て る。

提案13

選 択理 科 の内容 につい て,も う少 し具体 的 な方 向性 を学習指 導要領 で示 し,内 容 の

充実 を 図 る。

提案14

選択教 科 の内容面 だ けでな く,時 数設 定 の上で も弾力的 に取 り扱 う例 を示 し,選 択

履修 幅 を広 げ る可能性 に触 れ る,,

フ フス1

基本 量 を基 に考 える単元 を新 設 しては ど うか。

1-4総 合 的 考 察

1-4-1諸 外 国 との比 較 か らみ た わが国 の理 科 の教 育課 程 の特徴

IEAの 国際理 科教育 調査 に よる各国 の理 科カ リキュ ラムにお ける内容 の比較 か ら,1960

年代 か ら現 在 に至 るまで のわが 国の理科 の教育 課程 の特微 を明 らかにす る こ とがで きた 、

それ は,次 の よ うにま とめ るこ とが でき よ う、

①1960年 代 後半 か ら1980年 代 前半 にかけ ては,各 国の理 科カ リキュラム にお い て,従 来

どち らか とい うと軽視 して きた小 学校 の 内容 を充 実 させ る傾 向が あるの に対 して,わ

が国 は従 来 よ り小学校 低学 年 か ら理科 を履 修 させ,ま た 内容 領域 もバ ランス の とれ た

ものにす る よ う配 慮 され て きた経 緯 が あ り,内 容 の重 要度 も各 国 と比べ て安 定 した推

移 を示 してい た。

②1990年 代前 半 にお けるわが 国の理科 の教育課 程 の特徴 は,「 物質 の部類 ・特性 」 「熱 と

温度 」 「音」 「光 」 「電磁 気 」 「生 物 の成 長や 生殖」 「惑 星」 とい う内容 は,小 学校 か ら中

学校 にか けて複 数学 年 で主要 な内容 と して扱 われ る とい うスパイ ラル式 の内容 配 置が

とられ て いた。 た だ し,内 容 をスパイ ラル式 で学校 段 階 をまた が って扱 うこ とは,わ

が国だ けで な く,内 容 によって は他 の 国に もみ られ るこ と,「物質 の性質 」や 「電磁 気」,

「光」 「音」 な ど基 本的 な内容 にっ いて は,多 くの国で初 等教 育段 階か ら中等 教育 後期

段階 まで取 り扱 う期 間の幅 が広い ことが 明 らか となった。

③ 現在 の わが 国の理 科 の教 育課程 の特 徴 は,国 際 比較調 査 で理科 得 点が高 か った ア ジア

の諸国 が理科 の 内容 項 目の ほ とん どを特定 の学 年 のみ で指導す る こ とにな っ てい るの

に対 して,学 校 段階 をまた が った複 数 学年 で指 導す る よ うに内容 配列 され た スパ イ ラ

ル式 を依 然 として採 用 してい る こ とで あ る.
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1-4-2児 童 ・生徒 の理解 度や つ まず きの 実態 か らみ たわが 国の理 科 の教 育課程 の特 徴

小学校 お よび 中学校 の理科 主任や 教師 を対象 と したア ンケー ト調 査 の結果 か ら,次 の よ

うな こ とが明 らか とな った。

① 小学校 にお い ては,C領 域 の 「天 体 の運 動」 「天気 の変 化 」 「土地 のっ く りと変化 」 と

い う空 間 的 に も時 間的 に もス ケー ル の大 きな事 象 に対 す る児童 の理解 や教 師 の指 導 が,

現行 の学 習指 導要領 の も とで も依 然 として 困難 であ った.、

② 中学校 にお いて は,「 カ と圧 力」 「電 流」 とい った第1分 野 の物理領 域 の内容 や 「天 体

の運動 」 とい う第2分 野の地学領 域の 内容が依 然 として生徒 が理解 しに くく,ま た教

師 も指 導が 困難 な内容 で ある こ とが分 か った。

③ 中学校 で は,上 記 の理 解 困難 な 内容 について特 別に工 夫 した指 導法 を考案 してい る教

師 が多 く,生 徒 のっ まず き を克服 させ るた めの努 力が 払 われ てい る こ とも明 らか とな

った。

1-4-3

提 案

国際的 な位 置 づ けや 児童 ・生徒 の理解 度 ・っ まず きの実態 に も とつ く現 場教 師 の

上記1お よび2の 国 内外 の状 況 を も とに現場教 師 を中心 とした理科 カ リキ ュラム検討 委

員会か らの提 案 は,次 の よ うに ま とめ られ る、

① 小学校 で は,「 新 しい学 力観 」に立 った 理科教 育 の 目的 の見直 しを行 うこ とが重要 で あ

り,内 容 配 列 にお いて は,児 童の納 得や 理解,学 ぶ必 要性,資 質 ・能力 の妥 当性,問

題解決能 力 の育 成,現 代 社会 を生 き る力,科 学概 念 の形成 発 達 を促 す スパイ ラル的構

成,演 繹 的思 考 ・創 造 的思考 の重 視,児 童 の 主体的 な学 び,な どを考慮す る必 要が あ

る。

② 中学校 では,育 て るべ き概 念 を明確 に し,3年 間 を通 して,第1分 野は 「エネ ル ギー概

念 の育 成」,第2分 野 は 「時 間 ・空 間概 念 の育成 」を 中心 に置 く。 具体 的に は,物 理領

域 では基 本 量 を も とに,事 象 をエネ ル ギー の移 り変わ りと して と らえ られ る見方や 考

え方 を育て る。化 学領 域 では物 質概 念 ・粒 子 概念 の育成 を図 り,物 質の変 化 をエ ネ ル

ギーの移 り変 わ りと して と らえ られ る見方や 考 え方 を育 て る。 生物領 域 で は生物 の形

態 の多様 性 や共 通性 か ら,進 化や 生殖 にっ いて 考察 させ,望 ま しい生命観 を育 て る。

地学領 域 では地 下 の膨大 なエ ネ ルギー や広 大 な空 間な ど身 近 な事 象 を大 きな視 点か ら

論理的 に推 測 す る ことがで きる見方や 考 え方 を育 て る。

1-4-4理 科 の内容配 列 にお ける適時性 につ い て

IEAの 国際調 査か ら見 えて くる成 績上位 の アジア の諸国 の理科 カ リキュ ラム にお ける内

容配列 の特徴 として は,わ が国の よ うなスパイ ラル式 の 内容 配置 では な く,特 定 の学年 の

みで指導す る内容 項 目が ほ とん どで ある こ とを挙 げ るこ とがで き る。 た とえば,物 理領域

の内容である 「光 の基 本的性 質 と作用」 は,わ が 国では現行 の学 習指導 要領 にお いて小学

校3年,中 学校1年,高 等 学校物 理 で指 導す るこ とにな って いるが,諸 外 国 をみ る と,韓
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国,ス コッ トラン ドな どでは第7学 年 で,台 湾,シ ンガ ポー ル な どで は第8学 年 で,香 港

な どで は第9学 年 で指導す るこ とになって い る。主要 国の例外 は,イ ングラ ン ドの第K,2,

5,6学 年 で あ るが,旧 東 欧圏諸 国 を含 め,ほ とん どの国におい て前期 中等教育段 階 の指導

内容 とな ってい る。 この スパ イ ラル 式内容 配置 とい う理科 教育 にお け るわ が国の伝 統的特

徴 は,あ る科 学概念 を現象的 な理解 か ら理 論的 な理解 へ と発展 させ なが ら定着 させ るだけ

で はな く,主 要 な科学概 念 を題 材 に観察 ・実験 を通 して科学 的思考や 科学 的態度 を育成す

るため に,学 校殺 階 を貫 いて配置す る とい う目的 を含 んで い るもの と考 え られ る。小 学校

お よび 中学 校 の理 科教 師 に対す るア ンケー ト調査 の 自由記述 回答 に も,ス パイ ラル式 の 内

容配 置 を要 望す る声 が多 い ものの,反 対 意 見はみ られ ない。 したが って,基 本 的 な内容 に

つ いて はスパ イ ラル式 の内容配列 が今 後 も検 討 され るべ き事項 であ る と思 われ る。

また,科 学概 念 の系統性 を考 慮す る必要性 が あ る ことは もち ろん で あるが,理 科 教育 で

育 成す べ き資 質 ・能 力 の面 か らの 内容 配列 を考 える必 要性 が現場で の アン ケー ト調査 の結

果 か らも指摘 され てい る。観 察や 実験か ら得 られ る事実 に も とつ いた科学 的な もの の見方

や 考 え方 を軸 として,論 理 的思 考,問 題解決 能 力な どを育成す るために適 した 内容 を選 び,

どの学年 に配置す るか を考 え る こ とが必 要 であ る とい う考 え方 であ る,こ の考 え方 に立て

ば,さ ま ざまな科学 的事項 を網羅 的 に教 育 内容 とす るのでは な く,科 学的 な見方 ・考 え方

を育 成す るた め に必 要 な科 学概念 に絞 るこ とが肝 要 とな ろ う。

1-4-5新 世 紀 型 の理 科 教 育 に つ い て

前項 で も述 べ た よ うに,科 学的 内容 の系統性 を考 慮す る以外 に,科 学 的 な もの の見方や

考 え方を育成 す る とい う目的に応 じた内容配 列 の必要性 が今後 のキー ポイ ン トで あ ろ うと

思われ る,、そ こには,理 科教 育 を通 して育成 され た資質 ・能力 を新 しい場 面に生 か して,

よ り良 く解 決す るこ とが で きる よ うな 「生 きる力」にっ なが る能力 の重 要性 が指摘 され る..

この能力 と して は,PISA調 査 におい て 「自然 界お よび人 間の活動 に よって起 こる 自然 界

の変 化 にっい て理解 し、意思決 定す るた め に、科学 的知識 を使 用 し、課題 を 明確 に し、証

拠 に基 づ く結論 を導 きだす能 力 」 として 定義 され てい る科学 的 リテ ラシー6)に 近 い ものが

あ ろ う。 今後 の理科 教 育 にお いて,こ の種 の応 用力 を育成す るには,基 本的 な知識 を基盤

と して 習得 させ る とともに,環 境 問題や エ ネル ギー ・資源 問題 な どの科 学 の諸領 域 を複合

的 に含 んだ 内容 を理科 教育 で取 り上 げ,科 学的 な根拠 を も とに新た な課題 を解 決 して い く

問題解 決能 力,そ して,そ の基盤 とな る科 学的 思考力や 論理 的思考 力 を育成 す る こ とが必

要 にな って くるで あろ う。

6)国 立教 育 政 策研 究所 「生 き る た め の知 識 と技 能2」 ぎ ょ うせ い,2004
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第H部 「わが国の理科 の教育課程 の特徴 を明確 にす る研 究」に

関す る資料

皿一1諸 外 国 の理 科 カ リキ ュ ラム 内容 の 比 較

国 際 教 育 到 達 度 評 価 学 会(IEA)が1970年,1983年,1995年 に 実 施 した 第1回 か ら第3

回 ま で の 「国 際 理 科 教 育 調 査 」(第3回 は 「国 際 数 学 ・理 科 教 育 調 査(TIMSS)」)に お い て は,

参 加 国 の理 科 カ リキ ュ ラ ム の 内容 にっ い て 比 較 調 査 を行 っ た 。 そ の結 果 に つ い て は,第1

部 に概 要 を,詳 細 な デ ー タ は 平 成14年 度 成 果 報 告 書1)に お い て 述 べ て い る た め,こ こで は

最 新 の 調 査 で あ る 「国 際 数 学 ・理 科 教 育 動 向調 査 の2003年 調 査 結 果(TIMSS2003)」 に お け

る理 科 カ リキ ュ ラ ム 調 査 の 結 果 に っ い て 詳 しい デ ー タ を 紹 介 す る。

2003年 に 実 施 され たTIMSS2003に お い て は,表Hと 表1-2に 示 した 小 学 校32項 目お

よび 中 学 校44項 目の 理 科 の 内容 に っ い て 履修 学 年 と小 学 校4年 あ る い は 中学 校2年 の 調 査

対 象 学 年 にお け る 実 際 の 実 施 率 に つ い て 各 国 の 状 況 を 調 べ て い る2)。

表1-1理 科 の 内 容 項 目 一小 学 校4年 一(TIMSS2003)

物 理 ・化 学(13項 員)

(1)物理的性質に基づいた物体
や材料の分類

(2)金属 の特性 と用途

(3)混合物の生成 と分離

(4>水の特性 と利 用法

(5)化学的変化と物理的変化

(6)物質の状態とその物理的性

質の違い

(7)加熱と冷却による水の状態変
化

(8)一般 的なエネルギー源 ・形態

と実 際の利用法

(9)熱の流動 と温度

(10)一般 的な光源と関係のある

現 象

(1D電 気および電気回路の一般

的な利用法

(12)磁 石

(13)物体を動かすカ

生物 〈10項目〉

(14)生物 の種類,特 徴 および分

類

(15)人間や他の生物の主な身体
構造とその機能

(16)外部環境や活動に応じた身

体反応

(17)身近な生物の一生 における
一般的な段階

(18)植物 と動物の生殖

(19)植物 と動物の身 体的特徴,

行動,生 存

(20)生態 系における相互作用

(21)環境 の変化

(22)伝 染病の伝染の仕 方

(23)食生活や運動など健康を維

持する方法

地学(9項 昌〉

(24)岩 石,鉱 物,土,±:壌

(25)地球上の水

(26)空 気

(27)地 球の景観の一般 的特徴と

人間による利用との関係

(28)地 球の天然資源の利 用と保

全

(29)地 球の水循環

(30)気象条件の 日々の変化 と季

節変化

(31)動物や植 物の化 石

(32)太 陽系

1「 理 科 教 育 の 内 容 と そ の 配 列 に 関 す る 基 礎 的 ・実 証 的 研 究 」平 成14年 度 文 部 科 学 省 科 学 研 究 費 特 定 領

域 研 究 成 果 報 告 書(代 表 者 ・猿 田 祐 嗣,課 題 番 号14022257),2003.
`'Martin

,M.O,et.al.,TIMSS20031nternationalScienceReport.BostonCollege,2004.
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表1-2理 科 の 内 容 項 目 一 中 学 校2年 一(T川SS2003)

、物 理(10項 醇)

(1)物質の状態と変化

(2)融 解,凝 固,蒸 発,

凝 縮 の 過 程

(3)エネ ル ギ ー の 種

類,源,変 換(熱 移 動

を含 む)

(4)熱膨張と体積や圧

力の変化

(5)光の基本的性質と

作用

(6)音の性質

(7)電気回路および電
圧と電流の関係

(8)永久磁石と電磁石
の特性

(9)力 と運 動,距 離 ・時

間 グラフ の利 用

(10)密度や圧力の効
果

窺学 く8項貝)

(11)物質の分類と構成

(12)溶 液 の性 質

(13)物 質 の構 造

(14)水の特性と利用法

(15)一般的な酸とアル
カリの性質と用途

(16)化 学 変 化

(17)一般的な酸化反

応での酸素の必要性

(18)身近な化学変化
の分類

生物(12項 員)

(19)生 物 の 分 類

(20)人間と他の生物の
主な器官系

(21)体内環境の恒常
性維持のために機能

するシステム

(22)細胞の構造と機能

(23)光合成と呼吸

(24)生 物 の 一 生(人

間,植 物,鳥 類,昆 虫

を含 む)

(25)生殖と遺伝,遺 伝
形質と獲得形質

(26)種の生存 ・絶滅に
おける変異と適応の

役割

(27)生態系における生

物の相互作用

(28)自然界での物質
の循環

(29)一一般 的 な感 染 症

(30)予防医学の方法

地学 〈1圭項 摂〉=…

(31)地球の構造と物理

的特徴

(32)地 球 上 の 水

(33)地 球 の 大 気

(34)地球の水循環

(35)岩石の循環過程と

岩石の形成

(36)気 候 デ ー タと天 気

図,気 候 パ ター ンの 変

化

(37)数十億年にわたる

地質学的プロセス

(38)化石と化石燃料の

形成

(39)地球上の現象の
説明

(40)地球の物理的特

徴

(41)恒 星 としての 太 陽

環境科学・(3項即

(42)人口の変化と環境
への影響

(43)天然資源の利用と

保全

(44)環 境 の 変 化

表2-1か ら表2-3お よび表3-1か ら表3-5に は,G8諸 国お よび理科 の成績 が 良か った

国を抜粋 し,小 学校4年 は参 加 国25か 国/地 域 の うち17か 国/地 域,中 学校2年 は参 加

46か 国/地 域 の うち20か 国/地 域 の結果 のみ を示 した。

それ らのデー タを検討 した結果,理 科 カ リキュ ラムで規 定 された指 導学 年は,内 容項 目

に よって,国 に よってば らつ きが異 な る。 また 実際 の履修 率 に もば らつ きがみ られ る。 理

科得 点が高 か った シ ンガ ポー ル,台 湾,韓 国,香 港 は,わ が 国 と異 な り,ほ とん どの内容

項 目を特 定の 学年 で指 導す る ことにな ってい る。他 では理科 得点 が高 か ったエ ス トニア は

わ が国 と同 じよ うに幅広 い学 年で指 導す る傾 向が あ る。 調査 対象 学年 での わが国 の履修率

が 国際 平均 値 よ りも30ポ イ ン ト以上 高い 内容 項 目をあげ る と,小 学校4年 で は 「磁 石」「電

気 お よび 電気 回路 の一般 的 な利 用 法」,中 学 校2年 で は 「光 の基本的性 質 と作用 」 「音 の性

質 」 「電気 回路 お よび電圧 と電 流の 関係 」 「永 久磁 石 と電磁 石 の性 質」 で あ り,い ずれ も物

理領 域 の 内容 項 目で 国際平均 値 を大 き く上 回 ってい る。

逆 に,国 際平均 値 よ りも30ポ イ ン ト以上低 い内容 項 目をあげ る と,小 学校4年 では,

「物理 的特性 に よる物 資や材 料 の分類 」「混合 物 の生成 と分 離 」「化学的 変化 と物理 的変化 」
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「物 体 を動 かす 力」 「人 間や他 の生物 の主 な身 体構 造 とそ の機 能」 「外部環境や 活動 に応 じ

た身 体反応 」 「生態 系 にお け る相互作 用」 「環境 の変化 」 「伝 染病 の伝染 の仕方 」 「食 生活や

運動 な ど健 康 を維持す る方 法」「岩石,鉱 物,土,土 壌 」「空気 」「地 球 の景観 の 一般的特 徴

と人間 に よる利 用 との関係 」「地球 の天然 資源 の利用 と保 全 」「地 球 の水循 環 」「気 象条件 の

日々の変化 と季節変化 」 であ り,健 康,病 気,環 境 な ど実用 的 な内容項 目で 国際平均値 を

大き く下回 ってい る。

中学校2年 で は 「物 質の状態 と変化 」「エ ネル ギー の種 類,源,変 換 」「力 と運 動,距 離 ・

時間 グラ フの利 用」「身近 な化 学変化 の分類 」「細 胞 の構造 と機 能」「生殖 と遺伝,遺 伝 形質

と獲得形 質」「種 の生存 ・絶 滅 にお ける変異 と適応 の役 割 」「自然 界 での物質 の循 環 」「一般

的な感染 症 」 「予 防 医学の方 法」 「地球 の水循 環」 「地球上 の現 象 の説 明 」「地 球の物理 的特

徴」 「恒星 と しての太 陽」 「人 口の変 化 と環境 へ の影響」 「天然資源 の利 用 と保全 」 「環境 の

変化 」が国 際平均値 を30ポ イ ン ト以 上下回 って い る。履修 率 が低 かった理 由は,こ れ らの

項 目の うち大部分 が 中学校3年 で扱 う内容 で あ り,未 履修 で あった こ とが考 え られ る。

また,表5-1か ら表5-35に は,小 学 校 と中学校 とで共通 の内容項 目をま とめ直 した表4

に示す69項 目の理科 の 内容 項 目にっ い て,各 国の調 査責任者 に尋 ねた指 導学年 の結果 をG

8諸 国お よび成績 の 良か った国 で ある13か 国 につい ての履修 学年 を示 してい る。

さらに,表6-1か ら表6-3に は,13か 国 の履修 学年 を集 計 した表 を掲載 してい る。網掛

けを施 した学 年 にお いて4分 の1以 上の国 が履 修 して い るこ とを示 し,わ が国の履修 学年

は太字 で示 した国数 に含 まれて い る。 これ らの表 か ら,わ が 国は各 内容 項 目の指 導学年 が

広い範囲 に散 らばって い る国 として特 徴的 で ある。
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表2-2理 科の 内容 の指 導学年 と第4学 年 にお け る履修率(生 物 領域:10項 目)

国 地域

台湾

香港

シ ンガ ポ ー ル

オ ー ストラリア

ニュー ジー ランド

イング ラン ド

スコットランド

イタリア

/くノレギ ー 〔フラマニ、語圏)

オランダ

ノル ウェー

ハ ンガ リー

ラトビア

リトアニア

ロシア

アメリカ

国.・ 地域

台湾

香港

(14)生物の種類,特 徴

および分類

指導学年i履 修率〔%}

3

2

91tzs.

74C46i

3

1-4

1,3

4-6

1,4-5,5

97n.4.

85「3.[i〕

87〔2.41

84〔3.5,

83〔3り 、

97U.z1

49(s.a:

71〔4.6)

60〔4、o〕

0

レ4

3・一4

95こ1.19ノ

93〔i.三:・

i

83鴛.41

(19)植物 と動物の身体的

特徴.行 動,生 存

指導学年

s

s

履修率α}

11

39一 〔3.乙〕

(r.?'

シンガ ポ ー ル

オ ー ストラリア

ニ ュー ジー ラン ド

イン グランド

スコソトランド

イタリア

s

4-5

3

52G.ε 〕

73「4.i:旨

75氾.〔1.1

65〔47/

49〔5.と ・

4-r

初
ss_..

'く ノレギ ー{一フラマニ語圏 ト

オ ラン ダ

ノル ウェ ー 3…4

ハン ガリー

ラトビア

リトア ニア

ロシア

9

1-9

s-s

581卜.7}

64〔4.61

38曳4.O」

81〔35}

94as.

アメリカ 82f2、4)

(15)人間や他の動物の主

な身体構造とその機能

指導学年

3畷

y

3-5

i履 修 率衡

92仁.乞 ト

87ピ き.4}

一J

}1,4

95u.a:

70(4.と}

71(8.4;

85〔3、5}

?一7

_仁73〔 価

5

71〔5.D

3-1(.

40r4.α ト

f4.U;

70L3.6、

,,

3-y

6-9

89・2.c〕

95.;,.

71〔2.の

(2ω生態 系における

相互作用

指導学年

J

6

履修率舶

41じ ～.91

28デ4.9」

s

F-9

39〔4.φ

8〔h3.御

80亀.a

60〔4印

5'1,.,.a'

3-895・.三.5)
一 一

5

3-4

6813.言 、

66〔5.〔 昌

74Lら 、Ol

4 89〔2、 己1

:二1儒

(16)外部環境や活動に

応じた身体反応

指導学年

3-4

s

履修率㈲

69(3.の

87r2.3)

s

2-3

3-4

4-6

5

2-IU

83「 三.3〕

76趣.2:.

63〔 三.7:1

82〔3.7)

syX4.9;

50ra.3)

58t4.2)

72縣.〔1)

63t9.4;

"r

5-6

6-J

86〔2.7ノ

98m.s

69〔2.7)

(21)環境の変化

　指 導学年1履 修率駒

s

5

6

82〔3.1)

56〔4.5)

4-5

69〔4.z',

79[2.6)

70〔 き.o}

4514.4㍉

451:4、 η

s-s

1,4

9

1-4

3-4

80吃.9

69〔3.7 .】

66(4.ア ト

7?r_p,!

92is2'

96q.4)

78r2.E}

(17)身近な生物の一生に

おける一般的な段階

指導学年1履 修率御

3-4

0

76(き.3)

62(4.E;

3

2-3

4

4-7

s

3-5

so<..,

90〔2.9:1

8bize;

85〔3.61

74`4.δ 、

93(1.7)

70(3.4:ト

72(4.11

67r4.2)

4

6-9

1-4

6-9

89〔2、9、

99[D.邑)

噛 軸
(22)伝染病の伝染の

仕方

指導学年 履修率(%〕

7

5

4214.ω

60〔5、o}

K-!2

15〔3.o>

46〔4.3:,

5L"….

39r4.51

36t4、61

5-8 27に.6ノ

6

0

55侍.61,

35〔4.5:〕

72(5.6}マ
5it

3-9

3-411一

85(2.5)

93〔L.臼 ナ

J7![.ｰ.j

(18)植物 と動物の生殖

指導学年

J

J

履修率陶

43に.7)

34〔4、 的

J

6-11

y

63「4.2:ト

44;a.s:

4413.5.1

6714.6;

32〔4.7〕

4-7 71(a.s>

6

3

40rqN

48〔4,5}

3い4.4,

:,s

6-9

3-4

6-9

74億7}

95し1.5)

53c一.v:

(23)食生活や運 動など

健康を維 持する方 法

指導学年 履修率卿

7

4

67に.6/

95t.

h…12

9

51r3.掛

92〔 」.三,

97r〔 ε1

92吃.4…

87L4.駆

49儲 、4.1

s

2

85巴.7、

85〔3.6:1

82に 、L〕

y

J

1-4

3-9

97田)

95(L7】

79(2.8、

(庄)1

2

3

4

理 科カリキュラムでの指 導学年は各匡調 査責任者へのカリキュラム質問紙による。

児童の履修率 は教 師質問紙に基づく。教 師の担 当している児童数 で重 み付けした数値 を示す。

()内 は標 準誤 差(SE)を 示す、履修 率は小数点 以下を四捨五入 した整数値 で示す。

「一」はデータが該 当しないか 不十分であることを示 す。
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表2-3理 科 の内容 の指導 学年 と第4学 年 にお ける履修率(地 学領域:9項 目)

国.地 域

台湾

香港

シンガ ポ ー ル

オー ストラリア

ニ ュー ジー ラン ド

イングランド

スコソトラン ド

イタリア

ベ ル ギ ー け ラマン語圏)

オ ランダ

ノル ウェー

ハ ンガ リー

ラトビア

リトアニ ア

ロシア

ア メリカ

国/地 域

台湾

香港

シンガ ポ ー ル

オ ー ストラリア

ニュー ジ ー ラン ド

イングランド

スコットラン ド

イタリア

ベ ル ギー ワ ラマン語圏)

オ ランダ

ノルウェー

ノ.・ン ガリー

ラ トビ ア

リトアニ ア

ロシ ア

アメリカ

(24)岩 石,鉱 物,土,

土 壌

指導学年

7

履修率衡

27(3.F)

29r4.2:〕

L…5

2

5G.6}

36〔5.ω

43(3.6}

68r4.4,

15Ca.s;

3-b 68〔3、5)

s

2

8(1、7:1

31(尊.ゆ

16く3.D)

5

3…4

7-8

2-9

53gas

66〔3.4:1

76ra.s)

(29)地球の水循環

指轟 修靱

7

3

77C?.oi

80(3.6>

4

4-5

4

87r2.3}

70〔4.の

70(3.乙}

86〔3.u

i31a.eJ

3.6 95IL.5:1

3-4

88(2如

79〔4.o}

79is.i;

J

3-4

3-9

94U:…c

96〔:.4・

8([(2.隙

(25)地球上の水

指導学年 履 修 率(%:1

9

s

it(a.s'

3Sia.F;

一145〔3 、帥

一 …57、 、、,)

4.5…65、,.,,

416軸}

一154,, .、1
__一 唇 一一
3-i

4

85〔2.6}

59〔 呂.6>

59L5.o)

62(45;.

5

3-4

3-4

2-4

78iae:

96n_c

十
82r,22

(3ω気象 条件 の日々の変

化と季節変化

指導学年 履修率船

7

z

Al(a.v

84〔3.5ン

5

6-7

2

281「2.7,

78輪.1:1

75〔3.D}

79〔3.る1

7614.三)

s,s 84t='.s,

s

93G.Ej

72r4、4/

96u、6ノ

1

3-4

1-4

2-3

91r2.今1

98q.1}

80czs.

(26)空 気

　 　
指導学 年i履 修率〔幻

1

3

'1

〔27)地球の景観 の一般 的特

徴 と尺問による利 用との関係

指導学年1履 修率割

71(』.5.19

98u.2」4

3…9

9

84(二 、η

43i4.2;

41(3.5、

65で4.6〕

33し4.2)

4,6-7 87〔2.ゆ

s

3([〔3、2}

Q7(4.E;

56〔4.21

s

5-fi

6

85gas,

87〔 と、a

62(2.9ナ

(31)動物や植物の化石

指導学年

5

7

履修率駒

11(2.5:1

7,zs一
z一

弓1:三.51

306.ゆ

41〔 包.51

30鳳 δ.ト

1〔戸 ≧.巳)

62r窪.4)4,8十

s

5

s

5-6

3-4

13「2.ε)

26(:1.9.」

30〔37)

17〔33)

64〔37・

58〔2.;り

一
i.;f42;

C;7is…s.

2-3

生一4

7i1.E

6Fito…a'

64rこ.7,.

$2!4.E;

51r4.ε}

s-s

s

76.:3.o)

3-4

39〔3.6〕

/114.4;

62・:4.三.ト

7

3-9

3-4

92「 と.4)

90〔2、 奄

86tao,

(32)太 陽 系

指 導学年1履 修率椥

賜
7

s

46〔 三.的

19r3.7〕

5

s

1-5

y

26{こ.6〕

69(4.1)

80〔 と.6,

813f4、LI

59t4.ε:・

ss 27〔3.乙)

e

4,s

s

2-4

レ4

-L,

.{9'4.0'

1δe.6〕

97(L=ナ

67t9.o;

92(z.4.

74に.6}

(28)地球の天然資源の

利用と保全

指導学年 …履修 率囎
1

7

:7

79億 幻

F

s-s

」_血 一}

4,6-8

s

4314.2}

65[ao.

61(3.9:・

37〔4.臼

351.4今 」

631:う.4)

3-4

3(,r3、511

34:a.e:

57'ser

t
s

3-4

3-y

5414.3

77〔 き、1

80tL.,)

(注)1

2

3

4

理科カリキュラムでの指導学年は各国調査責任者へのカリキュラム質間紙による。

児童の履修率は教師質問紙に基づく。教師の担当している児童数で重み付けした数値を示す。

()内 は標準誤差(SE>を示す。履修率は小数点以下を四捨五入した整数値で示す。

「一」はデータが該当しないか不十分である二とを示す,

一28一



表3-1理 科の 内容 の 指導学年 と第8学 年 にお ける履 修率(物 理領域:10項 目)

國.地 域

韓国

台湾

香港

シンガポ ー ル

オー ストラリア

ニュー ジー ランド

イングランド

スコソトランド

イタリア

ベ ルギ ー けラマン.語圏)

オ ランダ

ノル ウェー

スウェー テ ン

ハンガ リー

エ ストニ ア

ラトビア

リトアニ ア

ロシア

アメリカ

国 地域

韓国

台湾

香港

シンガポ ー ル

オー ストラリア

ニュー ジー ランド

イン.グラン ド

スコットランド

イタリア

ベ ルギー にアラマン語圏.,

オランダ

ノル ウェー

スウェー デ ン

ハ ンガリー

エ ストニア

ラトビア

リトアニア

ロシア

アメリカ

(D物 質の状態 と変化

指 導学年1履 修 率{拗

ζ

1一セ

78に..3

99ro.7)

851』.6)

S-9

1,1,6

7

を7

s

s

7

1,7-b,10

8-9

5-8

7

89(1.ご.1

85t:.s,

86〔5.8)

97no'

59!:")

95q.5}

43r4.E;

68叱5.ε)

8612.L:1

82〔 三.3,

98{h,

82(3.2)

100mop

S3tssi

86〔2.1}

(6)音の性質

指導学年i履 修率(%㌔

7…57(3.7・

89511s.1

864〔4.3,

S

6-i

h,4,fi

7-5'

85u4/

25t..a)

26;a.i

94

58L弓.7〕

s

2,7

s-s

37〔2.6}

Ol〔1、o、

57「5.2)

5〔L9)

51〔3.21

11

8ユ1

s-e

-s

9

32C・.さ.1

31ia_a;

96(2、Ll

5B4.6ノ

58愛2.9♪

(2)融 解 、凝 固,蒸 発,

凝 縮 の過 程

指導学年T雇 修率…

7

S

7
控 ・.

88〔2.7}

99〔C.8:1

85(き2、

e

ii

8つ

4,6

7

76c.z;

9正 〔Lo)

92〔 き.5}

90に 、4)

÷一匿94〔L、 η

10

s

〔今.9}

84〔 き.7)

811り.3,

88tz_s;

7

1…2,5,9…10

b-9

7-8

-8

9レ2.o】

39⊂4.5}

62(e.s:

12〔 三.o,

84〔2.2:L
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理科カリキュラムでの指導学年は各 国調査責任者へのカリキュラム質問紙による。

生徒の履修率は教師質問紙に基づく.教 師の担当している生徒数で重み付けした数 値を示す。

{)内 は標 準誤差(SE)を 示す。履修率は小数点以下 を四捨五入した整数値で示す。

イ ングラン ドは学校実施率が国 際基 準を満 たしていないため、参考データとして示す。

「一」は データが該 当しないか不十分であることを示す.
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表3-2理 科 の 内容 の指導学 年 と第8学 年に おけ る履修 率(化 学 領域:8項 目)
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理科カリキュラムでの指導学年 は各国調査責任者 へのカリキュラム質間紙 による.

生徒の履修 率は教師質 問紙に基づく。教師の担 当している生徒数で重み付けした数値 を示す。

()内 は標 準誤差(SE}を 示 す。履修率 は小数 点以下を四捨 五入した整数値 で示す。

イ ング ラン ドは学校 実施率が詞際基 準を満たしていないため,参 考データとして示す,

「一」は データが該 当しないか不十分 であることを示す。
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表3-3理 科 の 内容 の指導 学年 と第8学 年に お ける履修 率(生 物領域:12項 目)

国.地 域

日本

韓国

台湾

香港

シ ンガ ポ ール

オ ー ストラリア

ニ ュー ジー ラン ド

イングランド

スコットラン ド

イタリア
ベ ルギ ー ワ ラマン語殴

オランダ

ノル ウェー

スウェーデ ン

ハ ンガリー

エ ストニア

ラトビア

リトアニア

ロシア

アメリカ

国..地 域

日本

韓国

台湾

香港
シンガ ポー ル

オ ー ストラリア

ニユー ジ ーラン ド

イングラン ド

スコ ソトラン ド

イタリア

ベ ルギ ー 「7ラマン語圏ノ

オランダ

ノル ウェー

スウェー デ ン

ハ ンガリー

エ ストニア

ラトビア

リトアニア

ロシア

アメリカ

国r地 域

β本

韓国

台湾

香港
シンガ ポー ル

オ ー ストラフア

ニ ュー ジー ラン ド

.イングランド

スコソトランド

イタリア

ベ ルギ ー(フ ラマン語圏)

オラン ダ

ノル ウェー

スウェー デ ン

ハ ンガ リー

エ ストニア

ラトビア

リトアニア

ロシ ア

アメリカ

(19)生物の分類

指導学年

3-12

6

7

7

ト履修 率(%)

97{側

38r.a;

s

2-r

1,3,6…6

7

85〔3.三 〕

76し4ト

82侍.o}

72(s.:7

96、1}

94u.,

4略 9910恥

4-7

7

61r9.i:

82〔4.2)

34し き.9.1

81〔3.き)

7

2,4,6…b

6-9

-s

7-8

887

95

86(2、2)

91に 、6、

87(ヒ.D

(24)生 物 の一生(人 間,植

物,鳥 類,昆 虫を含 む)

指導学年

3-1£

3…4

7

io

履修率的

舗 嫡)

27ご5、9ノ

4G〔4⑥ ト
　

3-61

7…

2.3…

4、6.一7i
i

7

JL

49/4J

43匙51

i-1
ヰ.6。`・

97Q.:)

s

5

49〔 三.7}

78L46.

39i4.1}

74叱3.5ナ

889(=.5〕

2-4.7-5,11i95a.a;

787〔4.〔 り

ひ886・

i-9

88し2.D

(29)一般的な感染症

指導学年1履 修 率鮒1

11-12

7

:;

io

ll

li-1t

7

s

s-s

】3〈.F

30f3、2)

16〔 と.o:1

48〔2.D

lStai)

11r,.a:

21r3.レ

89(2

2,4,5

s

57r..r

661.5.5」

58〔3.動

55・4.oナ

s[

2,4.8-9,11-12', …

9

-s

9

72iss

7い5.4〕

3〔}〔6、ω

47(a.a;

77

(2ω人間と他の生物の

主な器官系

指導学年!履 修率酌

88.lO一12

7

7

4

990マ 〕

781三

72〔5,9}

ii

2-9

K,4,618

7

4-7

3,5

8

s

2,4,7…9,12

y

7一$

6-9

90「1

57{4.o、

39〔5、o)

78〔3.〔1>

100〔D.o』1

97u.o;

100〔e.切

lgr,、5)

79t3.6〕

95(1.7〕

35rE.D>

4sｫ."

72(4.4ノ

89{

(25)生殖と遺伝 、遺伝形

質と獲 得形質

指導学年1履 修率%

59一 纏

y

7

7

3竹2)

44〔3Dl

5

7

8-9

4,6

7

一」78〔4.。'

s

81q.ア,

as

281.臼

blCze

83し

5-6ユ0

5

86r2、7、

83r4a

15(311

33〔 匡.E♪

S

2,4,9,11

9

-s

/一11

59rnn

24し4.6:薗

57(ao'

7541

82に

(3ω予防医学の方法

指導学年{履 修率卿

1レ12

7

5

8(識

52u.bノ

23〔3ε1

io

K-12

b'

8

35〔2.2:1

35〔3.7}

24〔9)

一1

'16ra
.s)

94〔1.8)

2,6,8

s

9

1…2,4…i,9-10.12

9

5-b'

9

ssｫ.5;

93「2.9〕

44tos.

65〔 三7・

86ζ3.σ ζ

63i_s

3｢(5.4

45ta.e;

81e

(21)体内環憤の恒常性維持
のために機能するシステム

指導学年 ・履修率伽

8、毒〔ト12

8

7

y

70㈱)

77R4、

35〔 う.巳,

9

9-11

:,7…9

7

63〔2.3,

42B.4〕

20(3ε

47〔3.5}

6-7 931

2,4-5,9

5'

95〔Lさ)

99u.e

109〕

64[:今.齢

$iI
4,7,9,11…/2

91

7-81
9

78に.61卜

32r・ ら

sz,.

63rq_a)

長 、ぎ 一

(26)種の生存・絶滅におけ

る変異と適応の役割

指導学年 履修率(%1

曾一12

9

7

F

曾 〔22)

20〔3.出

54〔4軸

10

9-11
-ss

s

Wcie

40s

38<<v

s

53x2

69t

5,5'

9

討

21に 、

40r5、 ①

7391

25tz

7

2,4-5,5-9,

7-9

5-S

6-b'

67〔 き.9)

26rae;

77r<

31ia.cII.

83〔2.㊦

(22)細胞の構造と機 能

指導学年

9-3F

7

7

ro

履修率駒

17膿1}

85屯.21

84〔3.41

7

1U-12

6,5'

7

85〔=2}

82軋

69ra

99ca

95q.ε 〕

s 100r

b'

80「 冗 ・

72[51:ト

50is7.

754・

H

4,7,9,11

r-5'

5-8

6-5

90t:e'

74re

69rに9〕

8513.5)

92n

(27>生態系における生物
の相互作用

指導学年

9一12

6

7

s'

履修率偲

{σa≧

20〔 ご.2,

86〔4〕

5

b…9

5-8

7

73ゴ と.2/

62(r

73〔 き..91

5-8

79〔 呂 】

83
一79ρ11

-i37〔5「

6-7i42鳳1

登一一一_一一」_一74主3・ こ1

7191tz.;

3,6、8,11-1277信.6」

6-776巴.41

5-8781

s-s,w

9Ui2.m

(23)光合成と呼吸

指導学年 「雇穆率α、

6-81か12

s

7

s

..ag船)

b9.c.

99〔o、51

s

10

5-9

z-s

s

86u

7(レ 亀.』,

74し401、

97(D5

83`「'ハ

4-7 99〔o、7〕

s

S'

s

4,7,9,11

r…S

5-S

7-8

90(2.6許

87r;.n;

56(aa;

90・6:1

1::ξ:i
98u

84(3.5,

88〔2、2ナ

(28)自然界での物 質の

循環

指導学年

ss-r2

11…12

7

s

Ii履修率
㈲

書2〔2

Ll

s

791.3.4ノ

5-9

9

7

69a

47、4

58.帽3..

4-5

53砿 「

一ト
91

烈
一(

41can

40tr

54r4.o㌧

82〔2.9ナ

s

2,5…6,11…12

6-8

7_S

6-S

95rL、9)

52(5.の

5115.91

52

嘘 ,

(注)

1理 科カリキュラムでの指 導学 年は各国調査責任者 へのカリキュラム質 問紙による。

2生 徒 の履修 率は教 師質問紙に基づく。教 師の担 当している生徒 数で重み付 けした数

値 を示す。

3()内 は標 準誤差(SE)を 示す。履修 率は小数点以下 を四捨五入 した整数値 で示す。

4イ ングランドは学校実施率 が国際基準を満たしていないため,参 考デ ータとして示す。

5「 一」はデータが該 当しないか不十分であることを示す 。
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表3-4理 科 の内容 の指導学 年 と第8学 年 にお け る履修率(地 学領 域:11項 目)

国 ・地域

目

韓国

台湾

香港

シ ンガ ポー ル

オ ー ストラリア

ニュー ジー ランド

イング ラン ド

スコットラン ド

イタリア

ベ ル ギー σラマン言吾圏)

オ ランダ

ノル ウェー

スウェー デ ン

ハン ガリー

エ ストニア

ラトビア

リトア ニア

ロシア

アメリカ

国 地域

日本

韓国

台湾

香港

シンガ ポー ル

オー ストラリア

ニユ・一ジ ー ラン ド

イングランド

スコットラン ド

イタリア
ベ ル ギ ー け ラて、1吾囲

オ ラン ダ

ノル ウェー

スウェー デ ン

ハンガ リー

エ ストニ ア

ラトビア

リトアニ ア

ロシ ア

アメリカ

国 地域

日

韓国

台湾

香港

シンガ ポ ー ル

オ ー ストラリア

ニ ユー ジー ランド

イングランド

スコットランド

イタリア
ベ ル ギー1フ ラマン語賜

オ ランダ

ノル ウエー

スウニー デ ン

ハ ンガ リー

エ ストニア

ラトビア

リトア ニア

ロシア

ア メリカ

(31)地球の構造と物理的

特徴

指導学年1履 修率(覧)【

71{同2

7

9

8

6孕 ㈱)

`6〔 」.呂〕

8〔 三)

7

5-9

6

8

s

s

6

3-4,7-8,11

s

5-b'

s-s

13t2.1ン

63〔2.9)

23嬉.2)

44Cas)

8正(2.5)

38〔4.01卜

89に1

85tz…s;

65r4.3.ト

10〔}ro.[1)

98f三.1)

90〔1.9♪

(36)気候デ ータと天気

図,気 候パ ターンの変化

指 導学年 履修率〔%:・

き8鱒 一睾£

9

9

s

5お4)
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6rと.2,

7

6イ

7
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25に
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s-s 61(37.

「 π?7〕

Slw
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s,s
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7

5-b'

7

94D
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991gト

8〔lr'引

(4D恒 星としての太陽

一指導学年
1履 修 率 陥

9帖12

9

5

s
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66r3、7/
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3

s-s

O

S
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5

9
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28ご4.9/
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39〔

s

4.7

5-5'

s,ii

41「44・

76(3.5}

9互12.7}

57t2.z,

(32)地球上の水

指導学年 履修 率〔%}

う編G一 鍛

`

9

5

33樋7

66tz.s

21〔 三〕

1

4-5

6-7

5

14'c.s:
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s

5

16ro;
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s

2,5,7,11

6-7
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991引

yf11

88に.い

(37)数十億年Cわ たる地

質 学的プPセ ス

指導学年 履修率射

ア1{》一鰺 .

s

g

s

働Qタ
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7
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(33)地 球 の大 気

指導学年i履 修 率(%)
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s

7
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s
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"
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s,s

2,5,i-S.11

s

5-fi

7

84ｫ.i

10〔1嶋.o,

98〔1.E,

86rL.ヒ.1

(38)化石と化石燃料 の

形成

指導学年1履 修率駒

愈一7播 一総48ξ45>

δ180t,.ロli__

91一 一

i
lgji4ei

is

6-r

s れ
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(34)地球の水循環

指導学年

810一12

t)

8

S

履修率偶,

$3(a8)

51ta.0

584.2.1

7

4一.5

9

5

(35)岩石の循環過程と岩

石の形成

指覇 修載
7享 σ一蔓2

7

s

it

9263

76穏.z)
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35「 「

57〔 ε1.

53acs;
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62デ4
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(39)地球 上の現象の

説明

指導学年 履修率鮒
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6ぐ15き

4514、 り」
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15z
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38〔4.D
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7
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84、L.lI

(4ω地球の物理的 特徴

指導学 年 …履修率㌦〕

9-12

9

]U

317≧

5b氾.E〕

14・ 三・

8-9

s

s

91.

166.3 .三I

i67吟.ご.

i-
136・4「.

.寸 一　石 … π
1i
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5'

7-y

r

8・=.1.

32.「1
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451と 、P

9

7

5-b'

11

44144ヤ

s;.

ss

一6、 、、、

(注>1

0

.,

4

s

理科カリキュラムでの指導学年 は各 国調査責任者へ のカリキュラム質閤紙 による.

生徒 の履修率は教 師質問紙に基づく。教 師の担 当している生徒数で重み付けした数値を示す。

()内 は標準誤 差(SE)を 示す,履 修率 は小 数点以下を四捨 五入した整 数値で示す..

イン グラン ドは学校 実施率が国際 基準を満たしていないため,参 考データとして示す。

「一」は デー.タが該当しないか不十 分であることを示す、、
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表3-5理 科の 内容 の指 導学年 と第8学 年 にお ける履修 率(環 境 科学領 域=3項 目)

国/地 域

韓国

台湾

香港

シンガポ ー ル

オー ストラリア

ニュー ジ ー ラン ド

イングランド

スコットランド

イタリア

ベ ルギ ー け ラマン語圏)

オランダ

ノル ウェー

スウェー デ ン

ハ ンガ リー

エ ストニ ア

ラトビア

リトアニ ア

ロシア

アメリカ

(42)人口の変化と環 境へ

の影響

指導学年i履 修率鉤

11

9

s

ZUts.ai

28(46/

s-ia 27〔2.9♪

25r.a)

18〔3、4)

23〔3.Ol

4Uts.e)

4,5,10

5

io

zs-9

21(4.0'

24ca.:,

7一・8

7-8

62{3.4)

(43)天然資源の利 用と保

全

指導学年i履 修率働

11

9

s

zzX20,

60(E.Oi

s-io

s-s

1一S

s

57r2.ε)

46G.e;

42(E.ε}

5

s-io

i-9

10

5-7

s…s

-s

60ca…a)

6b<s.e;

33i4.n;

43し4.3)

i3rs.o!

(44)環境の変化

指導学 年 履修率〔%)

10

9

s

27〔3、3〕

65L5.o,

s…io

8-9

7-8

s

60(2.6)

40〔4、1:ト

3レ4.4)

s

s-io

7-9

41caei

68に9,

40ra.n:

37」4.2}

s

s-ii

5-S

7-8
__L_二.一

71〔3急)

(庄)1

2

3

a

5

理科カリキュラムでの指 導学年は各国調査 責任 者八のカリキ.ユラム質問紙 による。.

生 徒の履修率 は教師質問紙 に基づく、教師の担当している生徒数で重み 付けした数値 を示す.、

(〉 内は標準誤 差(SE)を 示す.履 修 率は小数点 以下を四捨五入した整 数値で示す.

イン グラ ン ドは学校実施 率が国際基準を満たしていないため,参 考デ ータとして示す.

「一」 はデー タが該 当しないか不 十分であることを示す。
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表4理 科 の 内容項 目一小 学校4年 お よび中学 校2年 一(TIMSS2003)

物 理 ・化 学 く30項 目)

1)物理的性質に基づいた物体や

材料の分類
2)物質の分類と構成

3)金属の特性と用途

4)混合物の生成と分離

5)溶液の性質

6)物質の構造

7)水の特性と利用法

8)一般的な酸とアルカリの性質と用

途
9)化学的変化と物理的変化

10)化 学 変化

11)一般的な酸化反応での酸素の

必要性
12)身近な化学変化の分類

13)物質の状態とその物理的性質
の違い

14)加熱と冷却による水の状態変化

15)物質の状態と変化

ユ6)融解,凝 固,蒸 発,凝 縮 の過 程

17)一 般 的 なエ ネ ルギー 源 ・形 態 と

実 際 の利 用 法

18)エ ネ ル ギー の種 類 源,変 換

(熱移 動 を含 む)

19)熱の流動と温度

20)熱膨張と体積や圧力の変化

2ユ)一般的な光源と関係のある現
象
22)光の基本的性質と作用

23)音 の性 質

24)電気と電気回路の一般的な利

用法
25)電気回路および電圧と電流の

関係
26)磁 石

27)永久磁石と電磁石の性質

28)物体を動かすカ

29)力 と運 動,距 離 ・時 間 グラフの

利 用

30)密度や圧力の効果

・生物(幻項 鋤

§1)生物の種類,特 薇および分類

32)人間や他の動物の主な身体構

造とその機能
33)外部環境や活動に応じた身体

反応
34)体内環境の恒常性維持のため

に機能するシステム
35)細胞の構造と機能

36)光合成と呼吸

37)身近な生物の一生における一
般的な段階

38)生 物 の 一 生(人 間,植 物,鳥

類,昆 虫 を含 む)

39)植物と動物の生殖

40)生殖と遺伝,遺 伝形質と獲得形

質
41)種の生存・絶滅における変異と

適応の役割
42)植物と動物の身体的特徴,行

動 生存
43)生態系における相互作用

44)生態系における生物の相互作
用
45)自然界での物質の循環

46)人口の変化と環境への影響

47)環 壕 の 変化

48)伝染病の伝染の仕方

49)一 般 的 な感 染 症

50)予防医学の方法

51)食生活や運動など健康を維持

する方法

…地 学 〈ユ8項覇>1

52)岩 石,鉱 物,土,土 壌

53)地球の構造と物理的特徴

54)地 球 上 の水

55)空 気

56)地 球 の大 気

57)地球の景観の一般的特徴と人

間による利用との関係
58)地球の天然資源の利用と保全

59)地球の水循環

60)岩石の循環過程と岩石の形成

61)気象条件の日々の変化と季節

変化
62)気 候 デ ー タと天 気 図,気 候 パ

ターンの 変化

63)数十億年にわたる地質学的プ
ロセス

64)動物や植物の化石

65)化石と化石燃料の形成

66)地球上の現象の説明

67)地球の物理的特徴

68)太 陽 系

69)恒 星 としての太 陽
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表5-1理 科 カ リキ ュ ラム 内 容 に 対 す る 履 修 学 年(TIMSS2003)

物 理 ・化 学 領 域(そ の1)

D物 理的性質に基
づいた物質や材料
の分類

日本

台湾

香港

ンン カポ ー ル

オ ー ストラリア

ニ ュー ン ー ラン ト

インク ランk

イタリア

ノルウェー

ハ ンカ リー

ラトピア

ゾトアニ ア

ロンア

内容 の履 修 学 年

圧ノ網掛けは罫務教育期問オ示 隆色は初等教育 農色は中等教育をモす。ま
たLは …≒該内害妥雁縦t、 ことナ予寸.

K1

●

◎

●

●

o

2'3

○

●

◎

45

o

o

●

○

o

磁 ○

φ

●

◎

■

6171819

櫛 ●

●

○

10[夏ll213

● 轡 ●

孔 緊

釧 ●

じ

●i●i●

磁

欝

、授

の

中等 教 育前 期 まて にお ける理 科 の分 科 科 目の状 況

圧}£ 載のな旨場合は 中等教育前期まザー般理科あ⇔しは総合理科を履修しへ

ることを示す

第7学 年 生物,第 δ`≠年 物理 化学

第76学 年 物理 化字 生物 地学

第6略孚年 生物 第δ学年 物理 化学

第5-6字 年 総合科 学 嘘 欽と人間」

年 物理 生物 第8学 年 化学
第6-8学 年 地理 第7-8学

第6唱 学年 生物 地理 第7-8学 年 物理 第δ学 年 化学

2)物質の分類と構成

日本

台湾

香港

シンカ ポー ル

オー ストラリア

ニ ュ ー シ ー ラン ト

インクラン ト

イタノア

ノル ウェー

ハ ンカ リー

ラトピア

リトアニ ア

ロンア

内 容 の 履 修 学 年

圧♪網掛けば罫務猶育顧問渉「し 色け初等教育 濃色は中等教育を丁寸 ま

ノ[」 は雪。亥内答渉履r「 姻 ひ 予』ナ。

K1

● ●

2

o

314「5
　

毒 o ◆

617181910

o ●

r ●

11

●

izi3

●

◎ 撫

◎

◎o 犠

o

・ヨ鯵
、

●

中 等 教 育 前 期 まて にお ける理 科 の分 科 科 目の状 侃

庄1記載のな㌧場合は 中等教育前期まτ一般理科澄る・は総台理科力履修しr

る,とを〒す。

第7学年 生物 第6学年 物理 化学

第7-8学 年 物理,化 学 生物 地学

第6-8学 年 生物 第8掌 年 物理 化学

第5-6学 年 総合科学 「自欽と人間1,第6-8学 年 地理 第7略 学

年 物理,生 物,第 δ学年 化学

第6-8学 年 生物,地 理 第7δ 学年 物理 第8宇 年 化学
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表5-2理 科 カ リキ ュラム内容 に対 す る履 修学 年(TIMSS2003)

物 理 ・化 学 領 域(そ の2)

3)金属の特性と用途

日本

台湾

香港

シンカ ポ ー ル

オ ー ストラリア

ニュー ンー ラント

イン クラント

イタリア

ノル ウエー

ハンカ リー

ラトピア

リトアニ ア

ロシア

内 容 の 履 修 学 年

庄)網 掛けは葬務教育期聞を示し 庚色は初等教育 濃色は中等教育を示寸
たL-」は当該内宕些履rLな しことを示マ

Kl

o

213

◎

◎

癖

、o

φ

●

4i5

φ

617

◎

◎

、、 、 憩

9・

ま

8[gllO1娼12113

o ●

ヒ●1● ●

1

◎

～

4

「

中 等 教 育 前 期 まてに記 ける理 科 の 分 科科 目の状 侃

圧)記載のねレ場含は 中等教育前期まアー般理和幽るしは総舎理壬城 履修してL

るこどをテ寸。

第7学 年 生物,第8学 年 物理,化 宇

第7-8学 年 物理 化学 生物 地学

第6迅 学年 生物,第8学 年 物理 化孚

第5-6字 年 総合科学 「自然と人間」

年 物理,生 物,第 δ学年 化学

第68字 年 地理 第7δ 字

第6迅 学年 生物,地 理,第7-8宇 年 物理,第8掌 年 化掌

4)混合物の生成と分

離

目本

台湾

香港

ノンカ ポー ル

オー ストラリア

ニ ユー ン ー ラン ト

インクラン ト

イタリア

ノル ウェー

ハ ンカリー

ラトビア

リトアニア

ロシア

内 容 の 履 修 学年

庄ノ網掛けに弄務#育 期間隔示〔 デ色は初等教育 濃色は中等教育カテす ま
≠ 〔一.は当〆「戸憲π篤rLみ 孔し 肪 二+。

K「2

o

314

o

o

◆

i

●

『「6789

轍,● ●

/

◎

o

10111,12113
　

●1●

A

磁

コ

劇 ●1_i

中 等 教 育 前 期 まてに お ける理 科 の 分 科科 目の状 沢

r王ノ記載ビ・t山場葺は 中等教育前期まで一般理科歩るしは総昔理夢坊 履チζ)～

ることを予す.

第7学年 生物 第8字年 物理 化学

第7-8学 年 物理,化 学 生物 地 宇

第6-6学 年 生物,第8学 年 物理 化学

第5喝 学年 総合科学 「自鉄 と人間 ・

年 物理,生 物 第8学 年 化学

第6-6字 年 地理 第㍗8学

第6-8学 年 生物,地 理 第7-8宇 年 物理 第8学 年 化学

一気6一



表5-3理 科 カ リキ ュラム内容 に対 す る履修 学年(丁 川SS2003)

物 理 ・化 学 領 域(そ の3)

5)溶液の性質

日本

台湾

香港

シンカ ポー ル

オー ストラリア

ニ ュ ー ン ー ラ!k

インクラン ト

イタブア

ノル ウ ェー

ハン カリー

ラトピア

リトアニ ア

ロン・ア

内 容 の履 修 掌 年

圧〉網掛Lれま葬務教育期間を是L俵 色は初等教育 農色は中釜教育を玉で。ま
たL」 は当、亥内害昏履修しなレことをテす。

Ki,1 12 1314156789101112

o撫

●o

● ● ●

↓
1

○

○ ○ 磁

● ●

oi

13

1[
　　 　　 ヒ ヨ 　

1

ナ
†

中等 教育 前 期 まて にお ける理 科の 分 科 科 目の 状侃

圧}。己載のなし場合は 中等教育前期まて一般理科あ勾いは総愈理科を履修して㌧
ることをテ寸。

第7学 年 生物,第8学 年 物理 化学

第7-8学 年 物理,化 学 生物 地学

第6-8学 年 生物 第8学 年 物理 化 宇

第5-6学 年 総合科 学「自欽と人間1

年 物 理 生物,第6学 年 化学

第6一δ学年 地理 第76字

第6略 学年 生物 地理 第7一δ学年 物理 第8掌 年 化学

6)物質の構造

臼本

台湾

香港

シンカ ポー ル

オ ー ストラリア

ニ ュー ン ー ラン ト

インク ラント

イ タリア

ノル ウェー

ハンカ リー

ラトピア

ブトアニア

ロシア

内容 の履 修 学 年

圧)縄掛けは≠霧豹育期間ソ矛しr隻色は初等教育 濃色は中等教育を矛す。ま
た 「一、は毒該内宕ナ履行戸1、し ・毒畢オ

K 1『「2345「678igl1011

● ●

12.13

●

磁

・1

　

劇 ●[

懲o奪,◆i

中等 教 育 前 期 まてに お ける理 科 の分 科 科 目の状 況

庄♪記載の払 場合は 中等教育前期まて一般理科歩oは 総台理科オ履修してし
ることを示す

第7学年 生物 第8学年 物理 化学

第7-8学 年 物理,化 字 生物 地学

第6-8学 年 生物,第 δ字年 物理 化学

第5過 学年 総合科学 「自妖と人間」

年 物理 生物 第8学 年 化学

第6-8学 年 地理 第7一δ学

第6-8学 年 生物 地理 第7喝 字年 物理 第8学 年 化学

一3'7一



表5-4理 科 カ リキ ュ ラム 内 容 に 対 す る 履 修 学 年(TIMSS2003)

物 理 ・化 学 領 域(そ の4)

7)水の特性と利用法

日本

台湾

香港

ンンカポ_ル

オ ー ストラリア

ニ ュー ン ー ラン ト

インク ラント

イタリア

ノル ウェー

ハ ンカ フー

ラトピア

リトアニア

ロ ノア

内 容の 履 修 学 年

王 網掛けは壽務勤育期間歩示L濠 色は初等教育 農色は中等敦育を示す。ま
ぞ 「員よ当

日亥内害〃用1ポーしなしことカテ「L。

K 112'314

●

●

o

◆

◎

a

o

導

◎

◎

癖 ◎

5679一 「一◎一1101112

○

"

=● 副 ●

義

妻

13

ナ

)● ●

#R

'コ

○ ●II

距

◎6

獅

'

心

一一1

!

嶺2

躍

中等 教 育 前 期 まてに お ける理 科 の分 科 科 目の状 況

圧)記載のなL場 舎は 中等教育前期ま=一 般理わある ・ば総ゴ理私歩履修し⊂L

る▼とを示オ

第7学 年 生物 第δ宇年 物理,化 学

第7-8学 年 物理,化 学 生物 地学

第6-8学 年 生物 第δ学年 物理 化孚

第5-6字 年 総合科学 「自鉄と人間」

年 物理 生物 第6掌 年 化学

第6-6学 年 地理 第7-8掌

第6-8学 年 生物 地理 第7一δ学年 物 理 第8学 年 化学

8)一般的な酸とアル

カリの性質と用途

日本

台湾

香港

ンンカ ポー ル

オー ストラリア

ニュー シー ラン ト

インクランド

イタリア

ノル ウェー

ハ ンカリー

ラトピア

リトア ニア

ロシア

内 容 の 履 修 学 年

王1網掛けは葬蚤・和育期間茜テll色 け神等教育 農色は中等教育をr才

ノ[一、は蛍。'lh言ノ履r」 な1、 嵯 干†

k一コー「「「2丁314TT56T718「 「πb冒10fl.「f2

●

鋸

顯● ● ●

ま

13

Ol

靭 ●1
1

●

1

中 等 教 育 前 期 まてに お ける理 科 の 分利 科 目の状 況

圧〕記載σ46L場 ロば 中等教育亨期まr一 般理私あ軸 は穐自理科妄履修L、1
ること毒テオ

第7学 年 生物,第8学 年 物理 化学

第7略学年 物理 化字 生物 地字

第6略 学年 生物 第8学 年 物理,化 学

第5略 学年 総合科学1自 鉄と人間」

年 物理,生 物 第8学 年 化 学

第6一δ学年 地理 第7-8学

第6-8学 年 生物 地理 第7-8孚 年 物理 第8学 年 化学

一38一



表5-5理 科 カ リキ ュ ラ ム 内 容 に 対 す る 履 修 学 年(TIMSS2003)

物 理 ・化 学 領 域(そ のg

9)化学的変化と物理

的変化

日本

台湾

香港

ンンカポ ー ル

オ ー ストラリア

ニ ュー ン ー ランk

イン クラント

イ タリア

ノノ/ウ ェ ー

ハ ノ カ)一

ラトピア

リトアニア

ロン ア

内容 の 履 修 字 年

圧,網掛けは昇務救育期間を示)庚 倖は初等教育 農色は中等教育を示寸。ま
た[」 は当許ド]宕芒願修しな1『 とオテす。

K 1

轡

2 3'i4

o

○

●

o

o

礁

51617!819

● ○

o

10111112113

...

ヂ

ニ

1

●

◎

o

○

◆

く躍

≧

引

難隠
継1

ほ ヨ ら

辮'

■d†

中 等 教 育 前 期 まてに お ける理 科 の 分 科科 目の状 況

圧ノ記載のなk場 台は 中等教育前期まて一般理科あ勾しは総合理矛イを履修してし

る=とを示す

第7掌年 生物 第8学年 物理 化字

第7-8学 年 物理 化字 生物 地字

第6一δ学年 生物 第8学 年 物理 化学

第5略 字年 絆合利学 「自鉄と人間1

年 物理 生物 第8字 年 化宇

第6-8学 年 地理 第㍗8字

第6略 孚年 生物 地理,第7一δ学年 物理 第6字 年 化学

10)化学 変 化

日本

台湾

香港

ン ノカボ ー ル

オ ー ストラリア

ニ ュー シ ー ラン ト

インクラン ト

イタヲア

ノル ウェー

ハ ン カリー

ラトピア

リトアニア

ロシ ア

内容 の 履 修 学 年

王,網掛けは弄雅豹青期闇ろ丁し ゴ色は神等教育 農色は中等教育雰示甘 ま
た 一rト圭詳声害う履㌍し旭 序工⊥

Kl23

●

45

o

6789101112113

'

、斐 ●

◎

○

轍

◎

●

●

●i

《

r

o ◎

中 等 教 育 前 期 まてじ お ける理 科 の 分 科 科 目の 状 況

王1記敢σなし場直は 由等教育前期ま丁一般理科毒o」 は総首理科を履修Lし
ること志子寸

第7掌年 生物 第8学年 物理 化学

第7-8学 年 物理 化学 生物 地学

第6一δ字年 生物 第8学 年 物理 化学

第5遍 学年 総合科学 「自鉄と人間」

年 物理,生 物,第8学 年 化学

第6一δ孚年 地理 第7一δ:≠

第6-8学 年 生物,地 理,第7-8学 年 物理 第8学 年 化 学
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表5-6理 科 カ リキ ュ ラム 内 容 に 対 す る履 修 学 年(TIMSS2003)

物 理 ・化 学 領 域 〔その6)

11)一般的な酸化反

応での酸素の必要
性

日本

台湾

香港

シンカ ポー ル

オー ストラリア

ニ ュ ー シ ー ラ ン ト

インクラント

イタリア

ノルウェー

ハ ンカ ソー

ラトピア

ゾトアニア

ロンア

内 容 の履 修 学 年

圧ノ網推1けは弄悪教育期間を予t戊 色は物等教育 農色は中等教育象示マ ま
ノ_〔一」は当自夕内容竜履バしなし、とを〒す

K12　 「蒲5弼 一17T-8

○

9101111213

●1●

「
●

●11

●

●

●

剃 ●l
l

・○ ◎
1

蹴

、I

l

「.ゴ …1
忙

中 等 教 育 前 期 まてにお ける理 科 の分 科 科 目 の状 況

圧、記載のなし場含は 中等教育前期ま　一般理科}管Lは 総合理科を履修して・

ること距テす。

第7孚 年 生物 第8学 年 物理,化 学

第7略学年 物理 化宇 生物 地学

第6-8学 年 生物 第δ学年 物理 化字

第5-6学 年 総合科掌 「自妖と人間」

年 物理 生物 第6学 年 化学

第6略 字年 地理 第㍗δ学

第6略 学年 生物 地理 第7-8字 年 物理 第6学 年 化字

12)身近な化学変化
の分類

日本

台湾

香港

ンンカポ ー ル

オ ー ストラリア

ニ ュー シ ー ラント

インクラント

イ タリア

ノル ウェー

ハンカ リー

ラトピア

リトアニ ア

ロシア

内 容 の 履 修 学 年

圧、網掛け ぱ弄務豹 育期間嘉テし デ 軌 訴「等教育 瀞 色は 中等 釣盲ヰ」rま

ノ、[」,↓ 当。捧1亡'曜r轟 へし噌レア 「一

唖13「 互一T一ぢ一16一「一7一　8Tb　 fδllf「一ii213

t

㍑彰く

三 ●⊥璽

●

壽

I

i一,一

1

○

弓

副 ●

議

1釧 副

中 等 教 育 前 期まて にお+る 理 科 の分 科 科 目の状 況

王㌔記献レ「ちL場 合は 中等教育前期ま7般 理科湊もレ ま穐省理玉君 履r

?こ ゆ テす

第7学 年 生物 第8竿 年 物理 化学

第7一δ学年 物理 化学 生物 地字

第6喝 学年 生物,第 δ学年 物理 化学

第5-6字 年 総合科 学[自 鉄と人間」

年 物理 生物 第5孚 年 化学

第6一 δ学 年 地理 第7δ 宥こ

第6略 学年 生物 地理 第7-6掌 年 物理 第6学 年 化学
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表5-7理 科 力 リキ ュラム 内容 に対す る履修学 年(T川SS2003)

物 理 ・化 学 領 域(そ の7)

13)物質の状態とそ
の物理的性質の違
い

日本

台湾

香港

シンカポー ル

オー ストラリア

ニ ュー シ ー ラン ト

インクラント

イタリア

ノル ウ ェー

ハンカリー

ラトピア

リトアニア

ロンア

内容 の 履 修 学 年

庄ノ網掛けは≠務教膏期闇を示L涯 色は初等教育
ノ[」 は当訪内害を履修しなしここ義示す。

K 1 2

獅
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o

◆

M
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心

11

●
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5617

農色は申等教育を示す。ま

819110111112113

● ● ●

o
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置

・ 巖

φ^媛

　　
ol●III

+一 丁一 寸

il
I

、 裳輔

中等 教育 前 期 まて にお け る理 科 の分 科 科 目の 状侃

圧 記茸びなし場合は 中等教育前期まて一般理科歩るいは総合理科キ履修し'・
る二とを示す

第7学 年 生物,第6学 年 物理,化 学

第7一δ掌年 物理 化 字 生物 地学

第6-8学 年 生物,第8字 年 物理 化 宇

第5-6字 年 総合科学 「自欽と人間」

年 物理 生物 第δ字年 化学

第6-6学 年 地理 第7喝 羊

第b略 学年 生物 地理 第7喝 宇年 物理 第δ字年 化字

14)加熱と冷却によ
る水の状態変化

日本

台湾

香港

ンンカ不 一 ル

オー ストラリア

ニ ュ ー ン ー ラン ト

インクラン ト

イタリア

ノル ウエー

ハンカリー

ラトピア

リトアニア

ロシア

内 容 の 履 修 学 年

丘1網掛げは妻鵜教菅朗問み丁rρ 色ぱ初等致育 農色は中笙教育力示寸。ま

ノ 〔1は当。←肉古乃阿r↓ し=け 二一f。

KII23L456ア 丁奮[∋1011112113

s
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o
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藤

o

●
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■
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i 轡
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'

◎
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◎
く

中等 教 育 前 期 まて にお ける理 科 の分 科 科 目の状 況

,王 謁載のなし場合は 中等教育前郎まて一一般理科澄仙 は紐合理科を履骸 気
⇔ことキ示オ

第7字 年 生物,第 δ宇年 物理 化学

第7-8学年 物理 化学 生物 地字

第6一δ学年 生物,第 δ字年 物理 化学

第5-6学 年 総合科 学 ・自妖と人閻」

年 物理,生 物,第8学 年 化学

第6一δ学年 地理 第7-6学

第6略 学年 生物,地 理 第7-6学 年 物理 第8学 年 化学
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表5-8理 科 カ リキ ュ ラ ム 内 容 に 対 す る 履 修 学 年(TIMSS2003)

物 理 ・化 学 領 域 侵 の8)

15)物質の状態と変

化

日本

台湾

香港

ンンカ ポー ル

オー ストラリア

　 し ロ
ニ ュ ー ン ー フ ノ ト

インクラント

イタグア

ノル ワエ ー

ハン カリー

ラトピア

ノトアニ ア

ロンア

内容 の 履 修 学 年

圧)網掛けは葬務教育期間粒示し 次色は証等教育
た 「 は士該内宕義履修LなLこ とをチ『『。

II一1
K1

● o

2 34 1516

農色は中等教育を示寸 ま

イ891011111.2113

o
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撮1
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罎
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℃ 灘
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舗費
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1
勲灘
i繕雛

　

●1●1し

　

‡咽.1
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_4コ

騨 壽
。ii密

斗

中 等教 育前 期 まて にお ける理 科 の分 科 科 目の状 侃

圧)記載σな、場菖は 中等教育前解まて一般理科済る㌧は穐合理科汐履修Lて
ることを千す。

第7学 年 生物,第8学 年 物理 化学

第7-8字 年 物理 化孚 生物 地宇

第6一δ学年 生物 第6学 年 物理 化学

第5-6学 年 耗合科字 「自欽と人間

年 物理,生 物 第δ学年 化学

第68学 年 地理 第7略 学

第6-8学 年 生物 地理 第7一δ字年 物理 第δ字年fヒ 早

16)融 解,凝 固,蒸

発,凝 縮 の 過程

日本

台湾

香港

ンン カポ_ル

オ ー ストラリア

ニ ュー ン ー ラン ト

インク ランk

イタリア

ノル ウェー

ハ ン カリー

ラトピア

リトアニア

ロンア

内 容 の 履 修 学 年

三ノ繹挫トげじ{弄㌃計 宮饗間 示し 伊 轍.初 等 教育 塵色は中筈 教育看テ「「 ま

た 一 才当許 ド『亡零履rl㌦ ヤごゾ 轄『
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1●
L

◎

●i

○{

中 等 教 育 前 期 まてド お ける理 科 の 分 科科 目の状 況

王 記敢しな、場6ま 中等教育前期まで一般埋牙捗o唄 錦あ畠理矛瀞 履rご

勾ことを矛寸

第7孚年 生物 第5学年 物理 化学

第7一δ学年 物理 化学 生物 地学

第6-8学 年 生物 第8学 年 物理 化学

第5-6学 年 総合科学1自 鉄と人間

年 物理 生物 第6学 年 化学

第66字 年 地理 第7一δ字

第6-8学 年 生物 地理 第7-8学 年 物理 第δ学年 化学

一42一



表5-9理 科 カ リキ ュ ラ ム 内 容 に 対 す る 履 修 学 年(TIMSS2003)

物 理 ・化 学 領 域(そ のg)

17)一般 的なエ ネル

ギー 源 ・形 態 と実 際

の 利 用法

日本

台湾

香港

ンンカホ ー ル

オー ストラリア

ニ ュ ー シ ー ラン ト

インクランL

イタノア

ノル フ エー

ハ ン カ フー

ラトピア

リトアニ ア

ロ!ア

内容 の履 修 学 年

任ノ網掛1↓は≠矛=和育期間些示し ρ色は初等教育 農色は中箏教育浮テオ ま
た[は 当n亥内告ナ履修1なし二と蕩汗甘。

K12

● ●

3

毒

4

■

567雨 「而2113

o

◎

●'微

難

o◎

蔓

o

蓬 ● ●i●i

憂 、鰹 奮

墾 鱗 碁

覇

舜1

≒1

謹
、灘

一一トー十

塑

峠

妻

o

1●

縢i

一 †.

gw

麟 糖

中等 教 育 前期 まてにお け る理 科 の分 科 科 目の 状 況

圧 記載σな.場 合は 山等教育前期まて一般理称奇る.は 鉾含理チ接 履修しfL・

ること弄テオ。

第7学年 生物 第δ学年 物理 化学

第7-6学 年 物理 化字 生物 地字

第6一δ字年 生物 第8字 年 物理 化字

第5-6学 年 純合科掌 「自鉄と人間

年 物理 生物 第δ学年 化 学

第6-8宰 年 地理 第7δ ≠

第6一δ学年 生物 地理,第7一 δ字年 物理 第δ宇年 化字

18)エネ ルギ ー の種

類 源 変 換(熱 移

動 を含 む)

日本

台湾

香港

ノンカ ホー ル

オー ストラノア

ニ ュー ノ ー ラノ 札

イノクラノ ト

イタリア

ノル ウェー

ハンカ ソー

ラトピア

リトアニア

ロシア

内 容 の履 修字 年

圧〕網掛けは拝ね鮪育鹸間7モ1'色 は初等教言 農色は中等教青を可寸 ま
ブ は±.㍉[官ナ解ド1㍉ し レオテπ

K1123 456「 一7「i∋『9101112113

◎

織

○

`題

鮮専●3

●

o

● ●

麹

oI●

導oO◎1

中 等 教 育 前 期 まてドお ける理 科 の 分 科科 目の 伏況

圧 記敢σなL場 合は 中等教育す期ま一一般理科券⇔ は終盲理科を履確㌧　L
9=と歩干す

第7学 年 生物 第δ学年 物理 化学

第7一δ学年 物理,化 学 生物 地宇

第6-6学 年 生物,第8学 年 物理,化 字

第5-6学 年 総合科学 「自鉄と人間」

年 物理 生物 第8学 年 化学

第6略 孚年 地理 第7一δ字

第6-8学 年 生物 地理,第7-8学 年 物 理 第8学 年 化学
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表5-11理 科 カ リキ ュ ラ ム 内 容 に 対 す る 履 修 学 年(TIMSS2003)

物 理 ・化 学 領 域(そ の1D

21)一般的な光源と

関係のある現象

日本

台湾

香港

ノンカ ポー ル

オ ー ストラリア

ニ ユー ン ー フ ン へ

インク ラノト

イタリア

ノル ウエー

(ノ カ リー

ラトピア

リトアニ ア

ロシア

内 容 の履 修 孚 年

王 網掛けは葬務教育期間を示し 炭色は初等教育 濃色は中等教育妥示オ。ま
ノ訴 、」け白日亥内右:を履修〕ないこと距〒す

K

●

112!3

o

■

ヨ

o

N

○

o

4

o

i

◆

516171819110111112113

o

1R 雛
o●

●[●1●

T

十

1

毒サ
♂

rマ
　
二

中 等 教 育 前 期まで にお け る理 科 の分 科 科 目の 状 況

1王、記敢のな旨場合は 由等教育甫期まて一般理科掛る冒は総6理 科力膜修し　
ること歩干す。

第7学 年 生物 第6学 年 物理,化 字

第7一δ学年 物理 化学 生物 地宇

第b一δ学年 生物 第8字 年 物理 化学

第5-6掌 年 総 合科 学 「自欽と人間 「

年 物理 生物 第δ孚年 化学

第6略 字年 地理 第7一δ学

第6一δ学年 生物 地理 第7瑠 字年 物理 第b学 年 化孚

22)光の基本的性質

と作用

目本

台湾

香港

ン ン 刀 ホ ー ノノ

オ ー一ス トラリア

ニ ュー!一 ラ ン ド

イン ク ラ ンk'

イタリア

ノノノウ ェー

ハン カリー

ラトピア

ゾトアニ ア

ロシア

内 容 の 履 修 字 年

圧 〕網掛け、糞 茅;}←育 鱒問 示 「 色 は初等教育 農 色は中等教 育妄テす 。ま

ノ.け 皇"「 ←=力 履 面「 」,・噌 ブ 下士

k一一f一一2-1『Ji一互一7iポρ`右「下7函101111213

●

○

o
ぢ あ 　

・ 籔 ●i●1●
,11

藍

望

一一十一→一斗

茸

「杜

◎ ●

◆ ○ く

犠 o ○

o

OI●

○ 「
i

中 等 教 育前 期 まて にお ける理 科 の分 科 科 目の 状 侃

伍 記載¢なし場首は 中等教育序期まて一般理矛瞳 るLは 秤含琿科を履修L

る二と妄〒す

第7学 年 生物 第6学 年 物理,化 学

第7-8字 年 物理 化学 生物 地学

第6一δ学年 生物,第 δ学年 物理,化 学

第5-6学 年 総合科学「自妖と人間」

年 物理 生物,第6学 年 化学

第6一δ宇年 地理 第7一δ学

第6一δ学年 生物 地理,第7-8学 年 物理 第δ学年 化学

一45一



表5-12理 科 カ リキ ュ ラ ム 内 容 に 対 す る 履 修 学 年(TIMSS2003)

物 理 ・化 学 領 域(そ の12)

23)音 の 性 質

日本

台湾

香港

ノンカ ホー ル

オー ストラリア

ニ ュ ー ン ー ランk

イノクランk

イタリア

ノル ウ ェー

・＼ン カ リー

ラトピア

ブトアニ ア

ロ ノア

内容 の 履 修 孚 年

圧)細掛けほ昇務敦育期間を示L成 色は初等教育 濃色は中等教育をモて ま
オ1一」は当該内智蓬履謡㌦ な」ことを〒寸。

K

●

1[2[3i45

i

の

o

6171819110

o

o

●

o

嚢

、、増

●

11112

● ●

13

謬

.鐘

、 響

譲 ・1

勲1一十
もヂ

・難

罫

欝 ヤ

o

雛
槻

●

羅蕪 ・

廻
の ●1

"華

帯

一「 下

　一 一一

I

I

中等 教 育 前 期 まてに お ける理 科 の 分 科科 目の状 侃

圧♪記載ごな.場 甫は 中等教育前期まで一般理私澄勾・は総δ哩耕を履修して」
ることを示す。

第7学 年 生物 第δ学年 物理,化 学

第7-8字 年 物理 化学 生物 地学

第6一δ宇年 生物 第δ字年 物理 化宇

第5-6学 年 総合科学 「自鉄と人間」

年 物理 生物 第δ学年 化学

第6毛 掌年 地理 第7一δ:≠

第6-8字 年 生物 地理 第7一δ学年 物理 第δ写年 化字

24)電気と電気回路

の一般的な利用法

日本

台湾

香港

ンンカ ポー ル

オ ー ストラリア

　 ヘ ア
ー ユ ー ン ー フ ノh

インクランk

イタリア

ノル ウェー

ハンカ リー

ラトピア

リトアニア

ロン・ア

内 容 の 履 修 学 年

圧'網 掛「れ}孝 予、馳育筋 間を.性1邑 は 初等教育 濃魯は 中等毅 育表〒寸 ま
」一 」、て雪。←[町 ナ履ド ね け;占

K-2'341b6i7

○

o

●

◎

◎

○

i

○

a

o

o

o

o ●

67

霧

◎

参

89一 「1011正213

"●1釧 ●
、

蕪

譲 惜
お 瞬

寧 ξ
'}

謬
捻

旨

●

●

o強 簸

Ol●

癖

中 等 教 育 前期 まて にお ける理 科 の分 科 科 目の状 侃

圧 謁載σ加 鳩首は 中等和育前期まて一般哩科壷仙 は粘菖哩科さ履酵.一L
r、ニレ歩示寸

第7学 年 生物 第δ掌年 物理 化学

第7-8学 年 物理 化学 生物 地宇

第b-8字 年 生物 第8学 年 物理 化字

第5-6学 年 絶合科学 「目欽と人間」

年 物理 生物 第δ学年 化 学

第6-6学 年 地理 第7一δ学

第6-8学 年 生物 地理 第7-6学 年 物理 第δ字 年 化学

一46一



表5-13理 科 カ リキ ュラ ム 内 容 に 対 す る 履 修 学 年(TIMSS2003)

物 理 ・化 学 領 域 〔その13)

25)電気回路および

電圧と電流の関係

日本

台湾

香港

ン ンカポ ー ル

オ ー ストラブア

ニ ュー一ン ー ラン ト

イン クラノ ト

イタフア

ノ 々 ウェ ー

ハ ン 刀 ノー

ラトピア

リトアニ ア

ロ ノ ア

内 容 の 履修 学 年

圧)網掛けは詳豫教育期間妄r丸 改色は初等教育 農色は中等教育を矛す。ま
た 」は当。玄内壱云雁修Lな しーとを早す。　
KIl、2

●

3

o

o

145デT万 下「 酉o

i

◎

●

11,12

..
一一

謹 聖

頚

13

●

二

一
覇

一 織
撚 野

譲瓢

磯
診 、w

"、㌧ γコ

灘'謡

鴇

罵●

■ o◎

難
鐸亨繍

o灘 羅
10
1●

。 ー長
濠獄ゴ郵

鍛 き

一

中等 教 育 前 期 まて にお ける理 科 の分 科 科 目の状 況

圧渇己載uな し場6感 中等教育前期ま下一般理科歩仙 は穐省理私を履修してレ

リぴ を予寸。

第7学年 生物 第8学年 物理 化字

第7-8宇 年 物理 化学 生物 地学

第6-8字 年 生物 第δ学年 物理 化学

第5-6写 年 終 合科学 自鉄と人間」

年 物理 生物 第δ字年 化学

第6-8写 年 地理 第7-8学

第6一δ学年 生物 地理 第7略 宇年 物理 第δ字 年 化字

26)磁 石

目本

台湾

香港

シン カホー ル

オ ー ストラヅア

ニ ュー ン ー ランk

インクラント

イタリア

ノル ウェー

ハ ン カソー

ラトヒ ァ

リトアニ ア

ロシア

王'網 掛1順 昇西勤 再酔闇

ノ ヒ ㌫+「 言置曜 「

内 容 の 履修 宇 年

早 角 初笛教育 農色は甲等教青吾〒丁 ま

K『皿1つ 一}3　 4「一5-6一 一7891011111213

○

◎

●

●

峯

◎

倉

o

"

o o

φ

嚢

鱈

甕

察

十

薫

'

搦謬

羅

◎1●
1

卍

亭

中等 教 育前 期 まて にお ける理 科 の分 科 科 目の状 侃

圧 諺載♂なし場菖は 中笙数育前期まτ一般理科渉停い 調公自理チ具 履値 　
㌻こと言昂寸

第7掌 年 生物 第δ学年 物理 化写

第7唱学年 物理 化学 生物 地学

第6-8学 年 生物 第8学 年 物理,化 学

第5-6学 年 総合科字 「自欽と人間」

年 物理,生 物 第8学 年 化学

第6-8学 年 地理,第7-8学

第6-8学 年 生物 地理,第7-6学 年 物理 第8`≠年 化宇

一47一



表5-14理 科 カ リキ ュ ラム 内 容 に 対 す る 履 修 学 年(TIMSS2003)

物 理 ・化 学 領 域(そ の即

27)永久磁石と電磁

石の性質

日本

台湾

香港

ンン カポ_ル

オ ーストラリア

ニ ユー ン 』 フ ン}

インクラノト

イタリア

ノル ウ ー 一

ハ ン カ ノー

ラトピア

リトアニア

ロ ノア

内 容 の 履 修 字 年

圧 網掛けは弄務教育遡問渉県し 歳色は初等教青 農色は中等教育を亭寸 ま
ノLlぎ 当評「『≠多履修し鮎 一と力示一♂。

K 1 2

○

3一「「51 67
一.

◆

● ● ●

■

o

8

灘
ti

●

i o

910111112113

導
　

●1●r ●

耐
響

範舘

蕪

"き

「π

。懸'

◎ 鞍

の

◆難 　

it

-

　

● ●OI

難 翻馨

1
1

1

Y一;一

1、

中 等 教 育前 期 まて にお ける理科 の分 科 科 目の状 況

圧;E載 ∫なし場合は 中等教青前期まが一般理科誰甑 は総己理葦枯 履何、r

ξこと妄玉す。

第7学 年 生物 第8学 年 物理 化字

第7-b学 年 物理,化 宰 生物 地宇

第b-6字 年 生物 第8学 年 物理 化学

第5-6写 年 総合科 学 自妖と人間

年 物理 生物 第δ学年 化学

第6一も学年 琳理 第7ざ ≠

第6一δ学年 生物 地理 第7一δ掌年 物理 第δ字 年1ヒ 字

28)物 体 を動 かす 力

日本

台湾

香港

ンン刀ボ ー々

オ ー ストラリア

ニ ュー ン ー ラン ト

インク ラント

イタフア

ノル ウェ ー

ハ ノ カ リー一

ラトピア

リトアニ ア

ロンア

内 容 の 履 修 ダ年

圧 網掛」ナじ弄 ・一■・盲 』弓闇・5亀F,掬 等圭ウ育,農 角は山 等針育轟 「ま モ

ノ ー 当。T1亡 冒噺L↓ 一→

K二1一「23　 q一 　一567『 一8「9一 「rσ 一f.ll21.3

● ●

φ

●

o

の

○

M

o 嘉

●

o

お ボ

o弼 羅

● 黙 巌斐
、

鰯擁

'く

酵 彰

譲

繕 鶴 ● ●1
●2

腔 「1　 　 ヘ ゥ 　 　　

灘 斗」

響"'ヂ

鋸

鍵灘⊥
糠鞍」
籔1
、管}、A

○
寓,

も ぢ

1帰 一一噺
●

妃

詫 ㌔

TT

中等 教 育 前 期 まて にお けろ理 科 の 分 科 科 目の状 況

二 『魏 ㌦ 罵口は 中等教冒戸』期キ　 飛理科壬・ エ絶ラ+羊下4"履じr
ρ ドナ;+

第7字 年 生物 第δ学年 物理 化学

第7-8学 年 物理 化 字 生物 地字

第6一δ学年 生物 第δ学年 物理 化孚

第5-6掌 年 総 合科宇 自扶と人間」

年 物理 生物 第6掌 年 化学

第6δ 学年 地理 第7略 宇

第6一δ学年 生物 地理 第7一δ掌年 物理 第δ学年 化字
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表5-15理 科 カ リキ ュ ラム 内 容 に 対 す る履 修 学 年(τIMSS2003)

物 理 ・化 学 領 域(そ の15)

29)力 と運 動,距 離 ・

時 間 グラフの利 用

日本

台湾

香港

ノンカ ポー ル

オ ーストラフア

ニ ュ ー ン ー ラン ト

イン クラン ト

イタリア

ノル ウ ェ ー

ハ ノ カ リー

ラトピア

ヅトアニア

ロ ノア

内容 の 履 修 学 年

圧、網掛けけ募務教育期間を示し 庚色は初等致育
九[一」1ま寒ヨヨf内害を履修しねvこ き力示す。

K

●

1ト23[415i617

r

o ○

o

09

導o・

・ ○

農色は中等教育キ予 す ま

89[1011Ll213
　

　'● ●1●I
L

I

●1
匿

,

鋼

霧

　

⊥1

騒箋

○ ○ ●

罎

　

01●

Ol
1

-「一 一 →

中 等 教 育 前 期 までに お ける理 科 の分 科 科 目 の状 侃

圧・。己載ごなレ場自は 中等教育前期まて一般理科歩る・は総合理科を履修しG
ることを示重。

第7学 年 生物 第8宇 年 物理,化 学

第7略学年 物理 化早 生物 地学

第6-6学 年 生物 第8字 年 物理 化掌

第5過 学年 総 合科字 「自鉄と人間

年 物理 生物 第δ学年 化 学

第6一も学年 地理 第7略 学

第6-8学 年 生物 地理,第7-6孚 年 物理 第6字 年 化 掌

30)密度や圧力の効
果

日本

台湾

香港

ンンカ ホー ル

オ ー ストラノア

ニ ユ ー ン ー フン ド

インクラント

イタノア

ノル ウ丁一

ハンカ リー

ラトピア

ノトアニア

ロンア

内 容 の 履 修 孚 年

壬 鰐 掛1ヰr葬 葛… 青竺F間・示t自L初 等教育

ノ 「 「,手当 デ唐ぞ・履rけ 圭 噌L」{叶

農色は中等教育力予オ ま

Kll231T516T一 ブ悟TすTπ 雇夏111213

◎

藻

●

阪講
夢 ●

、難

覇

●}●
一 　一1

」 十一

え 　

蒙1

牛羅●
1

霧 勤

○

〉.,

順1

01●[

皆料
7

●
'】 一

中 等 教 育 前 期 まてドお ける理 科 の分 科 科 目の状 侃

王、記敢〔「厭 場ゴは 中等教育前即まアー般理科膨臼 は総合理科を履値」 し
るこμをテオ

第7掌年 生物 第8学年 物理 化学

第7一δ学年 物理 化学 生物 地学

第6-8学 年 生物 第δ学年 物理 化学

第5-6字 年 総合科字 「自鉄と人間」

年 物理 生物,第 δ学年 化宇

第6-8学 年 地理 第7一δ宇

第6-8学 年 生物 地理 第7-8宇 年 物理 第8学 年 化 学

一49一



表5-16理 科 カ リキ ュ ラ ム 内 容 に 対 す る 履 修 学 年(TIMSS2003)

生 物 領 域(そ の1)

31)生 物 の種 類,特

徴 および 分 類

目本

台湾

香港

ンンカ ポー ル

オー ストラリア

一 『L一 ン ー フ ノN

インクラン ト

イタリア

ノレ ウ ェ ー

ハ!カ ソー

ラトピア

リトアニア

ロンア

内 容 の 履修 学年

圧1網掛けは詳務教育期間を示し 沈色は初等教育 農色は中等教育歩示す.ま
ノ[」 は当該内宕達膠修)なLこ だを〒す。

Kl213141567891011112、13

o

o

●

o

o

■

a

●

φ

o

○

●

珈

●

○

●

6

○

●

#r

●

o

6

○

o o

●

○ 繊 戴

o

..

'

鍵

雛
騒1難 、

霧繊 ミ1

　

●1

●

躍苫 筑 へ,亮

ウ ヰ 　 の劃

鑛灘
灘1
苫

冴

◎

●

o

o

φ

く

黎

轍 灘

● ●1
一 「一一{↑ 一† 一

T

I

●

、繊 蝋.一 汁一離

中等 教 育 前期 まて にお ける理 科 の分 科 科 目の状 況

圧〉記敢のな 場百は 中等教育町期まf一 般壬野堵 るい よ総曲理矛粧 履修ご

Qこ とを予寸

第7掌 年 生物 第8学 年 物理 化字

第7一δ学年 物理 化字 生物 地学

第6一δ学年 生物 第6学 年 物理 化孚

第5-6与 年 総合科字 自鉄と人間」

年 物理 生物 第8学 年 化学

第6δ 字年 地理 第7一δ字

第6一δ孚年 生物 地理 第7一δ字年 物理 箒δ孚年 化 字

32)人間や他の動物

の主な身体構造と
その機能

日本

台湾

香港

ンンカ ポー ル

オ ー ストラリア

ニ ュ ー シ ー ラ ン ト

インクラント

イタノア

ノル ウェー

ハンカ ブー

ラトピア

リトアニ ア

ロシア

内 各 の 履 修 字 年

圧'繹}凱 バ.塁 丁醤訂百期 間プr「r色 は 学笛教 盲 農 色は中等 静育を二 ≠ ま

ノ い 圭。㌣]書 ≠履イr↓.L㍗ 二手

K冒丁㎜1　一23下7「5　 6「 †　1-9-T-9π τ1「τ1歪13

●

●

s

癖

◎

■

●

●

●

●

導

●

11

○

o

o

o

oo

◎

○Oo

導

o

○

'露 、

o

躰

項
●1●1●

一 十一

塁

綴 ●

孔く、 虎猛

塗
,コ

馨

○

1●
1●1

臨

φ o

●1旨

o

中等 教 育 前 期 まて にお ける理利 の分 科 科 目の状 侃

匠p。己転丁な 媒自は 中等教青前期まτ一般理矛瀞o」 は継葭理レ÷履停

急二みオテす

第7字 年 生物 第δ学年 物理 化7

第7-8学 年 物理 化字 生物 地宇

第6略学年 生物 第8学年 物理 化字

第5略 写年 総合科掌 「自鉄と人間

年 物理 生物 第8宇 年 化学

第6一 δ学 年 地理 第7一 δ:≠

第6-8掌 年 生物 地理 第7略 学年 物理 第δ学年 化学
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表5-17理 科 カ リキ ュ ラム 内 容 に 対 す る 履 修 学 年(TIMSS2003)

生物 領 域(そ の2)

33)外部環境や活動

に応じた身体反応

日本

台湾

香港

シン カボー ル

オ ー ストラリア

　 リ
ニ ュ ー ン ー フ ノ 、

インク ランド

イタリア

ノル ウェー

ハ ン カ リー

ラトピア

ノトアニ ア

ロ ン ア

内容 の 履 修 学 年

圧・網掛けは葬務教育期間ホ示レ 虜色は籍等教育 農色は甲等教育を示す。ま

た[は き詫内宕」履個 な、こと寿〒オ、

Kl1夏 一「3

の

6

φ

◎

o

φ

45

o

●

●

◎ ○

678910[1112[13

■

○

o

蘇 、

騰

◎ 愚

辮

勇
舜

●i●1●
十一

o・

畢

翔

、..鰯

モ ノ ぬ

、 罫、

,勢 ～"

灘 脇

嚢 鑑
購驚灘

◆

● ●

o o

熱謡

寸

一

1一司一 一 「

† 一L

中 等 教 育 前 期 まてにお け る理 科 の分 科科 目の状 況

圧ノ記敢・アな 場合は 中等教育前期ま'一 般理科凌⇔・は絶合理和を履修して'
ゼ とをモ甘

第7学 年 生物 第8学 年 物理 化学

第7δ 学年 物理 化学 生物 地学

第6一δ字年 生物 第δ学年 物理 化学

第5-6字 年 総合科学[自 鉄と入間

年 物理 生物 第δ字年 化字

第6δ 学年 地理 第78学

第6-8字 年 生物 地理 第7一δ宇年 物理 第b写:年 化字

34)体内環境の恒常

性維持のために機
能するシステム

日本

台湾

香港

シノカホ ー ル

オ ー ストラリア

へ 　 ロニ
ュ ー ン ー フ ノ 臣

インクラン ト

イタリア

ノル ウェー

ハンカ リー

ラトピア

リトアニア

ロンア

内 容 の履 修 学 年

圧 網掛L彗『弄務都琶期間ア示1/色 は初等教育 農色は中等教育渉予で。ま
'[」 は± 申rh=ノ履r㌦1炉r→

Kl213ア4Tπ ぼT67　 8[一6月0τ1111213

◎

◎

嶺 の

難 ・!聖虐1
、

=

重 一 一セ

鰐

藝

●

o

旨

i●i

I

●

網灘
ミ

r Ol

中等 教 育 前 期 まてに お ける理 科 の 分 科 科 目の 状 況

圧,。己載丁な・場冒は 甲等教膏前期まて一般理壬捗 勺 は撚合理科を履δ㌦ 「
っこと妄テす。

第7学年 生物 第8学年 物理 化学

第7一δ学年 物理 化学 生物 地学

第6略 学 年 生物,第 δ学年 物理,化 学

第5-6学 年 総合科学 「自鉄と人間」

年 物理 生物,第8学 年 化学

第6-6学 年 地理,第7-6学

第6-6学 年 生物 地理,第7-8学 年 物 理,第8学 年 化 学
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表5-18理 科 力 リキ ュ ラム 内 容 に 対 す る 履 修 学 年(TIMSS2003)

生 物 領 域(そ の3)

35)細胞の構造と機

能

日本

台湾

香港

ンンカ ポ ー ル

オ ー ストラリア

ニ ュー ン ー ランk

インクラント

イタリア

ノル ウェー

ハンカ リー

ラトピア

リトアニア

ロ ノア

内容 の 履 修 学 年

王)繹壬銀↓は葬移教育1甲閤を示し 枢色は初等教育

た ら は当該rb容を謬修Lね ・こと多予寸

Ip

K

農色は中等教育力矛寸ま

1i23406171819μOlllll2[13

● ●
一

1

●

o難

,II

"● 一

呂 写

搾、
L些

、●1●

、^・ 饗

離 ヨ
`,虎

,団

● 議覇

◎。 鐸 π一ト

○ ○ 轍ol

L-1一 一T-T　 一 〒

嚢一苛一.一†

中 等 教 育 前期 まて にお ける理科 の分 科 科 目の 状 況

圧 記載のなけ 号□は 中等教育前期まて一般理科あ筍 は総首哩科力履修ご1、
るこ野を弄寸

第7字 年 生物 第8学 年 物理 化宇

第7一δ学年 物理,化 掌 生物 地写

第6一δ字年 生物 第8宇 年 物理 化学

第5-6学 年 総 合科宇1自 鉄と人間、

年 物理 生物 第6学 年 化学

第6δ 学年 地理 第75孚

第6一δ学年 生物 地理 第7略 字年 物理 第δ学 年 化字

36)光 合 成 と呼 吸

日本

台湾

香港

ン ンカホ ー ル

オ ー ストラリア

ニ ュ ー ノ ー ラン ト

インクラン ト

イタリア

ノル ウ ーL一

ハンガ リー

ラトピア

ノトアニア

ロシア

内 容 の 履 修 「∫年

圧 縞掛レ ‡葬 ・㍉ 一冒断 『ξ'「 乙ヒ㌍髪孝L育 屏魯ビよ即筆 ぎウ育毒阜寸 ま
'「 け 七卜 卜亡 履イ【.L冒 ξ 卜

Krl2一3恒 …ぢ　も 一学 一8T{函1σ τ百715

唇

●

・灘'鍵 璽1,し

騒麓 一
縢 號 償

s

蓑 職

灘羅

o

　

◆Ol

8野

一デノ 　
`1

謄'1
卍ア'[

欝1 　一†一一 †一一

Ii

溜'I

i

I

I

'徽 ・

● 卿 ○ ○ 1

騰 雲

二

鱗鐸

中 等 教 育 前 期まて 「お1ろ 理 科 の 分 科科 目の 伏侃

上 記卿 な、.昌6は 中等勲声庁期ま一一卑覧『里壬謡 一 く台自理牽イ虞履イニ
〔Tレ丸畢 ナ

第7字 年 生物 第δ学 年 物理 化早

第7-8学 年 物理 化学 生物 地学

第6-8字 年 生物 第δ学年 物理 化学

第5-6学 年 総合科学 自妖と人間。,第6-8学 年 地理 第78孚

年 物理 生物 第8学 年 化字

第6-8学 年 生物 地理 第7-8学 年 物理 第δ学年 化学
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表5-19理 科 カ リキ ュ ラ ム 内 容 に 対 す る履 修 学 年(TIMSS2003)

生 物 領 域(そ の4)

37)身近な生物の一

生における一般的
な段階

日本

台湾

香港

ンンカ ポー ル

オー ストラリア

ニ ュ ー ジ ー ラン ト

インクラン ト

イタリア

ノル ウェー

ハノ ガグー

ラトピア

リトアニ ア

ロノア

内容 の 履 修 学 年

圧)網掛けは酵務教育檸闇を示し 畠色は初等教育 濃色は中等教育を二で ま

た[」 は由訪内宕渉履rL↓、)}とル矛す。

K 1 2

i

i

r

● ●

一 「一
○

●

○

磁

◎

の

■

i

◆

φ

の

M

轡

016178

磁o

◎

◎

9;1011,12

● ● ●

く一i
I

13
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纏
'

繊

咋

El

●

杜II

隙一 一 ト ーr
i

⊥

中 等 教 育 前期 まて にお け る理 科 の分 科 科 目の 状 況

王 記載びな㌧場合は 中等教育前期まて一般理科歩るvは 総台理科歩履修して秘

ることを示寸。

第7学年 生物 第δ学年 物理 化字

第7鴫 学年 物理 化学,生 物 地学

第68字 年 生物,第8学 年 物理 化字

第56学 年 総合科字 「自欽と人間1

年 物理 生物 第8学 年 化 学

第6一δ字年 地理 第7一δ字

第6-6学 年 生物 地理 第7-8学 年 物理 第8学 年 化字

38)生物 の 一 生(人

間,植 物,鳥 類,昆

虫を含む)

日本

台湾

香港

ンンカ ホー ル

オー ストラリア

ニ ュ ー シ ー ラノk

インクランk

イタリア

ノル ウェー

ハンカ リー

ラトピア

ノトアニア

ロ ン ア

内 容 の 履 修 字 年

'王1網掛けけ弄紅乳育期間 テし 色1神 等教宥 農色ば中等教育をモす ま

'Lは 当。←肖三凸曜r↓1帥 〒才　 　 　　　
Kl23451671891

○

o

■

○

φ

o

●

φ
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r

の

101111213

○

o

○

● ●1●

τ
L牛_.

●

藩

鷲

離獣 籔譲

●

E

I
十

○

o

○'o

● 擁
畠 鰐

撫

中 等 教 育 前 期 まてにお ける理 科 の 分 科科 目の状 況

圧 。己敢〔・の 場含は 由釜教育翫期ま　一般理科毒勾」は総占理科を履仁L一 ・

⊃=趣ホ「」一ま

第7学 年 生物 第8学 年 物理 化学

第㍗8学 年 物理,化 学,生 物 地学

第6暗 学年 生物 第8学 年 物理,化 学

第5-6掌 年 総合科学 「自妖と人 間,第6略 学年 地理 第7一δ学

年 物理 生物 第8学 年 化 学

第6-8学 年 生物 地理 第7一δ掌年 物理 第8学 年fヒ 字

レ
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表5-20理 科 カ リキ ュ ラ ム 内容 に 対 す る履 修 学 年(TIMSS2003)

生 物 領 域(そ の5)

39)植物と動物の生

殖

日本

台湾

香港

シ ンカ ボー ル

オ ー ストラ)ア

　 ヒ
ニ ユ ー ン 』一フ ン へ

イン クランk

イタリア

ノル ウ ェー

ハ ン カ リー

ラトピア

リトアニア

ロンア

内容 の 履 修 字 年

圧/網掛ナは葬確馳青期間毒〒、 ア色は初等教育 農色は中等毅育をモ5ま
ナ[ ,け 当。ジ園苓'騨 修、なLこ とを 寸。

K 1 2 3145「6-17891而 到13

1/

○

●

o

●

◎

○

o

難 騨,+
、

◎ 驚 纏

難

06驚'

籔羅馨

劉
霧「「

,,1

碧・
濟,

,冗`

麗 鵜

鑛 難難

◎ 騨坑一
一一† 一

　
●oo●

灘
器

ト ー

、繍 十 」

中等 教 育 前 期 まてに お げる理 科 の 分 科 科 目の状 況

圧 記載σ鮎 鳩ゴは 中篁教育前其謄て一般理科あ効 は総首理丁接 履修、汽
D二とを干 す

第7孚 年 生物 第6学 年 物理 化字

第7一δ宇年 物理 化 学 生物 地学

第bδ 学年 生物 第8学 年 物理 化字

第5-6掌 年 総 合科字 「自鉄と人間

年 物理 生物 第δ学年 化字

第6を)字 年 上也理 第7-8r「

第b略 宇年 生物 地理 第7δ 宇年 物理 第δ字年 化早

40)生殖と遺伝,遺

伝形質と獲得形質

日本

台湾

香港

!ン 刀 ポ ー ノ〆

オ ー ストラリア

ニ ュー ン ー ラン ト

インク ラント

イ タフア

ノル ウエー

ハ ンカ リー

ラトピア

リトアニア

ロンア

内 容 の 履 修 宇 年

圧 〕網掛げ 、罫 年r盲 押 間y租 デ尺色は初 筈教青 農 邑は 中等教 青妄示オ ま
'一,± ナー」宕オほ 『 、し とノ早一。

h1 23456

■

o

○

z㌔

ぜ ヤ

、 難

!澤

の

r89

灘 籔i嚢…'、 ㌧、 丼

ぽ脚

10'111213

難
鞍

.、

霧購

難灘
'灘

灘y'

ぎ
%㌧ 踵

1

●

o
寺

1●
1

「_

一
一一H一 一†

o 纂 ○ 1

● ●

中 等教 育前 期 まて にお ける理 科 の分 科 科Rの 壮 況

王 。〔載」㌢ 場壱は 甲等教育前期ま丁 一股理耕ち創 ほ紐口理私ル卿iゲ
もこμ歩丁寸

第7学 年 生物 第δ字年 物理 化学

第7一δ学年 物理,化 学 生物 地字

第6略 写年 生物 第δ学年 物理 化学

第5-6学 年 総合科 学 「自然と人間」 第6一δ学年 地理 第76字

年 物理 生物 第8学 年 化学

第6-8学 年 生物,地 理 第7-6学 年 物理 第8宇 年 化学
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表5-21理 科 カ リキ ュ ラ ム 内 容 に 対 す る履 修 学 年(TIMSS2003)

生物 領 域 〔その6)

41)種の生存・絶滅

における変異と適応
の役割

日本

台湾

香港

シンガ ホー一ル

オー ストラリア

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

イングランド

イタリア

ノル ウ ェー

ハ ンガ グー

ラトビア

リトアニア

ロシア

内 容 の 履 修 学 年

圧〉網掛1+は 義務 教育期 間を示、.炭 色は初 等教育、農色は 中等教育を示す。ま

た:一 」は 当診門穿オ・履修しなLこ とオ・矛 寸、

Kτ-雇 「.一ヨ…4 5

や

一 }一 一
　 　6 .イ38191】

、OI】.Ll2:13

灘 麟
・=・.羅

灘i

'i
.

騨 ・● 旨● …●

⊥

醸 灘

羅羅灘 雪
、司灘

垂 .、4一_一

磯 ●,

、・夢灘 難 鑛i † 『　

P,:到

・◎1総'、
:.跳A .虞

灘1.."=・=く,..《,'、
.・L

寡 .雛紅 _」

;側 ● ….t
一 トー 一†一一 一+一 一一

I」5

lI
一一一 †一一ゴー一レ ー

中 等 教 育 前 期 まで にお ける理 科 の 分 科 科 目の状 況

圧,記載∴ち1、場含は 中等教育前期まて一般理科ある1、は総台理科を履修Lつ,

る=とを示す.

第7学 年;生 物,第8学 年1物 理、化 学

第7-8学 年:物 理,化 学,生 物 、地 学

第6-8学 年:生 物 、第8学 年:物 理,化 学

第ひ6季 年:総 合 科 学 一自然 と人 間 」,第6-8学 年1唖 理 、第7一・9琴;

年:物 理 、生 物 、第8学 年:化 学

第6瑠 学 年:生 物,地 理 、第7-8学 年:物 理,第8学 年.化 学

42)植 物 と動 物 の 身

体 的特 徴,行 動,生

存

日本

台湾

香港

シンガポ ー ル

オ ー一ス トラリア

ニ ユ 　 ン ー フノ ト

イングラン ド

イタリア

ノルウユー

ハ ンガリー

ラトビア

リトア ニア

ロシア

内 容 の 履 修 宰 年

r王1網掛けは 弄弾豹 責期間を六1!・ 色,ナ初釜 教育r農 色は由 等教育を示』丁「ま

ノL.一 レ±:7門 マメ騨 的 ねL一 ビ・て串』+「

R.Il2}3『 「一4-T-5-1一も一一7』9T-9一 『1011112113

『ゴ6

、◎

σ

、騰 難 ポi・…・t

灘 灘一冥∵
璽 黙撒 灘 鍛

冨欄灘懸±1
.鑛i

　 　

轟 旨

嚢

聾

髭 嶢

i碁.・ ・'・..・ 濯

中等 教 育 前 期 まで にお ける理 科 の 分 科 科 目の 状況

圧1記載L.な,場 註は 中等教育削簸まマー般理科去る一はギ谷台理科疹履修1て
つ..忙をτ一つ.

第7学 年:生 物 、第8学 年:物 理、化学

第7-8学 年:物 理,化 学.生 物,地 学

第6-8学 年;生 物,第8学 年:物 理 、化 学

第5-6学 年:総 合 科 学 「自然 と人 間」,第6-8学 年:地 理 、第7-8学

年:物 理,生 物,第8学 年:化 学

第6-8学 年:生 物,地 理,第7-8学 年:物 理,第8学 年:化 学
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表5-22理 科 カ リキ ュ ラ ム 内 容 に 対 す る履 修 学 年(TIMSS2003)

生 物 領 域(そ の7)

43)生態系における

相互作用

日本

台湾

香港

ンンカ ポー ル

オ ー ストラリア

ニ ュー ン ー ラン ト

インク ラン ト

イタリア

ノルウエー

ハンカ ジー

ラトピア

リトアニア

ロンア

内 容 の履 修 学 年

圧,網掛けは≠務軒育期藺を示し 険色は初等教育 農色は中等教育をう耐 。ま

た ト」は当許内宥毒履rLな しこと≠示寸。

K-j2 3i4

● ○

5

o

σ一「ラ89101112

φ

犠

● ● ト●

13

o

◎

■ ○

噸

引

i

㌃
ト

○ 、

○

◎

ゆ

・ 難

十

中 等 教 育前 期 まて にお ける理科 の分 科 科 目の状 侃

由 諺載のない琢貸は 中等教育前期まC一 般理科誰郁 ヒ才総合理テ粧 履修し嘱
勾こと象示す

第7字年 生物 第δ学年 物理 化字

第7一δ学年 物理 化宇,生 物,地 学

第6-8孚 年 生物 第δ掌年 物理 化学

第5-6学 年 総合科 掌「自鉄と人間」
年 物理,生 物 第6学 年 化字

第6-8学 年 地理 第丁5字

第6-6掌 年 生物 地理 第7δ 学年 物理 第δ宇年 化宇

44)生態系における
生物の相互作用

日本

台湾

香港

ンン カポー ル

オ ーストラリア

ニ ュ ー ン ー ラン ト

インクラン ト

イタリア

ノル ウェー

ハ ンカ リー

ラトピア

リトアニ ア

ロシア

内 容 の 履修 学年

荏痢 桂1けけ曇疹新冒餌藺象〒1μ 色1祁 鑑教育 農色は中等教育を〒才 ま
ノ[」 け出,「rhτア履rみ ナT

RT■2T34τ5π お
下

7「8「9

熱灘叢
・i瞬 ・

肇
詫1

[

弼 翻

.撰 舞鋸1
ノひ び

盆 ・・

灘 誓

庚 「雑
I

I

1

懲 麟

参}

101L12113

● ●1●1

十一 粁 一一
II

「

IrL

十
◎ ○

o

導

毒 憩 ○ 01

●

中等教育前期まr}お 睡る理科の分科科 目の廿況

累 華'1場 磁 噸 亡育臓 　一解理擁 哺A凸 蟹斗礪 貯一

第7学 年 生物 第δ写年 物理 化 字

第7略学年 物理 化字 生物 地学

第6-8宇 年 生物 第δ学年 物理 化学

第5-6学 年 総合科学 「自妖と入間」

年 物理 生物 第6学 年 化字

第6一δ字年 地理 第7一δ学

第6一δ学年 生物 地理 第7一δ掌年 物理 第δ学年 化字

一56一



表5-23理 科 カ リキ ュラム 内容に対 す る履修 学年(T川SS2003)

生物領域 侵の8)

45)自然界での物質
の循環

艮本

台湾

香港

ンンカポ ー ル

オー ストラリア

ニ ュ ー ン ー一ラノ ト

インクラント

イタノア

ノル ウエー

ハン カリー

ラトピア

リトアニ ア

ロンア

内 容 の履 修 学 年

圧'網掛ヲは尋務教育期間汐不し 次色は初等教育
たL一.は 当、ラ内亡書霞修「.な マこをこ寸

1一1
K112 34

o

06

0

農色は中等教育オ干寸。ま

789×10111112,13

6

o ◎

◎

i

ト
・● ●}● 当

1

○ ○ 撒 ●

L]

+.]⊥
　

'卜 「 寸

照 募

中 等 教 育 前期 まて にお け る理 科 の分 科 科 目の 状 侃

三㌔己敢のな㌧場εは 中等教育前期まて一般理科誇る》は総含理私を履修して恥
ることオテオ

第7学年 生物 第6学年 物理 化学

第7-8学 年 物理 化学 生物,地 学

第6喝 学年 生物,第 δ学年 物理 化孚

第5-6学 年 総合科孚 「自妖と人間」
年 物理 生物,第8学 年 化字

第6略 学年 地理 第7一δ学

第6-8学 年 生物 地理 第7-8学 年 物理 第δ学年 化字

46)人 ロの変 化 と環

境 への 影響

日本

台湾

香港

ン ン刀ポー ル

オ ー ストラリア

ニ ュー シ ー ラン ト

イン クラント

イタリア

ノル ウヱー

ハンカ リー

ラトピア

リトアニ ア

ロシア

内 容 の 履 修 学 年

圧 網}気 へ言洪琴郵 育期間」示し ピ・色ピ♂抑等致 育 農 魯は由等教 育鼻}オ ま
九rに 白.も{官 ブ琿r、 ドス畢7

K.1 三i一τ一3[互 一「!5678「 弓「llOl1

σ

●

12113

奪

旨

'ウ

例

導 ●1
、、"

中 等 教育 前 期 まて にお ける理 科の 分 科 科 目の 状況

圧 。己敢怯 場面に 躍茎教育前期ま一一般理矛捗 勺 曼軒公自理秘 剛ρ17.
なごレオ矛オ

第7学 年 生物,第 δ学年 物理 化学

第7一δ学年 物 理 化学 生物 地字

第6-8学 年 生物 第8学 年 物理,化 学

第5-b学 年 総合科字「自欽と人間1

年 物理,生 物 第8字 年 化字

第6-8字 年 地理 第㍗8学

第6-8学 年 生物 地理,第7-6字 年 物理 第8学 年 化学
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表5-24理 科 カ リキ ュ ラム 内 容 に 対 す る履 修 学 年(TIMSS2003)

生 物 領 域(そ のg)

47)環 境 の 変 化

日本

台湾

香港

シンカ ポー ル

オ ー ストラリア

ニ ュ… ン ー ラ ノ ト

イノクラノト

イタリア

ノル7エ ー一

ハ ン カ ブー

ラトピア

ノトアニ ア

ロンア

内容 の履 修 字 年

王1網チ圭けは昇務教育期闇を示〕 大色は初等教育 農色は中等教育を示寸。ま

た 一」Fよ当.亥「+〕宕を履修しな1=ど をチ†

Kll2

o

o ●

34

o

1/

o

o

a

◎

◎

5'6718,910--!2i13

導

oo難

○

●

辱釧町 ●

灘

驚1

3

一一一十 一

f

且

　

●1

、 蓉 ● ●

。縫霧

○

○ ■ 砂

一十 一† → 一1-

i

__一 ⊥一

雛籔ll

中 等 教 育 前期 まて にお ける理科 の分 科 科 目の状 侃

庄}記載び描 場台は 中等教育前期まて一般王野捗 ⇔いは総合理手斗を履修し　」
勾ことを弄寸

第7学 年 生物,第8学 年 物理 化羊

第7略字年 物理 化掌 生物 地学

第6-8学 年 生物 第δ学年 物理 化字

第5-6学 年 総 合科学 「自殊と人間

年 物理 生物,第8孚 年 化字

第6略 学年 地理 第7δ 孚

第6込 字年 生物 地理 第7略 宇年 物理 第δ字 年 化芋

48)伝染病の伝染の

仕方

日本

台湾

香港

ンンガホ ー ル

オー ストラリア

ニ ュー ン ー ラン ド

インクラント

イタフア

ノル ウェー

ハ ン カリー

ラトピア

フトアニ ア

ロンア

内 容 の 履 修 学 年

王 網掛 ↓1昇 ・袴 百郭 間メ ア/色 詳 「讐教育 農 色は中等 教育満〒 寸 ま
'[は 凱+噛 官み犀r L↓-Lゴ 〒↑

K「 「歪一誘「一4『1-51石 一「7一[一9一「白一丁}6.一fτ丁丁213

● ◎ ◎

●

o

o

o

犠

o

○

○

甦 盟 翼 ・

く一 一一 ト
リ1「

⊥ 一
=『 一一 「 一 』

艶

◎ ○ ■

参

o

5

㍉

饗

韓・ ・1

1

◎

l
iI

r

1

中 等 教 育 前期 まて ドお け る理 科 の分 科 科 目の 状 況

圧P記軟」な・場邑は 中等教青前埠まr一 般理科詐gま 総首理私冷履rド 、
Oこ とステナ

第7孚 年 生物 第δ宇年 物理 化掌

第7-6学 年 物理 化学,生 物 地学

第6略 学年 生物 第8学 年 物理,化 学

第5-6学 年 総合科学 「自妖と人間」

年 物理 生物,第8学 年 化学
第6一 δ学 年 地理,第7一 δ学

第6-8学 年 生物 地理,第7-8学 年 物理 第δ宇年 化学
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表5-25理 科 カ リキ ュ ラ ム 内 容 に 対 す る履 修 学 年(TIMSS2003)

生 物 領 域(そ のlo)

49)一 般 的な感 染 症

日本

台湾

香港

ノノカ ポー ル

オー ストラリア

ニ ュー ン ー ラ ノ ト

インクラント

イタリア

ノノ〆ウ エー

ヘ ン 刀 り一

ラトピア

リトアニ ア

ロン ア

内容 の 履 修 宇 年

王網掛けは拝罫勢育期間を三レ 決色は押等教育
オLIは 当詑内宅弓履修しね ・こど↓阜r

K1

● A

2「3「4156

●

○

φ ○

■

o

濃色 ま甲等教育を矛て ま

718ig「lollll12113

孝 難

,慧
識

警{霧

懇 難 霧1
、 一一 一
蹴 ●11

1

◎ φ 嶺

の

㌔ く

詞

蒙● 噂1

○

講癌

讐

◆ tl11

離,姦灘
℃耀 空 ヤ

○ 灘緯
_LL

L■4一 ⊥

1

覇
㌔々イ

1

1一 ←一

1

中 等 教 育 前 期 まてに お ける理 科 の分 科科 目の状 況

圧 記軟のな・場6は 中等教育前期まτ一般理私澁Q1.は 総嘗理科力履修して㌧

っことを兎す。

第7字 年 生物 第8字 年 物理 化字

第7込 字年 物理,化 学 生物,地 字

第b略 字年 生物,第 δ学年 物理,化 字

第5-6学 年 続 合科 学「自鉄と人間 第68字 年 地理 第㍗δ宇

年 物理 生物 第8孚 年 化学

第6-8孚 年 生物 地理,第 ㍗8字 年 物理 第も学年 化学

50)予防医学の方法

日本

台湾

香港

ンンカ ポー ル

オ ー一ス トラリア

ニュー ンー ラン ト

インクラント

イタノア

ノル ウェー

ハ ノカ リー

ラトピア

リトアニア

ロシア

内 各 の 履 修 宇 年

王 禰掛げピ#孟r勤 爵琳間達・τ 「6喧r等 教 育 農色は 的等教 育渉テす ま

ノ[J」 。崇 マ「卜亡ア履rたr;詑 。

K1234567189「 「一f6π「「百2113

● ● o

◎

● φ

o

●

鑛糠+ヰ

野 … 一

o◎o'

十

●i

嚢⊥L
i

譲

◎ 薄 ◎ *i

中等 教 育 前 期 まて にあ ける理 科 の 分 科 科 目の 状況

圧 詫載θな 場ロは 応等卦青砂期ま　一般理税害9け 憂自王野 屍履像 ㌦
'⊇こハ菱『K「.

第7芋 年 生物 第も学 年 物理 化学

第7略学年 物理 化学 生物 地学

第6-8学 年 生物 第6学 年 物理 化学

第5-6学 年 総合科学 「自妹と人間」 第6-8学 年 地理 第7-8字

年 物理 生物 第δ学年 化学

第6-6学 年 生物 地理 第7略 字年 物理 第6掌 年 化学
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表5-26理 科 カ リキ ュ ラム 内 容 に 対 す る 履修 学 年(TIMSS2003)

生 物 領 域(そ のlp

51)食生活や運動な
ど健康を維持する方

法

日本

台湾

香港

シンガ ポー ル

オー ストラリア

ニュー ジー ランド

イングランド

イ タリア

ノルウエー

ハンガ リー

ラトビア

リトアニア

ロシ ア

内 容 の履 修 学 年

庄1網掛けは義務教育期間を示し,淡色は初等教育、農色は中等教育を示す、ま

た[一 」け当該内客を履竹タしなしこと妄テ寸、

K

●

U2 3 9 5i6-1一 〒耳一9一「一9-rIOlll2

塗

し

「一「

13

一
‡

●1●
一 一十 一 一 一F一

鑛 ↓

田 一
一一一一†一一一一→一一 一千

踊

中等 教 育 前 期 まで にお ける理 科 の分 科 科 目の 状 況

由 記載のねし場倉は.由 等教育前期まて一般理科あるLは 紛合理科を履修して・
ることを示寸。

第7学 年1生 物,第8学 年:物 理,化 学

第7-8学 年:物 理,化 学 、生物,地 学

第6-8学 年:生 物,第8学 年:物 理,化 学

窮5-6学 年:総 合 科 学 「自然 と人間..第6-8学 年:地 理 、第7-8学

年:物 理 生 物.第8学 年:化 学

第6-8学 年:生 物.地 理 、第7-8学 年:物 理 、第8学 年:化 学
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表5-27理 科 カ リキ ュ ラ ム 内 容 に 対 す る履 修 学 年(TiMSS2003)

地学 領 域(そ の1)

52)岩 石,鉱 物,土,

土 壌

日本

台湾

香港

ノンカポ ー ル

オ ー ストラリア

ニ ュー ン ー ラ ン ト

インクラント

イタリア

ノル ウェ

ハ ノ カ リー

ラトピア

ノトアニア

ロンア

内 容 の 履 修 字年

圧、網掛けは孝務致育期間歩亭し 叙魯は初等教育 農色は中等勤育をテ才 ま
'「 」は当詳内宵オ履修 な」ここ7二寸。

K 12

●

●

a

●

3

●

◎

s

藤

4

o

の

●

の

J

i

6789ほOlTT豆113

o

参

○

も 　

● ● ト● ・

'"

く

嚢

o

雛

難難

コ ー.

判_一

藻'

　
轡III

,く_牛 一.叶

螺難

中 等 教 育 前 期 まてにお ける理 科 の 分 科科 目の状 況

圧炉。己載σ如 埠台は 中等教育荏期まヴー般理琴槽 急 は総含理私を履修しへ

o=と オ〒寸

第7学年 生物 第δ学年 物理 化学

第7応 孚年 物理 化学,生 物 地芋

第6略学年 生物 第8学年 物理 化学

第5喝 字年 総合科 学1自 鉄と人間1

年 物理 生物 第δ学年 化学

第6一δ学年 地理 第76宇

第6-6学 年 生物 地理 第7毛 学年 物理 第δ掌 年 化字

レ

53)地球の構造と物

理的特徴

目本

台湾

香港

ンン刀ポ ー ル

大一 ストラリア

カ 　 　 ロニ
ユ ー 〆 皿 フ ノ 、

インク ラント

イ タジア

ノル ウェー

ハンカ リー

ラトヒァ

リトアニア

ロンア

内 容 の 履fl参 字 年

圧 網 桂+ま 鋒碧勢 賢期閤≠T「,色 オ初 筥教育 農色は 中等 教育を〒寸 ま
'パ ±。←け「宕ナ履酢卜 ↓玉Lレ ア辛サ

藪1「　 2π 一∫T一可T百 一「召一一ラー「一ガ ー一9110111213

o

● 」
1

'酬1畳

o φ o o一 十

中 等 教 育 前 期 まてに お ける理 利 の分 科 科 目の 状 研

圧 記鼓ゾな 場葺は 中笙教育酊期まr一 般理科}ら 隔 ま穐爵理叫ゐ履停、
る=レ弄二寸

第7宇年 生物 第8掌年 物理 化学

第7-8学年 物理 化学 生物 地学

第6略学年 生物 第8字年 物理 化字

第5-6学 年 総合科 学 「自鉄と人間」

年 物理 生物,第8字 年 化学

第6略 掌年 地理 第7一δ学

第6一δ学年 生物 地理 第7一δ学年 物理 第8学 年 化宇
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表5-28理 科 カ リキ ュ ラ ム 内 容 に 対 す る履 修 学 年(TIMSS2003)

地 学 領 域(そ の2〕

54)地 球上 の 水

日本

台湾

香港

ノンカホ ー ル

オー ストラ2ア

　 サ
ニ 『L一 ノ ー一フ ノ へ

インクラノ ト

イタリア

ノ ノノウ ニー

ハ ノ カ リー

ラトピア

リトアニア

ロン ア

内容 の履 修 字 年

ド王1細掛レヒま曇磯豹育期間汐テし 故色は初等教育 農色 よ中等敦育をテ設
ノ 、 は当。τ内窓う曜修、も、}ど言テす

Kコー一1一「ゼ 「3両 『一一言617

o

辱

o

●

o

○ ●

磁

巽
鹸灘

鐡
葺

●

o圭

● 藝

濡'

鍵難呂 ㌔ 、 甘ヤ

Oo

o ◎

8

㌔,弐

m

臓

ま

す「而¶π[互 「τ葛

φ

●

o

●

薄

嚢撃÷
綾_4

獄i

・ 霧

萎欝
鑛 謬

霧1難

野i総㍉
1

下 『

1

ヤ ヂ く

蠣

● ●
一

'5蜘'焔"ヘ ア

.獺 麟藝

一 」一 コ

中等 教 育 前期 まて にお ける理 利 の分 科 科 目の 伏況

圧ノ記敢」ちし場自才 中等教育前期まr一 般理科わ勾しは樫首理科を履11教ア」

ること渉一「寸

第7字 年 生物 第δ学年 物理 化学

第7-8字 年 物理 化字 生物 地学

第6一δ字年 生物 第δ写年 物理 化学

第5-6字 年 綬 台科学 「目鉄と人間

年 物理 生物 第δ孚年 化学

第6δ 字年 地理 第7-6字

第6-8字 年 生物 地理 第7一δ学年 物理 第δ宇年 化写

55)空 気

日本

台湾

香港

ンンカホ ー ル

オ ー ストラリア

ニ ュ ー ン ー ランk

インクラント

イタリア

ノル ウェー

ハン カリー

ラトピア

リトアニ ア

ロノア

王 網オ王け,弄 鵜季阿喜 葺馨
ヂ ヒ 妻 炉肖τ ア揮'卜

Kl231456

内 容 の履 修 字 年

r缶 初等釣育 鐸色は中等勲音渉干才 ま
〕 二 才

718910,111213

o

◎

●

s

◆

φ

o

+M

幅,孔 弼 、'

鰺.劃

ウ',く 轟 潔'

耀 灘 無箋る 苫 、

購 ・舞 ●1● ●
一「 一

__J

一一一L一

鎌

o

鞭鰭

ゐちだ

難詫

参.

≧ぐ!

.繋
詫騰 興

^τ'漏'`

・繋難
,醤

齪鰹
寸

■

i N
、望

モ キい 　

難灘

^1

中 等 教 育 前 期 まてにお げる理 科 の 分 科科 目の 壮況

圧'献 な 場省は 中等教育前期ま一 旺理7屠 っ は総 ゴ理 滅 履片 一・
ハこヒウ　 ナ

第7字 年 生物 第δ字年 物理 化字

第7一δ学年 物理,化 学 生物 地掌

第6-8学 年 生物 第8学 年 物理 化字

第5-6字 年 総合科宇1目 軟と人間」 第6一δ学年 地理 第7-8学

年 物理 生物,第8学 年 化 学

第6-8学 年 生物,地 理 第7-6学 年 物理 第δ学年 化学
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表5-29理 科 カ リキ ュ ラ ム 内 容 に 対 す る履 修 学 年(TIMSS2003)

地 学 領 域(そ の3〕

56)地 球 の大 気

日本

台湾

香港

シンガポー ル

オ ー一ス トラリア

ニ ュ ー一ジ ー ラン ド

イングランド

イタリア

ノル ウニ ー一

ハ ン ガ リー

ラトビア

リトア ニア

ロシア

内容 の 履 修 学 年

圧、網掛けは弄務教育期間を示L炭 色は祈等教青
た[一 」は当言r内耳ぎオ・履停しないこと浮〒」寸、

K1 2 34

:●

農色は中等教育カテ寸,ξ

56デ 浮「百∵亜 丁奮

灘 難 ・回 ・1'一 † 一 一 一 ト

'顯 霧i訓

離 鑛
ホ

難雛 ギ

磯鵬 ⊥

灘 ≒、

・霧 　
驚,

・撤

`

o.

のo o

ミ掘羅'瞬現 陵』●

1ユ

　 ア 　

1。露 一+牛 一

中等 教 育 前 期 まで にお ける理科 の分 科 科 目の状 況

圧,記 載「騰、場台は.中 等教育前期まて一般理科あるザは総合理科を履修1一て》
ることを示寸。

第7学 年:生 物 、第8学 年:物 理、化学

第7-8学 年:物 理,化 学,生 物,地 学

第6-8学 年:生 物 、第δ学 年:物 理,化 学

第5-6葦 年;総 合科学 一自然と人間.,第6「8学 年:地 理,電7-8学

年:物 理 、生物 第8学 年:化 学 .

第b-8学 年1生 物,地 理.第7-8学 年:物 理 、第8学 年;化 学

57)地球の景観の一

般的特徴と人間によ
る利用との関係

日本

台湾

香港

シン ガポー ル

オ ー ストラリア

ニ ュー ジ ーランド

イング ランド

イタリア

ノル ウェー

ハ ンガリー

ラトビア

リトアニア

ロシア

内 容 の 履 修 学 年

圧 網 掛:城,≠ 障数 育期 閤〃ナ1〃 亀にU等 教青 農色は 中等教 青を示寸 。ま

ノー 「一け ≒:←・一盲ル鷹r、 ∴ 一曙 二 穿、

1ぐーT-1一…至　 τう　 4.　一5T-6一 　テー一一9一「9一「i=r6一丁一1112…1三1

,#

『

の

o

ゆ

o:

際♂ 層

馨灘

●.●[● ・
一一斗一一一'瀞 ・鑑≧灘 琵

辮
、概=

一† 一

一「

.舞鑛 …

・ 籍 「

く

欝 一←
サの

雛襲
甕

難

灘,

ヨ ロロ

・♂ 灘 .

y,

中 等 教 育 前 期 までに お ける理 科 の分 科 科 目の 状 況

「王 記載〔「撫 場合は 中等教育前期まr一 般理科誇る.は 総台理f功 膠IIζLて1

ろ=とオTT

第7学 年:生 物 、第8学 年 物 理,化 学

第7-8学 年 二物理 、化 学 、生 物,地 学

第6-8学 年:生 物.第8学 年:物 理 、化 学

第5-6学 年:総 合科学 「自然と人間」,第6-8学 年:地 理、第7喝 学

年:物 理、生物,第8学 年:化 学

第6-8学 年:生 物.地 理,第7-8学 年:物 理,第8学 年:化 学
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表5-30理 科 力 リキ ュラム内容 に対す る履修 学年(T川SS2003)

地 学 領 域(そ の4)

58)地球の天然資源
の利用と保全

日本

台湾

香港

シ ン カ ポ ー一ル

オ ー ストラリア

ニ ュー ン ー一ラン ト

インクラノk

イタリア

ノル ウェー

ハンカ リー

ラトピア

リトアニア

ロン ア

内 容 の 履 修 字 年

圧網 掛けは葬務教育期間葬下し 次色は初等教育
た[一」は当。ケ勺盲劣履修Lも 、ここ汐汗寸。

K lI2,34

●

φ

◎

o

i

0617[8

♂ψ く ヂ

○

◎ ●

○

農色は中筆教育を予寸 ま

9,10111112,13

く

お

耳● 諭 ●1

碁
,」

解
'1

lI

購耳
凝1

I
a

縄,1

囎 懇

Ol

o

◎

■

懸

○

　 　　　

11
　

○「 一 「一　 「
'一 ト ー」一 一セー

、.覗 藪

中 等 教 育 前期 まて にお けろ理 科 の 分科 科 目の状 況

圧 。三載σなk場6よ 虐等教育声期まて一般理科誰τ は穐自理レを履砿してし
ることを至寸。

第7学 年 生物 第δ学年 物理 化字

第7一δ学年 物理 化学 生物 地学

第6一δ写年 生物 第b学 年 物理 化字

第5-6宇 年 総合科学 「自鉄と人間 第6δ 学年 地理 第7δ{≠

年 物理 生物 第δ学年 化字

第6毛 学年 生物 地理 第7一δ字年 物理 第b字 年 化 芋

59)地 球 の水 循 環

日本

台湾

香港

ンノカポ ー ル

オー ストラフア

ニ ュ ー シ ー ラン ト

インクラン ト

イタノア

ノル ウェー

ハ ン刀リー

ラトビア

ブトア ニア

ロンア

内容の履修丁年

王 擢掛 一1.葬 子凄 」百揮間フ 「[

ノ ー.∫ 凱 ←由亡亮履汐 レア;ナ

KI 2131

◎

○

i

a

o

◎

◎

,智

5.6

●

●

o

や

7[壌 教盲 農缶ビ4・箋教 育凡ギ寸{

● や

プー.「8i一「一9π 一τ2一「13

◎

蝋 鍮 ● ●[●
霧

舞'

○

,写

慈
叢

† ←

一 一十一一 一 →一

鑛 よ

羅 、

'灘

霧
1

.aMr◆ ○

　

o 獺鐸汁

◎

*1
■

聾
'宕 、.鼻

♂や

犀

中 等 教 育 前 期 まてCお ける理 科 の 分 科 科 目の状 況

王 記献π旗 場「こは 巾等教育r塑 才'一q野 斡イも莞 挿ξ省理7諾 履直1「
戸、」渉二寸

第7掌 年 生物 第δ学年 物理 化宇

第7-6学 年 物理 化字 生物 地学

第6-8学 年 生物 第δ字年 物理 化掌

第5-6学 年 総合科芋 自妖と人間

年 物理 生物 第δ学年 化字

第6δ 竿年 地理 第7一δ学

第6-6学 年 生物 地理 第7-8学 年 物理 第δ学年 化 字
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表5-32理 科 カ リキ ユ ラム 内 容 に 対 す る 履修 学 年(TIMSS2003)

地学領域 侵の6)

62)気 候 デー タと天

気 図,気 候 パ ターン

の 変化

日本

台湾

香港

ン ン カ ホ ー一ル

オー ストラソア

ニ ュ ー ノ 冒一フ ノ 、

イノクラノk

イタノア

ノル ワエ ー

ハ ノ カ リー

ラトピア

リトアニ ア

ロン ア

内 容 の履 修 字 年

圧 網撞けは葬務教育期間冷畢》 ∫色は抑等教育 農色は由等勢育ル〒寸
ブ ー」は当。う勺容歩履"㌦ な ごζ弄;オ

Kl2 34lb6

■

o

r.89

・,守禰 ・

藏蕪
'鱗'・

難 鵜

○

ま

101111213

.年●1●1●

設
,1

.一仁__

ポ ゴ

灘 韓顔
ガを ノ

遡 灘灘 慧是
写 照 毅'㌔

雛
,驚
ノヘキ ち

ヒ,綜 、餐"

鍵
響簸

o

糠繋繊

_喚 強'楓'灘 冗熔

　
一!-

1

一

享'灘 謝

灘 舜 亜'}灘5

1亀撚 舞婁

o

○

○Oo

'万壕 蔭 灘 ・
ひモモも 　耽i縷

◎綴 翌一上,

1
㍗一一一†

櫛11

ノしへ　

鍵騒1垂謡

中 等 教 育 前 期 まて にお け る理 科 の分 科 科 目 の状 況

王 諺軟σ㌔ 場自は ‡等教育甫斯ま'一 般理和降夢 は総台理壬ノワ履値.'
るン を〒+

第7字 年 生物 第δ学年 物理 化写

第7δ 掌年 物理 化写 生物 地字

第(】一δ学年 生物 第δ学年 物理 化字

第5-6写=年 総 合禾斗亨二「目夕たとノ＼間
年 物理 生物 第δ字年 化 芋

第6δ 字年 地理 第7一δ学

第6略 字年 生物 地理 第7-6字 年 物理 第δ掌 年 化学

63)数十億年にわた

る地質学的プロセス

1ヨ本

台湾

香港

ノノカポ ー ル

オ ー ストラヲア

ニ ュ ー ン ー ラン ト

イノク ラント

イタリア

ノルウェー

ハノガリー

ラトピア

リトアニア

ロノア

内 容 の 履 修 字 年

∫正 網ま王Lけ・π巽 テー書←幣覇閣← 二1,亀 ア「等静百 濃 色は甲等教 奮を 子rま
'一 」 ± .㌃一7璽 戸[ユ1L詩

k「一il一二2曲3一「45　 石『一㌧≡　8　「9「一iて∫正1-f至一「13

翫 叢 ・纈'灘

、く、

駿 撫

攣 粥

難 。

ひムツ

雛 罰●1●1●1
勲}'コ

騰 灘馨

尋
転

H一 一

ヨ ノ

撚 圭
跳簸

灘霊葉無

懇雛 難 「
灘 ㌔

鐡 。

●

○

◆

.灘 難

宅

01

轟
搬諺舗

中 等 教 育 前期 まて にお け る理 科 の分 科 科 目 の状 況

圧 δ三軟」↓.鳩[コ←よ 中等教育前茸匡まc般 理レ右斉い 才鮎省理私渉履停、
倉二と万;寸

第7学 年 生物 第δ学年 物理 化字

第7略 字年 物理,化 字 生物 地字

第6-8学 年 生物 第6宇 年 物理 化学

第5-6学 年 総合科学 「自欽と人間」 第6一δ学年 地理 第7-6学

年 物理 生物 第&学 年 化宇

第6一δ学年 生物,地 理 第7-8学 年 物理 第8学 年 化字
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表5-33理 科 カ リキ ュ ラ ム 内 容 に 対 す る履 修 学 年(TIMSS2003)

地 学 領 域(そ の7>

64)動物 や植 物 の 化

石

日本

台湾

香港

ンンカポー ル

オ ー ヌトラリア

ニ ュー ン ー ラ ン ト

イ ノ ク ラン へ

イタ」ア

ノ ノ〆7■ 一

(ノ カ ノー一

ラトビ ァ

ノトアニ ア

ロシア

内 容 の履 修 宇 年

王 網掛1了は葬務教育期間キ阜し 伏色はr等 教育 農色は由等教育を干オ ま

ノー〔」ほ±ヨ。ナ内官ナ曜f修しな㌧ことナ」Fナ

K 「繭 「弥7π8

。^灘

、 暖

綴響 響冊v'

s ●

●

轟

職 羅

'雛 蓉

灘

く'

9-01-12-3

■

● ● ●1

、響

騒斗
、斌 碧1

響一■.
欝'蟹 _Lヤ

.セ1

、・、輔II

撃
劉 コ

舅

謬麹

の ○

れ ノノちや

o 、野淵轍 靴 十

。霧雛灘

ヰ

:
鍵

r一 一ト

I

I
__.一 ↓一_

1

中 等 教 育 前 期 まてにお ける理 科 の 分科 科 目の状 侃

圧 。己敢」↓齢 場自は 南等教育前期ま「一般理科冷ξ・己総蔭王野 梼履/南、「
ハ噌戸些一〒オ

第7学 年 生物 第8掌 年 物理 化字

第7-8学 年 物理 化学 生物 地字

第6一δ学年 生物 第δ学年 物理 化学

第5略 学年 総合科学 目鉄と入閤

年 物理 生物 第δ宇年 化写

第b一δ字 年 鞭 理 第7一δ写

第6一δ字年 生物 地理 第7一も字年 物理 第δ字年 化宇

65)化 石 と化 石 燃 料

の形 成

日本

台湾

香港

ンンカ ホー ル

オ ー ストラブア

一 ユ ー ン ーPフ ノ 、

インクラノト

イタリア

ノルウェー

ハ ノ カ リー

ラトピア

リトアニア

ロ ノア

内 　各の 液 修 字 年

三 桐掛、斗 拝・諺 ヨ鯉階r食 「笑静百 農色は中等豹育力」「'ま
ナ 「 「ヨ}「7瞳rつ 　

ア 　ド 　　　 ド　 　　 　 　　　 　 　　 へ　ド　

KII2545167189101111213

i
◎懸 灘 ・手皐1

ヒ、

宜

灘 騰
譲● φ 壁

験

姉

o

o

穿

鴇叢

雪

多 セ

灘

蓼

一

懇擁

響
鼻 ヂウ

i

I

i

。,鵜
篭 電

M ◆ ◎ 劇

灘 「灘

中 等 教 育 前 期まて 、'お ける理 科 の分 科 科 目の廿 況

三5二敢ハ.埆 邑は 甲釜教育百」期才　一般理弄μ ∩.紀 己理婁イ」履呑㌔
冷こレカ〒甘

第7字 年 生物 第δ宇年 物理 化宇

第7一δ学年 物理 化学,生 物 地学

第6-6学 年 生物 第δ学年 物理,化 学

第5-6字 年 総合科学 「自殊と人間」

年 物理 生物,第6学 年 化字

第6-8字 年 地理 第7-8孚

第6遇 学年 生物 地理,第7一 δ学年 物理 第δ学年 化学

一67一



表5-34理 科 カ リキ ュ ラ ム 内容 に 対 す る履 修 学 年(TIMSS2003)

地 学 領 域(そ の8)

66)地球上の現象の

説明

日本

台湾

香港

シンカ ポー ル

オー ストラリア

ニ ュ ー シ ー ランk

インクラント

イタリア

ノルウニー

ハノカ リー

ラトピア

リトアニ ア

ロンア

内 容 の 履 修 学年

王1網掛けは罫務教育期閣些示し 次色は初等教育 濃色は中等教育をテ寸 ま
た 〔」は当該内窄這曜修しなレここを`寸.

K

　=「T一不 一一丁「「
P

1

o

12'3

o ◆

4

■

11

●

#lr

言一下で「一78gilOlll

　●1●

__一 L

.●

12

●

○'

藝

13

碕

Oo◎

○

○

蓬
'一 十一一

襲

+†

o● ○
ア♂

蟻
「一丁
i2

◎1 丁 　「一†"

鱗 縄 馳繊 築 ●

中 等 教 育 前 期 まてにお ける理 科 の分 科 科 目の 状 況

圧 記載し可なし場首は 出等教育前期まて一般理手捗 勾 は躯舎理葦靖 履修.㌦
⇔こと凌示オ。

第7学年 生物 第8学年 物理 化字

第7-6掌 年 物理,化 写 生物 地写

第6略 字年 生物 第δ孚年 物理 化字

第5-6学 年 耗合科学 「自鉄と人間1

年 物理 生物 第6学 年 化 字

第6-8学 年 地理 第丁一δ学

第6略 学年 生物 地理 第7略 宇年 物理 第δ字年 化字

67)地球の物理的特

徴

日本

台湾

香港

シ ンカポー ル

オ ー ストラソア

ヨ リ ヤ

ニ ユー ン ー フン ト

イン クラント

イタソア

ノル ウェー

ハ ンカリー

ラトピア

リトアニア

ロシア

内 各 の履 倍7年

王 紳掛 ↓,塁 隔郵育節間ノ「 仔 卜「…;封盲 農争は中等計育妄∫{ま
ノ1ま ←「さ 犀r

じ ア 　　　　 　 　　 　 　　

Kll234156178910111213

t

競雛罎
ピ へ

誕
冗'

鍵

懸 ●1●1●1

劉 一■
一+「 一 ト

II轟III

、灘
・ 鞘 義 灘 斗

羅
、澤

、 豪 、 纐

一一十

早

[

1

一+一 「

II

鱒

◎ ○ ■ o

睾1●

中等 教 育前 期 まてに お けろ理 科 の 分科 科 目の杜 況

王、記載」ね 場ヨぱ 中等致畜前期珪 一般理科右?Lよ 総畠理科丼曜ドr
o=履 テ≠

第7掌 年 生物 第δ学年 物理 化字

第7一δ学年 物理 化学 生物 地学

第b-6学 年 生物 第δ字年 物理 化学

第5-6宇 年 総合科学 「自欽 と人間

年 物理 生物 第8学 年 化宇

第6-8芋 年 地理 第7后 字

第6-6学 年 生物,地 理 第7略 学年 物理 第8学 年 化字
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表5-35理 科 力 りキ ュ ラ ム 内容 に 対 す る履 修 学 年(TIMSS2003)

地学領域 侵のg)

68)太 陽系

日本

台湾

香港

ンン カポー ル

オ ー ストラリア

ニ ュー シ ー ラン ト

インクランk

イ タリア

ノル ウ ェ ー

ハ ノ カ リー

ラトピア

リトアニア

ロンア

内 容 の履 修 学 年

王 網掛けは弄熟教育期聞を斧し'含色は柳等教育 農色は中等教育を示寸 ま

'E一 は当pナ内右オ履修しなしことオ〒す。

K 1

○

○

213

○

o

む

45GT78911011
、藻

◎

磁

○

⇔

o

◎

◎

轡

○,

o

o

●

12113

剛 、呂

●回 ●i

磁

、 蓼

・ 鑛 霧

"

1

ラ

鞭

●

畷 撚

L主到」
1'

、、 羅r蠣 翻
Ψ、覆 ・甜冊

中 等 教 育 前 期 まてにお け る理 科 の分 科 科 目の状 況

庄 記蔵σな.場 ヨは 中等教育前期まて一般理科歩るLは 総合理科を履修しζ・

ることを示寸

第7孚年 生物 第8学年 物理 化学

第7略学年 物理 化学 生物 地字

第6一δ学年 生物 第8掌 年 物理 化字

第5-6学 年 総 合科 学「目鉄と入間」第6一δ学年 地理 第7δ 掌

年 物理 生物 第δ孚年 化学

第66学 年 生物 地理 第7-6学 年 物理,第6宇 年 化学

69>恒 星 としての太

陽

日本

台湾

香港

ンンカポ ー ル

オー ストラリア

ニ ュ ー シ ー ラン ト

インクラント

イタリア

ノル ウエー

ハン カリー

ラトビア

フトアニ ア

ロンア

モ 網掛 亨1葬f=君 喜騨居・

ノ[」,ホ 当 申[宥 ゐ曜r
　 一一1一

Kl2

内 容 の 履 修 学 年

哀 ノ色1'r等 教育 凄魯け中等教育岩干+ま
↓Lみ,一 幽

341『 ボ6τ ブ ー8　一gTfπ 回 了3

o

灘 襲璽i∵r
纈 ・ 禦 † 』 　r

葺

1

難1 一「 一 一 』

◎ 慨 ・

○ ● o oず
1

灘.霧1・ 〔

中 等教 育前 期 まて じお ける理 科 の 分 科 利 目の 状況

王 謁執「なv場 δは 中等教育声期まて一毅理科事.は 総邑理科汐「馴rし ・
るこレをテオ

第7学 年 生物 第6掌 年 物理 化字

第7δ 字年 物理,化 宇 生物 地学

第6-8孚 年 生物,第 δ学年 物理 化孚

第5過 学年 総合科字 「自鉄と人間」

年 物理 生物 第8学 年 化 学

第6-8写 年 地 理,第7一 δ学

第6一δ学年 生物 地理 第7一δ宇年 物理 第8宇 年 化学

一69一



表6-1理 科の 内容項 目に対す る履修 学 年 一物理 ・化学領 域 一(T川SS2003)

内容項目

D物 理的性質に基づいた物質や
材料の分類

2)物質の分類と構成

3)金 属 の特性 と用途

4)混 合 物 の生 成 と分離

5)溶液 の性 質

6)物 質の構 造

7)水 の特性 と利 用法

8)一 般 的な酸 とアル カリの性 質 と

用 途

9)化学的変化と物理的変化

1ω化学変化

1D一 般的な酸化反応での酸素の

必要性
12)身 近な 化学 変化 の分 類

/3)物 質 の状 態 とその物理 的 性 質
えユ

の遅 い

14)加 熱 と冷 却 による禾 あ状 態 変

化

15)物 質 の状 態 と変化

16)融解,凝 固,蒸 発,凝 縮 の過程

17)一般 的 なエネ ルギ ー源 ・形 態 と

実 際 の利 用法

18)エネル ギーの種 類,源,変 換

(熱移 動 を含 む)

19>熱 の流 動と温 度

20)熱膨張と体積や圧力の変化

21)一 般 的な光 源 と関係 のある現

象

22)光 の基 本 的性 質 と作 用

23)音 の性 質

24)電 気 と電 気 回 路の 一般 的 な利

用法

25)電気回路および電圧と電流の
関係
26)磁 石

27)永 久磁 石 と電:磁石 の性 質

28)物 体 を動 かす カ

29)力 と運 動,距 離 ・時 間 グラフの

利 用

30)密 度 や圧 力の効 果

各 学 年 で 履 修 す る国 の 数(13か 国/地 域 中)

注)網 掛けは13か 国中4か 国以上(25%以 上〉が履修している学年であることを示L,淡 色

は4～6か 国 〔」5%以 上50%夫 満),濃 色は7か 国以上〔50%以 上)を示す、わが国の履修

学年は太字で示した学年に含まれ・ている.
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表6-2理 科の 内容 項 目に対す る履修 学年 一生 物領域 一(T川SS2003)

内容項目

31)生 物 の種 類,特 徴 お よび分 類

32)人間や他の動物の主な身体構

造とその機能
33)外部環境や活動に応じた身体

反応
34)体 内環 境 の恒 常性 維 持 のため

に機 能す るシステム

35)細 胞 の構 造 と機 能 　

36)光 合 成 と呼吸

37)身 近 な生物 の一 生 にお ける一

般 的ノ嚢段 階

38)生 物 の一 生(人 間,植 物,鳥

類,昆 虫を含 む)

39)植 物 と動 物 の生 殖

40)生 殖 と遺 伝,遺 伝 形 質と獲 得

形質

41)種 の生 存 ・絶滅 にお ける変 異 と

適応 の役割

42)植 物 と動物 の身 体 的特 徴,行

動,生 存

43)生 態 系に おける相 互作 用

44)生 態 系 にお ける生 物の相 互 作

用

45)自 然 界で の物 質 の循 環

46)人 口の変 化 と環境 へ の影響

47)環 境 の変 化

48)伝 染 病 の伝 染の仕 方

49)一 般 的な感 染 症

50)予 防 医学 の方 法

51)食生活や運動など健康を維持

する方法

各 学 年 で 履 修 す る国 の 数(13か 国/地 域 中)

注}網 掛けは13か国 中4か 国以上(25%以 上〉が履修 している学年であることを示し,淡色

は4～6か 国(25%以 上50%未 満),濃 色は7か 国以上(50%以 上)を示す。わが国の履修

学年は太 宇で示した学 年に含まれている,
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表6-3理 科 の内容項 目に対す る履 修学 年 一地 学領域 一(TIMSS2003)

内容項目

52)岩 石,鉱 物,土,土 壌

53)地球の構造と物理酌特徴

54)地 球 上 の水

55)空 気

56)地 球 の大 気

57)地 球 の景 観の一 般 的特 徴 と人

間 による利 用との関 係

58)地 球 の天 然資 源の利 用と保 全

59)地 球 の水 循環

60)岩 石 の循 環過 程 と岩 石の形 成

61)気 象 条傑 の 日々の変化 と季 節

変化

62)気 候 デ ータと天 気 図,気 候 パ

ター ンの変 化

63>数 十億 年 にわ たる地 質 学的 プ

ロセス

64)動 物や 植 物の 化石

65)化 石 と化石 燃 料 の形成

66)地 球 上の現 象 の説 明

67)地球の物理的特徴

68)太 陽 系

69)恒 星 として の太陽

各 学 年 で 履 修 す る国 の数(13か 国/地 域 中)

注)網 掛けは13か 国中4か 国以上(25%以 上)が履修している学年であることを示し,淡 色
は4～6か 国(茄%以 上50%未 満),濃 色 は7か国以上(5〔}%以上)を示す、1わが国の履修

学年は太宇で示した学年に含まれている,
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n-2オ ラ ンダ の初 等 教 育 到 達 目標

本研 究 の一環 と して,研 究代 表者 の猿 田,研 究分担者 の 三宅お よび鳩貝 は,平 成16年

11月7日 か ら11月12日 にかけて オ ランダに 出張 し,エ ンスへ 一デ 市 にあ る トウェンテ大

学 経 営 学 部 講 師 のHeidiKnipprath女 史 の ご 尽 力 の も と に,エ ン ス へ 一 デ 市 内 の

Bonifatiusschool(初 等学校)お よびエ ンスへ 一デ市近 郊のHetAssinkLyceum(中 等学

校)を 訪 問 し,授 業参観 す る と ともに施設 を見 学 した り,学 校 関係者 の話 を聞 く ことが で

きた。 さらに,Heidi女 史 か らは,オ ラン ダの教育事情 にっ い て説 明 を受 け る と ともに,

オ ラ ンダ教育 ・文 化 ・学術省 が発 行 した初 等教 育 の到達 目標(オ ランダ語 で は 中核 目標)

を紹 介 いただ いた。 内容 の概 要 に関す る説 明 を受 け,そ の重 要性 を感 じ,本 研 究 に資す る

ところが大 きい と判断 し,全 文 を和訳す る こ とに した。

オ ラン ダ語 か ら日本 語へ の翻訳 がそ もそ も困難 であ る上 に,ま た教 育制度 の大 きな隔 た

りか ら適 当な訳 語 を選 ぶ のが至難 の業で あ るが,幸 いに もHeidi女 史 の夫君 で あ る上西 秀

明 氏が元 外交官 とい う経歴 か らオ ランダ語 に精 通 され,Heidi女 史 の教 育制度 や 学校経 営

の知識 を合 わせ て,非 常 に的確 な 日本語訳 を して いただ いた。上 西氏お よびHeidi女 史 ご

夫妻 には,ク リスマ ス ・年 末年 始 に も関わ らず翻訳 に時 間を割 いて いただ き,多 大な る ご

協力 には深甚 な る感謝 を申 し上 げ る次第 で ある。

翻訳 に際 して,上 西氏 には教科 名等,主 要 な オ ランダ語 を残 して いただ く とともに,日

本 語へ の訳 出が難 しい場 合 には,該 当す る英 語訳(訳 注 と して斜 体 の θ刀ぷ)を 添 えていた

だいた.ま た,オ ラ ンダの事情 に疎 い我 々のた め に解説 を適宜加 えていた だ き,内 容 の理

解 を容 易 にす るにあた って大 いに役 立っ もの とな った。

次ペ ー ジか ら,「1998年 初等教 育 にお ける 中核 目標」 の全文 を掲載 す る。
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1998年 初 等 教 育 に お け る 中 核 目 標(k。rnd。 。1。n・。。ぷ 。。。臼 。.。。・。)

(カ バ ー 裏 表 紙:※ 「科 目横断的中核 目標」の色分 け列挙。詳 しくは 「てび き」第三段落 をご参照)

*作 業 態 度

*計 画 に沿 う活 動

*相 互 に異 な る学 習 戦略 の利 用

*自 己像

*社 会 的 態 度

*新 しい メデ ィア

は じ め に(p.3)

教 育 は 目標 な し に は あ りえ な い 。 わ れ われ は この こ とに 同意 す る。 これ は,そ こ に 広 範

な 可能 性 が 存 在 して い る こ とを 意 味 す る,、そ れ は 科 目(1eergebied)ご との認 識 的 中核 目標

(cognitievekerndoelen:θ 刀墨 ・・即 πノγθ ・・rθ8・∂!のに 関 す る も の で あ り,ま た,態 度

(gedrag:・ 刀畠 加ヵ∂r∫・〃・う と 自 己 像 に 至 る 目標,作 業 態 度(werkhouding:印 島 障・盈∫刀8

ヨォ'加 ゴ・)に関 係 す る 目標,技 能(vaardigheden:θ 偲3左 ∫〃s)習 得 に関 係 す る 目標 な どで も

あ る。 こ れ ら 後 者 の 諸 目標 は 科 目横 断 的 目標(leergebiedoverstijgendedoelen:θ 刀g.

θη55下 μ房 θ厩 謝 汐θオ5)で あ る、

作 業(werken:・ η島 陵・rの,学 習(leren:・ 刀4・ ∂・の,教 授(doceren:θ 〃ぷ ～θ8・ヵ)と い っ た

通 常 の 方 法 に科 目横 断 的 諸 目標 を統 合 す る こ と は大 き な 挑 戦 で あ る。 これ らの 諸 目標 に つ

い て 語 られ,紙 上 に掲 載 され る よ うに な っ た の は 新 しい こ と で あ る。 こ う した こ とは 教 職

に あ る者 や 保 護 者,そ して 子 供 の 発 達 に 関 わ る そ の 他 の 人 々 に よ り ど こ ろ を提 供 す る.中

核 目標 は 学 校 に よ る独 自の 充 填(invulling:θ 刀8.fゴ1/2'刀8fη)の た め の余 地 を残 す よ うに 定

義 され た も の で あ る。

この 新 しい 諸 目標 とは,突 然 新 しい 科 目 を付 加 す る こ とを 意 味 す る もの で は な い 、 社 会

感 情 的 な 諸 目標(sociaa1-emotioneledoe⊥en:θ 偲5・ ・ノ∂ノーθ脚 オノ・〃副 ・・∫・オθz8θオ5)は科 目 と

して 教 え る こ とは で き な い 。そ れ らは 教 育 内 容 決 定 段 階(hetinrichtenvanhetonderwijs=

θ刀島 亡加 θ5励 〃5加 ・擢 ・fθゴθ・∂肋 ゆ に お い て 役 割 を 担 う も の で あ り,集 団や 個 々 の 子 供 の

取 り扱 い の た め に操 縦 桿 を 供 す る 。 あ る 目標 は 「事 物 科 目zaakvakken(※ 本書 における造語

と思 われ,こ こでは恐 らく 「人間 と世界 に関す る指導科 目」を指 す と考 え られ る)」 教 育 に お い て よ

り重 き を置 か れ,ま た,他 の もの は 体 育 に お い て,あ る い は ま た 他 の も の は 言 語 と算 数,

ま た は 表 現 科 目(expressievakken:※ これ も恐 らく 「芸術指導科 目」 を指す もの と考 えられる)に

お い て 重 き を 置 か れ る 。

私 は,こ の 新 しい 中核 目標 が 活 力 あ る時 宜 に適 っ た教 育 に 寄 与 す る こ とを 希 望 し,期 待

す る。

KarinAdelmundカ ー リ ン ・ア ー デ ル ミ ュ ン ト

教 育 ・文 化 ・学 術 担 当 副 大 臣
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目 次(P.5)

手 引 きLeeswijzer

(※文字通 りの訳語 とし.ては

とした)

なぜ 中 核 目標 な の か?

7

しお り(θ刀8.帥 欲 加θ1の で す が,日 本 で の 一 般 的 用 法 に 倣 い,「 手 引 き 」

9

科 目横断的中核 目標 17
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手 引 き(p.7)

本 書 の 中 で 皆 様 は,1998年6月 に 法 的 に 定 め られ た諸 中核 目標 の 文 字 通 りの 複 製 を 目に

す る こ と と な ります 。 そ こで は 科 目横 断 的 中核 目標 が科 目に 先 に 来 る 形 とな って い ます 。

この 複 製 は 右 側 の ペ ー ジ に連 続 す る文 章 と な っ て い ます 。

左 側 の ペ ー ジ で は 多 く実 例 を 目に す る こ と とな る で し ょ う。 っ ま り,と き にか な り抽 象

的 に表 現 され た 科 目横 断 的 目標 が,現 在 どの よ うに 科 目内 で 具 体 的 充 填 が な され て い る

か?と い うこ とで す 。 これ に 対 して,左 の ペ ー ジ の 枠 内で,例 を挙 げ る形 で 回 答 が 示 され

ま す 。

以 上 と並 ん で,公 的 テ キ ス トの 隣 に 正 方 形 と して,全 ペ ー ジ に わ た り科 目横 断 的 諸 目標

に も触 れ る こ とに な りま す(※ 右ペー ジの余 白部 分に六色に色分け され た正方形 が縦に配置 されて

いる。各正方形 が科 目横断的 目標 を意 味 し,カ バー裏 表紙 に名称 が列 挙 され てい る)。 そ して,こ の

諸 目標 の い ず れ か か ら科 目の 特 殊 な 下位 パ ー ト(※ 後 に見 られ る,科 目ごとに数字がふ られ た記

述)へ とた び た び 線 が 引 か れ ま す.こ の線 は 次 の こ と を意 味 して い る にす ぎ ませ ん 。 す な

わ ち,こ の 科 目横 断 的 目標 のパ ー トは この 下位 パ ー ト内 で 適 当 な位 置 を 占 め る こ とが で き

る,と い うこ とで す 。

最 後 に,本 書 は 表 紙 の 絵 を 除 き,黄 金 画 筆 賞 受 賞 者(g・udenpenseelwinnaars:・ 偲6・ 〃…

ρ・加 伽5ヵ ρz∫・θμゴ朋 θz5)の 挿 絵 に よ っ て装 飾 され て い ます 。 過 去 の多 く の受 賞 者 が この

冊 子 に貢 献 して も ら え る よ う依 頼 され ま した 。 こ う した 挿 絵 の い ず れ も が既 存 の 出 版 物 か

ら選 ばれ ま した.挿 絵 は どれ も完 全 な 形 で 収 録 され,続 くペ ー ジ に 「切 り取 る」 よ うに掲

載 され ま した 。 も ち ろ ん 挿 絵 の 出 典 は 明 記 して あ る と こ ろで す 。

な ぜ 中 核 目 標 な の か?(p.g)

小学校 に通 う子供 た ちの教育 内容 に関 しては常 に多 くの議 論 がな され てい るが,ほ とん

ど何 も取 り決 めが な され てい ない.学 校 現場 で は算数,言 語,地 理,歴 史,絵 画,音 楽,

そ の他 い くつ かの科 目について教 育 が提供 され ねばな らなか った。 しか し,算 数 や言 語 と

して,あ るい は地理や 歴 史 として何 を実際 しな けれ ば な らな いのか は,こ れ まで 規 定 され

た こ とはなか った。 それ を 自身 で決 め る 自由が認 め られ てい た。 そ して,そ れ らに関す る

教授 方 法で も,出 版 社 が望む ところの もの を記 述す る 自由が認 め られ て いたの で あ る。

子供 た ちに教 え るた め に選択 で きた ものは次 第 にあま りに も複雑 かつ広範 に な り,学 校

は様 々な選択 を行 うよ うになった。 新 しい教科 も加 わ り,あ なた方 は計 画を実施 し,教 授

方法 は豊 富 にな った。 こ うした こ とは混 乱 を もた らす こ とにな る。 あ る学校 か ら別 の学校

へ転校 した生 徒 は容 易 に参加 の道 を見 出せ な くなった。 プ ロ グラムは しば しば あ ま りに前

校 とは異な る もので あ った。 中等教 育 も,小 学 校 で何 が教 え られ てい たか を既 に完 全 に明

確 には知 り得 な か った 。小学校 のプ ログ ラムに見 られ る相違 のため,中 等教育 へ の参加 が

困難 を来す よ うにな って いた。
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1993年:最 初 の 中核 目標

こ うした ことか ら,1993年 に 中核 目標 が導入 され た。 これ は小学校 で生徒 が何 を学

ぶかを記 述 した もので あ る。学校 は現場 で の教育 を,中 核 目標 に記述 され た ものへ と調整

しなけれ ばな らな くな った。突然 それ を行 う必要 はなか った。 ただ,学 校 がそ う した働 き

かけを行 うこ とが重要 なので あった。 学校 が どの よ うにそれ を行 うか は独 自の選択 によっ

た。 その ときか ら,全 ての子供 た ちが多 くの部分 で共通 の教材 を与 え られ る ことが保証 さ

れ るよ うにな ってい る.も ちろん,優 秀 な生徒 に特 別な教材 を提 供す る余地 は残 され てい

る。他 方で,供 給 され た ものに追いつ け ない生徒 も出て来 るであ ろ う。 しか し,学 校 は こ

の定め られ た 内容 を提 供す る努 力 を行 わね ば な らない。

その間,5年 が経過 した。 中核 目標 は,そ れ がまだ十分 な もので あるか ど うか 判断す る

ために検証 され た。結 局 の ところ,社 会 は早い テ ンポで変 化 してい る.っ ま り,い ずれ か

の変革が求 め られ るこ とは十分 考 え られ る こ とで ある。加 えて,現 在 中核 目標 を使 って職

務 を行 うとい う最 初 の経験 が存 在す る。

1998年:改 訂 中核 目標

社会 にお ける新た な強調 点,科 目内の変化,そ して最初 の中核 目標 で の経験 が これ ら目

標の修正 へ と至 った,学 校 現場,社 会,教 育 内容分 野の専 門家 に よる詳 細な助言 の後,新

た な中核 目標 が確定 され た.こ れ らは1998年8.月 をもって 実施 され,再 び,少 な くと

も五年 間有効 な もの となった。 この五年 の後,そ れ らが再 び修 正の必要 あ りとな るこ とも

十分考 え られ る ところであ る。 っ まる ところ,初 等教育 は動 い てい るの あ り,こ の動 きが

そ の 目標 に反 映す るの であ る.

ところで,言 語 と算数 のた めの 中核 目標 は この時点 では1993年 時の もの と同 じであ

る。 この分野 で の変 化 は修 正 を必要 とす る もの では なかった。 ただ,こ の分 野で の 中間 目

標 が開発 され る。 これ は,小 学校 の異な る期 間 におい て,ど の よ うに投階 的に 中核 目標 実

現 に取 り組む か を明 らか にす る 目標 であ る.言 語 と算数 にお け る経験 によっては,他 の科

目のた めの中問 目標 が 登場す る こ とも十分 考 え られ る ところであ る。

中核 目標 は学校 に動 き を もた らし,質 へ の働 きか けを行 うため の道 具で あ る。 実際 に教

育 を操 縦す るた めに 中核 目標 を利 用す べ きで はない。中核 目標 は教 育提供 につ いて 考 える,

定期 的 な 「思考 の休 息 」へ と招 くもので あ る。

中核 目標 は教 育の質 を改 善す る方 策で あ りうる。 中核 目標 は小学校 教 育 をよ り明確 にす

る。 しか し,そ れ は道 具 であ る。何 を変革 し,そ れ を どの よ うに,い つ行 うか は 自らの決

定 に よる.

い つ 中核 目標 に 出 会 うか?

*チ ー ム 会 合(tea功vergadering:θ ヵ8オ θ8翅贋 θ励8)の 間

例 えば,貴 校 に お け る 教 育 提 供 は 中核 目標 に 一 致 す るか?チ ー ム 協 議 の 中 で,現 在 ど

の 中核 目標 が 提 供 され,ど れ が され て い な い か 確 認 で き る.こ う した 議 論 の 後,こ れ が

来 る数 年 の た め の 優 先 順 位 を もた らす 。 学 校 計 画 の 中 で,来 る数 年 に どの 中 核 目標 に取

り組 む か を述 べ る こ とが で き る。
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*方 法(methode:θ η多 孟θ∂・ヵfη8躍・伽 の の選択 時

恐 らく,あ なた方 は近 い うち にあ る科 目に向 けた新 しい方 法 を選択 す るだ ろ う。その

ときも 中核 目標 を この選択過 程 時 に利 用す る こ とがで き る。新 た に提 供 され た方 法は中

核 目標 を十分 満 た して い るか?算 数/数 学のた め の新 たな計算 方法選択 の際 手助 け とな

るガ イ ドが既 に存 在す る。 そ の方 法 が 中核 目標 を満たす か ど うか とい うこ とが,基 準の

一つ で ある
。

*保 護 者 か らの質 問時

も し保護 者 が,子 供 が どの よ うな教 育 内容 を与 え られ たか知 りたが るな ら,馳これ を説

明す るた め に中核 目標 を利 用す るこ とが でき る。 なぜ ある教 育 内容 が提供 され,他 の も

のが提 供 され ない のか につい て尋ね る とき も,中 核 目標 に関連 させ て 回答す る こ とがで

き る。

*方 法 におい て

授 業で 教育 内容 を直接 提供す るた めに,特 に学校 教科 書製作 業者 は中核 目標 を利 用す

る こ とが で き る。新 た な方 法 開発 のた め,中 核 目標 は重 要で ある。 方 法の 中で,ど の よ

うな 内容 を学校 教科 書製 作業者 が採 用 し,あ るいは採 用 して はな らな いの か?中 核 目標

は方法 内容 の確 定 のた めの指針 で あ る。 再版 され る予定 となってい る既 存 の方法 に とっ

て も,方 法 内容 を調整 す るた め,学 校教科 書製 作 業者 は中核 目標 を利 用す るだ ろ う。

現在全 ての学 校 が 同 じな のか?

中核 目標 は 大 まかな ライ ンで小学校 にお け る教 育提供 に ついて記述 してい る.実 際 の教

育 を実現す るに はまだ 多 くの ことが必要 とされ る。それ ゆえ,中 核 目標 中にあ る ものは方

法 の 中に実現 され ね ばな らない。 これは様 々なや り方 で実施 され る こ とが可能 で,ま た,

様 々なや り方 で実 現 され るであ ろ う。教 師は そ うした教授 方法 で,ま た,あ る下位パ ー ト

に対 しては,し ば しば教授方 法不在 で教 育 を施 す。教 師 はそ のための 訓練 を受 け,様 々な

や り方 で 中核 目標 の 内容 を魅 力 ある よ うに子供 に提供 で き る。教 師が 中核 目標 を教育 へ と

転換 す るや り方 に関 して は,イ 可も規 定 はない。 学校,教 師 は独 自の選択 を行 う。

学校 で起 こる全 て の こ とが 中核 目標 中に規定 され てはい るわ けではな い。 中核 目標 は,と

に もか くに も取 り扱 うべ き こ とを記 述 して い る。 それ と並ん で,学 校 には独 自の,特 殊 な

教 育提供 の た めの余地 が残 されて い る。 学校 はっ ま り,絶 対 的には全 て同 じもの とはな ら

ない ので あ る.た だ,子 供 が学習 す る もの は,中 核 目標 に よって相互 に よ く似 た もの とな

るの で ある。

8月 か ら全 て が変 化す るのか?

1993年 以 来,学 校 はそ の教育 の中で 中核 目標 の導 入 に従 事で きた。1998年8月

1日 を もって,改 定 中核 目標 が法的効 力 を得 る。8月 には教 育提供 は全 て調整 され るべ き

な のか?答 えは否 で あ り,チ ーム会合 にお ける確 定後,あ なた方 が教 育提供 が改 定 中核 目

標 を満た して い るか ど うか報告 す る。 あなた方 は学校 計画 の 中に どの よ うな時期 に どの よ

うな変更 が導 入 され るか盛 り込む。全 て が 同時で あ るこ とは可能 では ない し,そ の必 要は

ない。 中核 目標 は教育 提供 につい て絶 えず 思 考す る よ う刺激 せ ねばな らない。 中核 目標 は

教 育提供 の 主要 ライ ン を記述 す る.実 施 の詳細 はあなた方 が決 定す る。
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変更

1993年 の 中核 目標 は,初 等 教 育法(Wetophetbasisonderwijs)内 の科 目構 造 に従

って記 述 され た。 それ はか な り多 い ものであ る。 その 上,そ れ は全 て個別 の科 目に関す る

もの との印 象 が あった。改 定 中核 目標 は大部分 が整理 された 。現在次 の 中核 目標 が存在 す

る。(※1993年 の中核目標は法律の記述に沿って各科目ごとに目標が設定された,か なり詳細なも

のであったようである)

*オ ラ ンダ語,英 語 お よび フ リー ス語

*算 数 お よび数学

*人 と世界 に 関す る指 導科 目

*体 育

*芸 術指 導科 目

人 と世 界 に関す る指 導科 目には次 の ものが含 まれ る:地 理,歴 史,社 会,技 術,環 境,

健康的 ・自助 的態 度,そ して 自然 で ある。芸術 指導科 目に は絵 画 と工作,音 楽,演 技/言 語

使用の推進,お よび運 動 が含 まれ る。

新 しい 中核 目標 は数 的に削減 され た。 また,そ れ らは よ り均 等 に定 式化 され た 。最初 の

中核 目標 で は,そ の精緻 さお いて多 くの相 違が存在 した。 っ ま り,英 語 に関す る 中核 目標

で子供 が知 り,使 うべ き単語 さえ指 定 され て いた。 これ らの 単語 は音 楽,コ ン ピュー タ と

宣伝広 告 の影 響 に よ りか な り変化す る。従 って,現 在 では コ ミュニ ケー シ ョン と関連す る

テーマの指 定 で十分 となってい る,、

科 目横 断的 中核 目標 が存 在す る こ とも新 しい点 であ る。これ らの 中核 目標 は言語,算 数,

あるい は地理 とい った個 別の科 目に関連 す る ものでは ない。 これ らの 中核 目標 は 一般 的に

応用可能 な知識,理 解,そ して技能 に関す るもので ある。 例 えば,そ れ は計画 に沿 って作

業 をこな し うる ことや,自 己の可能性 と限界 を知 るこ とな どであ る。 当然,こ れ らの 目標

は学校 教科 の枠 内で実 現 され うる。

削 除 と延 期

中核 目標 にお け る提 供 が 実 際 に も生 徒 に提 供 され る も の の 本 質 で あ る か 否 か は,い か な

る場 合 も批 判 的 に検 討 され て き た 。 社 会 の 最 も若 い 参 加 者 に 教 育 す る価 値 が あ る と見 な さ

れ る も の は 多 々 存 在 す る 。 しか しな が ら,利 用 可 能 な教 育 時 間 は 選 択 と優 先 順 位 の 設 定 を

迫 る.中 核 目標 は 生 徒 と教 師 に とっ て 実 現 可 能 な も の で な くて は な ら な い。 従 っ て,と き

に あ る 内容 が 削 除 され,そ して 基 礎 教 育(basisvorming:※ 中学校 の1～3年 生に相当す るオ ラ

ンダ教育内のカ リキュラム。現在は'・nd・rb・uw:θ 娼f・ 〃刀ゴ∂オゴ・ガ と称 されている)の 中 核 目標 へ と

移 管 され る。

その他 の要 点

多 くの場 合,社 会 にお ける発 展 は他 の要 点 を必 要 不可欠 とす る。 つま り,例 えば新 しい

中核 目標 の 中で,技 術 に対 して は以前 に も増 して強 い 関心 が払 われ てい る。変 わ らぬ 点は,

中核 目標 が記述 され,整 理 され た方法 は,あ なた方 が教育 を構1築す るや り方 につ いては何

も語 らない とい うこ とで あ る。選 択 はあな た方 に残 され てい る。 当然,教 育 内容 間の関連
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を生徒 に明 らか にす る ことに成 功す る とき,あ なた方 の教 育 は よ り意味 の ある もの とな る。

こ の冊 子 の 中 で

以 降 の ペ ー ジ で は,一 般 行 政 措 置(AlgemeneMaatregelvanBestuur)に 定 め られ た よ う

な 中核 目標 を 目に され る で あ ろ う。 多 くの 中核 目標 で は,ど の よ うに こ れ ら の 中 核 目標 が

解 釈 され,理 解 され うる か の 具 体 例 が 左 側 の ペ ー ジ に見 出 され る。 こ う した 実 例 は 実 際 の

中核 目標 に 帰 属 す る も の で は な い 。 そ れ らは 教 育 実 践 を垣 間 見 せ る も の で あ る。 ま た,例

は 特 定 の 中核 目標 や そ の 下位 パ ー トが 意 味 す る もの を 明確 に し うるイ ラ ス トと して 意 味 を

有 す る。

中 核 目 標(p.14)

初 等教 育 のた めに は二っ の 中核 目標 が ある:

科 目 横 断 的 中 核 目 標

こ れ は 一 般 的 技 能 の 発 達 や 進 歩 に 向 け ら れ た 中 核 目 標 で あ り,従 っ て,特 殊 科 目 へ と 持

ち 込 ま れ て は な ら な い 。 こ れ ら の 目 標 は 小 学 校 の 教 育 提 供 全 般 と 関 係 す る 。 そ れ は 六 つ の

テ ー マ に ま と め ら れ る:

*作 業 態 度(Werkhouding:6・ 刀8.躍'oz汚ゴ刀8∂ 亡オfオ'7ゴθ)

*計 画 に 沿 う 活 動(Werkenvolgensplanlθ ηぷ 陛・盈 ゴ〃 ヨぐ・・zゴ∂加 θ 瞬 オカ ∂5・加 〃θ)

*相 互 に 異 な る 学 習 戦 略 の 利 用(Gebruikvanuiteenlopendeleerstrategieさn:θ 嶋 σ5θof

I・∂rゴω3ノ θ∂塑 功8ε オr∂オθ8∫θ5)・

*自 己 像(Zelfbeeld:θ 〃ぷ5θ ノf∫伽8θ)

*社 会 的 態 度(Sociaalgedrag:θ 娼5。`ノ 。昂 。加 γf。r)

*新 し い メ デ ィ ア(Nieuwemedia:θ 刀島 刀θ陽 θゴゴ∂)

科 目 特 殊 的 中 核 目 標

こ れ は 特 定 の 科 目 と 関 係 す る 中 核 目 標 で あ る 。

次 の 六 つ(+1)の 科 目 に 分 類 さ れ る.

*1オ ラ ン ダ 語(Nederlandsetaal)

*1+フ リ ー ス 語(Friesetaal)(フ リー ス語 は フ リー ス ラ ン ト州 の学 校 に適 用 され る)

*II英 言吾(Engelsetaal)

*III算 数/数 学(Rekenen/wiskunde)

*IV人 間 と 世 界 に 関 す る 指 導 科 目(Ori甑tatieopmensenwereld)

*V体 育(Lichamelijkeopvoeding)

*VI芸 術 指 導 科 目(Kunstzinnigeori面tatie)

「人 間 と 世 界 に 関 す る 指 導 科 目 」 は 次 の よ う に 下 位 分 類 さ れ る:地 理(Aardrijkskunde),

歴 史(Geschiedenis),社 会(Samenleving),技 術(Techniek),環 境(Milieu),健 康 的 ・ 自 助

的 態 度(Gezondenredzaamgedrag),自 然 科 学(Natuuronderwijs)
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「芸 術 指 導 科 目 」は 次 の よ う に 下 位 分 類 さ れ る:絵 画 と 工 作(Tekenenenhandvaardigheid),

音 楽(Muziek),演 技 と 言 語 使 用 の 推 進(Spelenbevorderingvanhettaalgebruik),運

動(beweging)

こ れ ら の 科 目 は 以 下 の よ う に 詳 細 化 さ れ る:

*特 徴 付 け(亡 アρθ1ゴη8」 θ刀8.・ 加r∂ ・オθ1ゴz訂f・刀):こ こ で は 初 等 教 育 に お け る 科 目 に 関 し て 述

べ ら れ る 。

*中 核 目 標 留 θ溜40θ1θ 〃):こ こ で は 全 て の 生 徒 に 提 供 さ れ ね ば な ら な い 科 目 内 容 が 述 べ ら

れ る 。

*分 野(ゴo〃 θ∫ηθη・9θ刀8,ゴo〃 ∂ノ刀5):科 目 内 で 関 連 す る 中 核 目 標 は こ こ で 集 合 名 称 下 に ま と め

ら れ る 。

科 目横 断 的 中 核 目 標(p.19)

初等教 育法 の 中の第8条 には,教 育 は生徒 の広範 な発 達 を意 図す る とされて い る。 これ

は,教 育 が生徒 の情緒 的 ・知 的発 達,そ の創造性 の発展,社 会的,文 化 的,身 体的 技能獲i

得 を指 向す べ き もの で ある ことを意 味す る。 中核 目標 は全 て この広範 な教育 に表 現 を与 え

るもので な けれ ばな らな い。

認識 的,文 化 的,身 体的発 達 とい う分 野 に関す る知識 と技 能 は,特 定 の科 目に属 す る中

核 目標 の中で 上手 く翻 訳 され るこ とが可能 で あ る.し か しこれ と並ん で,全 ての科 目に関

連性 を有す るた め,特 定 の科 目にそれ を盛 り込む には有意 味 ではない一 般的技 能 も存在す

る。こ う した理 由か ら,こ れ らの 中核 目標 は個 別 のカテ ゴ リー と して,「 科 目横 断的 中核 目

標 」下 に盛 り込 まれ て いる。

ある一般 的技 能 は科 目特殊 的 中核 目標 に とって基 礎 を成す こ とか ら,両 方 タイ プの 目標

の 中にい くつ かの要 素が 見出せ る よ うに思 われ る。

科 目横 断的 中核 目標 は以 下のテー マ にま とめ られ た。

1作 業態度

2計 画 に沿 う作業

3相 互に異 な る学習 戦略 の利 用

4自 己像

5社 会 的態度

6新 しい メデ ィア

作業態 度

1生 徒 は彼 らを取 り巻 く世 界 に対 す る関心 を有 し,以 下の こ とを調べ る よ うに動機 付

け られ てい る。

a生 徒 は適切 な質 問をす る こ とがで き る。

b生 徒 は関係 した情報 を探 し,利 用す るこ とがで き る。

c生 徒 は新た な事柄 の学習 を楽 しむ。
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d生 徒 は直接成 功 に至 るこ とが ない ときで も,継 続す る こ とが で きる。

計画 に沿 う作業

2生 徒 は計 画 を立 て,そ れ を扱 うこ とがで き る,,

a生 徒 は 目標 を言葉 にす る ことがで きる、

b生 徒 はテー マ に方 向 を定 める ことができ る。

c生 徒 は簡 単な 問題 につ いて,原 因 と結 果が何 で あ るか を理解 で き る。

d生 徒 は上記のcか ら結 論 を導 くこ とがで き る。

e生 徒 は よ り大 きな活動 を一つ一っ 分類 し,詳 細化 す る こ とがで きる。

f生 徒 は後 に彼 らの計 画が 良い もので あったか評価 す るこ とがで きる。

g生 徒 は彼 らの作業 の結果 を説 明,発 表,レ ポー ト,展 示 の形 で表 現 でき る。

相互 に異 な る学習戦 略 の利 用

3生 徒 は学 習活動 にお いて相 異 なる学習戦 略 と技 能 を利 用す るこ とがで き る。

a生 徒 は人 々 に適切 な質 問 を向 ける こ とが でき る。

b生 徒 は意 見か ら事実 を区別 す る こ とが でき る。

c生 徒は辞 書,世 界地 図帳,記 録 とい った他 の 出典 か ら関係 した情 報 を探 し出 し,処

理す るこ とが でき る。

d生 徒 は ともに解 答 へ と至 るた めに 互い に協 力 し,話 し合 うこ とがで き る。

e生 徒 は彼 らの戦 略が 良い もので あったか事後 に評 価 でき る。

自己像

4生 徒 は 自己の可能性 お よび限界 と付 き合 うこ とを学ぶ。

a生 徒 は 自信 を持 っ.

b生 徒 は行 動 の衝 動 を コン トロー ルす るこ とがで き る。

c生 徒 は 自身 と他者 を擁i護す る ことがで き,そ の勇 気が あ る。

社会的態度

g

新 しい メデ ィア

6生 徒 は新 しい メデ ィアを含む コ ミュニ ケー シ ョンの手段 を,適 切 かつ 目的意識 を持

って利 用す る。

5生 徒 は集 団 内で積 極 的な貢 献 をなす。

a生 徒 は十分 な敬 意 を払 って他 者 と付 き合 う。

b生 徒 は一般 的 に受容 可能 な規範や 価値 に従 って行動す る,

c生 徒 は世 界観 と文化 の相 違 に敬意 を払 う.

d生 徒 は集 団 内で 自らの視 点 を表 明す る勇気 が ある。

e生 徒 は他者 の感情 と願 望 に配慮 す る。

f生 徒 は集 団内で,異 な る視 点を持 っ誰 かに も支持 を示す 勇 気が ある。

生徒 は与 え られ た課題 に対 して責任 を持 つ。

a生 徒 は コン ピュー タの ワー プ ロ ソフ トを用い て文 章 を作成 し,加 工す るこ とがで き

る。

b生 徒 は(デ ジ タル)情 報 メデ ィアが どの よ うな可能性 を持 って い るか大 まか に知

って い る。

c生 徒 は コン ピュー タを用 い てデ ジタル教材 を利用す る ことが でき る。
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科 目横 断 的 中 核 目標 の 実 例(p.18)

状 況

ヤ ン ・リ ヒ トハ ル ト校(JahLigthartschool)の グル ー プ8(※ 「グループ1と はオランダの

学年単位で,グ ループ8は 日本 の6年 生に相 当)は 漁 業 プ ロジ ェ ク トに従 事 して い る。 集 団 討 議

の 問,漁 師 が 望 む だ け 多 くの 魚 を 獲 っ て 良 い か ど うか 質 問 が 出 され る。誰 か が 「漁 獲 割 当」

とい う言 葉 を 口に す る 。

誰 も が そ れ を 興 味 深 い 質 問 だ と同 意 した の で,そ の グル ー プ は 正 確 に そ れ が ど うい うも

の な の か を 調 べ る こ と を決 定 す る。しか し,ど の よ うに 正 しい 答 え に行 き着 くの で あ ろ う。

グ ルー プ の何 人 か の 子 供 は た く さん の 特 殊 な 質 問 を 出 し,答 え に至 る可 能 性 を ま と め る。

続 い て,誰 が 何 を,い つ,ど の よ うな 方 法 で 調 べ るか に つ い て 約 束 が 交 わ され る。

生 徒 た ち は 仕 事 に 取 りか か り,す ぐ に調 査 の 結 果 に 関 す る 報 告 が も た ら され る 。

下位 パ ー ト:科 目横 断 的 中核 目標:1.作 業態度

「漁 獲割 当 」とい うテー マへの 関心 は,可 能 な解 答 にっいて 考 える とき,大 き く膨 らむ 。

「は い,個 々の漁 師 は望む だ け多 くの魚 を獲 って も よい です。」 で は,誰 もが そ う考 え

るな ら,そ の結 果(魚 の数 に とって,漁 師 に とって)は どの よ うな もので あろ う。

「い し＼え,誰 もが決 め られ た量 の魚 のみ を獲 って も よい です。」 この とき,魚 の量 と漁

師 に とっての結 果 は どの よ うな もので あ ろ う.

子 供 は,出 された質 問へ の答 えを発見す る実質的 な可能性 が存 在す る こ とに気 付 く とき,

そのテーマ に よ り深 い関与 を持 って作業 を行 う,1

「メデ ィア 図書館 で 『漁獲割 当』 とい うテー マ に関 して き っ と何 か を発 見 で き る」 「私

たちは海岸 の 近 くに住 ん でい る。 漁師 さん に情 報 を尋 ね る こ とがで き る。」

教 師:「 私 は海洋 生物 学者 の電話番 号 を あげ ま し ょ う。彼 はき っ とあな た達 の 質問 に答

えて くれ るで しょ う.」

下位 パ ー ト:科 目横 断的 中核 目標:2.計 画に 沿 う活動:目 標 の表 明

グルー プ8の 子供 た ちがあ らゆ る事柄 を調 べ る前 に,正 確 に何 に到 達 したい か について

約 束が な され る。 この場合,次 の質 問の答 えを探す こ とで あ る。

一誰 もが 望む だけ魚 を獲 って よい のか?

一 「漁 獲割 当」 とい う語は何 を意 味す るのか?

一誰 が どれ だ けの魚 を獲 って よい のか決 め るのか?

一漁 業制 限は全 ての種 類の魚 に適 用 され るの か?

グルー プ全 体 に報告 が発 表 され る際,と もか くこれ らの質 問に答 え よ うと試 み るはずで

あ る。

下位 パー ト:科 目横断 的 中核 目標:2.計 画 に沿 う活動:よ り大 きな活動 の分類 と取 り組

み

グル ープ では役割 分担 が な され る。 全て の子供 が 「漁 獲割 当」 のテーマ に取 り組む わけ

で はない。 三人 のボ ランテ ィアが名乗 りを上げ,教 師 が第 四の生徒 の協力 を求 め る。 この
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四人組 は適 した調査 方法 にっい て考 える。 三っ の選択 肢 があ る。

a)メ デ ィア図 書館 で適 した文 献 を探す 。

b)そ れ を知 ってい るで あろ う人物や機 関(省 庁,海 洋 生物 学者,漁 師)に 電話 をす る。

c)ニ シン漁船 の船長 にイ ン タビュー をす る。

a)とc)が 採 用 され る。まず 文献調査 がな され,そ れ か らイ ンタ ビュー の約束 が され る(ど

の よ うな質 問?い つ ゆどこで?ど の よ うにイ ン タビュー を記 録す るか?)。

この段階 で グルー プに発表す る方 法 につ いて も考 え られ る。

下 位 パ ー ト:科 目横 断 的 中核 目標:3.学 習 戦 略:事 実 と意 見 の 区別

ア レイ ダ 号(Aleida)の コ ッ ク(Kok)船 長 が ニ シ ン の 漁 獲 割 当 に っ い て イ ン タ ビ ュ ー され

る。イ ン タ ビ ュー ワ ー は既 に 文 献 調 査 に よ っ て,い く らか そ の テ ー マ につ い て 知 っ て い る。

コ ッ ク船 長 は 彼 の 持 つ 情 報 を 提 供 し,一 般 的 な ニ シ ン 漁 に と っ て の 結 果 と,特 殊 な 彼 の仕

事 に と っ て の 結 果 を話 す 。 彼 は ニ シ ン漁 を制 限 す る 規則 を ど う思 って い る か に つ い て も話

す 。 イ ン タ ビ ュー ワ ー は この テ ー マ に 関 す る意 見 が様 々 に 異 な る こ とに 気 付 く。

下位 テー マ:科 目横 断的 中核 目標:3.学 習戦 略:学 習過程 の判 断 と評価

四人組 は全 ての特 殊 な質問 に対す る満足 のい く答 えを手 に した。彼 らは幸運 で あった と

認識 してい る。 偶 然 に も彼 らの学 校 は海 岸 近 くの町 にあ る。 また,誰 で も,こ ん なに多 く

を知 り,多 くを話 した が るイ ン タ ビュー の受 け手 を得 るわ けで はない。 さ らに,事 前 に特

殊 な質 問 を書 き留 め ておいた のは非 常に 明晰 な判断 だ と気付 いて い る。 十分 な準備 も しな

けれ ばな らない。 も し,テ ー マ にっ いて まず何 か を読 んで い るな ら,後 に よ り良 い質 問が

で きる。

下位 パ ー ト:科 目横 断 的 中核 目標:3.自 己 像 、

グ ル ー プ8の ヤ ナ(Janna)は 四 人 の イ ン タ ビ ュー ワー の 一 人 で あ る。 彼 女 は 話 が 上 手 で,

イ ン タ ビ ュ ー で は つ い 他 の 人 よ り先 に話 す 傾 向 が あ る。 四 人 組 は 互 い に誰 が 何 を 質 問 す る

か 約 束 して い る。 ヤ ナ は 実 際,自 分 が 船 長 に あ らゆ る難 しい 質 問 をす る の に 最 も 適 した 人

物 だ と考 え て い るが,そ の約 束 を 守 る。

下位 パ ー ト:科 目横 断 的 中核 目標:6.新 しい メ デ ィ ア

「デ ・ア ウ トホ フDeUithof(※ 恐 らく,こ の学校の メデ ィア図書館の ことだ と思われ る)」 は

イ ン ター ネ ッ トに 接 続 して い る 。 四 人 の 漁 獲 割 当 調 査 班 員 は 農 林 水 産 省(Ministerievan

LandbouwenVisserij)の ウ ェ ブ サ イ トを 訪 れ,漁 獲 割 当 に 関 す る情 報 をそ こで 見 つ け る.

彼 らはEメ ー ル で 他 校 の 生 徒 に,も っ と多 くの 情 報 を 提 供 す る手 助 け が で き な い か 尋 ね る 。

科 目特 殊 的 中 核 目標(p,25)

オ ラ ン ダ 語(p.26)
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分野の特徴付 け(p.27)

オラ ンダ語教 育 は次の ことを 目指 す:

一 日常生活 で生 じる状況 の 中で
,生 徒 が この言 語 をふ さわ し く利 用す る能力 を発 展 させ

る;

一生徒は言語 の意 味
,利 用,形 態 に関す る知識 と理解 を得 る;

一生徒 は言語 の使 用 と考察 を楽 しむ。

中核 目標

A口 頭 言 語 能 力 領 域(Domeinmondelingetaalvaardigheid:ρ 刀8.ゴ。"∂加 。1一∂!ノ∂卿 ∂8θ

5〃 〃)

1生 徒 は 人 が様 々 な 目的 を持 っ て 聞 き,話 す こ と を知 る。

2生 徒 は 次 の こ とが で き る。

一彼 らに 対 して 話 され る こ との 内 容 と意 味 を理 解 す る;

一彼 ら 自身 が 選 択 した テ ー マ にっ い て情 報 を集 め る た め に 質 問 を す る;

一報 告 を す る;

一何 か を 説 明 す る;
ヘ

ー彼 ら の 経 験
,意 見,肯 定 的 評 価 あ る い は 不 賛 成 を 個 人 的 な 方 法 で 表 現 す る こ とが で

き る;

一公 式 議 論 に 参 加 で き る .

3生 徒 は 前 述 の こ と を 実 現す る 際,生 じ る状 況 の 中 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン の 道 具 を用

い る こ とが で き る。

B読 書 能 力 領 域(DQmeinleesvaardigheid;θ 刀ぷ ゴo面 ηzθ副 刀g謡f〃)

4生 徒 は 人 が 様 々 な 目的 で 読 む こ とが で き る こ とを 知 る。

5生 徒 は 次 の こ とが で き る。

一 情 報 や 主 張 を 含 む 文 章 ,物 語,詩,放 送 劇,人 形 劇,演 劇 の た め の 会 話 を 区 別 で き

る,

一彼 らの 読 み 方 を ,彼 ら 自身 や 教 師 に よ っ て 立 て られ た 読 者 目的 に 調 整 す る こ と が で

き る.

一情 報 を含 む 文 章 の 要 点 を 描 き 出 せ る .

一 主 張 を含 む 文 章 に お い て
,主 張 の 主 要 ラ イ ン を 示 し,彼 らの 意 見 が 文 章 内 の 意 見 と

どの よ うに 関 係 す るか 描 き 出 す こ と が で き る。

6生 徒 は一 般 的 に 利 用 され る,書 面 の 情 報 源 を扱 うこ とが で き る。

C筆 記 領 域(Domeinschijfvaardigheid:印&d。 〃∂功 曜ゴ諭85左 ∫〃)

7生 徒 は様 々 な 目的 を 目指 して 書 かれ る こ と を知 る。

8生 徒 は

一 彼 らの 考 え
,経 験,感 情,そ して 意 図 を,例 え ば物 語,詩,放 送 劇,人 形 劇,演 劇

の 会 話 形 式 で 表 現 す る こ とが で き る;

一彼 ら 自身 の 経 験 ,意 見,肯 定 的 評 価 や 不 賛 成 を 明 確 に 表 現 す る文 章 を 書 く こ とが で

き る;
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一一 般 的 に通 用 す る慣 例 に 沿 っ て 手 紙 を 書 く こ とが で き る
;

一 自身 の知 識 と観 察 を 基 に
,あ る い は 得 られ た情 報 を基 に 作 品 を作 る こ とが で き る;

一 彼 ら 自身 に とっ て の 考 え
,経 験,感 情,意 図 を整 理 す るた め の 手 段 と して 記 述 を応

用 す る こ とが で き る。

9生 徒 は ス ペ ル の 読 み や す さ,手 書 き の 読 み や す さ,文 の構 造,レ イ ア ウ ト,イ メー

ジ 的 要 素 や 色 に 注 意 を払 うこ と に よ っ て,彼 ら の 文 章 の デ ザ イ ンや 表 現 を手 直 しす る

こ とが で き る、

D言 語 考 察 領 域(Domeintaalbeschouwing!θ ηぷ ゴ・加∂加 ノ∂η8〃∂8θぐ。刀5〃θz∂オf・刀)

10生 徒 は例 に よっ て,次 の こ と を示 す こ とが で き る

一 言 語 と言 語 変 種 が ど の よ うに 人 々 の 関係 を 決 定 す る こ とが 可 能 で
,そ の 関 係 が ど の

よ うに文 化 的 類 似 と相 違 に 関連 す る か;

一表 現 の 意 味 が ,そ の 状 況,形 態,暗 黙 の 意 図,姿 勢,顔 の表 情 お よ び 身 振 りに よ っ

て 影 響 を受 け る こ と;

一 言 語 あ る い は言 語 変 種 が様 々 な 方 法 で 利 用 され うる こ と;

一 口頭 と筆 記 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン が 規 則 に よ っ て 成 り立 つ こ と
。 生 徒 は こ の よ うな 規

則 が 機 能 す る 状 況 の 例 を示 す こ とが で き る。

11生 徒 は 多 くの 言 語 学 的 原 則 と規 則 を 知 る。

一生 徒 は 文 中で 主 語 と動 詞 的 語 句
,お よび そ の 語 句 の 部 分 を 区 別 す る こ とが で き る。

一生 徒 は

魁 動 詞 の っ づ り方 の た め の 規 則 を 知 っ て い る;

魁 動 詞 以 外 の 単 語 の つ づ り方 の 規 貝1」を知 って い る;

亀 句 読 点 の 利 用 の た め の 規 則 を 知 って い る、

12生 徒 は 言 語 にっ い て考 え,話 す こ と を可 能 にす る諸 観 念 を扱 うこ とが で き る:

一 意 味 ,暗 喩,字 義 通 りお よ び 比 喩 的 言 語 使 用,表 現,こ とわ ざ,格 言,同 義 語,言

外 の 意 味,象 徴,beeldtaal(※ 辞書 には掲載 されていない,恐 らく本書での造語 と思われ ま

す。意味的には暗喩 に近い ものを指す もの と考 え られます),絵 文 字;

一 母 語
,第 二 言 語,外 国 語,方 言,多 言 語 的,会 話 規則,公 式 お よび 非 公 式 言 語 使 用

一 スペ ル
,発 音,文 の 主 語,人 称 形,動 詞 的 語 句,分 詞,動 詞 の 名 詞 化,動 詞,現 在

形,過 去 形,単 数 形,複 数 形;

一 詩
,詩 歌,物 語,ド ラマ,演 劇,青 少 年 文 学,モ ノ ロー グ,会 話;

一 章
,段 落,節,文,ア ク セ ン ト,音 節,コ ンマ,ピ リオ ド,セ ミ コ ロ ン,疑 問 符,

感 嘆 符,コ ロ ン,引 用 符.

オ ランダ語 にお け る実例

中核 目標2に お い て(p.28)

グル ー プ1/2(※ 日本の幼稚 園に相 当)の 観 察,輪 の 中 で の 紹 介

子 供 た ち は輪 に な っ て 座 って い る.輪 の 中 心 に は 黒 白の ウサ ギ が 濫 の 中 に お り,そ の 周

りに た く さん の 集 め られ た ぬ い ぐ るみ が 置 かれ て い る。 子 供 た ち は 自分 の ぬ い ぐ るみ を 素

早 く上 手 に 置 くた め に,ま た,ウ サ ギ に視 線 を 向 け る た め に,ま だ 行 っ た り来 た りを して
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い る。 教 師 も そ の 輪 の 中 に加 わ る。 がや が や い う音 が 静 か に な る 。 教 師 はパ ペ ッ トと して

ハ リネ ズ ミを 手 に し,膝 の 上 に も何 か が 置 い て あ る。

「私 が どれ だ け柔 らか い か感 じま した か?」 とハ リネ ズ ミの パ ペ ッ トが 高 い 声 で,教 師

の隣 に座 っ て い る ヨス(Jos)に 尋 ね た 。

「い い え,ま だ です 」 と,こ の と き ヨス が 首 を 振 っ た 、

「で は感 じて み な さ い 。 柔 ら か い で し ょ う?あ な た も ぬ い ぐ る み を 持 っ て き ま した

か?」 と,ハ リネ ズ ミ のパ ペ ッ トが 尋 ね た 。

「僕 は 本 物 の ウサ ギ を連 れ て き た ん だ 」 と,ヨ ス は 自慢 げ に 話 した.

「そ れ も こん な に 柔 らか い の?」 とハ リネ ズ ミの パ ペ ッ トは 知 りた が る。 そ れ か らパ ペ

ッ トの 注 意 は 教 師 の 膝 の 上 へ と移 る。 そ こ で は デ ィ ッ キ ー ・デ ィ ッ ク(DikkieDik:※ オ ラ

ンダの子供 に人気の猫のキャラクター)が 重 々 しい 声 で ヤ マ ア ラ シ に,な ぜ 彼 が 柔 ら か くな くて,

刺 々 し く感 じ る の か を 話 す 。「で も僕 は とに か く柔 らか い ぬ い ぐ るみ の お 友 達 を捜 して い る

んだ 」 と,ハ リネ ズ ミの パ ペ ッ トは 言 う。

輪 の 中で は,柔 らか い,ざ ら ざ ら した,刺 々 し い感 じの も の に つ い て の議 論 が 起 こ る.

子 供 た ち は 互 い の 服 の 感 じを確 か め,何 人 か は 非 常 に 慎 重 に ウサ ギ を撫 で る こ と を許 され

る。

へ

中核 目標10と12に お い て

オ ラ ン ダ の 中 央 に 位 置 す る 小 学 校 の グ ル ー プ4(※ 日本 の 小 学 校 二 年 生 に 相 当)は 輪 に

な って 話 し合 い を して い る。 マ ル タ(Martha)は 週 末 に フ ロー ニ ン ゲン(Groningen二 ※ オラ

ンダ北部の街)の お じい さ ん とお ば あ さん の とこ ろ に い た こ と を話 す 。 「お お,フ ラ ウニ ン グ

ン」 と,イ ェ ル ン(Jeroen)が 言 う.「 そ こに は み ん な バ カ な農 民 が ず ん で い て,こ ん な じ ゃ

べ りが た を ず る ん だ 」「い い え,ブ リュー ニ ン ゲ ン っ て言 わ な く ち ゃ 。テ レ ビの 広 告 で もそ

ん な 風 に 言 っ て る よ 」 とカ ス バ ー ル(Casper)が 教 え る(※ 標準オ ランダ語 とは違 った オランダ

語が話 されている とい うことを表す ため,敢 えてそれ が分か るよ うに奇妙 な邦文訳 とした。 文意は原文

通 り)。 自分 の祖 父 母 は 決 して バ カ で は な い し,農 家 に 住 ん で い る の で もな い,と マ ル タ は

抗 議 す る.さ らに,農 民 は バ カ で は な い と。

教 師 が こ の 出 来 事 を取 り上 げ,オ ラ ン ダ の 他 の 言 語 一地 方 と都 市 の 方 言 や,ト ル コ 人や

モ ロ ッ コ人 と い っ た 外 国 人 の言 葉 に っ い て の 話 し合 い を させ る 。 方 言 や 外 国 語 の 話 し手 に

対す る偏 見(「 バ カ な 農 民 」)に っ い て,差 別 に つ い て,外 国 語 とは 対 照 的 に,限 られ た 地

域 で の み 話 され る地 方 語 の事 実 に っ い て 話 し合 わ れ る。 何 人 か の子 供 は,同 じ言 葉 あ る い

は 方 言 を話 す こ とが 人 々 に 互 い に 所 属 し合 う感 情 を 与 え る こ とに 気 付 く。 ふ と した こ とか

ら,音 の 違 い,単 語 の 意 味,文 章 構 造 とい っ た,い くぶ ん 「技 術 的 な 事 柄 」が議 論 に な る 。

フ リ ー ス 語(p.33)

分 野 の特徴付 け

フ リー ス語 教育 は次 の こ とを 目指す:
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一 日常 生活 で 生 じる状 況の 中で ,生 徒 が この言 語 をふ さわ しく利 用す る能 力 を発展 させ る;

一生徒 は言語 の意味 ,利 用,形 態 に関す る知識 と理解 を得 る;

一生徒 は言語 の使用 と考察 を楽 しむ。

中核 目標

A口 頭 言語 能力領 域

1生 徒 は人 が様 々な 目的 を持 って聞 き,話 す ことを知 る。

2生 徒 は次 の こ とが で きる

一彼 らに対 して話 され るこ との 内容 と意味 を理解 す る;

一彼 ら 自身 が選択 した テーマ につ いて情報 を集 め るた め に質 問 をす る;

一報告 をす る;

一何 か を説 明す る;

一彼 らの経 験
,意 見,肯 定 的評価 あ るい は不賛成 を個 人 的 な方 法 で表現 す る こ とが で

きる;

一公 式議 論 に参加 でき る。

3生 徒 は前述 の こ とを実現 す る際,生 じる状況 の 中で コ ミュニ ケー シ ョンの道 具 を用

い るこ とが で きる。

B読 書能力 領域

4生 徒 は人 が様 々な 目的で読む こ とがで き るこ とを知 る。

5生 徒 は次 の こ とがで き る

一情 報や 主 張 を含む 文章
,物 語,詩,放 送劇,人 形劇,演 劇 のた めの会 話 を 区別 で き

る;

一彼 らの読 み方 を
,彼 ら 自身 や教 師 に よって 立て られ た読者 目的 に調 整す る こ とがで

、

き る;

一情報 を含 む 文 章の要 点を描 き出せ る;

一主 張 を含 む 文章 に おい て,主 張 の主要 ライ ンを示 し,彼 らの意 見 が文 章 内の意 見 と

どの よ うに関係す るか描 き出す こ とが でき る。

6生 徒 は一般 的 に利 用 され る,書 面 の情報源 を扱 うこ とが で きる.

C筆 記領域

7生 徒 は様 々 な 目的 を 目指 して書 かれ る こ とを知 る。

8生 徒 は

一彼 らの考 え,経 験,感 情,そ して意 図 を,例 えば物語,詩,放 送劇,人 形劇,演 劇

の会 話 で表現 す る ことがで きる;

一彼 ら 自身 の経 験 ,意 見,肯 定的評 価や 不賛 成 を明確 に表 現す る文 章 を書 く こ とが で

き る;

一一般 的 に通 用す る慣例 に 沿って手 紙 を書 く こ とがで きる;

一 自身 の知識 と観 察 を基 に
,あ るいは得 られ た情報 を基 に作品 を作 る ことが で きる;

一彼 ら 自身 に とって の考 え,経 験,感 情,意 図を整理 す るための 手段 と して記 述 を応

用す るこ とが でき る。

9生 徒 はスペ ル の読 みやす さ,手 書 きの読 みやす さ,文 の構 造,印 刷 レイ ア ウ ト,イ
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メー ジ的 要 素 や 色 に注 意 を払 うこ とに よ っ て,彼 ら の文 章 の デ ザ イ ンや 表 現 を 手 直 し

す る こ とが で き る。

D言 語 考 察 領 域

10生 徒 は 例 に よ っ て,次 の こ とを 示 す こ とが で き る

一言 語 と言 語 変 種 が どの よ うに 人 々 の 関 係 を 決 定 す る こ とが 可 能 で ,そ の 関 係 が どの

`よ うに 文 化 的 類 似 と相 違 に 関連 す る か;

一表 現 の 意 味 が
,そ の 状 況,形 態,暗 黙 の 意 図,姿 勢,顔 の表 情 お よ び 身 振 りに よ っ

て影 響 を受 け る こ と;

一 言語 あ るい は 言 語 変 種 が様 々 な 方 法 で 利 用 され うる こ と;

一 口頭 と筆 記 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン が 規 則 に よ っ て 成 り立 つ こ と。 生 徒 は こ の よ うな 規

則 が 機 能 す る 状 況 の 例 を示 す こ とが で き る。

11生 徒 は 多 く の 言 語 学 的 原 貝1」と規 則 を 知 る。

一生 徒 は文 中 で 主 語 と動 詞 的語 句 ,お よび そ の語 句 の部 分 を 区 別 す る こ とが で き る。

一生 徒 は

亀 動 詞 のつ づ り方 の た め の 規 則 を 知 っ て い る;

亀 動 詞 以 外 の 単 語 の つ づ り方 の 規 則 を 知 っ て い る;

庵 句 読 点 の 利 用 の た め の 規 則 を 知 っ て い る 。

12生 徒 は 言 語 に つ い て 考 え,話 す こ と を可 能 にす る観 念 を 扱 うこ とが で き る:

一意 味 ,暗 喩,字 義 通 りお よび 比 喩 的 言 語 使 用,表 現,こ とわ ざ,格 言,同 義 語,言

外 の意 味,象 徴,beeldtaal(※ オランダ語 の場合 と同 じくです),絵 文 字;

一母 語 ,第 二 言 語,外 国 語,方 言,多 言 語 的,会 話 規 則,公 式 お よび 非 公 式 言 語 使 用

一スペ ル
,発 音,文 の 主 語,人 称 形,動 詞 的 語 句,分 詞,動 詞 の名 詞 化,動 詞,現 在

形,過 去 形,単 数 形,複 数 形;

一詩
,詩 歌,物 語,ド ラマ,演 劇,青 少 年 文 学,モ ノ ロー グ,会 話;

一章
,段 落,節,文,ア クセ ン ト,音 節,コ ンマ,ピ リオ ド,セ ミ コ ロ ン,疑 問 符,

感 嘆符,コ ロ ン,引 用 符 。

英 語(p.39)

分野 の特徴 付 け

小学校 にお け る英語 の提供 は,一 方 で子供 たち に早期 に外 国語 に慣 れ させ る こ とを 目的

とす る。 また他 方で,こ れ に よって重要 な 国際言語 と しての英語 の役割 に関心 が 向け られ

る,生 徒 は オ ランダ語 におけ る借 用語 の源 泉 と して英語 を認 識す る。 生徒 は,日 常的状況

か ら生 じる英 語 を話 し,読 む ため の基礎 を築 く.生 徒 はその ために,語 彙 の獲 得,文 章構

造 にお け る理 解 を獲 得す るこ と,お よび,言 葉 の意味 をっ き とめ るこ とが でき る よ うにな

るこ とか ら始 める、

中核 目標

A口 頭言語能力領域
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1生 徒は 日常的状況 にっ いての 簡単な,話 され た文章 を理解す る。

2生 徒 は,個 人デー タ,食 べ る こ と,飲 む こ と,住 環境 お よび時間 を指 し示す ことに

関 して,話 された報 告 を把 握す るの に十分 な英 単語 を理解 して いる。

3生 徒 は 日常の状況 につ いて,互 い に話 をす るこ とがで き る。生徒 はそ の際,分 か り

やす い発 音 を操 る こ とがで きる。

B読 解 領域

4生 徒 は簡 単な書かれ た文 章 の要点 を理 解す る。

5生 徒 は辞 書 を利用 し,言 葉 の意味 をっ き とめるこ とが でき る。

算 数/数 学(P.41)

算数/数 学教 育は次 の こ とを 目指 す:

一生徒 は算数/数 学 教育 と 日常的生活 世界 との間 の繋が りを持 つ こ とが で きる;

一生徒 は基 本 的能 力 を獲i得し
,簡 単 な数学 言語 を理解 し,実 際 の状況 に応 用で き る;

一生徒 は 自身 の数 学的 作業 にっい て詳 しく考 え
,そ の結果 を正 しくチ ェ ックす る こ とがで

き る;

一生徒 は簡 単 な関連 ,規 則,パ ター ン,構 造 を探 し出す こ とがで きる;

一生徒 は 自分 の言葉 で探求 ・推 論 戦略 を書 き表 し
,利 用す るこ とがで き る,,

中核 目標

A技 能 領 域(Domeinvaardigheden:θ 娼 伽 ∂加5〃 〃5)

1生 徒 は 変 化 す る単 位 を 用 い な が ら数 え,ま た,数 え直 す こ とが で き る,

2生 徒 は10ま で の 足 し算 表 と九 九 の 表 を 暗 記 して い る,.

3生 徒 は 簡 単 な 暗 算 課 題 を 即 座 に 計 算 す る こ とが で き,そ の 際,様 々 な 演 算 を 理 解 し

な が ら応 用 で き る。

4生 徒 は 結 果 を 大 ま か に決 定 し なが ら,分 数 と小 数 点 を 用 い て も結 果 予 測 的 に計 算 で

き る。

5生 徒 は整 数 の構 造 と十 進 位 取 り記 数 法 を理 解 す る.

6生 徒 は 電 卓 を使 うこ とが で き る。

7生 徒 は 簡 単 な,非 数 学 言 語 で 出 され た 問 題 を,自 身 で 数 学 的 用 語 に置 き換 え る こ と

が で き る。

B計 算 領 域(Domeincijferen:θ 刀島 ゴo佃 刀6∂!副 ∂ごθ)

8生 徒 は 足 し算,引 き 算,掛 け 算,割 り算 とい った 演 算 を 標 準 的 手 続 き,あ る い は そ

の 変 種 に 従 っ て 実 行 し,こ れ らを 簡 単 な 状 況 で 応 用 で き る.

C割 合 ・百 分 率 領 域(Domeinverhoudingenenprocenten:・ 刀畠 伽 ∂∫眉 ・∫・p・π ゴ・η5朋 の θr

ρθ刀オ)

9生 徒 は 割 合 を比 較 す る こ とが で き る。

10生 徒 は 簡 単 な 割 合 の 問 題 を解 く こ とが で き る,

11生 徒 は 「百分 率 」 の 観 念 を 知 り,簡 単 な 状 況 で実 際 の 百 分 率 の計 算 を行 う こ とが で
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き る.

12生 徒 は 割 合,分 数,小 数 の 関 連 を理 解 す る.

D分 数 と小 数 領 域(Domeinbreukenendecimalebreuken;θ 刀忍 々∂・オノ・〃5∂面 ゴθ∂加∂ノ5)

13生 徒 は 様 々な 方 法 で 分 数 と小 数 に意 味 を付 与 す る こ とが で き る こ と を知 る。

14生 徒 は 分 数 と小 数 を数 直 線 上 に位 置 づ け,分 数 を 小 数 へ 置 き換 え る と とも に,電 卓

を用 い て も そ れ を行 うこ とが で き る。

15生 徒 は 簡 単 な 応 用 状 況 で,モ デ ル を利 用 して 簡 単 な 分 数 と小 数 を比 較 し,足 し算,

引 き算,割 り算,掛 け算 をす る こ とが で き る。

E測 量 領 域(Domeinmeten:θ 偲 ゴo朋f刀御θ∂5μrθ)

16生 徒 は 時 計 を見 て,時 間 の 計 算 が で き る と と も に,カ レ ン ダー を 用 い て も これ を行

う こ とが で き る。

17生 徒 は 日常 の 状 況 の 中 で お 金 の 計 算 が で き る。

18生 徒 は最 も重 要 な 量 とそ れ に 属 す る測 量 単位 の 関 係 を理 解 す る。

19生 徒 は 長 さ,面 積,体 積,時 間,速 さ,重 さ,温 度 に つ い て の 現在 の 尺 度 を知 り,

これ を 簡 単 な 応 用 状 況 の 中 で扱 う こ とが で き る。

20生 徒 は 簡 単 な表 とグ ラ フ を 読 む こ とが で き,簡 単 な状 況 の 中 で,自 らの 測 定 を 基 に

これ ら を書 き 上 げ る こ とが で き る 。

F幾 何 学(Domeinmeetkunde:・ η9.伽 ヨ劫8θ ・加・的 う

21生 徒 は 簡 単 な 概 念 と観 念 を 自 由 に使 え,そ れ を用 い て 空 間 を幾 何 学 的 に整 理 し,記

述 す る こ とが で き る.

22生 徒 は 空 間 的 に推 理 す る こ とが で き る。 生 徒 は そ の 際,構 造 物,平 面 図,地 図,写

真 や 場 所,方 向,距 離,縮 尺 に 関 す る デ ー タ を使 用 す る,

23生 徒 は シ ル エ ッ トを解 釈 し,図 を組 み 立 て る こ とが で き,規 則 正 しい 物 体 の 切 り抜

き絵 をデ ザ イ ン し,認 識 す る こ とが で き る 。

算数/数 学 にお け る実例(p.42)

グ ル ー プ4で は 算 数 ・数 学 の 授 業 中,毎 日の 計 算 練 習 と続 く 学 年 の算 数 ・数 学 の 授 業 の

た め,基 本 的 な 数 学 的 能 力(basalegecijferdheid:θ 刀8.ん∂5∂ノ加加・r∂・y)に基 礎 が 置 か れ て

い る,グ ル ー プ4で は ミ ン ケ(Minke)先 生 が 以 下の よ うな 中核 目標 の 展 望 の 中 で 仕 事 を し

て い る。

子供たちは

1変 化す る単位 を用 いなが ら数 える こ とが で きる。

210ま で の足 し算表 と九九 の表 を暗記 してい る。

3生 徒 は簡 単な 暗算課題 を即座 に計算す る こ とがで き,そ の際,様 々な演算 を理解 し

なが ら応 用で き る.

4結 果 予測 を しなが ら計算す るこ とが で きる.

5生 徒 は簡 単な,非 数 学言語 で 出 され た問題 を,自 身 で数 学的用 語 に置 き換 える こ と

がで きる。
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浴 室 の タ イ ル

こ の水 曜 日に教 師 は今 週 の 問題 と して,タ イ ル を数 え る とい う測 量 課 題 を 与 え る..ミ ン

ケ先 生 は小 さ な プ ロ ジ ェ ク トを 作 っ た..彼 女 は 子 供 た ち を 計 画 され た 浴 室 改 装 の パ ー トナ

ー に す る。 彼 女 は 姉 か ら約100枚 の タイ ル を 受 け 取 っ た.ミ ン ケ は手 押 し車 を押 しな が ら

教 室 に 入 り,子 供 た ち は 実 際 に も この タイ ル を 目 にす る.,

あ る グ ル ー プ の 子 供 た ち は そ の 手 押 し車 の と こ ろ へ 群 が り,何 人 か が 他 の 子供 た ち に 見

せ る た め に タイ ル を取 り出す こ とを 許 され る.先 生 は 深 刻 な顔 を して,彼 女 の 浴 室 の タイ

ル 貼 りに100枚 の タイ ル で 十 分 か 自問 す る。 子 供 た ち は,100枚 よ り多 く,あ る い は 少 な

く必 要 か ど うか推 理 す る(「 見積 も るschatten:θ ノ鵜 θ5r珈訂ρ」 と ミン ケは 言 う)。 彼 女 は

答 を黒 板 上 に リス トア ップ す る 、 さ ら に,「 み ん な の 家 の 浴 室 が どん な 風 に な る か 試 して

み ま し ょ う」 と続 け る。 そ れ ぞ れ の 子 供 が … 枚 ず つ タイ ル を家 に 持 っ て 帰 る,翌 日,ほ ぼ

全 て の 保 護 者 が 子 供 とそ の 課 題 に か か わ っ た こ とが 明 らか に な る。 重 要 な 問 い は も ち ろ ん,

100枚 よ り多 くか,少 な くか,誰 が 上 手 く推 理 した か で あ る。 先 生 は解 答 を概 観 す る.し

か し,彼 女 は ど う して 子 供 た ち が そ の 答 に た ど り着 い た か も 知 りた が る。 この と き,一 つ

一っ 数 え る も の か ら ,13x27と い う掛 け 算:をす る(グ ル ー プ4で 日:※ 日本の小学校 二年

生相 当の子供の計算 とい うこ とで,こ れは驚きの感嘆符で しょ うか)と い うも の ま で 反 応 は非 常 に

様 々.ぐ,答 は50,000枚 と い り もの ま で あ る.こ の 最 後 の も の は,自 分 が どれ だ け 大 き な

数 字 を 知 っ て い るか を 見せ た い だ け の,に こや か に微 笑 む 男 子 か ら 出 され た も の で あ る,

ミン ケ は これ を 黒 板 に 書 く の をた め らわ な い.他 の 子 供 た ち は そ れ を 気 に と め て い な い 、

ほ とん ど例 外 な く,子 供 た ち は 浴 室 の 壁 に ほ とん ど見 逃 す こ とな く 目 に 入 る格 子構 造 を,

数 え る 際 に 便 利 に 利 用 した.そ して,こ れ が ま さ し く先 生 が そ の課 題 で 到 達 した が っ て い

た もの で あ る.教 室 の 前 に あ るマ ジ ソク ボ ー ドの 上 で は,小 さ な 四 角 が 浴 室 タ・イ ル を表 す 、

先 生 は い ろ い ろ な子 供 た ち の 数 え方 の 取 り組 み を 図 式 化 した.子 供 た ち に は,家 庭 で の,

恐 ら く保 護 者 の 監 督 下 で の 数 え る作 業 を,ま だ 言 葉 で 表 す こ とが 求 め られ る 、.グ ルー プ4

の 子 供 た ち に とっ て は100と い う数 字 は非 常 に 大 き い と言 わ れ る か も しれ な い が,100枚

の タイ ル は あ ま りに も少 な い こ とが 明 らか とな る.先 生 が 三 人 の 子供 の グル ー プ に,教 室

の 前 で10x10の タ イ ル の 床 を 敷 か せ る な ら,子 供 た ち は さ らに こ の こ とが よ く 分 か る。

「見て ご覧 な さい,私 は そ れ で は 少 なす ぎ る とす ぐ に分 か っ て い た の よ」 と ミ ン ケは 勝 ち

誇 っ て 言 う。

人間 と世界 に関す る指導科 目

分野 の特徴付 け(p.47)

この科 目で は初 等 教 育法 第 九条 の第 一項 お よび 第 二項 に挙 げ られ た知識 分 野,お よび

「交通 での態 度 とい った社会 的 自助性 」や 「健 康的な態 度 の推進 」 が取 り扱 われ る.こ の

科 目で,そ れ らは 「地理 」 「歴 史」 「社 会」 「健康 的 ・自助 的態度 」「自然教育 」 と して分類

され る.さ らに この科 目には 「技 術 」 と 「環境 」が含 まれ る,
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地理

分 野の特 徴付 け(p.49)

地理 では,生 徒 は近 く と遠 くか ら彼 らを取 り巻 く世界 に方 向 を定め る、 生徒 は,人 々が

例 えば家,耕 地,放 牧 地,工 場,オ フ ィス,商 店,道 路,運 河,鉄 道,祈 りの場 所,ス ポ

ー ツ広場 な ど,い た る ところで周 囲 を整備 して きた こ とを知 る.同 時 に,こ うした整備 的

要素は,あ る決 まった 方法で 広が ってきた こと(空 間的拡 大)を 知 る,

生徒 は彼 ら 自身 の環魔 との相違点 と類似 点 につ い て議 論が あ る ことに気 付 く,

生徒 は異 な った縮尺 レベ ル(自 分 た ち0)周 囲,オ ラ ンダ,ヨ ー ロッパ,世 界)で の空間

的整備 と拡 大 が,人 間活 動 と自然 のプ ロセ ス との組み合 わせ の結果 で ある こ とを学ぶ。 人

間活動 は,経 済 的,社 会的,政 治 的,文 化的本 質 に よって非 常 に様 々で あ り得 る,1

生徒 は以 下 と関係 す る問 いの助 け によって,空 間的整備 と拡 大 の中で 自らを捉 え る ことを

試 み る,,

*観 察 と 記 述(私 は 何 を 見 る の か?私 は そ れ を ど こ で 見 る の か?そ れ は どの

よ うに 見 え る の か?)

*認 識(私 は そ れ を どこか 別 の 場所 で 重)見た こ とが あ るか?私 はそ れ を よ く見 か け る

か?)

*説 明(ど うしてそ うな のか?な ぜそ こな のか?な ぜ そ こでは そ うな のか?)

*評 価(私 はそれ を ど う思 うか?他 の人はそれ を ど う思 うか?そ れ は違 った もの であ り得

るか?)

生徒 は彼 らの探 索の結 果 を表す た め,最 も重要 な援 助 の道具 と して地 図 とア トラス とつ

きあ うことが で き る.、

中核 目標

A地 理 的 展 望 領 域(Domeingeografischperspeetiefノ 印ぷ4。"∂∫刀8。。望即 ヵゴ。ρ。∫鍔,艇 ハ・θ)

1生 徒 は,あ ら ゆ る社 会 現 象(例 え ば,消 費 の 増 大)が 周 辺 へ の 結 果(商 店 や 交 通 量

の 増 加)を 持 っ こ とに 気 付 く、 生 徒 は,人 々 が こ の よ うな結 果 を 互い に 異 な っ て評 価

して い る こ と を 理 解 す る.

2生 徒 は 現 象(の 空 間 的 結 果)を 地 図 に示 し,拡 大 の パ ター ン を指 摘 す る こ とが で き

る。 生 徒 は そ の 際,縮 尺,凡 例,座 標,記 録,風 向 き,お よ び 距 離 とい っ た 概 念 を利

用 す る こ とが で き る..

B空 間整 備 の領 域(Domeinruimtelijkeinrichting:朗 島40加 ∂加5ρ θc∫∂ノ∂ヱフ湖8θ加θ刀∂

3生 徒 は,風 景,居 住,労 働,交 通,行 政,世 界 観 に 関 係 す る 自己 の 周 辺 に お い て,

整 備 要 素 を 観 察 し,記 述 し,説 明 す る こ とが で き る,

4生 徒 は オ ラ ン ダで 採 用 され て い る/採 用 され て い た,水 害 の 脅 威 に さ ら され た 地 域

の 居 住 を 可 能 に す る 措 置 を 知 る.,

5生 徒 は,オ ラ ン ダ に お け る海 洋 粘 土,河 川 粘 土,砂,黄 土,高 層 湿 原 お よび 低 層 湿

原 とい っ た 地 質 の 分 布 を 記 述 す る こ とが で き る.生 徒 は これ らの 地 質 の 上 に どの よ う
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な 風 景 が 生 じる か 知 っ て い る 、

6生 徒 は,オ ラ ン ダ と ヨー ロ ッパ の 主 要 国 の 鉱 業,農 業/漁 業,産 業 お よび サ ー ビ ス

部 門 主 要 点 と重 要 な 発 展 を記 述 す る こ とが で き る 。

7生 徒 は,オ ラ ン ダ に お け る発 展 が,大 抵 は そ れ ぞれ 別 個 独 立 して 生 じる の で は な く,

よ り広 い 関係 の 中 に あ る こ とを 理 解 す る。 少 な く と も,次 の こ とが 議 論 とな る:

一 オ ラ ン ダへ の ,ま た,オ ラ ン ダ か らの現 在 と過 去 に お け る移 民;

一 欧 州 連 合;

一 束 ヨー ロ ツパ
,

8生 徒 は ど の よ うな観 点 で オ ラ ン ダの 日常 生 活(例 え ば 居 住,労 働,交 通,行 政,世

界 観)が,以 下 の 地 域 の 国 々 と一 致 し,あ る い は,相 違 す る か 記 述 す る こ とが で き る:

一 北 ア メ リカ/オ ー ス トラ リア/ニ ュー ジ ー ラ ン ド;

一 中央 ・南 ア メ リカ;

一 ア ジ ア;

一 サ ハ ラ 以 南 の ア フ リカ;

一 北 ア フ リカ を 含 む ア ラ ブ 世 界
,

9生 徒 は 次 の分 布 を 記 述 す る こ とが で き る:

一 地 球 の 最 も 重 要 な 気 候 。 生 徒 は これ らの 気 候 を 温.度や 降 水 の 特 徴 に従 っ て 分 類 し,

人 々,植 物,動 物,風 景 に とっ て どの よ うな 結 果 と な る か 示 す こ とが で き る;

一 山岳 地 域 の風 景 要 素 。 生 徒 は,人 々,植 物,動 物 に とっ て の 起 伏 と 高 さの 重要 性 を

知 る、、

C地 誌 と地 図領 域(Domeintopografieenkaartbeeld:8〃 多 乙/・〃∂∫〃z・ρ・望一∂ノ吻・∂η動 ∂ρ)

10生 徒 は 自身 の 周 辺,オ ラ ン ダ,ヨ ー ロ ッパ,お よび 世 界 の 地 図 につ い て イ メ ー ジす

る こ とが で き る.こ れ らの 地 図 は 次 の 地誌 的 要 素 を 含 む:

一 自身 の 周 辺 の 地 図:重 要 都 市
,村 落,湖 沼,お よび 部 分 地 域;

一 オ ラ ン ダ の 地 図:州
,重 要 都 市,湖 沼,お よび 部 分 地 域;

一 ヨー ロ ッパ の 地 図:国 家 ,重 要 都 市,湖 沼,山 岳,お よび 部 分 地 域;

一世 界 の 地 図:世 界 の 部 分
,重 要 国 家,重 要 都 市,湖 沼,山 岳,お よ び 部 分 地 域.

これ ら重 要 国 家 の 中 に は 少 な く と も次 の も の が 意 味 され て い る:世 界 で 大 きな 政

治 的 重 要 性 を持 っ 国 家,お よび オ ラ ン ダへ 多 く の住 民 が や っ て 来 る 国 家.

地理 の 中核 目標1と2に お ける実例

バ カ ンス で!(p .48)

今 日の 地 理 の 授 業 はバ カ ン ス に つ い て で あ る,子 供 た ち は,バ カ ン ス が 彼 らの 周 辺 に と

って持 っ 結 果 を,自 身 の 目で どの よ うに 見 る こ とが で き る か 考 え る。 彼 らは ホ テ ル,バ ン

ガ ロー公 園,キ ャ ン ピ ン グ,旅 行 会 社,ANWB営 業 所(※ 全困オラ ンダ・サイ クリス ト連盟A/gemene

NederlandscheWie/rijders-Bolldの 略称 で,現 在では 日本 のJAFに 相当す る活動 を行 う団体),テ ン ト・

キャラバ ン 会 社,観 光 名 所 な ど に つ い て 思 い を 巡 らせ る,、

バ カ ン ス の 目的 地 に 到 着 す る た め に ど の よ うな 設 備 が 必 要 か?も し車 か バ ス で 行 くな

ら,高 速道 路,ガ ソ リン ス タ ン ド,レ ス トラ ン の あ る,あ る い は 無 い パ ー キ ン グ エ リア な
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ど.も し電 車 で 行 くな ら,ま ず 駅 へ 行 き,そ こ か ら鉄 道 で 旅 をす る。 そ して,も し非 常 に

遠 くへ 行 くな ら,恐 ら く飛 行機 で 旅 行 す るで あ ろ う し,そ の と き は ス キ ポ ー ル 空 港 か ら出

発す る.,

も しイ ギ リス へ,車 で 行 きた い な ら,フ ェ リー ・ボ ー トか電 車(海 峡 トン ネ ル を 通 っ て)

を使 う。ス カ ン ジ ナ ビア 諸 国 の どこ かへ 行 くの に も,フ ェ リー ・ボー トを利 用 す る だ ろ う。

人 々は バ カ ン ス で どこ へ 行 き た が る だ ろ う?

国 内 で 人 気 の あ るバ カ ン ス の 行 き 先 は,北 海 の 海 岸,ワ ッデ ン 島,フ リー ス ラ ン トの湖,

南 リン ブ ル ク の 丘 陵 地,Veluwe,Drente,Twenteの 森 や 荒 涼 地 帯,そ してAchterhoekで

あ る。

多 くの 人 々 が 向 か う外 国 の バ カ ン ス先 は ど こか?教 師 は バ カ ン ス の 行 き先 の 国 「トッ プ

テ ン」 が掲 載 され た 新 聞 の 切 り抜 き 記 事 を 持 っ て い る,.そ こ に は 次 の よ うに見 え る 。

スベ イ ン

フ フ ン ス

オ ラ ン ダ

ギ リシ ア

ドイ ツ

ベ ル ギ ー

イ タ リア

ポ ル トガ ル

トル コ

ア メ リカ

ニ 人 ず つ の グ ルー プ に 分 か れ て,子 供 た ち は 世 界 地 図 の コ ピー の 上 で これ らの 国 に印 を

付 け る,、国 ご と に 二つ の 目的 地 を 示 して い る..子 供 た ち は,教 師 が 集 め た 旅 行 ガ イ ドや 旅

行 会 社 の パ ン フ レ ッ ト類 か らそ れ ら を取 り出 し て く る,子 供 た ち は これ らの(20の)目 的

地 を一 つ の 表 に ま とめ,そ れ ぞ れ の 目的 地 の 後 ろ に 次 の こ と を記 す 。

*そ れ が どれ だ け遠 い か(絶 対 的 距 離);子 供 た ち は そ の た め に 地 図 の縮 尺 を 利 用 す

る。

*ど の よ うに そ こへ 行 くか(自 動 車,バ ス,電 車,飛 行 機);

*そ こ まで どれ く らい の 時 間 が か か る か?

皆 が 完 了 した と き,互 い に彼 らの 答 に っ い て 話 し合 う。 こ う して,何 気 な しな よ うに,

子 供 た ち は 「相 対 的 距 離 」 とい う概 念 の 意 味 を 見 つ け 出 す 、

最 後 に,教 師 は,こ の バ カ ン ス の 行 き 先 国 トッ プ テ ン の分 布 にパ ター ン を発 見 した か ど

うか 尋 ね る..徹 底 的 な話 し合 い を通 じて,子 供 た ち は 六 力 国 が 地 中海 地 域 に あ る こ と を発

見 す る,こ れ らの 国 は 夏 だ け で な く,冬 も魅 力 的 な 気 候 を備 え る 。 ア メ リカ は トップ テ ン

の 中で 唯一,非 常 に遠 く に あ る 国 で あ る..し か し,そ れ が(初 め て!)ト ップ テ ン に入 っ

た とい う事 実 は,(ヨ ー ロ ッパ 外 の)よ り遠 くに 離 れ た と こ ろ に位 置 す る バ カ ン ス 先 の 人

気傾 向 を 反 映 して い る。 この こ と を説 明 す る た め に,教 師 は 遠 く のエ キ ゾ テ ィ ッ クな バ カ

ン ス 先 へ の 特 別 価 格 満 載 の ペ ー ジ を 土 曜 日の 新 聞 か ら持 っ て き た,,皆 は コ ピー を 手 に し,

同 じ グル ー プ で ア トラ ス を 利 用 して,そ の バ カ ン ス 先 の10カ 所 を 探 す.,
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地理 の 中核 目標8に お ける実例

木 綿 の 歌

グル ー プ8で は,地 理 の 授 業 は ア フ リカ にっ い て で あ る,.平 均 的 な ア フ リカ の 国 に お け

る 日常 生 活 を 描 き 出 す た め,教 師 は,第 三 世 界 の 国 々 に 住 む 子 供 た ち に 関 す る ビデ オ ・フ

ィ ル ム 「世 界 の ボ ー ト」 の 放 送 を 見せ る,,こ の 放 送 分 で は マ リにつ い て 放 映 され,「 木 綿

の 歌 」 と題 され て い る.主 人 公 は 父,母(彼 女 の 父 親 は 二 人 の 妻 を 持 つ),祖 父 母 と と も

に,マ リ南 部 の村Missangoに 住 む シ ャ フ ィア ト ゥ ・デ ィ ア ラ(SafiatouDiarra)で あ る.、

フ ィ ル ム の 筋 は 首 都BamakOで の 歌 謡 選 手 権 で あ る 、 サ フ ィ ア トゥは 彼 女 の 親 友 ジ ェネ バ

(Dj⇔neba)と そ れ に 参加 した が っ て い る,彼 女 は そ れ を禁 じ られ る こ とか ら,そ れ が あ ら

ゆ る混 乱 を もた らす,こ の 間,私 た ち は 彼 女 の 日常 生 活 の イ メー ジ を 手 に す る。 家 族 は木

綿 栽 培 で 生 活 して い る,木 綿 は マ リの 最 も重 要 な輸 出 品 で あ る。 私 た ち は デ ィア ラ家 が 木

綿 畑 で 収 穫 して い る の を 見 る,,摘 み 取 りは 手で 行 わ れ る,木 綿 は 続 い て 中央 倉 庫 へ 移 され,

そ こ で 乾 燥 させ られ,大 き な機 械 で 種 が 取 られ る.,木 綿 の 大 部 分 が マ リ自体 で は 加 工 され

ず,輸 出 され る.ご くわ ず か だ け,天 然 の ま まの 木 綿 の 糸 と織 物 生 地 へ の 加 工 が マ リで 行

わ れ る、、私 た ち は サ フ ィア トゥが どん な 服 を 着 て い るか を 見 る,女 性 は ゆ っ た り と して カ

ラ フ ル な ワ ン ピー ス を,男 性 は ズ ボ ンの 上 に 長 くて 幅 広 の シ ャ ツ を着 て い る,多 く の 人 々

が 中 古 の ジ ー ン ズ と シ ャ ツ(あ る い はTシ ャ ツ)と い っ た 「西 洋 風 の 」服 を 身 に 着 け て い

る,.

木 綿 の摘 み 取 り手 は 暑 い 太 陽 の 下で の重 労 働 を 軽 減 す る た め,仕 事 中 に木 綿 の 歌 を 唄 う.

彼 らは リズ ム を 与 え る 太 鼓 に伴 わ れ る,,そ の 歌 は マ リの 伝 統 の 中 で,常 に非 常 に 重 要 な 役

割 を 演 じて い る..

サ フ ィア トゥは 二 人 の 母 と一 人 の 父 を持 つ 、 こ う した こ とは オ ラ ン ダ で は 起 こ り得 な い

が,マ リで は あ る、.当然 な が ら,サ フ ィ ア トゥの 生 物 学 的 な 母 親 は 二 人 の 女 性 の 内 の 一人

で あ る 一 彼 女 は 他 方 の 女性 を お ば さ ん と呼 ぶ,、彼 女 の 祖 父 母 も彼 らの 下 で 暮 ら し て い る 、

祖 父 母 か ら孫,そ して,お じ さん た ち とお ば さん た ち な ど,様 々 な 世 代 の 家 族 が 一 緒 に暮

らす こ う した こ とを 私 た ち は 大 家 族 と呼 ぶ.

マ リで の 最 も重 要 な 宗 教 は イ ス ラ ム 教 で あ る.こ れ と並 ん で,日 常 生 活 に は ア ニ ミズ ム

か らの あ ら ゆ る 習 慣 が 見 出せ る、

フ ィ ル ム で は,女 性 が どの よ うに 食 べ 物 を 用 意 し,そ の た め に た く さん 働 か ね ば な らな

い こ と も分 か る,.彼 女 た ち は 小 さな か ま ど の上 か,た き火 の 上 で 料 理 す る.… 日は 朝 の 五

時 に 始 ま る、 まず 最 初 に井 戸 で 水 が 汲 まれ る..デ ィア ラ家 の た め の こ の 井 戸 は,家 か らお

よそ800メ ー トル離 れ て い る。 そ の 後,彼 女 た ち は砂 糖 入 りキ ビ粥 の 朝食:を 用 意 す る..朝

食 の 後,七 時 頃 に そ の 日の 三 回 の食 事 の た め の キ ビっ き が 始 ま る,.そ して,室 内 の 掃 除 と

洗 い 物 が 終 わ る と,ほ とん どの 時 間 一約 三時 間 一 は座 りな が ら皮 をむ い た キ ビの 粉 へ の加

工 と昼 食 の 準 備 とな る。 乾 期 に は,彼 らは こ の 昼 食 を家 で 食 ぺ,雨 期 に は,女 性 は それ を

畑 へ 持 っ て 行 く.

昼 食 後,乾 期 に は 休 息,教 育,個 人 的 な用 事 の た め の 時 間 が あ る,、 しか し,四 時 頃 に は
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再 び 夕 食 の 準 備 が 始 ま り,そ の後,後 片 づ け と新 た な 水 汲 み が 待 っ て い る 。 雨期 に は 人 々

は 午 後 に畑 仕 事 を し,シ ア を集 め る.そ れ を彼 女 た ち は シ ア バ ター へ と加 工 し,市 場 で 売

る.こ れ と並 ん で,い わ ゆ る 雨 期 に は 自分 の 土 地 で 仕:事:を し,ピ ー ナ ッ ツ ・バ ター を 作 る,,

一 月 か ら四
,五 月 ま で の 月 に は,女 性 は 多 くの 時 間 を 乾 燥 した 木 を集 め た り,糸 を 紡 い だ

り,布 を織 っ た り,服 を 作 った りに 費や す 、

フ ィル ム を 見 た 後,教 師 は 生 徒 と話 し合 う、 彼 は教 師 用 指 導 書 に 記 述 され て い る木 綿,

文 化,家 族,食 料 とい っ た 四 つ の テ ー マ に 関 して そ れ を 行 う、 そ の 後,彼 は 全 て の 生 徒 に

「綿 毛 か ら ジ ー ン ズ ま で 」 とい う練 習 帳 を コ ピー す る,1

歴史

分 野の特徴 付 け(p.55)

歴史教 育で は,生 徒 は現在 と関連 す る過 去 と向 き合 う、生徒 が生 き る現在 の状 況 は,過

去にお ける現象,事 件,発 展 お よび 人物 の結 果 で ある、 現在 にっ いて よ り多 くを理解 す る

た めに,生 徒 は過去 の あ る側 面 に深 くか かわ り,そ れ が特 定 の歴 史的現 象 と関係 の あ る,

また一 般 的 な歴 史的現 象 とも関係 の あ る知識 や 理解 へ と至 る。 過 去は もっぱ ら間接 的 に,

その過 去 に関す る資料 に よって研 究 され うる こ とか ら,歴 史的知識 と理解 にお い て は,そ

れ は基 本的 には想像 す る こ とにな る..そ の際,で きる限 り歴 史的事 実 に一一致す るイ メー ジ

を 目指 す努力 が な され る.現 在 と過 去 に関す る知識 と理解 は,は じめは断片 的で 散漫 な も

のであ り,徐 々に完全 で複雑 な もの とな る、 生徒 は,社 会 的 現実の 文化的,政 治 的,社 会

的,経 済 的側 面 を知 る、 この とき,生 徒 は,自 身 の生活 と社会 の歴 史にお け る継 続 と変化

の観 念 を発 展 させ る。 生徒 は歴 史を一と手 くイ メー ジさせ て くれ る能力 を利用 す る こ とを学

ぶ、っ ま り,生 徒 は歴 史的資料 を利 用 して,過 去 に関す る情 報 を探 し,整 理す る ことがで

き る、こ うした資料 とは書 き記 され た文 献 であ る こともあ り,映 像資料,音 声テ ー プ,人 々

の話 であ る こ ともあ る.生 徒 は様 々な資 料か らの情報 を相 互 に比 較 し,こ れ ら資 料 の見解

の 問に ある相 違 を解 釈す るこ とがで き る、生 徒 はその 中の原 因 と結果 を 区別 し,現 在 と過

去 との間 にあ る類似 と相違 が何 か をつ き とめ る こ とが でき る、 生徒 は彼 らの探 求 の結 果 を

レポー トで表現す るこ とが でき る.

中 核 目標

D歴 史 的 観 念 の領 域(Domeinhistorischbesef:・ η島 ゴ・面 ηヵ∫5オ・z∫・ヨノ雁f・ 〃)

11生 徒 は 自 らの 生 活 お よび 歴 史 か ら,期 間 と 出 来 事 を年 表 の 上 に位 置 づ け る こ とが で

き,そ の 際,日,週,月,季 節,年,世 紀,紀 元,時 代 とい った 時 間 と時 代 区 分 を 指

し示 す こ とが で き る,、

12生 徒 は歴 史 的 情 資 料 を 参 照 す る こ とが で き る.こ れ らの 資 料 で は,い ず れ も次 の こ

と に 関係 す る:

一 「関 与 した 人 々 」 の 話;

一 自身 の 周 辺 ,写 真,家 系 図,歴 史 地 図 か ら の痕 跡;
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一 文 章 ,イ ラ ス ト,掛 け絵,児 童 文 学,オ ー デ ィオ ビジ ュア ル ・メデ ィア,

13生 徒 は 歴 史 的 資 料 が 矛 盾 す る,あ る い は 互 い に 異 な り うる こ と を理 解 す る 、生 徒 は,

い ず れ の 資 料 も時 代,場 所,見 解 に結 び つ い た 独 自 の物 語 を 語 る こ とを認 識 す る.,

E歴 史 的 事 件,現 象,発 展 お よ び 人 物 の 領 域(Domeinhistorischegebeurtenissen,

verschijse至en,ontwikkelingenenpersonen:θ η昌40加 ∂∫刀 力∫5オ01一∫c∂ノ θτ・ρ刀オ5,ρカθノノo〃θ〃易

ゴθ「θノo耀θ刀オ畠 ρθr5・刀∂8θ3)

14生 徒 は 大 ま か に 次 の重 要 な現 代 お よび 歴 史 的 な事 件,現 象,発 展 お よ び歴 史 上 の 人

物 を知 る:

一家 族 お よび 周 辺 史;

一先 史 西 ヨー ロ ッパ に お け る 遊 牧 社 会;

一 先 史 西 ヨー ロ ッ パ に お け る 農 耕 社 会;

一 オ ラ ン ダ に お け る ロー マ の 影 響;

一 西 ヨー ロ ッ パ の 中世 社 会;

一 中世 後 期 以 降 の ヨー ロ ッパ 文 化 の 発 展;都 市 と交 易 の 発 展 ,学 問 ・技 術 の 分 野 で の

発 展,ヨ ー ロ ッパ の 膨 張,植 民 地 主 義,宗 教 改 革;

一80年 戦 争;オ ラ ン ダ国 家 の 成 立;オ ラ ン ダ の 黄 金 世 紀;フ ラ ンス 革 命;

一産 業 化 社 会;

一 オ ラ ン ダ に お け る危 機 の 時 代 と 第 二 次 世 界 大 戦;

一福 祉 国 家 の 発 展 を 含 む
,オ ラ ン ダ に お け る戦 後 社 会;

一今 日の ヨー ロ ッパ と世 界 の 関 係 ,そ こ に は 次 の もの が 含 ま れ る:1945年 以 降 の 多 文

化 社 会 の 発 展;欧 州 連 合;東 欧 の 変 革、

歴 史 教 育 の 中核 目標12の 実 例(p.56)

グ ル ー プ4で は 子 供 た ち は輪 に な っ て 座 って い る.彼 らは ア ネ ミー ク(Annemiek)の お じ

い さん とお ば あ さん を待 って い る。 彼 女 の お じい さん とお ば あ さん は 昔 の こ とに つ い て 話

を しに 来 る。 現 在 の グ ル ー プ4の 子 供 た ち と同 じ く らい の 年 齢 だ った 頃 の 時 代 に つ い て で

あ る.

子 供 た ち は そ の 話 の た め に 十 分 準備 を した 、 彼 らは どん な 質 問 をす る か約 束 を して いた,

子 供 た ち は大 き な 紙 に テ ー マ を書 い て い た.

そ こ に は 例 え ば 次 の よ うな も の が あ る:「 昔 は どん なお も ち ゃ で 遊 び ま した か?」 「あ な

た の 家 は どん な風 で した か?」 「人 々 は どん な 仕 事 を して い ま した か?」 「あ な た 方 は 何 人

兄弟 で した か?」 「学 校 で 何 を 習 い ま した か?」 「ど うや っ て 学 校 へ 行 き ま した か?」 「ど

ん な ス ポ ー ツ を し ま した か?」 「どん な 遊 び を し ま した か?」 ア ネ ミー ク の お じい さ ん と

お ば あ さん は 上 手 く準 備 を して い た こ とが 明 ら か で あ る,彼 らは 話 をす る だ け で な く,も

の を見 せ た り もす る 。教 科 書,レ ポ ー ト,ペ ン,家 の 写 真,ビ ー 玉,蒸 気機 関 の お も ち ゃ,

石 筆 と石盤,近 所 に あ っ た 以 前 の 紡 績 工場 の 写 真,体 操 教 室 の 写 真.、

これ ら全 て の もの が 学 校 に 置 か れ る こ とに な る.

生 徒 は 他 の グ ル ー プ の 子 供 た ち の た め に,小 さ な 展 示 会 を す る、.
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社 会(P.59)

分野 の特徴付 け

生徒 は社会 の様 々な側 面に関 心 を持 ち,そ れ につ いて の知識 を広 げ る。 これ は十分 な敬

意 を払 われ,社 会的 に適切 な行為 を求 め られ る批判 的人物形 成 に貢 献す る.

中核 目標

15生 徒 は 労 働 とい う社 会 現 象 の い くっ か の 側 面 を 記 述 す る こ とが で き る.そ こに は,

と りわ け 以 下 の こ とが 含 まれ る:

一職 業 の 種 類 お よび 訓 練 と性 別 に 関係 す る職 業 展 望;

一有 給 お よ び 無 給 の 労 働 と所 得 差;

一社 会 保 障 に お け る給 付 金 とい う現 象 。

16生 徒 は 私 た ち の 社 会 にお け る集 団 の い くつ か の 側 面 を 記 述 す る こ とが で き る。 そ こ

に は,と りわ け 以 下 の こ とが含 ま れ る:

一 年齢 単 位 の 特 徴
,そ の 類 似 と相 違;

一 集 団 的 行 為 の い くっ か の 形 態 とそ れ に 対 す る決 定 的 な 要 因;

一 エ ス ニ ッ ク 集 団 問 の 類 似 と相 違;

一 差 別 と寛 容;

一 解 放

17生 徒 は,オ ラ ン ダ の多 文 化 社 会 に お い て 重 要 な役 割 を 演 じて い る い く つ か 宗 教 に つ

い て,そ の い く つ か の側 面 を指 摘 す る こ とが で き る、 そ れ は い わ ゆ る,生 活 習 慣 や 祝

祭 ・記 念 日 と い っ た も の で あ る、

18生 徒 は 国 家 機 構 に つ い て の い くっ か の 主 要 点 とそ こ で の 市 民 の 役 割 を知 る。 そ れ は,

と りわ け 次 の も の に 関 す る もの で あ る:

一 市 町 村 行 政;

一 国 家 行 政:政 府 ,第 一一・第 二 院(※ 第一院は 日本の参議院,第 二院は衆議院 に相 当 します)

一 オ ラ ン ダ王 政 の 意 味

一 オ ラ ン ダ王 国

一 ヨー ロ ツバ 行 政

一警 察

一裁:判 所

社 会 の 中核 目標18に お け る 実 例(p.58)

法の名 の下 に!

教師 は グルー プ8の 授 業のた めに,窃 盗,小 さな強盗や公 共物破 壊 を報道す る,た くさ

んの新 聞か らのニ ュー ス を選ぶ.こ れ らの記 事 は,小 さな犯罪 につい ての記事 が豊 富 な地

方,あ るいは 地域 の新 聞 か ら持 って きた もので あ る.

教師 は これ らの記 事につ い て子供 た ち と話 し合 う、何が起 こったか?そ の泥 棒 は捕 まった

か?そ の泥 棒 の追 跡 は誰 が 引 き受 け るか?そ の 後何 が 起 こ った か?そ の 泥棒 は 警 察 に判
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決 を 下され るの か?誰 が これ をす るの か?誰 が そ の被 告 人 を弁護 す るのか?誰 が 彼 の刑

を宣 告す るのか?

教 師 は,事 件 の 一つ を扱 う小 さな ソシオ ドラマ を演 じさせ る そ こには以 下に付 随す ろ

よ うな指示 が な された 役割 があ る,

一被 告 人:審 理 中は一貫 して黙 ってい なけれ ばな らない、原 告,弁 護 人 あるい は裁 判官

が,裁 判 中に質 問 を求 め るな ら,裁 判 官 の前 に登場 しなけれ ばな らない.

一原告(司 法 官 吏):被 告 人 を起訴 す る人、 警 察の調 書 に よ る と,被 告 人 は明 らか に実

行者 で ある.証 人のみ な らず,被 告 人 自身 を呼 び 出す ことが で き,彼 らに質 問す るこ

とがで きる、 あなた は事実 を求 めて質問 し,従 って,明 確 に適 当な質問 をす る.

一弁護 人(弁 護 士):被 告人 を弁護 す る。裁 判 官 の被 告 人 に対す る刑 をで き る限 り有利

な もの とな る よ う試 み る,事 実 を整理 しよ うと し,証 人の意 見 と予断 が事 実 として 書

き留 め られ る こ とのな い よ う気 を配 りな さい,

一判 決 を 下す 独立 した人(裁 判官):裁 判 官 は審 理の 終了 時 に判決 を 下 し,刑 量 を決 定

す る.審 理 中,訴 訟を上 手 く進行 させ る責務 も負 う,裁 判 官 は被 告 人 と証人 に質 問 を

して もよい.ま た,証 人 が客観 的事実 を述 べ る ことにも注意 しな くてはな らない 、意

見や 考 えは,誰 かが何 か を したか ど うかの 証拠 に とって重要 では ない.裁 判 官 は訴訟

の終 丁時 に どの よ うな 判決 を 下す か 話 し合 う。

一それ を 見た 人(目 撃者):警 察 へ の発 言 に基 づ いて,被 告 人 に有利,あ るいは不利 な

証言 をす るた めに呼 び出 され る、 この とき,知 ってい るこ と全て を話す こ とがで き る

が,真 実のみ を話 さね ば な らない.も し,意 識 的 に真 実 でない こ とを話す と,そ れ は

偽証 を意味す る一偽証 は投獄 にな る.,

一独 立 した情報 を提供 す る人(証 拠 の専 門家):研 究者(警 察 関連 の 卑門家 ,医 者)と

い っ た重要 な情報 を提 供 で きる専門家 で,そ れ に よって訴 訟 にお ける明快 さを もた ら

す こ とがで き る.

新 聞 の ニ ュー ス を基 に,教 師 は前 もって裁 判 につ いて考 えてお いた.

七人 の子 供た ちが役 を も ら う(裁 判官 は二人)、、

クラス の残 りは傍聴 席 の傍 聴人 とな る.彼 らは終 了後,裁 判 の役 と進 行 を評価す る.

技 術(P.61)

分 野 の 特 徴 付 け

技 術 は,生 き 残 り,存 在 を容 易 に し,豊 か に す るた め の 道 具 とい っ た,人 が 作 り,そ し

て 今 も 作 り続 け て い る も の に 関 す る 科 目で あ る.そ れ は 新 旧 の 技 術 に 関 す る も の で あ る 、

次 の 二 つ の 側 面 が 重 要 で あ る,そ れ は 設 計 し,製 作 し,使 用 す る とい う技 術 的 プ ロセ ス と

そ の 技 術 的 産 物 の 多様 性 で あ る.,

小 学 校 で は,自 身 の 生 活 世 界 に お け る次 の 技 術 的 分 野 の 初 歩 的 な 理 解 と技 能 を 目指 す 。

一構 造 物(橋 ,ビ ル,道 路,家 具,機 械,器 具,梱 包 な ど)

一輸 送(車 両
,陸,海,空 の 輸 送,管,パ イ プ,ケ ー ブ ル を 介 した 輸 送 な ど)

一 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン(情 報 化 社 会 の 現 在 の 知 識 と情 報 ・コ ミュ ニ ケー シ ョン技 術 の 応
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用可能性 な ど)

一生 産物(日 用品
,ト イ レ製 品,消 費財 な ど)

小学 校の技 術教 育は,す るこ と と考 える ことの組 み合 わせ の性 格 を実現す る、内容 と作

業方法 につ いて,こ の分野 は 自然科 学教 育お よび絵 画/工 作 と特 別な 関係 が あ る、技術 的

理解 と並ん で,そ れ は 自然 科学 的知識(物 質,エ ネル ギー,情 報 の知識)の 応 用 に関す る

もので あ り,同 時 に,生 産物 の設 計 に関す る もので もある。

中核 目標

19生 徒 は 技 術 問 題 に お い て,解 決 法 を設 計,製 作,利 用 す る こ とが で き る.生 徒 は そ

の 際,次 の よ うな い くっ か の 初 歩 的 な 技 術 的 理 解 を扱 うこ とが で き る。 構 造 原 理(資

材 利 用,強 度,接 合),運 動 ・伝 達 原 理(て こ,滑 車,歯 車)、

20生 徒 は彼 らの レベ ル で,機 能 性,資 材 利 用,設 計 に 関 して,自 ら の生 活 世 界 か ら多

くの 技 術 的 生 産 物 を調 べ る こ とが で き,そ の働 き を 説 明 す る こ とが で き る。 そ の 生 産

物 は 構 造,輸 送,コ ミュ ニ ケー シ ョン,生 産 と い っ た 諸 分 野 か らの 例 に 関 係 す る もの

で あ る。

技 術 に お け る 中核 目標19の 実 例(p.60)

梱 包

グル ー プ7の 子 供 た ち は な ぜ 梱 包 が 必 要 か 議 論 して い る..子 供 た ち は,も の を.一つ に ま

とめ る た め に 必 要 だ と考 え る 、例 え ば ハ ー ヘ ル ス ラ ッパHagelslag(※ バ ンにかけるチ ョコ レ

ー トのふ りかけ) ,梱 包 は また,人 々 が 例 え ば 他 の 製 品 よ りも 先 に 買 う よ うに,魅 力 的 か つ

見 分 けや す くす る た め に も利 用 され る,.

梱 包 は も の を壊 さな い た め に も 必 要 で あ る、.あ る もの は 非 常 に壊 れ や す い.、例 え ば 玉 子

な ど、 そ の た め に は 独 特 の 玉 子 入 れ が 設 計 され,ス ー パ ー か ら 自宅 へ 玉 子 を 持 っ て 帰 る こ

とが で き る.,も ち ろ ん 落 と した り して は い け な い.

軽 い 衝 撃 に も っ と上 手 く耐 え られ る 玉 子用 の 梱 包 を 考 え る こ とが で き る だ ろ うか?学

校 の 最 上 階 の 窓 か ら玉 子 を 壊 さず に 落 とす こ とが で き る よ うな梱 包 を?

環境

分野 の特 徴付 け(p。63)

環境 に関す る教 育では,身 の 回 りへ の子 供の配 慮 を刺激す る ことが試 み られ る,、子供 た

ちは,他 者や 自然 との直接的接 触 の 中で この よ うな感情 を発 展 させ る.こ れ と並 ん で,子

供た ちは正 直 に分 か ち合 うとい う公 平原理 を理解 す る.子 供 た ちは相 異 なる 見通 しと利 害

を区別す る こ とを学ぶ,.彼 らは価値 や規範 を基礎 と して立場 を取 る こ とを学ぶ.こ れ に よ

って,子 供 た ちは彼 らが直 面す る 自然 ・環 境問題 で意識 的 な選択 を行 うこ とがで き る。

中核 目標
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21生 徒 は 人 と 自然 の 問 の 相 互 作 用 を 説 明 す る こ とが で き る.、生 徒 は これ に 関 し,一 方

で,オ ラ ン ダ とそ の 他 の 世 界 に お け る 人 に と っ て の環 境 の意 味 の例(美 し さ,健 康,

安 らぎ,食 料 や エ ネ ル ギ ー の 源 泉)を,他 方 で,人 の 環 境 へ の 介 入 の 例(生 活 の 糧,

交 通,イ ン フ ラ)を 挙 げ る こ とが で き る。 生 徒 は,相 互 作 用 が 汚 染,腐 食,枯 渇 とい

っ た 環 境 問 題 へ と至 る状 況 の 例 を 挙 げ る こ とが で き る.

22生 徒 は 注 意 深 く 自然 とっ き あ い,環 境 が本 質 的 役 割 を 演 じる よ うな 選 択 を行 う こ と

が で き る:

一 自 らの 生 活 習 慣 の 分 析 に基 づ い て
,環 境 に や さ しい 態 度 の た め の 実 現 可 能 な ヒ ン ト

を 互 い に与 え合 う;

一 教 室 や 学 校 で 食 料 ,紙,水,ゴ ミ,エ ネ ル ギ ー と慎 重 に 付 き 合 う用 意 を態 度 で 示 す;

一 人 々 が 水
,空 気,土 地,エ ネ ル ギ ー と どれ ほ どネ ガ テ ィブ に,あ る い は ポ ジ テ ィブ

に付 き合 っ て い るか の 具 体 例 を描 き 出 す.

健 康 的 ・自助 的 態度

分野 の特 徴付 け

健 康的 ・自助 的態 度の推進 の教 育 は,生 徒 が,彼 ら 自身 と彼 らが育っ環 境 に適 した健 康

的 ・自助 的態 度に関す る知識,理 解,技 能 を得 る こ とを指 向す る、

その まま.一般 的 に有効 な 規則 を学 ぶ こ とは多 くの場 合,望 まれ ざるこ とであ り,ま た,

効果 的で ない ことが 明 らかで ある,,あ る人 に とっては健康 的 で 自助的 で ある ことが,他 の

入 に とって もそ うで あ る とは限 らな い一そ のた めの人 々の特 徴,環 境,考 えは異 な りす ぎ

る、 子供 た ちの状況 か ら出発す る こ とで,子 供 た ちに既 にあ る知識,感 情,考 え と結び つ

け る こ とがで き,既 に存在す るポ ジテ ィブ な態度 が支持 され,態 度や状 況 の どこに改善 が

望 まれ,可 能 か,そ して,何 が必 要 かが心 に描 け るよ うにな る.

この科 目での学習 は,特 に経験 ・行 為指 向的 で ある..持 って い る知識 は この とき,支 援

的 な役 割 「しか」果 た さない 、子供 た ちが学 ぶ ものを,彼 らは応 用で きな けれ ばな らな い。

しば しば,毎 日の学 校 での 出来 事 は,道 具 を安 全 に使 う,他 の人 に配 慮す る,環 境 にや さ

しい資源 の利 用 な ど,「 練 習 状況 」 を提供 す る,.し か し多 くの場 合,別 の授 業 時 間が 必要

で あ る(例 えば,横 断歩 道 をわた る こ と,い じめ につ いての集 団討議,ソ シ オ ドラマ)。

中核 目標

23生 徒 は,自 らの 健 康 の 維 持 と推 進 に どの よ うに 貢 献 で き る か を述 べ る こ とが で き る。

これ は 彼 らが 次 の こ と を 知 っ て い る こ と を 意 味 す る:

一食 事
,運 動,休 息,新 鮮 な 空 気,衛 生 に 関 して,体 は どの よ うな ケ ア を必 要 と して

い る か;

一 た ば こや ア ル コー ル の使 用 とい っ た 常 習 的 態 度 が
,健 康 に と っ て どの よ うな 危 険 を

持 つ か;

一 学 校 の 中や 周 辺 で ,危 険 を もた ら しそ うな状 況 と どの よ う に適 切 に 付 き合 うか;

一健 康 に 害 を もた ら さ な い 周 囲 や 環 境 と
,ど の よ うに付 き合 うこ とが で き る か 、
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24生 徒 は,彼 ら自身や 他の 人々が社 会的,情 緒 的必 要を持 っ こ とを知 る:

一生徒 は 自分 を擁護 で きる;

一生徒 は他 者 に配慮す るこ とがで き る.

25生 徒 は,も し自身や 他者 が病 気 に なった とき,あ るい は事故 に遭 い,鼻 血や 軽 い火

傷 の よ うな小 さな怪我 を負 った とき,何 が でき るか知 ってい る。

26生 徒 は製 品の購入 者 として,サ ー ビス の受 容者 と して,次 の技能 を手にす る:

一販 売促進 技術 の認識 と,そ れ との付 き合 い;

一お金 との付 き合 い;

一製 品の成分 と利 用にっ いての情 報 の活用;

一価 格 と品質 の比較 。

27生 徒 は交通 ルー ル と交通 標識 の意 味 を知 り,交 通 に参 加す る際 に,そ の知識 を応用

す るこ とがで き る。

28生 徒 は,歩 行者,自 転 車運転 手,そ して,公 共輸送 の独 立 した利 用者 と して,安 全

な方法 で交通 に参加 す る こ とがで きる,、

健 康 的 ・自助 的 態 度 にお け る 中核 目標26の 実 例(p.64)

お金 との付 き合 い(何 か を買 うときの権 利 と義務)

この授 業で子 供た ちは,小 売店 主 と客の権 利 と義務 とは何 か について学 ぶ.

生徒 は,小 売店 主が何 を しなけれ ばな らない か,何 を して よい のか,ま た客 が何 を しな

けれ ばな らないのか,何 を して よいのか に関 して まとめた コ ピー か ら質 問 を受 け る,,彼 ら

は これ につい て二人 ず つで答 え る.生 徒た ち は互 いに話 し合 い,彼 らな りの 正 しい答 を書

き留 め る、 その後,そ の答 につ い て皆 で討 論す る.教 師 はそ の際,実 際 の答 も与 え る.そ

れ は以 下の よ うな もの で ある.

1期 待 にそ ぐわ ない 品物 は交換 して もよいか?何 故 か?

原則 的 にはで きない、 しか し,多 くの小売 店 主は商売 上 のサ ー ビスの 一っ と して 客 に

交換 させ る,し か し,そ の こ とが レシー トに記 されて い るか,商 店 に貼 り出 され て い る

な ら,そ れは義務 とな る、

2も し,交 換 して も らえるな ら,望 む ときに要求 して も よい のか?

も し,交 換 して も らえ るな ら,そ のた めの期 間 があ る、大抵,そ れ は八 日間 とな って

い る.こ れ は レシー トに記 され て い るか,商 店 に貼 り出 され て いる.さ らに,包 装 が 閉

じられ た ままで あ るか,そ の製 品 が未 使用 で な けれ ばな らない。

3も し,商 品が 気 に入 らなけれ ば,お 金 を返 して も らえ るか?

原 則的 にはで きな い。 購 入は購入 で あ る。 多 くの店 は八 日以 内で あれ ば交換 して くれ

るか,同 額 の商 品引換 券 を くれ るが,大 抵 の場合,返 金 はい くっか の大規模 店舗 でサー

ビスの一環 と してのみ 起 こ る。

4壊 れ た腕 時計 を修 理す る(修 理 させ る)こ とは小売 店主 に は義務 なのか?

保 証 が切れ るまで は,イ エス.

5壊 れ た水 鉄砲 を修 理 す る こ とは小売店 主 の義務 なのか?

ノー、 こ うした もの はす ぐに壊 れ,保 証 が ない.
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6例 え ば,も し ウォ ー ク マ ン の よ うな もの が 上 手 く動 か な い な ら,新 しい も の を要 求

す る権 利 は あ る か?

ノー.も し,ク レー ム が あ っ て も,小 売 店 主 は新 しい機 械 を 客 に 与 え る必 要 は な い.

小売 店 主 は2～3週 間 以 内 に そ れ を修 理 す る よ う試 み な けれ ば な らな い.さ もな けれ ば,

小 売 店 主 は新 しい ウォ ー クマ ン を 提 供 す る か,お 金 を返 さな けれ ば な ら な い.

7修 理 され て い る問 に機 械 を借 りる 権 利 は あ る か?

ノー.自 発 的 に こ う した こ と を行 う小 売 店 主 は い る が,そ うす る必 要 は な い.

8あ な た の機 械 は 既 に 二 回修 理 され た 。 今 ま た 壊 れ て しま った!ど う し ます か?

も し,こ う した こ とに な れ ば,別 の機 械 を 要 求 して もい い し,も し,こ れ が で き な い

な ら返 金 を 求 め て も よ い.し か し,も し小 売 店 主 が これ を した くな い とき,自 分 の正 当

性 を勝 ち 取 るた め,あ な た は裁 判 所 へ 訴 え ま し ょ う,

自然教 育

分野 の特徴 付 け(p.69)

自然 教育 で は生 きてい る 自然,生 きて いない 自然 との接 触 を扱 う.こ れ は,子 供た ちが

生物,物 質,物 体,現 象 との経験 を得 る こ とを意 味す る。 自然 教育 は,子 供 た ちが発 見 し

な が らたず さわ る場 を手 にす る こ とに向 け られ る.自 身 の調査 に よって,子 供 た ちは 自分

で 言葉 に した 質問 の答 を発 見 しよ うと試 み る、身 の回 りに あ るもの との関わ りか ら,現 実

の関連 へ の理解 が育 つ,自 然教 育 の内容 は現実 と,人 々が発 見 した関連 とによっ て決 定 さ

れ る一,

その た め,自 然 教育 は調査 的態度,お よび,隣 人 と周囲 に対す る責任 と配慮 につ い ての

理解 に基礎 を置 く,,

自然 教育活 動 で は,屋 外 作業が重 要 な役 割 を演 じる。 自然教育 では,プ ログラム の体系

と 自発 的に子 供 た ちに従 事 させ る もの との 間のバ ラ ンス が求 め られ る.

中核 目標

F人 々,植 物,動 物 の 分 野(Domeinmensen,plantenendieren:θ 嶋 面加∂珈 ・θ・ρノθ,メ・ノ∂辞5

∂刀ゴ∂η〆〃∂ノ5)

29生 徒 は 人 々 の 身 体 構 造,お よ び,知 覚,呼 吸,移 動,生 殖 の た め の 内 的 ・外 的 身 体

部 分 の 形 と機 能 を記 述 す る こ とが で き る、 生 徒 は,知 覚,呼 吸,移 動 に 関 して,脊 椎

動 物 の 身 体 構 造 と の い くつ か の類 似 と相 違 を述 べ る こ とが で き る 、.

30生 徒 は 次 の こ とが で き る:

一 年齢 に 応 じた レベ ル で ,植 物 と動 物 を体 系 的 に 分 類 で き る;

一 地 域 で よ く 目に す る植 物 や 動 物 を 挙 げ
,ど の よ うな 生 活 圏(例 え ば,運 河,森,

牧 場)に そ れ らが 属 す る か 述 べ る こ とが で き る;

一 動 物 や 植 物 の 世 話 が で き る .,

31生 徒 は,生 物 が 周 囲,食 料 の 可 能 性,季 節 に 最 も適 応 した こ とが 明 らか な 特 徴 の 例

(例 え ば,保 護 色,冬 眠)を 挙 げ る こ とが で き る,
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32生 徒 は 次 の こ とが で き る:

一 生 物 が 生 殖 を 行 う様 々な 方 法 を 挙 げ る こ と;

一植 物 の構 造 を 大 ま か に記 述 し
,最 も重 要 な 部 分 の 形 と機 能 を述 べ る こ と;

一様 々 な タイ プ の 生 物 が 食 物 連 鎖 の 中 で ど の よ うな役 割 を演 じて い る か 述 べ る こ と
。

G物 質 と 現 象 の 領 域(Domeinmaterialenenverschijselen:酊 乱 ゴ・〃∂∫刀胤 θzゴ・ノ5∂面

ρカθη・〃θ刀∂)

33生 徒 は 次 の こ とが で き る:

一 光 ,音,力,磁 力,熱 とい っ た 現 象 の調 査;

一 様 々 な エ ネ ル ギ ー 源 が どの よ うな特 徴 を 持 っ か調 査 し
,ど の エ ネ ル ギ ー 源 が 加 熱,

照 明,運 動(化 石 化 した鉱 物,風 力 ・水 力 ・太 陽 エ ネ ル ギ ー)の た め に 利 用 され る

か 述 べ る こ と,

34生 徒 は 天 気 の 記 述 の 際,降 水,気 圧,風 速,風 向,雲,温 度 とい っ た 諸 側 面 を 利 用

す る こ とが で き,年 齢 に応 じた レベ ル で,構 成 され た 天 気 予 報 を読 み,理 解 す る こ と

が で き る.

35生 徒 は 地 球 が 太 陽 系 の一 部 で あ り,他 の 惑 星 と と もに 太 陽 の 周 りに軌 道 を 描 い て い

る こ と を知 る.生 徒 は この 情 報 の 手 助 け に よ り,昼 夜 の リズ ム と季 節 の 変 化 とい っ た

い くっ か の 自然 現 象 を 説 明す る こ とが で き る.

自然教育における実例

中 核 目 標34(p.70)

庭 の オ ラ ン ダ 王 立 気 象 庁KNMI(KoninklijkNederlandsMeteorologischInstituut)

子 供 た ち は 校 庭 に 気 象 観 測 所 を建 て る 、彼 らは2シ ー ズ ン の 問,測 量 を 行 う,子 供 た ち

は測 量 デ ー タ を表 と グ ラ フ で表 す 。 季 節 に よ る 相 違 を 明 らか に で き る よ うに こ れ を行 う,、

子 供 た ち は ま た,自 身 で 天 気 予 報 を 行 う.そ の 際,温 度,風,気 圧,日 照 時 間 とい っ た 概

念 を利 用 す る,,彼 ら の 天 気 予報 の 中で は,そ れ らの 関連 が 記 述 され る。

体育

分 野の特 徴付 け

体 育は,生 徒 が 責任 ある方法 で運動 文化 に参 加す るのに必 要な知識,認 識,技 能 を獲得

す るこ とを 目指 す,

これ は運動 ・遊戯 活動 の広範 な提供 に 関連す る.様 々な運動 状況 への参 加 で楽 しみ を体

験 す る こ とが 中心 とな る。 一般 的 には,子 供 か ら出 され る動 機 付 けは 問題 とは な らな い,,

幼い子供 た ちが 自由に外遊 び をす るのを 目にす る とき,彼 らが喜 んで多 くの運動 を してい

るのを見 る、,体育 の授 業 では,こ う した積 極 的 な態度 を さらに発展 させ る こ とが で きる。

ス ポー ツは青少年 を強 く魅 了す る遊戯 ・運動 活動 を提供す る こ とがで き る。教 育 にお ける

ス ポー ツの影響 は,体 育 の授業 が提供 され る施設 の設計(ス ポー ツ器 具や 道具)な どにお
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い て顕著 で あ る,,運 動文 化 にお い て,近 年 多 くの変化 が観 察 され る、組 織化 され たス ポー

ツよ りも,よ り義務 で はな く,よ り個 人的参加 の運動活動 な どが見 られ る。 同時 に,よ り

異質な集 団(年 齢,性 別〉 で実践 され る生涯 ス ポー ツ活動 の傾 向 もある。小学 校 に通 う生

徒 が成 人 の運 動文化 に参加 す る準 備 をす る とき,魅 力 ある,年 齢 に合 わせ られ た遊戯 ・運

動形態(例 えば,調 整 され た ルー ルや器 具)で それ は行 われ る。

初等 教育 では,ま ず それ は 広範 な運 動技能 を持 ち込む こ とであ り,そ の 際同時 に,適 切

かつ相 互 に配 慮 を払 い なが ら運 動す る こ とを可能 とす るた め に必 要 な技能 や知 識 に多 く

の注意 が注 がれ る。継 続 的な参加 の ため に,生 徒 は様 々な運 動文化 に方 向 を定め る こ とが

重要で あ る。 さ らに,生 徒 は遊戯 形態 とそ の価 値 につい ての意見 を形成 で きなけれ ば な ら

ない。 これ は次 の よ うな要因 と関連す る.つ ま り,ど の よ うな遊戯形 態 を優 先 し,遊 戯 の

ルール は どの よ うで あ り,そ の遊 戯 を どの よ うに して安全 に行 い,他 者 とどの よ うに共同

作業が で きるか?で ある。

中 核 目 標

A体 操 と 運 動 競 技 の 領 域(Domeingymnastiekenatletiek:・ 刀g.伽 ∂功8「 伽 ∂5齪5・ 層

∂オカノθオfc5)

1生 徒 は 次 の よ うな 運 動 形 態 を 実 践 す る こ とが で き る:

一 安 定 した 底 面 ,細 い 底 面,不 安 定 な 底 面 の 上 で,様 々 な 器 具 を持 っ て バ ラ ン ス を 取

る こ と が で き る;

一様 々 な 形 態 の跳 躍 を 行 う こ とが で き る:自 由 跳 躍 と用 具 か ら
,あ る い は 用 具 を越

え て の 支 え跳 躍;

一様 々 な形 態 の 回 転 とで ん ぐ り返 りが で き る:前 転 と後 転 ,用 具 の 上 や そ の周 囲 で;

一 用 具 を よ じ登 る こ とが で き る;

一 用 具 の上 で 揺 れ る こ とが で き る
.

2生 徒 は 高跳 び と幅 跳 び が で き る,、短 距 離 走 や 持 久 走 の よ うに 走 る こ とが で き る 。 投

郷 用 具 を遠 くへ,方 向 を 定 め て投 げ る こ とが で き る.

3生 徒 は 体 操 と運 動 競 技 に お い て,自 ら と他 者 の 運 動 能 力 を評 価 し,必 要 な らば,共

同 で 実 践 す る こ とが で き る=生 徒 は 危 険 の認 識,運 動 状 況 の 安 全 化 へ の 協 力,お よび

援 助 の 提 供 と に よっ て,自 ら と他 者 の 安 全 に貢 献 す る こ とが で き る。

B遊 戯 領 域(Domeinspe1:θ 刀息 ゴo加∂ノ刀ρノθの

4生 徒 は次 の 遊 戯 形 態 を 実 践 す る こ とが で き る。 鬼 ご っ こ と ドッ ジ ボ ー ル,ゴ ー ル 競

技,野 球 や か け っ こ,プ ロ レス ご っ こ,ネ ッ トとコ ー トが必 要 な 遊 び

5生 徒 は ボ ー ル や 他 の 遊 具 を使 っ て,投 げ る,捕 ま え る,打 つ,狙 う,遊 戯 を す る,

前 進 す る とい っ た 基 本 的 技 能 を 自 由 に使 え る。

6生 徒 は 遊 戯 状 態 内 で様 々 な 役 割 を こ な し,他 者 と共 同 で 安 全 な 遊 戯 状 況 を 作 り出 し,

ま た,維 持 し,他 の 参 加 者 へ の 敬 意 を持 っ て 緊 張,勝 利,敗 北 とい っ た 要 素 と付 き合

う こ と が で き る.

C音 楽 に 合 わ せ た運 動 領 域(Domeinbewegenopmuziek:θ 刀尋 伽3∫ 〃卿Fθo刀 加5ノ・)

7生 徒 は 演 奏 され る リズ ム(タ ンバ リン や トム トム),あ る い は,現 代 的 ま た は 伝 統

的 音 楽 に 合 わせ て 運 動 す る こ とが で き る,,生 徒 は こ の と き,
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一 正 しい テ ン ポ で 動 き
,正 しい テ ン ポ で 動 作(進 む,走 る,ぴ ょん ぴ ょん飛 び 跳 ね る)

を始 め る こ とが で き る;

一 ダ ン ス の 間 合 い 取 り と ダ ン ス ・ス テ ッ プ を行 うこ とが で き る;

一 そ の 際 ,他 者 の 動 き に合 わせ て 動 く こ とが で き る。

遊戯領域の実例

テ ィー ネ ン(Tienen)(p.74)

「テ ィー ネ ン 」 とい う競 技 は,ゴ ー ル競 技(例 えば,コ ー フ ボ ー ル(※ オランダ起源 のバ

スケ ッ トボールに似 たスポー ッ),ハ ン ドボ ー ル,バ ス ケ ッ トボ ー ル な ど)の 前 段 階 と して 行

うこ とが で き る。 この 競 技 は 初 等 教 育 と と もに,そ れ に続 く教 育 で も取 り扱 わ れ る。

「テ ィ ー ネ ン 」 とは 何 か?

で き るだ け 長 く,協 力 しな が らボ ー ル を 自分 の チ ー ム に保 持 し よ う と試 み な さい 。

テ ィー ネ ンは10個 の ボ ー ル に 由来 す る(※ オラン ダ語 で10は'ti・n'で,競 技 名は1〔〕個の

ボール'tienen'と なる ことを表 している)。これ は 途 切 れ る こ と な く10個 の ボ ー ル をパ ス す る

こ とで す,こ こ に 記 され て い る 引 用 符(※ ここでは[」 にあた ります)は,そ れ が10よ り も

多 くて も少 な くて も よ い こ とを 述 べ て い る。

状 況Aに お け る 競 技:

一 体 育 館 の 三 分 の 一 の 広 さ(っ ま り,三 っ の フ ィ ー ル ドが あ る)

一四 人 か らな る二 っ の チ ー ム

ー 二 人 の 中 立 的 プ レー ヤ ー(説 明 参 照)

一 フ ィ ー ル ドの 二つ の サ イ ドに 防 御 地 域(説 明 参 照)

一.…つ の 発 泡 ス チ ロー ル の ボ ー ル
,

状 況Bに お け る競 技:

一教 室 の 半分(っ ま り
,二 つ の フ ィー ル ドが あ る)

一五 人 か らな る 二 っ の チ ー ム

ー プ ラス ー 人 の 中 立 的 プ レー ヤ ー

一三 っ の サ イ ドに 防 御 地 域

一発 泡 ス チ ロー ル の ボー ル
,バ レー ボー ル,ハ ン ドボ ー ル,あ る い は ラ グ ビー ボ ー ル 。

競 技 の ル ー ル

前 も っ て 二 っ の ル ー ル だ け が 決 め られ て い る:

一 ボ ー ル を 持 っ て い る人 は 移 動 して は な らな い(走 っ て は い け な い/ド リブ ル して は い

け な い)

一 ボ ー ル を他 の プ レー ヤ ー の 手 か ら取 っ た り ,叩 い た り して は い け な い 。

解 説

は じめ に,一 人 ま た は 複 数 の 中 立 プ レー ヤ ー が,ボ ー ル を 持 っ て い る チ ー ム と一 緒 に競
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技 す る。 中立 プ レー ヤ ー 自身 は チ ー ム を構 成 しな い が,ボ ー ル保 持 者 の た め の 特 別 なバ ス

可 能 性 に仕 え る 。 こ の 中 立 プ レー ヤ ー が 競 技 す る地 域 を 防 御 地 域 と呼 ぶ 、 他 の プ レー ヤ ー

は フ ィ ー ル ドの こ の部 分 に進 入 して は い け な い.こ の 防御 地 域 内 で は ボー ル を横 取 りで き

な い し,し て は い け な い。

こ の 二 つ の措 置 に よ っ て,ボ ー ル 保 持 が よ り簡 単 に維 持 で き る こ と に な る 、状 況Bは 防

御 地 域 が 大 き い が,パ ス 可 能 性 が 少 な い の で,状 況Aよ り難 しい.

生 徒 は そ こ か ら何 を 学 ぶ か?

パ ス をす る こ との 経 験(理 解)と 利 用(ボ ー ル 保 持 者 が 私 に容 易 に ボ ー ル を投 げ る こ と

が で き るた め に は,ど こに い る の が 一一番 良 い か?).強 調 点accent:ボ ー ル の 通 り道 一 ス

ペ ー ス 作 り.

中 立 プ レー ヤ ー と ボー ル 保 持 の 継 続 を保 証 す る も の と して の 防 衛 地 域 の利 用.

ボ ー ル保 持 者(こ の 人 は ボ ー ル を持 って 移 動 す る こ とが で き な い)が 共 同 プ レー ヤ ー に依

存 して い る こ とを 理 解 す る。言 い 換 えれ ば,ボ ー ル を持 って い な い 人 は 継 続 的 に 動 き 回 り,

そ の 人 のデ ィ フ ェ ン ダ ー を か わ さね ば な ら な い.

芸術指導科 目

分 野 の 特 徴 付 け(p.79)

こ の 科 目で は,初 等 教 育 法 の 中 で い う と こ ろ の 表 現 活 動 が 議 論 とな る,そ れ は 絵 画 と工

作,音 楽,演 技 と言 語 使 用 の推 進,運 動 に 関 す る も の で あ る 。

絵 画 と工作

分野 の特 徴付 け

絵 画 と工作 の教育 では,子 供 た ちは 自身 をイ メー ジで表現す るた めの様 々 な可能性 を知

る、 それ と並 んで,子 供 たち は他 者 のイ メー ジ的表現 を理解 し,イ メー ジ的 作品 を楽 しむ

こ とを学 ぶ.

これ は,子 供 た ちが彼 らの考 え,感 情,観 察,経 験 に,個 人的 な方法 でイ メー ジ的作 品

へ の形 の付 与 を学 ぶ こ とを意 味す る、 これ は 主に具体 的テー マ に よって起 こる.自 らの認

識 と想像 か ら,子 供 た ちはテー マ にっい ての概 念 を作 り,作 業 を行い なが ら,こ の概念 を

絵 画や 作品 といった 目に見 え るもの とす る技能 を発展 させ る。

絵画 と工 作で は,子 供 た ちは 日常的周 囲 にお ける画像 の機 能 と意味 を認識 し,そ の価値

を評価 す る こ とも学ぶ。子供 た ちは適切 な観 察,お よび作 り上 げ られた 周 囲,イ ンテ リア,

モー ドや衣 服,日 用 品,絵 画芸術 といったイ メー ジ作 品や 今 日的イ メー ジ文化 に 由来す る

要素 へ の反 応 に よって これ を学ぶ 。これ は同時 に,子 供た ちが,人 々が 自己 を表現 す る様 々

な方法 に敬 意 を払 うこ とを学ぶ こ とを内容 とす る.、

絵 画 と工作 の教育 は子供 た ちに,彼 らの文 化 的遺産へ の最 初の 方向付 け を提供 す る、 こ
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の方向付 けにお いて,こ の遺産 がオ ラ ンダ社会 で 出会 う文化 集 団を反 映 した もの で ある と

の配慮 が な され る。

イ メー ジ的作 品を 自ら作 り,周 囲のイ メー ジ的製 品 を よく眺 め る とい うこ とは相 互 に影

響 し合 う。 内容 と作業 方法 に関 しては,手 作業 は技術 と関係す る。イ メー ジ的作 品 の設 計

では技 術的 理解 が応 用 され うる。

中核 目標

A設 計 領 域(Domeinvormgeven:・ 雁 グ・加∂功4θ5ゆ)

1生 徒 は 作 品 を 作 る こ とが で き る:

一適 切 な 観 察 を基 礎 に;

一記 憶
,想 像 あ るい は認 知 か ら,テ ー マ の 内的 概 念 を 基 礎 に;

一 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 的 機 能 や 利 用機 能 に よ っ て(例 え ば ,お も ち ゃ,ポ ス ター,マ

ス ク).

2生 徒 は 色,形,ス ペ ー ス,テ クス チ ュ ア,構 成 とい っ た イ メー ジ 的 側 面 を 目的 に 向

か っ て 作 品 の 中 で 利 用す る こ とが で き る.

3生 徒 は 材 料 のイ メー ジ 的 可 能 性 を調 査 し,こ れ ら を 自身 の 作 業 の 中 で 応 用 す る、 こ

の と き,生 徒 は 安 全 な 方 法 で 道 具 を使 用す る。

B考 察 領 域(Domeinbeschouwen:ρ 〃8.面 翻 刀oo刀訂ゴθr)

4生 徒 は 自身 の 作 品 を,出 され た 課 題,お よ び他 者 に よ る この 課 題 の 達 成 と比 較 で き

る 、

5生 徒 は 画 像 的 作 品 を記 述 す る こ と が で き,次 の 側 面 とそ の 関 連 を 基 に 比 較 で き る:

一意 味(そ れ は 何 か?何 を 意 図 して い るか?);

一 設 計(ど の よ うな イ メー ジ的 側 面 が そ の 設 計 を決 定 して い る か?);

一材 料(ど の よ うな 材 料 が 使 用 され て い る か?);

一技 術(ど の よ うな 技 術 的 原 理 が 利 用 され て い るか?);

一場 所 と時 間(ど こ で ,ま た,い つ そ れ が 作 られ た か?)。

6生 徒 は,人 々 が イ メー ジ 的 製 品(宣 伝,メ デ ィ ア,衣 服,芸 術)に よっ て 様 々 な意

見 とア イ デ ア を 明 らか に し,こ れ らの ア イ デ ア が 人 格,文 化,時 代 と結 び っ い た もの

で あ る こ とを 知 る=1

絵 画 と工作 にお け る実例

中核 目標1,2,3に お け る 展 望(p,80)

グル ー プ1-2は 水 族 館 を 作 る

子 供 た ち は輪 に な って 座 っ て い る.ユ フ ・イ ン ゲ(JufInge)は 水 中 め が ね を して,ま る

で 水 中 を泳 い で い るか の よ うに 装 っ て い る 、 彼 女 は 子 供 た ち に,水 中 で 何 を 見 て い るか を

話 す 、 長 く連 な っ て ゆ っ く り と行 っ た り来 た りす るっ るの よ うな 植 物,素 晴 ら し く彩 られ

た魚 た ち,平 らの も の や 長 い も の,厚 い も のや 丸 ぽ ち ゃ の もの,大 き な も のや 小 さな もの,

縞 模 様 や 斑 点 模 様 の 魚,そ して,あ らゆ る異 な っ た尾 鰭 を持 っ 魚 た ち 。
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この水 中旅行 の後,彼 女 は子供 た ちに大 き な水 族館 の絵 を見 せ る。彼 女 は,子 供 た ちが

水族館 と魚 に関 して何 を知 ってい るか尋 ね る。彼 女 は魚 の絵 のついた 地図 を持 ってい る。

ソフ ィ(Sofie)は 水 中めが ね をかけ,魚 の絵 を手 に取 り,そ こに何が あ るか クラス に話 して

も よい こ とにな る,イ ンゲ(lnge)が 魚 の色 と形,皮 膚 の模様 に関す る質 問を して,ソ フ ィ

を手助 けす る。縞 模様 が あ ります か,そ れ とも斑 点模様 です か?ソ フ ィの後,何 人か の子

供が水 中めが ねをか け,魚 を表現す る.イ ンゲは,ク ラス の皆 と一緒 に水族館 を作 るこ と

を話す,い ろい ろなグルー プに分 かれ て,子 供 た ちは作業 を始 める、

最年 長 の グル ープ は,ボ ー ル紙 の 上に尾 鰭 のない魚 体 を描 き,こ の形 を切 り取 り,そ れ

を細長 い ものや斑 点状 の吸 い取 り紙 の紙 片 と一緒 に貼 り付 け,カ ラ フル な鰭 と尾 鰭 をそ こ

に付 け加 え る。 最年少 の幼児 の グルー プは,薄 い紙 の水草 を切 り,こ の植 物 を四枚 の強い

紙 の上 に貼 る。 これ らの紙 か ら後 に水族館 が作 られ る。

魚 のい る水 族館 は輪 の 中に置 かれ,そ れ ぞれ の魚 にペーパ ー ク リップ.が着 け られ た.磁 石

のつ いた釣 り竿 で,子 供 たちは魚 釣 りを して もよい。子供 た ちは一緒 に収 穫 につ いて話 し

合 う,魚 が どの よ うに飾 られ,尾 鰭 が どの よ うに作 られ てい るかにつ いて質 問が され る。

釣 り竿 は関心 が衰 え るまで何回 か手渡 され る.,

音楽

分野 の特徴 付 け(p.85)

子供 は,自 分 た ちの青 少年文 化か らの音楽,非 西洋 的文化 か らの音 楽,古 い,あ るいは

今 日の 音楽,く っ ろ ぎの音 楽 な ど,多 くの音楽 が響 く社 会の 中で育つ 、音楽 は この とき,

子供 に何 か を行 う。 子供 は あ る雰 囲気 に至 り,そ こで 体 を動 か し,そ れ を楽 しむ,.

子供 も音 楽 でイ可か を行 う.,彼 らは一生懸命 に歌 を唄 い,楽 器 を奏 で る。 子供た ちは,聴

くため に 自 らの 音楽 を選択 し,互 い に音 楽や アイ ドル,好 きなグルー プにつ いて話 し合 う。

小 学校 での音 楽 は,生 徒 がオ ラ ン ダの現在 の音 楽文化 に参加 で きる よ うにな るた めに,彼

らの持つ 音楽 的可能性 を発 見 し,十 分 な知識,理 解,技 能 を獲得す るこ とで さ らに発 展 さ

せ るこ とを 目指す、

中核 目標

C音 楽 製 作 領 域(Do田einmuziekmaken:ρ 〃、ξ・.ゴo〃8ノ刀加3設θ忽己/5/8)

7生 徒 は 自身 の 文 化 と他 の 文 化 か らの 歌 を グ ルー プ で 唄 う こ とが で き る。 生 徒 は こ の

と き,明 瞭 さ と演 奏 ス タイ ル に 注 意 す る。

8生 徒 は 簡 単 な 音 楽 を学 校 の 楽 器 で,記 譜 法 の 補 助 あ るい は 補 助 な しで 演 奏 す る こ と

が で き る。

9生 徒 は 音 楽 を 考 案 し,与 え られ た メ ロ デ ィー,リ ズ ム,物 語,調 子 で 実 践 す る こ と

が で き る、.

D音 楽 鑑 賞 ①omeinmuziekbeluisteren:朗 忌 ゴ。伽加 伽5∫。∂ノノ∫5紬)

10生 徒 は 音 楽 を聴 く際,次 の よ うな も の を 区別 し,指 摘 す る こ とが で き る:

一 音 響 の 特 徴(長 さ ,高 さ,音 色,強 さ);
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一 形 の 原 則(繰 り返 し ,コ ン トラ ス ト,バ リエ ー シ ョン)

一 意 味(調 子
,雰 囲 気)と 機 能

一 利 用 され る 楽 器 と音 声 の 種 類

H生 徒 は 聴 きな が ら次 の こ とが で き る:

一 地 理 的 ・文 化 的 出 自 に 従 っ て音 楽 を 分 類 で き る;

一 音 楽 の 音 響
,形,意 味 を 動 き と と もに 表 現 で き る;

一 歌 ,あ るい は 曲の 進 行 を楽 譜 や 他 の 画 像 的 表 記 法 の 助 け を借 りて 読 む こ とが で き る 。

音楽における実例

中核 目標10に お け る展 望(p.84)

子供 た ちは 遊 技 室 の 地 面 に座 っ て い る 。 先 生 が 持 って き た 箱 に は い ろ ん な もの が 入 っ て

い る.し か し,そ れ らは ま だ 箱 か ら出 され て い な い 。 先 生 は お 話 を始 め る.

こ こか ら離 ノzた カLの ど こか にス 形 作 クの職 ス が 庄'ん でゆ、ま ナ。 この藏 ス ぽ 晋=,遭のノし

形7≠ 作 〃ま ぜ ん。 彼 ぽ あ ま クに も壬 手 な た め,ス 形 に本 勿 の.耳 ま本 当 〆こ動 か す こ とが

で き る.耀 ま手 を 与 え ま す。 ス 燭 の よ ラな らの でぽ あ クま ぜん・が㌧ 〆ま、とん 、ど本 吻 で ナ。

入 形 んオ,あ な たrが∫疹をらの た め 〆ご淳 芽さを、奏=で る;と動 き ま す。

話 して い る 問,先 生 は 箱 か ら金 槌,の み,布 片 とい っ た 道 具 を取 り 出 しま す 。 お 話 の 最

後 に,き れ い な 人 形 が 登 場 し ます,1お 話 は さ らに 続 き ま す 。

カLの 一ニス の 子 群 が そ の ス 形 た ち〆こぎ で ら好 奇 必 を持 ちま ナ。 彼 らぱ あ る礎,ス 形 職

入 の 家 へ忍 び 寄 ク,カ ー テ ン の 開1つ1る ま こ ろか ら朔 き必 み,塗 部 の.入形 が 床 のま

で物 彦 一一つ.立 で ず 〆こ座 っ で`、る1の をノiぎま プー。 ちよ う・どあ な た ノを ちま/胃70・丈ラ〆こ。 ス 形

た ちは 皆,ス 形藏 ス を児 っ め で ρ ま ナ。 ス 形 厩ス なス 形 た ち ま訓 擬 を始 め ま ナ。 彼 が

こ の 淳6木 琴 ノ を爾 か ぜ る と,塗 部 の ピ左 ノ 手が ゆ っ ぐ ク、と持 ち..ムが 〃 ま ナ。 一緒 に!

ス 形 が 再 び何 じ彦 を砂 ぐ ま,塗 での 手が 再 び 万ろ さノぽ す!そ ラ,壬 手 ぐ行 っ つ 、ま

す,と 入 形 催'入 ぽ 考 え ま す。 彼 んオら ラ ー方 の 手 の た め に,別 の 彦 脅 を選 択 しま ナ。

r・ ρ ρ θ ρノ こノ乙ら一左手 ぐデテっ で〃、ま ヲ」!

先 生 は 二 っ の 異 な っ た 木 琴 で 「演 奏 」 を 開 始 しま す 。 間 に 休 み を 入 れ た り,同 時 に した

り,速 く,ゆ っ く り と.退 屈 す る の で,長 す ぎ な い よ うに します.彼 女 は,人 形 職 人 が 人

形 を 歩 かせ る こ と もで き た と話 し ます 。 も ち ろ ん,人 形 な の で ふ らふ ら歩 き ま す 。 彼 らは

「鍵 が か か っ て い る 」 の で,小 さ な歩 幅 で す.そ う して,そ こ に手 打 ち太 鼓 が 来 ます.太

鼓 と木 琴 の 交 代 が 上 手 く行 く と人 形 た ちは 頭 を素 早 く前 後 に揺 らす こ とも 学 ぶ こ とが で き

ます(ハ ン ドベ ル,タ ンバ リン).そ して,ト ライ ア ン グ ル で 皆 が座 りま す!

演技 と言語使用 の推進

分 野 の 特 徴 付 け(p.89)

「演 技 と言 語 使 用 の推 進 」 分 野 で は,声,言 語,態 度,動 き,身 振 り と い っ た 表 現 力 と

コ ミュ ニ ケー シ ョン能 力 を学 び,応 用 す る こ と に 関 連 す る も の で あ る.演 技 で は,生 徒 は
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感情,考 え,出 来事,人 物 を表 現 し,役 割 の演 じ手 と しての技能 を習得す る,生 徒 は この

とき,自 身 の演技 と他者 のそれ を評価 す る こ とを学 ぶ。

中核 目標

E演 技 技 能 の 領 域(Domeinspelvaardigheid:印 島 ゴo伽 η 酌θ∂ん〃∫乙ドω ρノ∂の

12生 徒 は:

一役 割 ,状 況,物 語 の 要 素 に つ い て0)情 報 を基 に,演 技 を 即 興 で 演 じ る こ とが で き る;

一 演 技 に お い て
,声,言 語,態 度,動 き,身 振 りを意 識 的 に利 用 す る こ とが で き る;

一 彼 らの 役
,演 じ られ る状 況,其 演 者,演 技 場,観 客 に 向 け て 注 意 を 維 持 す る こ とが

で き る;

一 何 か を 演 奏 す る こ とが で き る;

一 舞 台 装 置 ,小 道 具,衣 装,メ ー キ ャ ップ を利 用 す る こ とが で き る。

F考 察 領 域(Domeinbeschouwen:θ 〃8.40〃 ∂掬ooη3躍 θ1う

13生 徒 は:

一 演 技 と 日常 の 現 実 と を 関係 づ け る こ とが で き る;

一 自身 の 演 技 と他 者 の そ れ を 関 係 づ け る こ とが で き る ,

運 重力(P.91)

分野 の特 徴付 け

「運 動 」分野 は,生 徒 が 自身 の文 化 とい くつか の異 文化 にお け る運動 の意味 と認 知 につ

い て知 る,表 現活 動 に関係す る もので あ る、しば しば,そ れ は ダンス に関す る もので あ る、

この活動 は,経 験,認 知,考 え,感 情,状 況,出 来事 を表 現 し,形 を与 える生徒 の動機 付

けに貢献す る,一 人で,あ るい は他 者 と共 同で,生 徒は動 きに内容,表 現力,文 脈 を与え

る時間,力,空 間 とい った要 素 を利 用す る、 これ と並ん で,生 徒 は動 きの表 現力 を支 え,

強化 す る音楽,補 助道 具,も の を利 用す る。

中 核 目 標

G運 動 技 能 領 域(Domeirlbewegingsvaardigheid:ρ 娼40〃 ∂初 オ加 ∂ん〃 π 戸o脚1・ θ)

14生 徒 は:

一 様 々 な 文 化 か ら の 限 ら れ た レ パ ー ト リ ー の 遊 び の 歌 と 民 族 舞 踊
,現 代 ダ ン ス を 実 践

す る こ と が で き る;

一 経 験
,感 情,状 況,出 来 事 を 互 い に 運 動 と ダ ン ス の 中 で 再 現 す る こ と が で き る.

H考 察 領 域(Domeinbeschouwenl朗 思 齢 ∂∫刀oo刀5〃 ρの

15生 徒 は 踊 る 方 法 に っ い て 話 す こ と が で き る 。
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第 皿部 「理科 にお け る児童 ・生徒の理解度やつ まず きの実態等

を把握す る研 究」 に関す る資料

皿一1わ が 国 の 小 ・中学校 の理 科 の 内容 に対す る理 解 度や つ まず き の実 態

第1部 にお いて,小 ・中学校 にお け るア ンケー ト調 査の主 な結果 にっ いて述べ てい るた

め,こ こでは 平成14年 度成果 報告書 に掲載 しな かった新 教育課程 の も とでの平成15年 度

末実施 の小 学校 の調査 お よび平成14年 度末 実施 の中学校 の調査 につ いて詳 しく紹 介す る。

皿一1-1わ が国 の小 学 生の理科 の 内容 に対す る理解度 や つまず きの実態

1.調 査 の 目的

平成14年 度か ら実施 された新 しい学習指 導要領 の も とでの理科 カ リキュ ラム の改善や

理科 の よ りよい指導 法 に役 立て る こ とを 目的に,「 児童 の理解 の困難 な 内容 」 「先 生の教 え

に くい 内容 」 「工夫 した指導 法」 な どについて調 べた。

2.調 査 の 実 施

調 査 は,平 成16年3月11日 か ら平 成16年4月10日 の1か 月 間 に行 った.無 作 為 に抽

出 した 全 国 の 小 学 校500校 の 理 科 主 任 ま た は 教 師 を 調 査 対 象 に した 、 回 収 率 は48%(239

校)で あ っ た 。

3.調 査 の主 な結 果

(1)調 査 対象者 が大 学等 で専攻 した主 た る分野

調査 対象者 が大学 等 で専攻 した 主た る分 野 は,次 の とお りであ る.

割 合

教育学

19.7

理科教育

25.9

理科以外 の教

科教育

36.4

自然科学

9.6

そ の他

(心理 学など)

7.1

理科 主任 に回答 をお願 い したた め,大 学 等で理 科教 育 あるいは 自然 科学 を専攻 した 回答

者 が35.5%と,小 学校教 員全体 に 占める理 科専攻 の割合 よ りも多 くな った もの と思 われ る、

(2)小 学校 理科 の 内容 に関す る主 な結 果

その結 果,表1に 示す よ うに,児 童 の理解 が困難 な 内容 は,「 月や 星 の特 徴や動 き」 「物

の運動 」「天気 の変化」 「電流 の働 き」 「土地 のつ く りと変化」 であ った.こ れ らの うち,B

領 域 を除 くC領 域 の 「月や星 の特徴 や動 き」「天 気の変化 」「土地 の つ く りと変 化」は20%

以 上の 教師が 児童 の理 解 が困難 な 内容 としてあ げてい る。
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表1小 学校 教師 の指導 の難 易、小学 生の理解 の 難易の割合(%)

第
3

学

年

第
4

学

年

第
5

学
年

第
6

学
年

A.生 物 とそ の 環 境

B.物 質 とエ ネ ル ギー

C.地 球 と宇 宙

A.生 物 とそ の 環 境

B.物 質 とエ ネ ル ギ ー

C.地 球 と宇 宙

A.生 物 とそ の環 塊

B.物 質 とエ ネ ル ギー

C.地 球 と宇 宙

A.生 物 とそ の 環 境

B.物 質 とエ ネ ル ギ ー

C.地 球 と宇 宙

(1)

(1)

(z)

(3)

(i)

(1)

(1)

(2)

(3)

(1)

(2)

(1)

(2)

(1)

(2)

(3)

(1)

(2)

(1)

(2)

(1)

(2)

(3)

(1)

羅 や のつ く りと

光の進み方 と性質

電気の回路

磁石の性質

日陰 と 日な た

動物の活動や植物の成長

空気 と水の性質

金 属,水,空 気 の性 質

電気の働 き

月や星の特徴や動き

温.度と水 の 変化

植物の発芽

動物の発生と成長

物の溶け方

てこの働き

物の運動

天気の変化

流水の働 き

動物の体のつ くりと働き

生物 と環境

水溶液の性質

燃焼の しくみ

電流の働き

±地のつくりと変化

教師の指導の難易

智 融 蓼

綬 蒙 製1
つ ロ が つ

た 中 た

60

63

66

82

65

42

81

71

64

7

71

68

36

78

77

59

31

35

47

34

77

80

58

17

31

33

25

13

28

44

17

26

32

48

26

zs

54

20

21

32

48

48

47

54

17

17

36

46

6

3

7

3

5

13

1

z

3

44

2

3

9

1

1

8

21

17

5

11

5

3

6

37

児童の理解の難易

児 児 児

蕪ll蕪ロ が 口 が 口 が

容 中 困

69

55

47

69

64

58

67

53

41

14

58

61

46

63

56

47

33

47

49

53

52

70

39

z$

27

41

42

26

32

38

29

41

49

56

36

37

50

33

38

42

51

46

49

43

38

28

50

58

2

z

9

3

z

3

3

5

8

29

5

1

3

3

5

10

15

6

z

4

9

z

10

13

4ア ン ケ ー ト用 紙

次 ペ ー ジ か ら調 査 に 用 い た ア ン ケー ト用 紙(4頁)を 掲 載 す る。
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平成16年3月8日

学 校 長 殿

国立教育政策研究所

教育課程研究センター基礎研究部内

「理科内容配列総合」研究プロジェク ト

研究代表者 猿 田 祐嗣

「小学校理科の指導内容 に関す るア ンケー ト」のお願 い

先生方 には,小 学校 にお ける教 育活 動 のた め,日 々 ご尽力 な さって お られ る こ とに敬 意 を表 し

ます 、

さて,私 どもで は,平 成15～]6年 度文部 科学 省科 学研 究 費特 定領 域研 究 「理 科教 育の 内容 とそ

の配列 に 関す る総 合的研 究 」(研 究代 表者 ・猿 田祐嗣)に お き ま して,今 後 の理 科 教育 を充 実 させ

るた めに,教 育課 程 にお ける理 科 の 指導 内容 とそ の配 列 にっ いて 基礎 的 ・実証 的 なデー タを収集

して まい りま した,そ の研 究成 果 は,研 究 母体 で あ る特定 領 域 『新世 紀型 理数 科 系教育 の展 開研

究』 のホ ー ムベ ー ジ(http=//risuka.ei.tohoku.ac.jp/rsroot/mmedlt.html)に 紹 介 され てお り

ます が,中 学 校 の理科 主 任 に実施 した ア ンケー ト調 査 の結 果か ら,中 学校 の理科 にお い て,学 習

指導 要領 改訂 後 もあいか わ らず,「 電流 」 「カ 」 「天体 」の分 野 で 中学生 の理解 が 困難 で あ る こ とが

明 らか とな ってお ります(別 添資料 を参 照 くだ さい).

この たび,本 研 究プ ロジ ェ ク トの一 環 と して,小 学 校の理 科 の先 生 を対象 と したア ン ケー ト調

査 を企画 い た しま した,学 習指 導 要領 改訂後 の 小学 校理 科 の指 導 内容 に関 して,指 導の し易 さや

児童 の理 解 し易 さ をお 尋 ね し,そ の分 析結 果 を も とに今 後 の教 育課 程 にお け る理 科 の指 導 内容や

そ の配列 につい て提 言 しよ うとす る もの です.,

つ き ま して は,年 度末 の ご多忙 の ところ を恐縮 です が,趣 旨 を ご理解 いただ き,学 校 全 体 にっ

いて,理 科 主任 の先 生 に ご回答 くだ さいます よ う,お 願 いい た します 、理 科主任 の先生 がい らっ

しゃ らな い場合 は,理 科 に詳 しい先 生 あ るいは教務 主任 の先生 に ご回 答い ただ けれ ば幸 い です.

ご回 答 いた だ いた この調 査票 は,そ のま ま同封 の返 信用 封筒 に入 れ て,下 記 宛 て,4,月10日 頃

まで に,ご 返 送 くだ さい。 なお,回 答結 果は 統計 処理 します の で,個 人 の回答 を 取 り上 げて公 表

す る こ とは あ りませ ん。 この調 査 に関 して の ご質問 が あ りました ら,下 記 にお願 い いた します。

問い合せ先 〒153-8681東 京 都 目 黒 区 下 目黒6-5-22

国 立 教 育 政 策 研 究 所 教 育 課 程 研 究 セ ン タ ー 基 礎 研 究 部

総 括 研 究 官 猿 田 祐 嗣

TEtO3-5721-5078,FaxO3-3714-7073,E-mailsaruta@nier.go.jp

回答 され る方 ご自身について,お 尋ね します.該 当する番号を○で囲んで くだ さい。

(1)あ なた のお 立場 は,次 の どれ です か。

1.学 校 長2,教 頭3.教 務 主任4.主 幹

6.そ の他()

5。 理 科主任
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(2)性 別

(3)年 齢

1.男 性2.女 性

120代2.30代3。40代4.50代5。60代 以 上

(4)こ れ までの教職 経 験 年数

1.5年 未 満

4.20年 以 上30年 未満

2.5年 以 上10年 未 満

5.30年 以上

3.10年 以 上20年 未満

(5)大 学等で専攻 した主たる分野(1つ だけ)

1.教 育学2.理 科教育3.理 科以外 の教科教育

4.自 然科学5。 その他()

【学校 での理科 の指導 について,お 尋ね します。該 当す る番号を○で囲んでくだ さレ㌔i

(6)あ なたの学校では,理 科で発展的な学習(学 習指導要領 に示す 内容の理解 をより深める学習

を行った り,さ らに進んだ内容 にっいて学習を行 った りす るな どの学習)を 行 っていますか。

1.全 学年で行 っている

2.あ る学年で行っている(具 体的な学年)

3.行 っていない4.そ の他()

(7)あ なたの学校では,理 科で補充的な学習(学 習指導要領 に示す基礎的 ・基本的な 内容 の確

実な定着を図 るために行 う学習指導)を 行っていますか。

1.全 学年で行 ってい る

2.あ る学年で行っている(具 体的な学年)

3.行 っていない4.そ の他()

(8)あ なた の学 校 では,理 科 でT・T(テ ィー ム ・テ ィーチ ング)を 実施 してい ます か、

1.実 施 して い る2.実 施 して いな い

(9)(8)で 「1.実 施 している」と回答 され た方のみにお尋ね します,、どの学年で実施 してい

ますか、

1.ど の学年で も行っている

2.特 定の学年においてのみ行 っている(具 体的な学年)

3.そ の他()

(10)あ なたの学校では,理 科は専科の先生が指導 していますか.

1.専 科の教師が指導 してい る(具 体的な学年 )

2.学 級担任の教師が指導 している
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(11)次 に学習指導要領に示 されている小学校理科 の内容項 目をあげています。各項 目について

それぞれの質問にお答 えください,

内 容 項 目

第
3
学
年

第
4
学
年

第
5
学
年

第
6
学
年

A.生 物 とそ の環境

B.物 質 とエネルギー

C.地 球 と宇 宙

A.生 物 とその環境

B.物 質 と エ ネ ル ギ ー

C.地 球 と宇 宙

A.生 物 とそ の環境

B.物 質 と エ ネ ル ギ ー

C.地 球 と宇宙

A.生 物 とその環境

B.物 質 とエネル ギー

C.地 球 と宇宙

(i)

(1)

(2)

(3)

(1)

(1)

(1)

(2)

(3)

(!)

(2)

(i)

(2)

(1)

(2)

(3)

(1)

(2)

(1)

(2)

(1)

(z)

(3)

(1)

昆虫や植物のつ くりと種類

光の進み方 と性質

電気の回路

磁石の性質

日陰 と 日なた

動物の活動や植物の成長

空気 と水の性質

金属,水,空 気 の性質

電気の働き

月や星の特徴や動き

温度と水の変化

植物の発芽

動物の発生 と成長

物の溶け方

て この働 き

物の運動

天気の変化

流水の働き

動物 の体 のつ くりと働 き

生物 と環境

水溶液の性質

燃焼のしくみ

電流の働き

土地 のっ くりと変化

教師が,

教え易い項目に ○

教 え難し頓 目にx

そ の 中 間 に △

をつけて ください。

児童の理解が,

容易な項目に ○

困難な項目に ×

そ の 中 間 に △

をっけてください、
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現行 の小学校理科の教育課程の理科の内容について、削除 されたこ とによって、あるいは

配列の順序 が変わったことによって、児童の理解が困難 になった り、教 えに くくなった り

した ところはあ りませんか。また、それ らを改善す るご提案や ご意見があれ ば下に記述 し

てください。

お忙 しい 中 ご回答 いただ き,誠 に あ りが と うご ざい ま した。
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III-1-2わ が国の 中学 生 の理 科 の 内容 に対す る理解 度や っ まず きの実態

1.調 査 の 目的

平成14年 度 か ら実施 され た新 しい学習指 導要 領 の も とでの理科 カ リキ ュラム の改善や

理科 の よ りよい指 導法 に役 立て る こ とを 目的 に,「 生徒 の理解 の困難 な 内容 」 「先 生の教 え

に くい 内容 」 「工夫 した指 導法 」「生徒実験,演 示実験,野 外 学習 」な どにっ いて 調べた。

また,1日 学習指 導要領 の もとで 平成12年 度末 に実施 した同様 の調査 との比 較 を行 うこ

とを 目的 と した。

2.調 査 の 実 施

調 査 は,平 成15年3.月15日 か ら平 成15年4月15日 の1か 月 間 に 行 っ た 。 無 作 為 に 抽

出 した 全 国 の 中学 校500校 の 理 科 主 任 ま た は これ に 代 わ る方 を 調 査 対 象 に した 。 回収 率 は

50%(250校)で あ っ た 。

3.調 査 の主 な結 果

表2に 示す よ うに,平 成12年 度 末 の前 回調査 に比 べ て今 回 は,生 徒 の理解 が比 較 的困

難 な内容(30%以 上 の教師が 回答)と して あが った項 目数 が8項 目か ら3項 目に減 った。

今 回 も30%を 超 え る教 師 か ら生 徒 の理解 が 困難 で あ る と回答 が あった の は,「 力 と圧 力 」

「電 流」 「天 体の動 き と地 球 の 自転 ・公転」 の3項 目であ り,前 回 も30%を 超 え る教 師か

ら回答が あ った内容 で ある。 なお,前 回の調査 で比 較的理 解 が困難 で ある とされ た 「熱 と

温 度」 「電気 分解 とイ オ ン」 「仕事 とエ ネル ギー」 は 中学 校か ら高等学 校へ移 行 してい る。
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表2中 学校 理科教 師 の指 導の難 易 、中学生の 理解 の難易の判 合(%)

身近な物理現
象

身 の回 りの物

質

電 流 とその利

用

化学変 化 と原

子、分 子

運動の規則性

物質と化学反
応の利用

科学技術と入
間

植 物 の 生活 と

種 類

大地 の変化

動物の生活と
種類

天 気 とそ の 変

化

生物 の細 胞 と

生殖

地球と宇宙

自然と人間

ア

イ

ア

イ

ア

イ

ア

イ

ア

ア

ア

イ

ア

イ

ウ

ア

.イ

ア

イ

ア

イ

ア

イ

ア

イ

ア

イ

光 と音

力 と圧力

物質 のす が た

水溶液

電流

電流の利用

物 質の成 り立ち

化学変化と物質の質量

運動の規則性

物質と化学反応の利用

エ ネルギー資源

科学技術と人間

生物の観察

植物 の体 のつ く りと働 き

植物の仲間

地層 と過 去の様 子

火 山 と地震

動物 の体のつ くりと働 き

動物の仲間

気象観測

天気の変化

生物 と細胞

生物の殖え方

天 体 の動 き と地 球 の 自転 ・

公転

太陽系 と惑星

自然 と環 境

自然 と人間

教師の指導の難易

警

鍵口な

た

49

26

67

63

55

34

55

57

47

46

41

36

76

74

63

36

51

65

66

45

44

74

47

28

51

49

43

男奪

弩
36

40

29

27

33

48

36

31

40

40

40

42

zi

24

32

47

41

zs

24

40

44

19

42

45

38

41

43

教

乙
餓
謄

た

14

32

2

7

8

13

4

7

8

9

13

15

z

1

4

15

4

2

5

10

6

z

6

zz

5

4

7

生徒の理解の難易

生

蕪
陰

29

70

59

49

12

11

33

27

27

29

54

50

83

74

66

29

34

62

74

39

27

75

42

16

46

55

51

遷

嚥
47

46

35

42

45

57

50

49

52

57

37

39

15

23

zs

63

55

31

20

48

55

18

45

42

39

37

41

生

ll
噛

22

42

4

6

38

26

11

19

15

7

z

3

0

1

3

5

6

z

1

7

12

0

6

37

S

1

1

な 生持 夫

項 徒つ し

目の

1霧
13

9

5

7

15

6

7

8

5

6

3

2

7

4

z

6

7

4

3

6

6

3

3

17

5

z

z

4ア ン ケ ー ト用 紙

次 ペ ー ジ か ら調 査 に 用 い た ア ン ケ ー ト用 紙(3頁)を 掲 載 す る,
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学校名 氏名

(1)あ なた の最 も得意 な理科 の領域 は次 のどれですか。

1.物 理領域2,化 学領域3.生 物領 域4.地 学領域

5.そ の他()

(2)理 科 の時間に生徒 実験 を どの程度行 います か。

1.ほ とん ど毎時間2.1週 間に1回 程度3.

4.1ヶ 月 に1回 程度5.1学 期 に1～2回 程度6.

(3)理 科 の時間に演示実験 をどの程 度行 いますか、

1.ほ とん ど毎時間2.1週 間に1回 程度3.

4.1ヶ.月 に1回 程度5.1学 期 に1～2回 程度6.

2週 間に1回 程度

それ以外

2週 間に1回 程度

それ以外

(4)次 に学習指導要領に示されている中学校理科の内容項目をあげています。各項 目について

それぞれの質問にお答えくだ さい。

第… 分野

身近な物理現象

身の回りの物質

電流とその利用

化学変化と原子、

分子

運動の規則性

物質 と化 学反応

の利用

科学技術と人間

ア

イ

ア

イ

ア

イ

ア

イ

ア

ア

ア

イ

光と音

力と圧力

物質のすがた

水溶液

電流

電流の利用

物質の成 り立ち

化学変化 と物質の質量

運動の規則性

物質と化学反応の利用

エ ネ ルギ ー 資 源

科学技術と人間

教 え や す か っ た 項

目に○ を、 教 え に く

か っ た項 目に × を、

中 間 に △ を っ け て

くだ さい

生 徒 の 理 解 が 容 易

な項 目に ○ を 、困 難

な項 目に ×を 、 中間

に △ を つ け て く だ

さい

生 徒の理解 が困難

な項 目で特別 に工

夫 した指導 法 をお

持 ちの場合 はCを

つけてください
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第二分野

植物の生活 と種

類

大地の変化

動物の生活 と種

類

天気 とその変化

生物の細胞 と生

殖

地球 と宇宙

自然と人間

ア

イ

ウ

ア

イ

ア

イ

ア

イ

ア

イ

ア

イ

ア

イ

生物の観察

植物の体のつくりと働き

植物の仲間

地層と過去の様子

火山と地震

動 物 の体 の っ く り と働 き

動物の仲間

気象観測

天気の変化

生物 と細胞

生物の殖え方

天体の動きと地球の自転 ・公転

太陽系 と惑星

自然と環境

自然と人間

教 え や す か っ た 項

目 に ○ を 、 教 え に

く か っ た 項 目に ×

を 、 中 間 に △ をつ

け て くだ さい

生 徒 の 理 解 が 容 易

な 項 目に ○ を 、 困

難 な 項 目 に × を 、

中 間 に △ を つ け て

くだ さい

生徒の理解が困難

な項目で特別に工

夫 した指導法をお

持 ちの場合は○を

つけてください

(5)理 科の時 間に野外学習 を どの程度行 います か。

1.1ヶ 月に1回 程 度2.1学 期 に ユ～2回 程度3.1年 に1～2回 程度

4.そ の他

(6)発 展的 な学習(学 習指 導要領 に示す 内容 の理解 をよ り深 める学習 を行 った り,さ らに進 ん

だ内容 にっいて学習 を行 った りす るな どの学習)を どの程度行 っていますか。

1.ど の単元で も行 ってい る2.1学 期 に1～2回 程度3.1年 に1～2回 程度

4.時 間の余裕 がで きた ときにのみ5.行 って いない6.そ の他

(7)補 充的 な学習 〈学習指 導要領 に示す基礎 的 ・基本的 な内容 の確実な定着 を図るた めに行 う

学習指導〉 を どの程度行 っています か.
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1.ど の単元 で も行 っている2。1学 期に ユ～2回 程度3.ユ 年 に1～2回 程度

4.時 間の余裕が できた ときにのみ5.行 ってい ない6.そ の他

(8)理 科でT・T(テ ィー ム ・テ ィーチ ング)を どの程度実施 して いますか。

1.年 間 を通 して2.指 導が困難な単元のみ3.理 科教員の授業時間 に余裕 がある とき

4、 加配が付 いた ときのみ5,行 っていない6・ その他

(9)選 択教科理科 を実施 してい ますか。

1.実 施 して いない2.高 校入試 を意識 した問題 練習 を中心 に行 ってい る3,教 師 の指

導 で教科 書には ない 内容 ・テ ーマで指導 してい る4.生 徒中心の課題研究や 自由研 究 を行

って いる5.毎 回テーマ を決 めて観察 実験な どを行 ってい る6.補 充的な学習 を 中心

に行 って い る7.そ の他

現行 の 中学校理科 の教育課程 の内容につい て、削 除 された こ とに よって、あ るい は配

列 の順序 が変 わった こ とに よって、生徒 の理解 が困難 にな った り、教 えに くくなった

りした ところはあ りませ んか。また、それ らを改 善す るご提案や ご意 見が あれ ば次 に

記述 して くだ さい。
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皿一2理 科 の新 教 育 課 程 ・指 導 法等 に 関す る意 見 ・提 案 等

小学 校お よび 中学校 にお け る理科 のカ リキュ ラムや指 導法 の改 善に役 立て るこ とを 目的

として,平 成14年 度か ら施行 され た現行 の理 科 の教育課 程 の内容 につ いて,移 行 ・削除 さ

れ た ことに よ り,児 童 ・生徒 の理解 が困難 にな った り,指 導 しに くくなった りした ところ

はないか ど うか を学校 現場 の教員 の意見 か ら探 った。

具体 的 には,い くつ か の地 域 ご とに小 ・中学校 の教員 に研 究協 力者 としてお集 ま りいた

だき,理 科 カ リキ ュラム検討 委員 会 を組 織 し,小 学校 と中学校 の各部会 に分 かれ て,予 め

各人 が準備 した レポー トを も とに,意 見交換 を行 い,ま とめ てい く とい う方法 を とった。

研 究協力者 の所 属 ・氏名 は次 の通 りで あ る(敬 称 略,平 成16年3月31日 現在)。

小学校

鹿児島県総合教育センター

福岡県糟屋郡宇美町立桜原小学校

長崎大学教育学部附属小学校

鹿児島大学教育学部附属小学校

大分県臼杵市立市浜小学校

佐賀県神埼町立西郷小学校

尾場瀬優一

稲垣 浩俊

楠本 正信 、

平 千力 、

東 徹哉 「

馬原 俊 浩

中学校

鹿児島県総合教育センター

鹿児島市立伊敷中学校

鹿児島県笠沙町立笠沙中学校

琉球大学教育学部附属中学校

延岡市立熊野江中学校

宮崎大学教育文化学部附属中学校

芝原

河瀬

大迫

島村

里岡

隈元

睦 美

雅 之

俊 浩

一一司

亜 紀

修 一

次ペ ー ジか ら,小 学 校,中 学校 の順 に,理 科 の内容配列 を 考え る際 の視点 と提 案事項 に

関す る レポー トを掲載 す る.
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皿一2-1新 しい理 科学 習の 内容配列 につ いての提案

～新 しい学力観に立っ理科学習の現状と新たな方向性か ら～

九州各県の小学校教師グループ

鹿児島県総合教育センター

佐賀県神埼町立西郷小学校

鹿児島大学教育学部附属小学校

長崎大学教育学部附属小学校

大分県臼杵市立市浜小学校

福岡県糟屋郡宇美町立桜原小学校

尾場瀬優一

馬原 俊浩

平 千力

楠本 正信

東 徹哉

稲垣 浩俊

○ は じめに

平成元年 に出され た学習指導要領 では,新 しい学力観 とい う言葉が前面 に出され た。そ こ

では,知 識や技能 を重視す る学力観か ら,意 欲や思考力 を重視す る学力観へ転換が行 われた。

そ して,教 育観 の見直 しが行われた。

なぜ,意 欲重視 の学力観 に転換 され たか。それ は,と りもなお さず認知心理学の研究 によ

るところが大 きい。誤解 を怖 れつつ端的 に述べるな らば,「 学ぼ うとい う意欲 がなけれ ば何

もできない」 とい うことで ある。見 よ うとしなけれ ば,同 じ物 を見て も見えない し,考 えよ

うとしなければ考える こともできない、覚 えよ うとしなければ覚 えることもで きない,そ う

いった こ とであ る。

学習効果 を高めるためには(基 礎 ・基本の定着を図 るとす るな らば),意 欲 を形成す るこ

とが重要 であるとす る考 えであ る.そ こでは,学 習へ の動機付 けが問題 とされ,外 発 的動機

付 け とともに内発 的動機付 けの重要性 が叫ばれた、 また,子 どもは自 ら学ぶ存在で あるとい

う考 えに立 ち,子 どもの主体的な学びを尊重 し,学 び を支援す るよ うになった。

また,認 知心理学 の研究の成果に より,人 間は本来 自ら学ぶ存在で あるとい うこ とが明 ら

かになった。 さらには,状 況の中で こそ人は豊かに学ぶ とい うことも分かって きた,

認知 心理学の研 究成 果に よ り,「 人が本 来 もってい る学び を生 かそ う」 とい うこ とで,新

しい教育の在 り方 を訴 えてい るのである、

教育は,教 える側 に立っ 「教師」の視点か ら,学 ぶ側の 「子 ども」の視 点に転回 され,進

め られ るよ うになる.そ こでは,主 体的に学ぶ子 どもの学びを教師が支援す る とい う学習の

在 り方が大 きく打ち出 された、それ こそ,新 しい学力観 に立つ授業 の姿である.

また,平 成ll年 度の改訂 では,生 きるカの育成 とい う観点か ら,新 しい学力観 に立つ学

力 の育成 とい う観点 か ら,内 容 の大幅 な削減 を行い,問 題解決のた めの意欲 と能力の育成 を

行お うと考 えて改訂 が行 われた。また,子 どもの主体的 な学び とす るために,理 科の 目標 に

「見通 しをもって」,「目的意識 をもって」 とい う言葉 が付加 され た,

そ の結果,意 欲や能力が高まったか。

教育課程実施状況調査 において も,国 際的 な学力の調査 において も,ま す ます 「意欲」が

低下 してい るとい うデー タが出 され ている。

それ らの ことを踏 まえ,現 状 を しっか りと見つめっっ,理 科がね らっているこ とを見失わ
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ない ように しなが ら,理 科 の内容配列の在 り方にっいて検討 を加 えた。

ユ 平成元年度の改訂の概 要 ～育てるべ き資質 ・能力か ら内容 を検討す る～

平成元年度 の改訂では,自 ら学ぶ意欲 と社会の変化 に主体的に対応 できる能力を もち,心

豊か でた くま しく生 きる人 間の育成 を 目指 している。改訂 の基本方針 は次の4点 であ る。

(1)豊 かな心 をもち,た くま しく生 きる人間の育成

(2)自 ら学ぶ意欲 と社会の変化 に主体的に対応で きる能力 の育成

(3)基 礎的 ・基本的 内容の重視 と個性 を生かす教育の充実

(4)国 際理解 の増進 と我が国の文化 と伝統 を尊重す る態度の育成

理科の 目標 の改善は次の3点 であった。

○ 観 察 ・実験 ・飼 育 ・栽培な どの直接経験 を重視 し,そ れ らの活動を通 して 自然 に

親 しみ,自 然に接す る意欲や 心情 を高め るよ うにす る。

○ 理科学習の特質 が,自 然にかかわ る問題解決活動にあるこ とを考慮 し,問 題 の発

見か ら結論に至る一連の活動 を主体的に体験 し,問 題解決の能力 が身 に付け られ る

よ うにす る、,

0自 然 にかかわる基礎的 ・基本的な内容 の学習 を通 して,自 然事象 についての特性

や きま りを とらえ,自 然にっ いての科学 的な見方や 考え方 を育てるよ うにす る.,

特 に,平 成元年度は,問 題解決 の意欲や能力 の育成を強調 し,改 訂 を行 った.そ こでは,

児童 が学習を通 して,誤 りを含む 見方,考 え方か ら,よ り客観的で,科 学的な見方や考 え方

に変 えてい くよ うにす ることが,理 科の 目標で あるとい う考 え方に立 っている.

したが って,内 容の精選 に当た って も,育 て るべき科学的な見方や考 え方 の育成 を 目指 し

て構造化 している。

第3学 年

第4学 年

第5学 年

第6学 年

五感等 を通 して 自然の事物 ・現象 を外側 か ら観察 してその特性 をと

らえ,事 象の特性 についての見方,考 え方をもっ よ うにす る。

対 象のもつ特性や変化 は,対 象 に対 して外的な条件や 目に見 える条

件,目 に見 えない条件が関係 してい るとい う見方がま とまることを想

定 して内容 を配当す る。

物 の変化 は条件 と結果 との関係に よって引き起 こされ,全 体的に見

れ ば,条 件 を変化 させ る と,結 果 も変化 し,し か もその間には量的 な

関係があ るとい う見方 が作 られ ることを期待 して内容 を配当す る.

物の変化 にはその質的な変化を伴 うとい う見方が ま とまる ことを期

待 し,内 容 を配 当す る。

○ 関連性 のあるもの を可能 な限 り1か 所 にま とめ,集 中的 に内容 を扱 うよ うにす る。

0内 容 としては価値があるけれ どもやや扱 いにくい とか,理 解 が困難である とい うよ うな

内容や,内 容 の発展性等 が乏 しい ものを削除す る.

○ 生活科の新設 に伴い内容の再構成 を行 う,、

0日 常生活 との関連を重視す る、
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2平 成ll年 度の改訂 の概要 ～ 「見通 しをもって」 を 目標に加 える～

平成ll年 度の改訂 の基本方針 は次の4点 で ある、

(1)豊 かな人間性や社会性,国 際社会 に生きる 日本人 としての 自覚 を育成す る こと,1

(2)自 ら学び,自 ら考 える力 を育成す ること,

(3)ゆ とりあ る教育活 動を展開す る中で,基 礎 ・基本の確実 な定 着を図 り,個 性 を生

かす教 育を充実す ること。

(4)各 学校 が創意工夫 を生か し,特 色 ある教 育,特 色ある学校づ くりを進める こと。

なお,教 育課 程審議会において出された改善の基本方針 は次の とお りである。

・ 知的好奇心や探求心 をもって,自 然 に親 しみ,目 的意識 をもって観察,実 験 を行

うようにす る。
・ 科学的 に調べる能力や態度を育て るとともに,科 学的 な見方や考 え方を養 う.

・ 自然体験や 日常生活 との関連 を図 った学習 を一層重視す る.

・ 自然環境 と人間 との関わ りな どにっいての学習 を一層 重視す る、

・ 児童生徒が ゆと りをもって観察 ,実 験に取 り組 めるよ うにす る。

・ 問題解決 の能力や多 面的,総 合 的な見方 を培 う。

i

理科の改訂に当たっては,身 近 な 自然について,児 童が 自ら問題 を見いだ し,見 通 しをも

った観察,実 験 を通 して,問 題解決の能力を育て る とともに,学 習内容 を 日常生活 と一層関

連付 けて実感 を伴 った理解 を図 り,自 然を愛す る心情 と科学的な見方や考 え方を養 うこ とを

重視 し,次 の よ うな内容改善の視 点を明 らかに してい る。

○ 児 童が事 象を比べ た り,変 化 にかかわる要因を抽 出 した り,計 画的 に観察,実 験

を行 った り多面的に考察 した りす るな どの問題解決 の能 力を育成す ると ともに,も

のづ くりや 自然 災害な ど日常生活 と関係 の深い 内容な どを充実する

O児 童の興 味 ・関心 に基づいた学習 を一層充実 した り,地 域 の実態 に即 して,地 域

にあ る事物や 現象 を生か した指導がで きるよ うにす るため,特 に,高 学年 にお いて

課題選択 を導入す る。

そ して,次 の3点 か ら改 善 を行 った。

① 見通 しをもって観 察 実験,栽 培,飼 育 を行 うな ど,児 童 の 自然の事物 ・現象へ

の意図的な働 き掛 けを重視す る。

② 事象 を比べた り,変 化 と関係す る要因を抽 出 した り,計 画的に観察 実験 を行 っ

た り多面的に考察 した りす るな ど問題解決 の能力の育成 を重視する。

③ 日常生活 との関連 を一層 重視す ることに よって,児 童 が主体的な問題解決 の活動

を通 して事物 ・現象 の性 質や規貝1」性 を実感す る とともに,科 学的な見方や考 え方を

自ら構築で きる ようにす る.
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(1)各 学年の 目標 と育て る資 質 ・能力 と見方や考え方(○ は活動)

各学年で育てるべ き資質や見方や 考え方 を整理す る と下表 のよ うになる,、

学年

3年

4年

育 て る 資 質 育てる見方や考え方 キ ー ワ ー ド

○ 見いだ した問題 を興味 ・関心をもって追究す る活動

違 いに気付 く資質や能力

比較す る資質や能力

(一つ の視点 を設定 して二つ

の事象 を対比 す る操作 的能

力〉

・ 自然の事物 ・現象に見 られ

る共通性や相互のかかわ り,

物質の性 質や特徴,関 係な ど

に関す る見方や考 え方

・違 い に 気付 く

・比 較

・共 通性

・差 異性

○ 見いだ した問題 を興味 ・関心を もって追究す る活動

・ 事象 と要因を関係付 ける資

質や 能力
・ 要因を抽 出する資質や能力

(対象 を時 間 と空間 の中 に位

置付 け,そ の変化 を調 べ,

変化 す る もの と変化 させ る

もの とい う関係性 を抽 出す

る能力)

・ 動植物の成長や活動 と環境

を関係付 けた見方や考 え方。
・ 物 の性質や働 き,動 きや変

化に関す る見方や 考え方.

・要 因

・要 因抽 出

5年

6年

○ 見いだ した問題 を計画的に追究す る活動

要因 を制御す る資質や能力

観察や 実験 を計画的に実行

す る資質や能力

(制御 すべ き要 因 と制 御 しな

い要因 とを 区別 しなが ら計

画的 に観 察 ・実験 を行 う能

力)

・ 生命 の連続性 についての見

方や考え方

・ 自然の事物 ・現象 の変化の

規則性 にっいての見方や考 え

方

・計 画 的

・条件 制 御

・振 り返 り

・情 報活 用

○ 見いだした問題を多面的に追究する活動

生 きた問題解決 の能力

多面的な考察

(比 較,要 因抽 出,条 件制御

な どを問題解決 の一連 の過

程 に位置 付 け,結 論 を導 く

意図的 な働 きかけ,多 面的

な考察)

・ 生物の体の働 きや環境 との

関わ りについての見方や考 え

方

物の性質や働 きについての

見方や考 え方

士地のっ く りと変化のきま

りにつ いての見方や考 え方

・多面的な考察
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(2)「 見通 しを もって」の意味

「見通 しを もって」 とは,児 童が無 目的 に観察,実 験な どを行 うのではな く,問 題 に対 し

て予想や仮説,構 想 をもち,そ れ らの もとに観 察,実 験な どの方法を工夫 し,実 際 にそれ を

行 うことで あると,小 学校学習指 導要領解説理科編(平 成ll年5月)に は述べ られてい る。

その意味 は,次 のよ うに整理 されている。

C

O

③

児童が 自己の責任 において問題 を解決 してい く活動や場 を保障するこ とにな る。

予想や仮説,構 想 と,観 察,実 験 の結果の一致,不 一致が明確 になるこ とで ある。

自然 の性質や規貝1」性,真 理 な どの特性 に対す る考 え方の転換 である。

これ らの こ とを整 理 す る と,次 の よ うに ま とめ る こ とが で きる、

叉 「 涌 しを って の意 味 の 浩

○ 見通 しや 目的を持つ ことが,
自分 の考 え,
自分 の実験 ・ 観察

とい う視点か ら重要

は 　し ゆ ハ

※ 見通 しの範 疇
予想 ・ 仮説
解決方法結

果の見通 し な ど

① よ り主体的 に追求 で き る。

きま りの獲i
得 とい う視点
か ら

・ 一致 ・不一 致 が 明確 にな る。(見 通 し との整合 性)

② 自然の解 釈が より正 しく,的確 に行 える。

・ 自分 の行 為 を 見っ め 直 した り,
見 直 した りす る力 を獲 得 す る,

・ 自分 と比べて他者の考えや結果

を見直す ことになる、

・ 自然 を 見っ め直す こ とで ,自 然
へ の 畏敬 の念 が 育 っ。

・ 他 者 も 同価 値 で あ る こ とに気 付 き ,
認 め,受 け入 れ る こ とが で き る,

③ 自立や 自己責任の感 覚,社 会性を獲 得する。

・ 豊:か な人 間性 の 育成 にっ な が る .

人問性 の育
成 とい う視

自 ら学ぶ こ と

人 とのかかわ りで学ぶ
学ぶ姿の獲得
(教師が学びのモデ ル)

自ら考えるこ と

・ 事象の違 いに気付 く
・ 関係付け る

(事象問,既 有の意味の体系)

これまで述べて きた ことか ら考 えると,理 科で育てる 「生 きる力」 は何なのか を明 らかに

し,そ れ を確 かに身に付け させ るものであるか とい う観点か ら,内 容 の見直 しを図る必要が

ある と考 える。
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こひ なら

3新 しい学力観 に立っ学習の もた らした誤謬

現在,「 新 しい学力観 に立つ学習」 の問題点が数多 く指摘 されている、それ は,お おむね

基礎学力の低 下 とい うことを受けての指摘 である,果 た して,新 しい学力観 に立つ学習 は,

基礎学力の低 下を引 き起こす教育論であったのだ ろ うか。

この ことにっいての詳細はあ との項 に譲 る として,現 状 をま とめる と次の よ うになる。

【現在 の理科 学習が抱 える問題 点】

「新 しい学力観 に立っ理科学習」の真 の意 味を理解で きず,ま た,理 解で きて も,そ

れ を実現す ることがで きず,正 しく 「,新 しい学力観に立っ学習」が展開 され ていない。

① 「子 ども中心 の教育」 についての誤解

・ 教育活動 であるにもかかわ らず,教 師の思いや願 いよ り,子 どもの思いや願い

が重視 され,教 師が,明 確 な 目的 をもたな くなった。

個性 の重視 とい う考えが,教 育の結果責任 とい う感覚 を鈍 くし,個 に応 じるこ

との大切 さを認識 させ るまでには至 らなかった。

② 「子 どもの思いや願 いを生かす こ と」につ いての誤解

・ 分 かる授業 を構成 す るために
,意 欲 を喚起す るために子 どもの思いや願 い を生

かす はず だったのに,子 どもの興味 ・関心を大事 に し,一 部では,「 楽 し く取 り

組んでいるか」が評価の基準 なってい る.

③ 「子 どもの学びを支援す る」 とい うことにっ いての誤解

・ 豊 かに学ぼ うとす る子 どもの学びを推 し進 めるために 「支援」 とい う言葉が使

われ たのに,単 に黙 って見てい るだけの教師が増 えた。

④ 「意欲重視」についての誤解

・ 意欲 は,基 礎 ・基本の確実な定着を求 めて大事 に しよ うとしたのに,単 なる興

味関心 の レベルで とらえられて しまった。

⑤ 「分 かる授業」につ いての誤解

・ 基礎 ・基本の定着 に向け
,記 憶 の研究の成果か ら分か る授業が求 められ たのに,

学習 の定着 を図 るこ とが忘れ られた,1

⑥ 子 どもの思いや願 いを生か し,意 欲 を重視 した学習 の難 しさ

・ 子 どもの思いや願 いを生か して学習を構成 しよ うとす る と
,教 師 の意図 しない

方向に学習が展 開された り,教 師に とって,一 見都合 の悪い情報 を手 に入れ るこ

とにな り,学 習のまとめでは,子 どもの追究活動 とそ の結果を,意 味付 け,関 係

付 けることができず,か えって意欲 を奪 って しま う,

⑦ 見通 しをもった理科学習を形成す ることの難 しさ

・ 見通 しをもつためには
,考 えるための情報 を手に入れ ることが必要 にな る。そ

ういった ことを考 えることな く,従 来の学習活動 が展 開されているた めに,子 ど

もは,考 えることができず に困 っている。その結果,学 習意欲 を形成で きな くな

ってい る、
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4新 しい理科学習の内容配列 見直 しの方向

理科学 習の内容配列 見直 しのために,今,何 をなすべ きか考 えてみたい.,

大き くい うと,3つ の 方向性 があるように思われ る,,そ の一つ は,原 点 に返 り,理 科 の 目

標の見直 しか ら行 うとい う方法 である、理科 とは,何 を求めている教科 なのか とい う視点 で

ある。 そのためには,小 学校令 に 「理科」 が登場 した ときの教育大綱や,戦 後の教育改革 の

時の学習指導要領試案,さ らには,現 在 の学校教育法 の 目的の確認が必要 である。

○ 通常の天然物及現象 の観察を精密 に し,其 相互及び人生に対す る関係 の大要 を理解

せ しめ兼ねて天然物 を愛す るの心 を養 う。(教 育大綱 よ り)

○ 学校教育法第18条

六 日常生活にお ける自然現象を科学的 に観察 し,処 理す る能力を養 うこと。

これ を見る と,科 学 的に考察 し,処 理す る能力 を高 めるこ とが 目的 となってお り,決 して

科学概念 を身 に付け させ ることが第一義になっていないこ とが見えて くる,

次に,検 討 を要す る と考 えるのは,現 在 の小学校理科 の 目標 の見直 しで ある。現在 の 目標

は下記 の とお りである。

自然 に親 しみ,見 通 しをもって観 察,実 験 な どを行い,問 題解 決の能力 と自然 を愛

す る心情 を育てる とともに 自然 の事物 ・現象 にっいての理解 を図 り,科 学的 な見方や 考

え方 を養 う.

ここでは,目 標 の文章 の途 中で,「 問題解 決の能力 」 とい う言葉が出てい る。 これは,現

在の認知 心理学 の考え方か らい うと,指 導要録の4観 点 をすべて含む用語である、あ るいは,

生 きるカ の核 になるものである.

したが って,「 心情」や 「理 解」,あ るいは 「科学的 な見方や 考 え方」 との包含 関係 等を

見直す時に きてい ると考える。そ して,育 て るべき 「科学的な見方や考 え方」 か ら内容の生

み出 しを考える必要がある.

も う一っは,現 在 置かれ てい る内容 の実施状況 の分析であ る。教師の力 量 とい う問題 も関

係す るが,ど んなに重要な内容 であっても,子 どもの学び と成 り得なけれ ば見直 しを行わな

けれ ばな らないか らである。 また,精 選 によってある一部の内容が削除 され,そ のた めに納

得 して,実 感 を もって学び取 っていない内容 があ るとす れば,「 記憶」(=基 礎 ・基本 の定

着)と い う観 点か らも,生 きて働 く知識 とす る観点か らも問題 である と考えるか らである.、

最後に,考 えなければな らないのは,現 在ね らい とされている 「生 きるカ」 か らの分析で

ある。

求め る 「生き る力」 とは何 なのか。 「理科で育てる生きるカ」 は何なのか。そ ういった こ

とについて分析 を行い,そ れ を身に付 けさせ る とい う観 点か らの見直 しも必要にな って くる.

ここでは,「 科学概念の形成」 と 「生き る力の育 成」 とい う両面 を考 えて行 う必要 があると

思われ る.,

そ こで,私 たちは,次 の ように仕事分担 を行い,小 学校理科 の内容配列を考 える こととし

た。
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小学校理科の内容配列を考える作業の分担 と内容

1理 科 教 育 の存 立 基盤,目 的 か ら問題 の 所在 を探 る(馬 原)pp.144～155

・ 理 科 教 育 が ね らい と して き た こ と
,今 後,ね らい とす べ き こ とか ら問 題 にな ってい

る こ とは ない か 。

・ これ まで の理 科 の 目的 の 見 直 し

・ 追 い つ け ,追 い越 せ 時 代 の理 科 教 育 と現在 の理 科教 育

・ 今 後 どの よ うな理 科 学 習 が 望 まれ るか ,

2児 童 の分 か り とい う観 点か ら問題 の所 在 を探 る(平)pp.156～163

・ 現 行 の学 習 指 導 要領 の指 導 の 実 際 か ら探 る。

・ 実 際 の学 習 指 導 を通 して ,問 題 に な って い る こ とは な いか 。

・ そ の 問題 の生 ま れ る背 景 、根 拠 を ど う とらえ るか 。

3育 て るべき資質,能 力 とい う観点か ら問題の所在 を探 る(楠 本)pp.164～173

・ 理科教育のね らい とい う観点か らみ た とき,考 えなけれ ばな らない ことはないか.

・ 生 きるカ とい う観点か ら考 えな けれ ばな らない ことはないか.
・ 児童の 「科学的思考力」 についての実態調査の結果か ら見直す.

・ ものづ く りで育て る資質,能 力の洗 い出 し
・ 中央教育審議会 の答 申にみ る科学的素養

・ 問題解 決能 力 と科学的思考力の関係

・ 新 しく加 えたい能力 としての,モ デル形成の能力,創 造的思考,推 論

4納 得,実 感 の深 ま り とい う観 点 か ら問題 の所 在 を探 る(稲 垣>pp、174～185

・ よ り深 く理解 させ る とい う観 点 か ら,付 加 させ るべ き事 柄 は な いか 。
・ スパ イ ラ ルな 内容 配 置 と今 回 の配 置 の 問題

・ 納 得 実 感 させ る方 法 の 問題(も の づ く り ,日 常 生活 との 関連,自 然 災 害)

・ ものづ く りの位 置 付 けの根 拠

5生 活 との関 連(生 き る力)と い う観 点 か ら問題 の 所在 を探 る(東)pp。186～193

・ 現 代 社 会 を生 き る とい う観 点 か ら見 直 すべ き こ とは な いか 。

・ 過 去 の 内容 を洗 い 出す 。

・ 過 去 の 内容 と社 会情 勢 との 関連 をみ る .

6教 師の指導力,具 体的な学習指導 とい う観点か ら問題の所在 を探 る(尾 場瀬)

・ 平成 元年度か らの 「新 しい学力観」に立っ理科 学習の在 り方 理想pp .194～219

・ その理想 を,実 現できてい るのか とい う観 点か ら,理 科学習の在 り方を見直す、
・ 「見通 しをもって」の意味やその問題点

・ 理科 専科制度
,教 員養成の問題

分担 に基づいて,私 た ちは作業 を行 い,そ の結果 を持 ち寄 り,各 人の考 え方 を確認 し,一 つ

の まとめを作成 す ることになった。 なお,時 間の都 合で,十 分審議 を尽 くせ なか ったもの も

あるので,詳 細については,各 人 のまとめをご覧 いただきたい。
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5審 議 の過程で共通理解 した ことな ど

審議 の過程 で,常 に問題 となったのは,「 教師」の問題 である。 どの よ うな理想 的な学習

が提案 されて も,そ のこ とを実現で きる教師の存在 が不可欠であるか らである.

(D理 科 の 目標 について

理科 の 目標 は,理 科 における人 間形成の側面 と科学概念の獲得 の二面で考 えるのが妥当

で あろ うとい うこ とにな った。 さらには,人 間形成の核 とな るものは,「 真な るもの を求

めるカ」 であ り,そ のた めに重要になって くるもの は,「 問題解決 の能力」で ある とい う

こ とになった。その後,こ の両面 か ら内容 の配列を見直すか とい う段階で,科 学概念の獲

得 の過程 で,問 題解決的な学習 を展開す るな らば,「 真な るものを求める心」 も 「問題解

決の能力」 も育成す ることができるのではないか と考えるに至 った。

(2)現 在 の理科教育の現状 と課題について

この こ とについては,昨 年度のま とめを基に,今 年 度,新 た に本研究 に参加 した平 を中

心 に見直 しを行 った、

学年別 に簡潔 に述べ ると,3年 生では,理 科学習 を展開す るた めの 「原体験」の不足が

問題 を大 きくしてい ることを確認 した.

4年 生では,関 連 ある内容が一緒に置 かれ,納 得,実 感す るとい う観 点か ら有効である

とい う論 と複雑iすぎるとい う論が出 され た,

5年 生では,条 件制御の学習が難 しい ことや,選 択学習が うま くいかないな どの問題 点

が多 く出された。

6年 生では,意 味理解 とい う点で,概 念 の欠落があるこ とや,単 なる調べ学習 になって

しま うな どの問題 が出された。(詳 細にっいては,平 の論文を参照)

基本 的には,児 童 が,納 得 ・実感す るとい う観点か ら見直すべき内容 を見出す ことがで

きた。

また,科 学概念の高ま りとい う観点か ら,ス パイ ラルに内容 を配置す るこ との価値 も見

出す こととなったが,時 数 との関係 で,ど の ように具体化す るかについては今後 検討 が必

要で ある。

(3)育 て るべき資質 ・能力 について

理科 における生 きる力 を問題解決力 であるとい う基本理念に立ち,現 在置かれてい る,

科学的思考力の学年配置 が妥 当であるかについて,質 問紙 を作成 し,調 査を行い,検 討 を

加 えた。その結果,条 件制御 の能力を付 けることが難 しい とか,3年 生 と4年 生,4年 生

と5年 生 には,能 力的 に大 きな隔た りがある とい う,日 常感 じていることを明確 に し,学

年 の中核 として育てるべ き科学的思考力を見直す こととなった、

(4)今 後 の理科学習の在 り方 について

科学 の楽 しさを味わわせ るとい う観点か ら,学 習の在 り方 の見直 しを行 う必要 があるこ

とも話題 に上が った.

より 「見通 しを もった」,理 科で育てる能力 を確 かに身 に付 けることのできる理科 学習

とするために,新 しい理科学習の在 り方について考 えることができた。 また,子 どもの創

造性 を生 か した学習の提案 もで きた。次項では,確 認 した提案 について簡潔 に述 べる。詳

細にっいては,各 人の論文 をお読み いただきたい。なお,各 人 の論文 には,全 体 で確認で

きていないが,個 人 として主張 したい ことにっいては,記 載す る とい う方 向で進 めている。
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6理 科の内容配列についての提案

提 案1

児童の納得 ・実感 して分か るとい う観 点か ら内容を見直す必要がある 。

現在 の内容では,納 得 ・実感 できない ようになっているものがある。

(1)理 由

実際の学習指導を通 して,児 童 の納得 ・実感 して分 かる とい う観点か ら内容配列 が問題 に

なっているものを述べ る

○ 概念 を構成す るために必 要な内容 が削除 され た り,逆 になった りしているものが ある.

○ 限定条件が多 く,複 数の事例 を扱 うべ きなのに扱 えない。

0何 のためにそ うなっているのか といった 内容が扱 えな くなってお り,科 学 の楽 しさを

味わ うことができない。

○ 子 どもの素朴概念 を科学 的な概念 に高めることな く扱 っている部分があ り,理 解 を深

めるこ とができない.

○ 子 どもに とって見 えない世界 を見える形 にできていないために納得 させ ることがで き

ないまま学習を終 了 している。

○ 科学の概念形成か ら考える とき,例 外 に近い内容 が入 り,一 般的 な概念形成 が難 しい

ものがある。

○ 選択の内容 は全 く次元が異 なると思 われ扱いに くい。

○ 観察 ・実験 の技能が十分身 に付かない、 ※ 詳細にっいては平論文参 照

(2)基 本的 な認識

・ 納得,実 感す るためには,多 くの情報 を関係付ける ことが必 要である。 その中に,統 一

的な見解 を得るこ とが必要である。

・ 確か に分かるた めには,単 位 にきま りが分 かる観察,実 験 だけでな く,そ うでない観察,

実験が必要である。

・ 見 出 したきま りを
,日 常の 自然現象 と関係付けた り,見 出 したきま りを生か して ものづ

く りを行 った ときな どに,き ま りを実感す ることができる。

※ 納得,実 感 した時 には,自 分 の言葉 で語れ るよ うになる.そ の際には,現 象 を説 明す る

イメー ジが形成 できてい るのではないか。

(3)具 体的 な対策案

○ きま りを見出す 内容だけでな く,そ れ と対比 させ,理 解 を深 めるこ とので きる内容 を付

加す る.

○ 子 どもが納得 ・実感 してない ときには,子 どもの概念 を構成す る内容 を付加 した り,単

元を分 けた り,学 習す る順序 を変 えた りす る。

○ 限定条件を可能 な限 りな くし,複 数 の ものを扱 うことできま りを見っ けやす くし,一 般

化 を図れ るよ うにす る。

○ きま りの発 見に とどま らず,そ の意 味を考 え させる。

○ 子 どもの 日常知 と科学概念 のギャップをな くすために,単 にきま り獲i得のための観察,

実験だ けでな く,き ま りに関連す る誤概念 を形成 してい る 日常知 を見直す 内容 を付加す る.

○ モデル を構成す るカ を育成す ることが科学 を理解す るために有効で ある。
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○ 科学 の限界 を子 どもたちに ど う伝 えるか考える必要がある,

0選 択学 習は,両 方扱 うよ うに し,内 容の関連付 けを行いよ り深い理解 となる ようにす る。

○ 観 察 ・実験 の技能を培 うた めに学年の最初で,実 験用具の技能を培 う トピックス単元を

配置す る。

OA領 域(生 物 とその環境)で は,植 物 と動物,そ して人を関連付 けて学び取 るよ うにす

る.

○ 納得 ・実感 とい う観点か ら,初 めての単元 にっいては,原 体験 となる活動 を位 置付 ける

必要が ある。

提 案2

児童 に とっての学び の必要観,納 得 ・実感 とい う観点 か ら,内 容の見直 しや配列の順

序 を見直す必要が あるのではないか。

児童 が,生 活科や総合的な学習の時間で学び取ってい るもの との関連 を も考慮す る。

(1)理 由

○ 平成元年 度に低学年理科が廃止 され,そ のた めに3年 生 の内容 の見直 しが大き くなされ

た。それは,低 学年理科で扱っていた内容を学 ばないまま,あ るいは,3年 生で扱 いつつ,

それ まで3年 生の学習 に置かれていたもの を学ぶ ようにす る とい う方法 である、

○ そのた めに,原 体験 がな くな り,問 題解 決の学習 が難 しくなっている ものも見られ る.

○ 生活科や総合的な活動 の時 間に,栽 培活動 を行っていた り,季 節 をとらえる活動 を行っ

てお り,暖 か い頃,寒 い頃の生 き物の様子 を大 まかに とらえることがで きている,,

0そ れ に もかかわ らず,環 境 との関係(特 に気温)を 加味す るとい う形で,4年 生に季節

と生き物 の学 習が置かれてい るが,児 童に とって学ぶ必要性 を感 じるこ とができない、

06年 生の,光 合成 の学習は,光 合成す ることのみ学習す るよ うにな り,そ の ことの意味

を考 える学習にな りに くい。その ように考 えると,5年 生の植物の成長 の条件の学習で,

日光が必要であ る訳 とつ ないで学習を形成す るとうま くい くと考 える,、

0自 然界での水の循環 の学習 を豊かにす るた めには,流 れ る水の働 きの学習 と関係付 ける

ことが有効で ある と考 えるこ とができる。

(2)具 体 的な対策案

04年 生の季節 と生 き物の学習の中の,季 節 の違い を学ぶ 内容 を削除す る。あるいは,3

年生 に置 く,し か しなが ら,季 節感 を科学的に とらえることので きる 「ヘチマの育ち方」

の よ うな学習をのみ扱 う,,

0植 物の成長の条件 の学習は,光 合成 の学習 と連動 させて扱 う.

○ 天体 の学習は,夜 間に観測す ることが重要である。 したがって,そ のための素地 とな る

「天体観測 の仕方」について太陽 を利 用 して学ぶ ようにす る。

OAの 生物 とその環境の学習 は,植 物,動 物,人 の学習が関連付 け られて納得 ・実感 を得

ることができる と考 える.し たがって,そ れぞれの内容 を関連付けて扱 えるよ うに内容の

配列 を考 える、

06年 生の,人 と環境 の学習は,科 学的な方法によって環境 を調べ る内容 を付加 し,環 境

を調べ る科学的な手法 を学べ るよ うにす る。手法 を学ぶ とい う観点か ら考 えると,5年 生

に配置 を変 えることも考 える,,
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提 案3

生きるカ としての問題解 決能力 を育成す る観点か ら,現 行 の指導要領の各学年 で育む

資質 ・能力の妥当性 の検討か ら内容 を見直す必要がある。

各学年 で育て る資質,能 力 を,3年 「比較」,4年 「関係付 け」,5年 「推 論」,6年

「条件制御」 とするのが望ま しいのではないか。

(1)理 由

○ 現行 の指導要領 においては,各 学年の児童に育み たい資質,能 力 として 「比較」 「関係

付 け」 「条 件制御」 「関係付 け」 を設定 してい る。 この資質,能 力にっいて,児 童の実態

調査 を行 い,そ の結果 か ら妥 当性 にっいて分析 した.実 態調査の大まかな内容 と方法は下

記の通 りである、.

調査方法 質問紙 による(選 択及 び 自由記述)

一 調査 内容(対 象 とした資質
,能 力)

・比較(1対1比 較 ,1対 複数 比較)・ 関係付 け ・論理的な思考
・三段論法 ・推論 ・条件制御 ・実験計画 ・多面的な判断

この調査結果 よ りわかったこ とは下記 の通 りである。

① 比較す る力は,3年 生に も十分に育てることができてい る,

② 関係づ けるカは,学 年 が上がるごとに身 に付いてきてい る.

③ 条件 を制御す るカは,6年 生で も身に付 けることが難 しい.

④ 多面的なカ は,各 学年 の差 が顕著には表れない.

⑤ 推 論す る力 は,中 学年 と高学年で大 きな差が ある。

したが って,

○ 各学年で育む核 とな る資質,能 力 の うち,3年 生 「比較す る力」4年 「関係付 ける力」

については,児 童 の実態 に適 している と判断 してい る。

0多 面的なカにっいては,各 学年の差があま りな く,他 学年 の学習において も取 り扱 う

こ とがで きる。

05年 生の条件制御 の能力,6年 生 の多面的な見方の位置付 けは見直す必要が ある.

○ したが って,調 査結果か ら,現 行 の各学年で育む資質,能 力 は必ず しも適 してい る と

は言 い難 く,見 直す必要 があると考える。 ※ 詳細につ いては楠本論文参照

(2)具 体的 な対策案

○ 条件制御 のカは,児 童に とって高度なカである。しか も,何 らかの条件制御 と考 える と,

主体的な問題追究には不可 欠な力であ り,児 童に育みたい能力である。

したがって,条 件 制御 の能力 については,段 階的に身 に付け させ るよ うに配置 し,最 終

的には6年 生 のね らいに設 定 しては どうか。

○ 推論 は,演 繹的な思考であ り現行の指導要領のポイ ン トで もある 「見通 し」の場面 にお

いて発揮 され るもので ある,1この推論 のカ は中学年 と高学年において大 きな隔た りがあ り,

5年 生 よ り指導す るこ とで大きな成果が期待 され ると考えた。

そ こで,各 学年 の核 とな る資質,能 力を下記の よ うに提案す る。

3年 「比較」4年 「関係づ け」5年 「推論」6年 「条件制御」
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提 案4

問題解決 の能 力の育成 を考 えるとき,科 学す る楽 しさを味わわせ る必要がある。

そ こで,子 どもの有能性 としての創造 的思考 を生か し,大 学や 関係機関 と連携 し,子 ど

もがアイデアを創造 し,大 人がその実現に図る とい う 「あれ これ考 える楽 しさを味わ う内

容」を取 り入れ るこ とは どうか。

(1)理 由

○ 「サ'イエ ンス」 とは,分 か らないこ とを分 かるよ うにす る活動 である。対 して,「 テク

ノロジー」 とは,で きない ことをで きるようにす る活動で ある。 これは,い ずれ も人間の

本来 もってい る欲求 に基づ く,楽 しい活動 である..

0し たが って,子 どもが,多 くの情報 を収集 し,収 集 した情報を基 に,き まりを見出 した

り,も の を作 った りす る活動が十分 に可能か とい う観点か ら見直 しを行 う必要がある、

0自 分 が学んだことをいろいろなものに適用 して考えることや類推する楽しさが科学をする楽しさ

にはあると考えられるが,身 の回りのことに重点を置きすぎて,帰 納的に偏り,演 繹的な学習内容

が少ないのではないかと考 える。

○ ものを作るということは,自 分が理解したこと試 し,活 用すると言うことで意味があると考える。そ

こで,も のづくりが取り入れ られたが,そ れまでの内容理解を軽視 し,単 に作っている作業 になっ

てしまい,学 んだ 自然のきまりを活用し,ものづくりを行っているとは言えない,.

○ 科学す る楽しさを感 じることのできるものづくりが,学 んだ結果を生かすことのみ に使 われてお

り,作 りながら学 ぶことや 作るために学ぶなどの児童の興 味や 関心,内 容の特性を考えないで行

われている.

○ 科学する楽しさの中には,自 分 が発 見したことを生活の中で使 うことが考えられる,し かし,限

定条項や特別な状 況下で見られる内容などで制約がかかり,児 童は 自分で学んだことを生活 に

返しにくくなっている。

○ 児童の 自由な活動(遊 び)の 中にも,科 学する楽しさが十分 に含 まれているが,学 年 が上がる

に連れて,自 由な発想 で活動できるような内容が含 まれていない.

○ 科学する楽しさを味わうためには,科 学的な技能や 手法を身 につける必要がある、

しかし,技 能 的な内容の系統性や技能 面を取り扱うような内容がないために,児 童は十分な科学

的な技能や手法を身 につけることができず,楽 しさを味わえていない.あ るいは,見 通しを形成す

る際に,調 べる方法を考えることができない。

(2)具 体的な対策案

○ ものづくりに関して,物 質の特性 を生かすだけではなく,科 学的な見方や考え方を高 めるため

のものづくりの視点を加えて,新 しいものづくりに取り組んでいくべき方 向性を出す、

0新 しい物を作るという観 点から考 えると,創 造 的な思考 は,大 人よりも子どもの方が有能 ではな

いか.そ の有能性を生かし,子 どもの学びを活性化するために,新 しい物を作るためのアイデア

作りの学習を導入することはどうか。

そういったことのために,大 学や企業など,高 度な技術を持った機関との連携を図り,児 童の創

造的な活動をバックアップできるような体制の充実を図るような取り組みを入れる。

○ 空気鉄砲の学習など,遊 びながら学びが存在できるような内容を取り入れ,充 実 を一層 図り,

活動する科学を取り入れる方 向性 も考える,,
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○ 科学的な技能や手法を学ぶための時 間設定,内 容設定を行う。内容 的には,そ の学年で使う

であろう技能を,トピック的な学習(例:こ の石 の体積はいくらだろうか など)として学年の最初に

位置付け,学 び取らせるようにする。

○ 学習 内容の中に,(帰 納と演繹)という科学 の考え方の視 点を取り入れるた内容構成 を考える。

提 案5

現代社会を「生きる力」という観点から,内 容を見直す必要がある。

生 きる力 の中核 は,問 題解決能力で ある と考 えるが,同 時に,現 代社会 を生 き る知恵

に関す る内容 も挙げなけれ ばな らない。

(1)理 由

現代社会 を生 きてい くために、理科教育 で育て るべきサイエンス リテラシー とは何か、

現代 社会 を 「生 きるカ」 とい う観点か ら見直 しを図る と2っ に分け られ る。科学的 に生 きる

上での問題解決能力の見直 しと,生 きるために必要な科学 の概念の内容の見直 しである。現

代社会をいきるた めに必要な ものの構成 要素 として,具 体的 な対策案 としての内容 の見 直 し

をあげ る.

(2)具 体的な対策案

○ 現 代 社会 を生 き るた めに 必要 な もの の構械 要素

・ 空 気 の性 質 と働 き(弾 性 ,膨 張,燃 焼,呼 吸)

・ 水 の性 質 と働 き(変 化 ,液 性,生 命 維 持)

・ 太 陽 エ ネ ル ギー の め ぐみ(光 合 成 ,光,熱)

・ 体 の っ く り と働 き(消 化 ,吸 収,排 泄,循 環,細 胞)

・ 生 物 と環 境 とのか か わ り(生 物相 互 の 関連 ,環 境 問題)

・ エ ネル ギー の変 換 と活 用(熱 ,光,音,運 動,位 置,電 気,磁 気,

・ 生 物 の巧 み さの理 解(生 物 のつ く りと働 き)

・ 生 命 の 連続(受 粉 ,発 生,成 長,物 質 代謝)

・ 力 と仕 事(て こ ,バ ネ,滑 車,斜 面)

・ 物 質 保 存(変 形 と保 存 ,溶 解 と保 存,化 学変 化 と保 存)

・ 遺 伝 子 問 題(遺 伝 の法 則)

・ 天 気 情 報 の 活 用(天 気 の変 化)

・ 動 物 の飼 育(発 生 と成 長)

・ 植 物 の栽 培(発 芽 と成 長)

・ 食 品 の保 存(細 菌 ,腐 敗,食 品 の加 工)

・ 危 険 な薬 品 の使 用(水 溶 液 の性 質 ,物 質 の分離)

・ 土 地 の つ く り(地 層 ,自 然 災害)

・ 運 動(ふ りこ ,衝 突,慣 性,加 速)

・ 生 物 の進 化 の理 解(分 類)

(3)配 慮 す べ き点

0

見 直 し作業 では,

光合成,保 存)

現時点では,上 記の内容 を義務教育の期 間に行 うことが必要であ ると考 える.私 たちの

ほ とん どの内容が現行 の学習指導要領 に盛 り込まれ てい ることが判 明 し

た。不足 している内容は,環 境に関す る内容,最 新の科学技術 に関す る内容の よ うである。
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○ …般的 には,具 体的な構成要素 の学習 を行 う過程で,問 題解決的な学習が行 われ,問 題

解決能 力を育成できる もの と考 える ことができる。

しか しなが ら,下 記 の ような環境 問題 に関す る内容な どについては,問 題解 決学習には

そ ぐわないこ とが考 えられ る。 したがって,そ の ような内容 にっいては,現 代社会を生 き

る知恵 として トピック的な扱い とい う方法で,内 容 に付加す る必要がある と考 えられ る。

・ 有害物質(ダ'イ オキシン,オ ゾン層 とフロンガス,環 境 ホルモン など)

・ 最新の科学技術(発 光ダイオー ド,風 力発電 な ど)

提 案6

科学概 念の形成発 達を考える上で,科 学概念 の高ま りを考慮 し,ス パイラル に学習内容

を構成す るこ とも必要ではないか。

(1)理 由

○ 平成 元年 以降の理科の学習指導要領 においては,生 活科 の新設に よって低学年理科 が廃

止 された.同 時に,育 てる資質 ・能力 を明確 に し,昭 和33年 以来系統的だった 内容配列

は,ス パイ ラル型 か ら,コ ンセン トリック型 の内容配列へ と変 わった,

○ 平成ll年 度は,基 礎的 ・基本的事項の厳選 とい うこ とか ら,ス パイ ラルの良 さを理解

しつつ も,そ の よ うな構成 をする ことがで きなかった、

○ 科学概念の形成 とい うこ とを考えた とき,低 次なものか ら高次 なものへ と学習 内容 を積

み上げ ることで理解 が確実 に身に付 き,う まくい くと考 える.

OA区 分 においては,能 力 の枠組み で内容の配 列を考 えっつ も,3年 生が 「外側 のつ くり

と働 き」,4年 生が 「環境 との関係 」,5年 生が 「生命の連続」,6年 生が 「内部 のつ くり

と働 き」 とい った枠組み が残 されてお り,関 連付けた学習ができて有効で ある,

OB区 分 を七つのス コープ(水 溶液 ・空気 と燃 焼 ・カ と重 さ ・電気,磁 気 ・光 ・音 ・熱 と

温度)で 検討す る と,そ の枠組みがはっき りしない.

○ 平成元年度 の改訂前までは,質 量保 存の概念 を考 える とき,1,2年 の学習で,重 さを

感 じる原体験 とな る活動 があ り,そ の上 で,4年 生 に,「 形 を変 えて も,分 けて も重 さは

変 わ らない」(物 の重 さとてんびん),5年 生に,「 物 は水 に溶 けて 見えなくなって も重 さ

は保 存 され る」(食 塩 と水),中 学校 で酸 化反応で,化 学変 化が起 きて も総量 は同 じ… と

置かれ ているが,現 在は,そ ういった概念 形成の構造 が明確 でな くなっている。(形 を変

えて も…な ど欠 落 してい る内容 がある)

(2)具 体的な対策案

○ 資質 ・能力 の育成 とい う観点 とともに,概 念 の形成 とい う観 点か らも内容 を見 直す必要

が ある、 その ときに,ど の よ うな枠組みで考 えるかを検討す る必要が ある.

○ 枠組 みの一つ には,科 学の原理 とい う観 点か らの,「 エネ ルギー保存」,「質量保存 」,

「固有性 と多様性 」な どの科学概念 で考えることができる.

○ その よ うな分析を行 い,資 質 ・能力 の高ま りを考慮 しっっ,科 学概念 の高ま りを加 味 し

て 内容 を決定す る必要 がある。

○ その場合 には,エ ネルギー概念が どの よ うに高まってい くのか,そ れ が どの学年で学習

可能で あるかについて,分 析 を行 う必 要がある,,
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○ そ の よ うに考 え た とき,多 くの構 成 要 素 が 出ず,学 年 の高 ま りに配置 で き ない 場合 が 考

え られ る、

○ した が って,別 の方 法 と して,学 び の対 象 か ら考 え る方 法 が あ る1.、そ の対 象 の 構 成 要 素

を明 らか に し,配 列 を考 え る方 法 が あ る。

・A区 分 は 「植 物 」 「動 物 」 「環 境 」 の3つ のス コー プで 考 える
、

「植 物 」,「動 物 」 の 学習 は,全 体 的 ・直 覚 的(3年)な もの か ら表 面 的 ・部 分 的(4

年),内 部 的 ・組 織 的(5・6年)へ と植 物 や動 物 の見 方 ・捉 え方 を発 展 させ る軸 で 考

え る こ とが有 効 で は な いか.

・B区 分 の シー ク ェ ンス表 は ,先 ほ どの7つ の ス コー プ(水 溶 液 ・空気 と燃 焼 ・力 と重

さ ・電 気,磁 気 ・光 ・音 ・熱 と温度)か ら考 え る 方法 が あ る。

・C区 分 は ,「 気象 」,「 天体 」,「 土地 のっ く り」 の ス コー プ を置 き,学 習 は,身 近 な存

在 ・現 象 か ら遠 くの 存在 ・地 球 規模 の現 象 へ と発 展 させ る軸 で考 え るの は ど うか、

※ この こ とに つ い ては,審 議 の時 間 の 関係 で,詳 細 の検討 ま で行 うこ とが で き な か った,,

稲 垣 の 論 文 に,稲 垣 の案 が示 され て い る。

提 案7

人間形成,問 題解決 の能力 を育成す るとい う観点か ら,新 しい理科学習のス タイルを提

案す る。

演繹的な思考や,創 造的な思考を重視 した学びの過程

(1)理 由

○ 理科教育が設置 された当時までさかのぼって,目 標分析 を行った結果,理 科教 育は,自

然科学 の学習 を通 して,科 学的に考 え,生 きる人間の形成 をね らってい ることが分かる、

つま り,「 よ りよい生 き方 を求め る心」,別 な言い方 をす るな らば 「真 な るものを求 め

る心」 の育成まで,理 科教育で考えるが必要 である、

○ よりよいか とい う見方 を育てるた めには,き ま りを見出すだけでな く,見 出したき まり

をそれ で良いか と見直す活動を取 り入れ ることが必要である,、

○ そのためには,ま ず きま りを見出す活 動において,豊 かな情報 を収集 し,そ れ に基づ い

で 帰納 的に考 える活動 が重要である と考 える。その際に,そ れは確かなデー タで あるか と

い う見方 をす ることが必要であ ろ う.

○ さらには,き ま りを見 出すには十分なデー タであるか と見方が必要になって くる。 この

こ とのためには,内 容 の限定条項を外す必要がある、

○ も う一つは,見 出 したきま りを確認す る,演 繹的な思考に よる確かめの活動で ある.こ

の ことにつ いては,こ れ までの理科教育においては,あ ま り重視 され て こなか った と言え

る.

○ その ように考 えた とき,日 本の理科教育においては,帰 納的な学習は十分 に行 われてい

るが,演 繹 的な活動が十分 に行われ ているか と考 えると十分 である とは言 えない,,

○ この ことが,日 本人の創造性 を育成す るために必要である と考 える.

(2)具 体的な対策案

0平 成ll年 度の改訂で,「 見通 しをもって」 とい う項が理科の 目標 に加 えられたが,学 習

活動その ものはあま り変 わっていないよ うに感 じる。
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○ 見通 しをもつためには,考 えるための基 になる情報 を手に入れ ることが必要で ある,そ

ういった意味で,問 題解決 の過程 の 「問題 をもっ」段 階 と 「予想す る」段階の間に,「 予

想す るための情報を集 める」 とい う過程 を付加す るこ とを提案す る。

○ その過程では,単 にい ろいろな情報源か ら情報 を収集す る とい う活動 ではな く,そ のこ

とにっいて,あ れ これ と観 察,実 験 を行 うこ とを推奨す る.

○ そ ういった,ま ず はや ってみ る とい う活動 を通 して,主 体 的な,積 極 的な人間の形成 に

もっながる と考 える、、

○ この過程では,あ ま り厳密 な条件制御 を要求 しない,そ の ことで,短 時間に多 くの情報

を収集 できるばか りでなく,見 通 しが形成 できた ときの,自 分の考 えを確 かめるための観

察 実験 の際 に・ どのよ うな条件 端i」御 が腰 であ るかについて も明確 にできるよ うにな(

り,「 見 通 しを もった 」活 動 が行 われ る よ うにな る もの と確 信 す る。

○ さ らに は,き ま りを学 び 取 っ た後 で,そ の き ま りを確 認 す るた め の活 動 の設 定 を提 案す

る。 そ こで は,演 繹 的 な思 考 を 生か し,新 た な考 え を生み 出 し,そ の こ と を確 認 す るた め

の観 察,実 験 を行 うこ とも考 え られ る。

○ あ るい は,見 出 した き ま りを使 っ て もの づ く りを行 い,き ま りの確 認 をす る とい う方法

も考 え られ る,、

○ この よ うな活 動 を設 定す る こ とで,学 び が,真 に 子 どもの 主 体的 な もの とな り,納 得,

実感 を も った もの にな る と考 え る。、

そ して,「 真 な る もの を求 め る心 」 の 育 成 に つ なが る もの と考 え る こ とが で き る.

提 案8

児童 の主体 的な学 び とす るために,観 察の理 論負 荷性 を考慮 し,「 追究のポイ ン ト」 を

明確 に した学習の在 り方を考 える。

(1)理 由

○ なぜ,児 童 が,理 科学習 を主体的 に展開す ることがで きないのか,あ るいは,見 通 しを

形成できないのか と考 える と,ど のよ うに追究すれ ばよいのか とい うポイン トや方向性 を

手 に入れ ることがで きないか らである と考 える,

○ この ことを,認 知心理 学では,「 観察の理論負 荷性 」 と呼ぶ、見 るた めの視点や考 える

ための視点を手に入れ ることがで きなけれ ば,見 ることも,考 えるこ とができない とい う

ことで ある。

○ 学習においては,「 教 師の教 えたい こ とを教 えて はな らない。子 どもの学 びた いものに

変えることであ る。(吉 本均)」 とい うこ とがある。

つま り,見 る視点,考 える視 点を与 えることは重要であるが,子 どもが学び取 るべ きで

あ る原理 まで与 える ことはできない.、

(2)具 体的な対策案

○ 追究 の視 点 と して,「 生 き物の巧み さを探 ろ う」 とか,「 磁 石の力 を探 そ う」 とかの追

究のポイン トを設定す ることが考 えられ る,、

0あ るいは,そ れぞれの学年 で育て るべ き能力 を考 えて,「 比べ て考 え よ う」 とか,「 そ

のデー タは確 かか」 といった追究のポイン トや方向性 を決 めて学習 を展開す るこ とで,主

体 的な学びが形成 できるのではないか と考える。

一142一



○ 終わ りに

審議 の過程 で,何 度 も出て きたのが,「 教師」の資質 ・能力 の問題であった。 どんなに内

容配列を変 えようと,教 師の育成な しには成功 に導 くこ とはできない とい うこ とで ある、

新 しい学力観 について もそ うである、認 知心理学の成果 を生か した,す ば らしい教育論で

あるが,そ の素晴 らしさを真 に理解 した教師,そ れを具現化で きる教師の育成が十分 でなか

ったた めに うま くいかなかった と考える、,

教員養成の時点での,理 科教師の育成 の在 り方,現 職研修 としての理科教師の育成の問題

など考えなければな らない ことが 山積 してい る,.

生きるカ の育成が叫ばれ るが,理 科は,ま さ しくその こ とを求 めて きた教科で あることを

再認識 し,内 容の見直 しについての研究会 を進 めることがで きた、

2回 の会合 で,こ こまでまとめるこ とができた。詳細 の検討 は十分 にはできなかったが,

新 しい理科教育 の内容配列 を考 える際 の視 点を得 ることがで きた と考える.

また,各 自のま とめた論文 も素晴 らしく良 くできている と考 える,詳 細 を知 るた めに も,

各人の論文 も読 んでいただきたい。

(文責 尾場瀬優 一)
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理科教育の存立基盤、 目的か ら問題 の所在を探 る

佐賀県神埼町立西郷小学校 馬原俊浩

1研 究の 要約

1.研 究の 目的

次回の小学校理科 の指導 要領 を改訂す るためのデー タ として、理 科教 育の存 立基盤 、 目的 か ら

現行 の指導要領 の問題 点は何 であるのか明 らかに して 、今後の理 科の 目標 は どのよ うに見直す か

これ までの理科教育 の流れ を基 に探 った。

2.研 究の内容 と方法

(1)こ れ までの、理科 教育 の流れ を明確 に し、理科教育が 目指 してきた ものは何であ るの

か整理 し、明 らかにす る.

ア 明治期 、理科創設 期か ら現行 学習指導要領 までの、流れ を整理 してその特 色、 目指 し

た ものを明 らか にす る

イ それ ぞれ の代表的な時代 の社 会的な背 景や理科教育論 を整理 し、社会的な背景や 理科

教育論 が小学校 の理科教育 に与 えてきた影響 を明 らかにす る

(2)こ れ までの流れ を受 けて 、現在 の問題点 を探 り、新 しい方向性 を探 る、

3.研 究の成果

(1)小 学校理科教育 に求 め られ ている ものが明 らか にな った.

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

科学 を生活 の中で活用す る ことのできる、科学的な精神 を身 につけ さセ る.、

身近 な 自然 ・事象 を対象 に して、実験 ・観察 をもとに して学習を行 わせ る一

自らの問題解決 を行 うこ とのできるカ を身 にっ けさせ る。

科学的 な知識 を身 にっけ させ る。

自然 と自分 との関わ りを考 え、 自然 に対 しての畏敬 の念 をもたせ る.

人 間形成 も意識 して、真理 を求めるよ うにさせ る、

(2)社 会 的背 景が大きな影響 を与えてきた。

ア 理科創 設期か ら、第二次世界大戦以前 までは、西洋 の 自然科学教育の流れ を追 いかけ

て、科学 的な精神 の基礎 を養 うことを 目指 していた。

イ 国家 の必 要感 に応 じて、概念習得が強 く出 され た り、体験学習 が重視 され た りして理

科の 目的 を支 える方 法が変 更 され たために、 目標の解 釈にバ ラつ きが見 られ た。

ウ 体験重視 と知識重視 とい う科学的素養 の考 え方の動 きが、歴 史の中で繰 り返 され てい

る。

(3)こ れ か らの理科 の 目標 づ く りをす る際の課題 が明 らか にな った.、

ア 基礎 学力 の向上が言 われ、知識 を重視 す る傾向が社:会的背 景 として強 くなってい る、

イ これ か らの 日本の状況 を考 える と、創造的的な問題解決 を取 り入れ てい く方向性 が必

要 となっている.

ウ 人 間形成 を打 ち出す必要が ある。問題解決能力に含 まれ ると思われ るが、科学 的概念

の育成 と人間形成 が別 もの と して受け取 られ て しま う可能性が あるので、整理す る,、

工 問題解 決力 をも う…度、見 直 し定義 を再考 して、科 学的な見方 ・考 え方 との関係 を見
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直す。

1研 究 の実際

新 しい理科 教育を考 えてい くに あたって、今 日の理科教 育を見直す ときに、理科教育 が どの よう

な 目的で作 られ教育 の中に位置づ け られ てきたのか 、今一度再考す る必要があ る と考 える。

そ こで、明治以来 、 日本の学校教育において位置 づけ られた理科 教育の 目的を分析 し、理 科 とい

う教科 が もっ独 自性 、特 質を明 らかに してい く。

1,理 科教育 の 目標 に見 る考 え方 の変遷

年度

明治

元

19

19

24

目 標

(窮 理 図解)福 沢 諭 吉

・か りそ め に も、 人 と して この 世 に 生 まれ れ ば

何 事 に も大 小 軽 重 にか か わ らず 、 先 ず そ の も

の を 知 りそ の 理 を窮 め、 一 事 一 物 も捨 置 くべ

か らず 。

・人 との 人 た る所 以 を知 らば 、 惜 しげ もな く、

身 を役 し、 はば か り もな く、 心 を労 し、 徳 ぎ

を修 め知識 を開 き、 精 心 は活 発 、 身 体 を 強 壮

に して 、 真 に万 物 の霊 た らん こ とを勉 べ し。

小 学 校 令 施 行 規 則 第 七 条 第 二 項

・尋 常 小 学 校 にお い て は 、植 物 、動 物 、鉱 物 及

び 自然 の現 象 に就 き 主 と して 児童 の 目撃 し得

る事 項 を授 け 、特 に重 要 な る植 物 、動 物 、鉱

物 の名 称 、形 状 、 効 用及 発 育 の 大 要 を知 ら し

め、 ま た 、通 常 の物 理 化 学 上 の現 象 及 び 人 身

生 理 の 初歩 を授 くべ し,

理 科 の 誕 生

小 学 校 の 学科 及其 程 度

・理 科 は果 物 ・穀 物 ・菜 疏 ・草 木 ・人 体 ・禽 獣

・虫魚 ・金 銀銅 鉄 等 、 人 生 に最 も緊 切 の 関 係

あ る もの 。 日 ・月 ・星 ・空 気 ・温 度 ・水 蒸 気

・雲 ・露 ・霜 ・雪 ・霧 ・氷 ・雷 ・風 ・雨 ・火

山 ・地 震 ・潮 汐 ・燃焼 ・錆 ・腐 敗 ・ポ ンプ ・

噴水 ・音 響 ・辺 響 ・時 計 ・寒 暖 計 ・晴 雨 計 ・

蒸 気 器 械 ・眼鏡 ・虹 ・積 杵 ・滑車 ・天 秤 ・磁

石 ・電 信機 等 、 日常 児 童 の 目撃 し得 る所 の も

の

小 学 校 教 則 大 綱

・理 科 は 通 常 の天 然 物 及 現 象 の 観 察 を精 密 に し

そ の相 互及 人生 に対 す る 関係 の大 要 を理 会せ

特 色

・あ らゆるものの中で、 もっ とも優れ た生

き物 として物事 の道理 ・真理 をきわめ る

学 問を行 う必要が あるこ とを伝 え、西洋

の文化 を学ぶ ことの必要性 を訴 えてい る

・中等校 の植物 、動物 、物理 、化学 と同意

義の物理 学初歩 、動物 学入門 の特色が残

ったままにな っている。

・知識 の伝 達色が強 い ものにな ってい る。

・自然科学教育の 内容 の大幅 な縮 小 と実物

教育 に徹す る方向

・明治初年の 自然科学教育 が理想 的す ぎた

こ とや、 自然科学 を教 える教 員の数 が少

な く、実験設備 もなかった。 また、海外

で も、初等教育 か ら自然科 学教育にカ は

入れ られて いなか った。

・自由民権運動 にお け る、道徳 教育の重視

が言 われ 出 してい た。

・「読書 」 「読 本 」 の 内容 と して 目に見 え

ない 自然科学 内容 を移行 した。

・事物現象 の羅列をや めた.児 童の 目撃 し

得 る内容 と言 うこ とで、 目に 見えない も

の(明 治初年 にさかんだった、原子分子
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33

37

しめ、兼ねて天然物 を愛す る心 を養 うをもっ

て要 旨 とす。

・最初は主 として学校所在 の地方 に於 ける植物

・動物 ・鉱物及 自然 の現象 に就 きて、児童 の

目撃 し得 る事項 を授 け、就 中、重要 なる植物

・動物 の形状 ・構造及び 生活発育 の状態 を観

察せ しめて其大要 を理会せ しめ、又、学校 の

修業年 限に応 じ、更に植物 ・動物 の相 互及 人

生 に対す る関係 、通常の物理 上 ・化学上の現

象 、通 常児童の 目撃 し得 る器 械の構 造 ・作用

等 を理会せ しめ、兼ねて人身の生理及び衛 生

の大 要を授 くべ し。

・理科 に於いては、務 めて農業 ・工業其他人民

の生活 上 に適切 なる事項 を授 け、殊 に植物 ・

動 物等 を授 くる際 これ を もって製す る重 要な

る人工物 の製法 ・効用等 の概 略を知 らしむべ

し。

・理科 を授 くるには、実地の観 察を基 き若 くは

標本 ・模型 ・図画等 を示 し、又は簡単な る試

験 を施 し、明瞭に理会せ しめん ことを要す。

小学校令施行規則

・理科 は、通 常の天然物 及 自然 の現象に関す る

知識 の一一斑 を得 しめ、其 の相互及び 人生 に対

す る関係の大要 を理会せ しめ、兼ねて観 察 を

精密 に し自然 を愛す る心 を養 うを もって要 旨

とす.

・理科 は、植物 ・動物 ・鉱物及 自然現象 に就 き

主 として児童の 目撃 し得 る事項を授 け、特 に

重要 な る植 物 ・動物の名 称、形状 、効用及発

育 の大 要 を知 らしめ、又学校 の修 業年限 に応

じ、更 に通常の物理化学上 の現象、重要 なる

元素及 化合物、簡易 なる器械 の構造 、作用 、

人身 の生理衛生 の大要 を授 け、兼ね て植物 ・

動物 ・鉱物 の相互及 人生 に対す る関係 の大要

を理 会せ しむべ し。

・理 科に於 いては、務 めて農事 、水 産、工業、

家事等 にに適切 なる事項 を授 け、特 に植物 ・

動物等 に就 き教授す る際には、 これ をもって

製す る重 要な る加 工品の製法 ・効用等 の概略

を知 らしむ べ し。

1904年 ～1910年

生徒用理科教科書 の使用 禁止

論 、エネ ルギー論)を 排除 しようとす る

内容:になって いる。

理科 とは、児童 に とって身近 な事項 につ

いての博物 的な知識 を実物 の観 察を中心

に児童 に教 える教科 としての位置 づけが

な され た。

図画な どにおいて も、理科 的な 内容 が取

り入れ られ緻密 な観 察が奨励 され た。

・知識 の伝達 を重視 し、知識 の教育である

ことを全面 に出 してきた。

・内容 について も、学校所在 の地方 とい う

限定条項 をはず した。

内容 の面 にお いて も、知識 の部分が前面

に出 されてい る。これ までの、観 察重視 、

現物重視 の教育 にブ レー キをかける よう

な内容 になってい る。

・また 、初 めて学年 ごとの教 育 内容 を定め

た。

高等小学校

!～2年 「植物 ・動物鉱物及 び 自然の現

象」

3～4年 「通常の物理 ・化学上 の現象 ・元

素及び化合物、簡易 なる器械 の

構造 ・作用 、人身生理 ・衛生 の

大要」

「植 物 ・動物 ・鉱物 の相互及 人

生 に対す る関係」

・「理 科 は実物 を観 察す る教科 だ」 とい う

考 え方 の具現化 され た もので あった.

しか し、多 くの教科書でない児童図書が
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昭和

16

・理科は児童用教科書 の使 用禁止 、教師用教科

書は検定制度 を残す、

この時代 までは、義務教育期 間の尋 常小学校 で

は、教 え られ るこ とにはなって いなかった。

小学校令 と小学校令施行規則 の改正

義務教育 年限を4年 か ら6年 に延長

理科教 育が義務教育 に、物理化学教材 も小学校

で教え るよ うに改正 され た,

国民学校 令

・理数科は 、通常 の事物現象 を正確 に考察 し処

理す る能 を得 しめ、之 を生活上 の実践に導 き

合理創造 の精神 を滴養 し、国運の発 展に貢 献

す る素地 に培 うを もって要 旨 とす。

(特質)

国防が科 学の進 歩 に負 う所大 なる所以 を知 ら

しめ、国防に関す る常識 を養 うべ し。

・理 数科 理科 は、 自然界 の事物現象及び 自然 の

理 法 と其 の応用 に関 し、国民生活 に須要 なる

普通の知識技能 を得せ しめ、科 学的処理 の方

法 を会得せ しめ、科 学的精神 を酒養す るもの

とす る、

・自然 に親 しみ、 自然 よ り直接学 ぶ態 度を養 う

・自然界 にお ける事物 、現象 の全体的 関連の理

解 に努 め、すすんで 自然 の妙趣 と恩恵 を感得

す る。

・動植 物 の飼 育栽培 に より、生物愛護 の念 を培

う。

・科学的技能 の修練 に努め、 日常生活 に実践 さ

せ るよ うに努 める。

・発 見創 造の喜び を感 じさせなが ら、その過 程

で科学 す る心、創造的、合理的精神 の酒養 を

図 る。

・機械器 具 の使用 に習熟す る。創意 工夫の訓練

を与 える.

・資源 の開発 と、それ を国運 興隆に効果的に活

用す る。

・健康 な身 体 をっ くるため に、身体の構造や機

能を よく理解す る.

(指導の主 旨)

・観察 ・栽培 ・飼育 に よって、生物愛育 の念 を

出版 された,

日本 の子 どもたちみんなが、小学校で理科

教 育を受 ける ことにな っていなか った。

日本の子 ども全員が理科教育 を受 ける こと

になった.

・理数科理科 は、皇国民 と して の戦時色 を

考 えなけれ ば、現在 の理科教 育の基礎 と

して考え るこ とがで きる。

・欧米諸国 の理科教育 を学 んで きた 日本 に

とって、 日本独 自の理科教 育の基礎 を作

った。

・戦後 の理科教 育に対 して も大 きな影響 を

与えた ものになっている、

「自然 の観 察」の創設(低 学年理科)

対 象

考察 ・処理 の対象は 自然界 の事物現象並

びに製 作物

考察 ・処理

(観察)

感覚的直感 を根基 とす る。

全体的直覚的 な把握 をす る。

動態 の短 時間に於け る全体 的観 察

比 較観 察の初歩

変化す るものの継続的観察

(思考)

直感的 に観察す る

対象 を 自分た ち と同様 に考 えて判断す る

(処理)

整理 ・整頓 、飼育 ・栽培、採 集 ・分類 の初

歩 、測 定 ・記録 の初歩、簡 易な 工作

(指 導の主 旨)

・自然 に親 しませ、 自然の 中で遊 ばせ っつ

自然 に対す る 目を開かせ、考 察の初歩 を

指導す る。

・植物 の栽培 、動物 の飼 育を させ、生物愛

育の念 を養 うと共 に、観 察 ・処理 の初歩

を指 導す る。
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養 いなが ら、生物 を正確 に考察 ・処理す る能

を養 い、生命 ある物 の真 実のす がたをっ き と

めさせ る.

・人体 の構造 ・機能 を明 らかに させ
、保健 ・衛

生の実践 を指導 し、国民体位 の向上 を図 る、

・自然界 の物質現象 を正確 に考察 ・処理す る能

を養い 、物質現象 を貫 く理法 をきわめさせ、

その真実 のすがた をつ き とめ させ る.

・自然物 に人 工を加 えた物 を考察 させ 、その構

造 ・機 能 を明 らかに さる と共に、その活用 に

なれ させ 、尚、これ を通 じて理 法を きわめ さ

せ ると共 に、新た な ものを工夫創造 させ る態

度を養 う。

学習指導要領 ・理科編(試 案)

・す べて の人 が合理 的な生活 を営 み、いっそ う

よい生活 ができるよ うに、児童 ・生徒 の環境

にあ る問題 につ いて次 の三点 を身 にっけ させ

るよ うにす るこ と,、

1.物 ご とを科学的 に見た り考えた り取 り扱 っ

た りす る能力

2.科 学の原理 と応用 に関す る知識

3.真 理 を見出 し進んで新 しい ものを作 り出す

態 度

であ り、 この 目標 は さらに次 の通 りに分 け ら

れ る.,

1.自 然 に親 しみ科学的 な作 品に興 味を持っ態

度

2。 自然 界の物 と現象 とを観察す る能力

3.す じ道の通 った考 え方 をす る能力

4.機 械や器 具 を使 う能力

5。 生 き もの をかわいが り育て る態度

6.健 康 を保 つ習慣

7.ね ば り強 く、助 け合い 、 自ら進 んで科学 的

な仕事や研 究をす る習慣

8.真 理 に したがい、進んで未知 の ものを探 ろ

うとす る態 度

9.や さ しい科学の本を読 む能 力

10.身 の まわ りの物 ごとの問の関係や性質 を知

るための科 学の主な原理 と応 用 に関す る知識

ll.自 然 の調和 、美 しさ、恵み を知 るこ と

12.科 学者 の仕事 の尊 さを知 る こと

13.更 に進 んだ理科学習への準備 と職業上必 要

・玩具の製 作 をさせ 、工夫考案 の態度 を養

い、技能 の修 練をす る,

・低学年理 科、初等理科の性 格 が明 らか に

され 、系統性 がっ くられ てい る.知 識 の

伝 達に とどま らず、飼 育 ・栽培 か ら、創

造的な工作まで含 まれ てい る.

・科学的の体系的な知識 の伝達 ・教授 よ り

も、児童 が生活の 中で直面す る自然 の:事

物現象を、児童の興味関心 も とに しなが

ら、主体 的な学習 をすす めてい く生活 経

験 主義 的な 「生活 理科 」 に傾 倒 して いる

児童が、生活 に真 に生 きてはた らく知識

能力、態 度の育成や問題解決 の方法 とし

ての科学 の方法の習得 に重点 が置 かれ て

い る,、

・内容 は単元制が とられ、それ に基づ いて

教材 の選 定 ・配列が行われた.
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27

33

43

なものの準備

学 習指導要領 ・理科編(試 案))

1.自 然 の環境 につ いて の理解 を拡 げ る

2.科 学的合理 的な しかたで、 日常生活 の責任

や仕:事を処理す る ことがで きる

3.生 命 を尊重 し、健康で安全な生活 を行 う

4。 自然科学 の近代 生活 に対す る貢献や使命 を

理解す る

5.自 然 の美 しさ、調和や恩恵 を知 る

6.科 学的方法 を会得 して、それ を 自然 の環境

に起 る問題 を解決す るのに役だたせ る.

7。 基礎 になる科 学の理法を見いだ し、 これ を

わきまえて、新 しく当面 した ことを理解 した

り、新 しい ものを作 り出 した りす る ことがで

きる。

学習指導要領

1.自 然 に親 しみ、その事物 ・現象 につ いて興

味を もち、事 実を尊重 し、 自然か ら直接 学ぼ

うとす る態度 を養 う

2.自 然 の環境 か ら問題 を見いだ し、事実に基

づき、筋道 を立てて考 えた りくふ う ・処理 し

た りす る態度 と技能 を養 う

3.生 活 に関係 の深い 自然科学的な事実や 基礎

的原理 を理解 し、 これ をもとに して生活 を合

理化 しよ うとす る態度 を養 う

4.自 然 と人間の生活 との関係についての理解

を深 め、 自然を愛護 しよ うとす る態 度を養 う

学 習指 導要領

・自然に親 しみ、 自然 の事物、現象 を観察、実

験な どによって、論理的、客観的 に とらえ、

自然の認識 を深 める とともに、科 学的な能力

と態 度 を育てる,,

このため、

1.生 物 と生命現象 の理解 を深 め、生命 を:尊重

す る態度 を養 う

2.自 然の事物 ・現象 を互い に関連づ けて考 察

し、物資の性質 とその変化 に伴 う現象や はた

らきを理解 させ る

3.自 然 の事物 ・現象 についての原因 ・結果 の

関係的 な見方、考 え方や 定性 的、定量的な処

理 の能力 を育てる と ともに、 自然 を一体 と し

て考察す る能力 を養 う

・基本的 には、前 回の指導要領 の内容 を踏

襲 している.科 学 的な能力や 態度の明確

化 を図 り、非 常に細かい説 明がな されて

いる、

・これ までの生活単元的学習的理科 の見直

しが行われた、理 科 にお ける基礎 学力の

向上を 目指 して、科学の体系 的知識 の伝

達 ・教授 を重視す る科学主義 ・内容 主義

的理 科への傾斜 が強 まった。

・背景

「理 科教育振興法」の制定

基礎 学力 の低 下が問題化 し、指 導要領の

見直 し

・探求や科学 の基本的概念 の教授 に代表 さ

れ る理科教育改革運動 が世界 規模 で行わ

れた。

内容が生物 とその環境 、物 質 とエ ネルギ

ー、地球 と宇宙の3領 域が精選 され た。

観察 ・実験 を通 して 自然を探 究 し、科学

的能力 、態度 の育成な どを 目指 しなが ら、

自然 の事物 ・現象 に対す る論理的認識 ・

理解 を深 め ることや 、科 学の基本的概念

の学習 を強調 した ものになっている。

生活経験 主義的理科 教育が完全 に姿 を消

した ことにな る.
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52

平成

元

10

学習指 導要領

・観察 ・実験 な どを通 して、 自然を調べ る能 力

と態 度 を育て るとともに 自然の事物 ・現象に

ついての理解 を図 り、 自然 を愛す る豊かな心

情 を培 う。

学習指 導要領(低 学 年理科 の廃止)

・自然 に親 しみ、観 察、実験 を行い、問題解 決

の能力 と心情を育て る とともに自然の事物 ・

現象 についての理 解 を図 り、科学的な見方や

考え方 を養 う

学習指 導要領

・自然 に親 しみ、 見通 しをもって観察 、実験 な

どを行い、問題解 決 の能力 と自然 を愛す る心

情 を育て る とともに 自然の事物 ・現象 につ い

ての理解 を図 り、科学的 な見方や考 え方 を養

う。

・産業の発 展に伴 う、環境 問題や生活 の豊

か さに対す る見直 しが行 われ た。

楽 しい理 科、直接経験 の重視 、豊 かな創

造性 の育成 が強調 され た,、

・自然に関わ ることが重視 され、楽 しい理

科、直接 経験の重視か ら、科学の基本概

念の学習を 目指 した ものになった。

・新 しく見通 しを持っ こ と、問題解決能力

の育成 を図 るこ とが明記 され た。

2,目 標の変遷 に見 る問題 点

小 学校 にお け る理 科教育 の 目標 の変遷 を考 えた とき、明治初期 に西洋の文 明を取 り入れ 自然科

学教育を行お うとしてきた時代 よ り、現在 にいたるまで 、大き く分 けて次 の ような変化 を遂 げてい

る よ うに考え るこ とがで きる。

(1)知 識 の獲得

(2)生 活 経験主義

(3)科 学の概念 の獲得

これ らは、それ ぞれ の時代 背:景や社 会の要請に よ り変化 を してきている。 しか し、共 通にね らっ

て きた ことも存在 して いる。

共通点

問題点

児童の 身近 な 自然 の事物現象 を対象 に、観 察 ・実験 を通 して、児童 が 自ら問題 をもち、

調べて考 えて進 める問題解決す るこ とので きるカ の育成 を根底 にもってい る,

目指 すべ き ものが、 目標 よ りは教育 内容 に よ り変化 してい るため に、実際 の学習 の中

で児 童 に対 して教育 の方 向性 が変 わってい るよ うになって しまってい る、

創造性 や工夫 をいれ な が ら、一律的な 目標 設定 とな ってい るため に個別 に対応 した教

育が行 えない状況 が ある。 人間形 成 も 目指 して きたはず に もかかわ らず 、科 学的 な認識

論に傾倒 して しまって いる,

3理 科教育 目標の背景 にある科学論

日本 のお ける理科教 育を見直す ときに、 これ までの 自然科学論の流れ も確認 してい く必 要があ

る。それぞれ の時代 において、社会的な背景や科学論 によ り理科教育の 目標が影 響 を受けて きた

こ とは間違 いがない.そ れ らの流れ も踏 ま えてい くこ とで これか らの理科教育の進 むべき方向も

明 らか になって くると思われ る、 ここでは小学校令以降、理科 とい う教科が存在 した時期 よ り考
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察 して い く.

理

科

教

育

成

立

期

第

次

世

界

大

戦

直

後

第

次

大

戦

科 学 論

今泉祐 善編述 「理科 教授 法」 博文館1893

(明治26)3月

・理科 は公 平に して、遠 大な る世界の観念 を漉養す

るに欠 く可 らさる資料た るのみ な らず、児童の精

神 を発 達訓練す る上にも、社会世業上 に直接 なる

功益 を与 え うる上 にも、 自然 の美 を知 らしむ る上

に も、至大 の功徳 を有す るを以 て、教育上必須 の

学科た るを しるべ きな り。

棚橋源太郎 ・樋 口勘次郎共著

「小学理科教科書(教 師用」金港堂書籍

(明治33)10月

・理科教授 の 目的は、

同生活 体 として、理解せ しむるにあ り。

1900

自然 を以て複雑な る一一団の共

棚橋源 太郎著 「新理科教授 法」(大 正2年)

・欧米 の諸 国を通 じて今 日の理化教授法 は、生徒 に

実験 させ 、それ を教授 の基礎 にす る方 法である、

是が ために、理化講 義室以外 、特に生徒実験 室の

整備 が必 要である.

大 島鎮治 著 「欧米 晩近の学校教 育 と理科教授 」

宝文館1917(大 正6)6月

・科 学的卓越 には一 も近道な し、唯 自発 的に進歩 を

為すべ きのみ。 人の発 見を学ぶ のみ が科学 の学生

の仕事 にあ らず 、新知識 を得 る方 向如何 を訓練す

るは其重 要なるものな り云々。(フ レミング教授)

和 田八重造 著 「小学理科教 育改善私見」

1g19(大 正8)

・観 察思 考力を練 るの も、研 究心独創力 を養 うのも

自然を愛好、畏敬せ しむ るの も、理科的知識 を与

えるの も、生活の改善 に必要 なるが為 にす るので

あ るこ とを忘れてはな らん」 と言 う。

松原惟 一著 「理科教 育の根本 問題 」 玉川 学園出

版部1931(昭 和6年)10月

・思想 善導 と理科教 育

・人間教 育 としての理科 教育

・職 業的陶冶 と理科教育

時 代 背 景

日本 の理科教 育が翻訳 的な段階 を脱 し

っっあった,理 科 教育は、欧米特 に ドイ

ツの理科教授法 の強 い影響 下に あった.

国定教科書の児童用教科書 の使 用禁止

が出 され る(明 治37～43年)

国定理科書 ・児童用書 の国定化(明 治

44年)

戦争 が起 こった こ とによ り、 日本 の輸

出の停止 と光学 工業や 自然科 学の高度 な

発 展 を基 礎 とした 工 業製 品 の輸 入 の停

止,財 界、産業界 、政界 で化学や物理 学

の立ち後れ が痛感 され た,,

日本 の科学技術 の水準 を高 めるた めに

役立っ ことはなんで もや る。

「理化学実験を奨励す る」 訓令

「理化学 ・理科教育振興運動 」

第一次 世界大戦終 了後 、 日本の経済 が

不況 にな りブー ムは去 る、

理 科 教育 界 の地 道 な 改革 運 動 が 始 ま

る。

日本精神 作興運 動に よ り科 学教 育の冷

遇 世界恐慌 を 「欧米の物質崇拝 の行 き詰

ま り」 として、精神教育 にの重要性 が言

われ る、

低学年理科特設運動が展開 されてい る
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前

臨

戦

態

勢

下

戦

時

戦

後

神戸伊 三郎 「我 が国現時 の理科教育 当面 の実際 問題 」

「新興 日本 の理科 教育」1936(昭 和11))

・精神 作興 と偏 知教育の問題

・理 科の実用性 と役に立っ教育の問題

・生活理科 と総合的取 り扱 いの問題

・実践常道の理科教育の建 設

橋 田邦彦 「科学す る心」 「教学業書」1940

(昭 和15年)

・それが五十年 百年 の後 になって本当の 日本 のため

にな るべ き ことと思 うのは、科 学 とい うことをも

っ と徹底 的に 日本 人が理解 し、又それ に伴 って科

学 とい うものが本 当の姿に於 て 日本で発展す る よ

うにす る ことである と思 うのであ ります。

藤岡 由夫 「科学教 育論」1947(昭 和22)

・明治以来 の科学の輸入 は単 に表面一.ヒの技術の輸入

に止 まった,,そ してそ の背後 にある科学思想 を理

解 しなか った,国 民 の民主革:命を正 しく導 き、社

会 にお け る科学的の思想 を高 めるこ と,

文部省 「新教育指 針」1946(昭 和21)

・日本国民は合理的精神 に とぼ しく科学 的水準 が低

い,、

・真 実を愛す る心がい かに必要 であるか。

・科 学的精神 とは

合理的精神 、実証的精神 、 自然科 学 と社会科学

・科学的水 準を高 めるために ど うした らよいか,、

日常生活 に科学的精神 をはた らかせ るこ と、 自由

の精神 を奮い起す こと、

・日本国 民の科学 的水 準が低いのはなぜ か,

日本 に於いては科学の歴史が まだ浅い、科学教育

に対す るあや まった考 えが あった、生活の科学化

が不十分 であ った、 日本国民性 の欠陥が科学 の進

歩 を妨 げた,

立

国定小学理科書の全面改訂

国民学校理数科理科 と自然の観察の成

国家総動員 、国民精神 作興 と科学 国策

科 学教育局の創設

ア メ リカ統治下 による科学的精神 を養

うた めの教育の推進

学習指導要領(試 案)

朝鮮戦争 を契機 として 産業界 ・経 済界

が活性化 し、科学 ・技術振興 の気運 を生

み理科教育振興 の要請 も高ま った,,そ し

て、理科教育振興法が設 立 され た。

基 礎 学 力低 下 が大 きな 問題 とな って き

た,、

ソ連 ス プ ー トニ ク シ ョ ッ クで 、 理 科 教
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現

在

・「新 しい学力観」 に よる、意 欲、興味 ・関心 を大

切 に した新指導要領

・新 学習指 導要領 で内容 の3割 削減

育改革:運動が世界的に広がる,,

興味 ・関心 を大切に した授 業が勘違い

され、楽 しい学習だけが重視 された。

基礎学力の低 下、学力 の低 下が言われ

指導要領 の一部改正

以上 のよ うに、時代 に応 じた様 々な考え方が出 され てきてい る。 しか し、注 目すべ きは どのよう

な時代背 景があ ろ うとも、理 科教育の 目指す べき ものは絶 えず変 わ らず言われ続 けてい る,理 科が

作られた意味 は残 り続 けている唄寺代 に翻弄 され ることな く理科 の精神 は残 り続 けてい るので ある。

変わった のは、時代に合わせた 目標 の書 き方や 内容 、教授 方法が変 わってきたにす ぎないのである。

また、指 導すべ き教員 の資質 の変化 も影響 を受 けて いるこ とも事実 と して考 えられ る。

4,こ れ までの理科教育 とこれか らの理科教育の方 向性

これ までの理科 教育は、諸外国の影響を受 けなが らも 口本独 自の科学 としての発展 を遂 げてきて

いる。そ して、 日本人全体 として高度な教 育の成 果 として、一様 の科学的知識や見方 ・考 え方 を身

にっけている と言って も過 言ではない。

しか し、 これか らの 日本 において重要な こ ととして新 しく創造す る ことの できるカ を育成す る必

要がある.西 洋 の先進 国に追 いつ く時代においては、一律に程度 の高い教育 を実現す るこ とが必要

であったが、現在、 日本 に求 め られ る科学 とは創 造的な面である.さ らに、理科 が創設 され た当初

には 自分 と自然、生 き方 と 自然 な ど人間形成 として の理科 教育 の面が重視 され ていた に もかかわ ら

ず、技術や 知識の 方向が重視 され、ないが しろにな ってい るよ うに見 える、つま り人 間形成 につな

がる理科 教育 を前面に押 し出して行 う必要がある.

この2つ の こ とは、決 して別 々のこ とを言 ってい るのではない一.現在言 われ ている問題解 決能力

の中には、人 間形成 を含 んだ 、創造性 が含 まれてい るこ とは間違いない,っ ま り、問題解 決能力を

育て るとい うこ とは、創 造性 も人間形成 も育てる とい うことになる。

しか し、実際 には知識 に偏 った理科教育 に傾倒 して しまってい る.そ こで、 もっ と踏 み込んだ形

で、問題解決能力 にある創造性 と人間形成 を前面 に押 し出す必 要があ ると考 える。 そ して、その能

力 を支 える理科 にお ける資質 ・能力、 内容の配当を考 えていか な くて はな らない.

さ らに、現在 の高度 な機器 の発達 に対応 できる態度や知識の獲得 も考 える必要があ る と思 われる

これ らを考 えた ときに、 これ か らの理科教 育の 目標 として重要な こ とは、昔への回帰 と未来への展

望の融合 した 姿で はないか と考える。本 来の理科教育が求 めていた もの を再度整理 し直 して,理 科

の 目標 を構築 してい く必要性が ある.

これ まで

科学的な精神

人間形成 ⇒ 新 しい 目標

未来

〈コ
新 しい道 を拓 く創 造性

高度 な機器へ の対応

基礎学力低 下が叫ばれ て よ り,理 科 の場 合 も知識 ・理解面 が重視 され始 めてい る.こ れは実際の

実験 ・観察 を よ りどころに した理科学 習が阻害 され てい く危険性 がある,理 科で重要な要素である

身近 な 自然 の きま り見つめ る科学的な見方や考 え方が不 十分 になって しま う、っ ま り,知 識 ・理解

が記憶 に よって しまえば,思 考す る力 が落 ちて くる と思 われ る。

理科 の 「理 」の部分が,弱 くなって しま う,
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5.現 在の 目標 の分析 と これか らの 目標の姿

自然 に親 しみ,見 通 しを もって観 察,実 験な どを行い,問 題解決 の能力 と自然 を愛

す る心情 を育 てる とともに 自然 の事物 ・現象 についての理解 を図 り,科 学的 な見方や

考 え方 を養 う..

〈理科 の 目的 に存在す る矛盾点 〉

○ 問題解 決の能カ … 認知心理学の考 えでは,4観 点 になる,

0科 学的 な見方や考 え方 … 科学的 に考察 し,処 理す る能力 とそ の結果得 られた概念,

・ 自然 の事物 ・現象 にっ いて の理解や科学的な見方や 考 え方が含 まれ る。

・ 最終 目標 が科 学的な見方や考 え方 にな らない。

・ 文科省 の 目標 は 「生き る力 」であ り,そ の中核 は,「 問題解決能力」 である.

・ 科 学的な見方や考 え方 は,狭 義の問題解 決能力 と知識理解 の絡 ま りにな り,自 然 を愛す

る心情が含 まれない、、

問題解決能 力が狭義 の意 味 と して教材 の解釈の過程 とな り,科 学的な見方や 考 え方 が一定 の状況

を説明でき る知識 として とらえられ て しまってい る。っ ま り,見 通 しや 自然 を愛す る心 情が落 ちて

しまって理解 されてい る可能性 がある,

皿 結 果の整理

0こ れ か らの 目標 の構造

資 質 ・能 力

問題解決能力

ひ 倉 倉 覧外
創

造

性

人

間

形

成

自

然

へ

の

敬

愛

一 一 ノ

方 法

見

方

考

え

方

科

学

概

念

}
内 容

身

近

な

自

然

事

象

か

ら

⇒
理科の基礎 ・

基本

理科 の本質

意味づ け

基

礎

学

力

の

低

下

知

識

言葉 の定義 の順序,意 味の定義 を明確 に して整理 しなおす.目 的 と方法,内 容 の整理

問題解 決力 を広義 に とらえれれ ば、最終 目的を問題解決能力 にお き、その前提条件 と して、方法

としての創 造性、 自然へ の敬愛 、人間形成 を入れ 、内容 として、科学概念 、科学的な見方 ・考 え方
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として整理す る した らよいのではないか、

理科教育 を知識 ・理解 だけに とどめるこ となく、能動的な 自分で試 し、確かめる帰納 的、演繹的

な学習活動 を進 める方向性 が必要 と思 える.そ のた めにも、現在、見落 としがちになっている、見

通す力、自然 を愛 する心情 を今 一度強調 し、問題解 決能力 の育成に重点 をお いて ほ しい と強 く願 う.
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児童 の分か りとい う観点か ら内容配列問題の所在を探 る
鹿児島大学教育学部附属小学校 平 千 力

・・… 研 究の要約 ・・…

1研 究の 目的

次回の小学校理科の学習指導要領 を改訂するためのデー タとして,実 際の学習指導を通 して,内

容配列が問題 になっているもの及びその問題が生まれ る背景,根 拠 をど うとらえるか。 また,内 容

配列の問題点 を どう見直すかを子 どもの姿 から探 ってみた。

2研 究の内容 と方法

(1)学 習指導 要領改訂 に伴 う内容配列の問題点 を次の観点で問題 の所在を探 る

ア 現行 の学習指導要領 の指導の実際か ら探 る。

イ 実際の学習指導 を通 して,子 どもの反応か ら問題になっているこ とはないか探 る.

ウ その問題 が生 まれ る背景,根 拠 を どうとらえるか分析す る。

(2)現 行の学習指導要領 の問題点を どう見直す か改善策 を研究す る。

3研 究の成果

(1)現 行学習指導要領 の課題

ア

イ

ウ
エ

概念 を構成す るために必要 な内容 が削除 されている。

概念形成上,逆 に した り,ま とめた りした方が よいのではないか と思われ る,

限定条件が多 く,き ま り,… 般化 を図るためには複 数の事例 を扱 うべ きなのに扱 えない,

何 のためにそ うなってい るのかといった内容 が扱 えな くなってお り,科 学の楽 しさを味わ う

こ とが で き な い,.

オ 子 どもの素朴概 念を科学的な概念 に高めることな く扱 っている部分があ り,理 解 を深 めるこ

とが で きな い。

力 子 どもに とって見 えない世界を見える形 にで きていないた めに納得 させ るこ とができないま

ま学 習 を終 了 して い る.、

キ 科学の概念形成か ら考 える とき,例 外に近 い内容 が入 り,一 般 的な概念形成 が難 しいものが

あ る

ク 選択 の内容は全 く次元が異 なると思われ,扱 いにくい。

ケ 観察 ・実験 の技能 からの問題

(2)検 討事項

ア 現行指導要領では,単 元をま とめた りした ものがあ り,情 報量 が多すぎて子 どもが混乱 して

しま う、単元 を分 けた り,学 習す る順序を再検討す る〔「

イ

ウ
エ

オ

カ

キ

きま りの発 見に とどま らず,そ の意味を考 えさせ ることが重要である一、

粒子概念 を学ぶ こ とが科学の現象 を理解す るために有効である,

科学の限界性 を子 どもたちに どう伝 えるかを考 える必要がある.,

選択学習は両方取 り扱 うこ とで内容 の理解が深まる。

子 どもが必 要性 を感 じる場面で観 察 ・実験 をさせその技能 にっいて も高 めてい ぐ

A区 分の内容 は観察 ・実験が うま くいかなか った ときにや り直 しができにくい、 また,各 学

年 で取 り扱 うことによ り概念 をっないでい く内容 もあるので,内 容をスパイ ラルに配置す る必

要性が ある。

(3)改 善

ア 子 どもの思考の流れ に沿った学習す る内容 とい う観点に立つ と,概 念を構成す るために必要

な内容 が削除 され ている物が多い。子 どもが納得 していない ときは,概 念 を構成す る内容 をイ寸

加す る。

イ 限定条件 を可能な限 りな くし,.一 般化を図ってい く。

ウ 子 どもの 日常知 と科学概念 とのギャ ップをな くす ために,日 常知を見直す内容 を付加す る。

工 科学的な方法や手続 きを獲得す るた めの内容 を付加す る必要があ る.,
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1は じめ に

鹿児島県の理科 を教 えてい る教師約50名 に 「理科好きな子 どもとは どのよ うな子 どもなのか」

とい うアンケー トを とってみた。す ると,
・ 「なぜだ ろ う」 とい う知的好奇心を常にもっていた り

,そ の知的好奇心 をもとにす ぐ行動に移

した りで きる子 ども,ま た,知 的好奇心 を持続 でき子 ども
・ 「わか った」 とい う成功経験 があ り,少 々困難 にぶち当た っても納得す るまで知的探究心を持

続でき追究す るこ とをや めない子 ども
・ 「何 のためにそれ をや っているのか」 「その結果 どうなるのか」 「その事 実か ら何 がいえ るの

か」等の見通 しをもって実験 ・観察ができる子 ども

などがあが ってきた。

日頃の子 どもたちの様子か ら考えて も,子 どもは本来,自 然が大好 きであ り,追 究す るこ とも好

きなことがわかる。それは,い ったん不思議だ と思った ことは 自分が満足す るまで追究す ることを

やめようとしない ことか らもわか る。子 どもは 「もっ と知 りたい」 「もっ とわか りたい」 とい う願

いをもち,自 分な りの見方や考え方作 り出せ る存在 なのである。理科が あま り好きでない子 どもた

ちの傾 向を見てみ る と自然体験が少 なく,知 的好奇心 ・探究心が低い ことがあげ られる。理科 の授

業においては,確 かな問題設定ができないため,見 通 しを もてないまま観察 ・実感 をす る場合が多

い.ま た,子 どもの見方や考 え方 と,教 材 のもっている特性 の間 にずれ が生 じるた めに,思 考 の流

れに沿って学習す ることがで きに くく,学 習す る内容 を納得す るまで追 究できにくい問題 もある。

学習す る内容は 自然の きま りをよ りよく理解す ることができるものである必要がある。

そこで,今 回,現 行の学習指導要領 を子 どもの分か りとい う観点か ら内容配列問題の所在 を探 る

こととした.

2研 究 の 実 際

(1)概 念 を構成す るた めに必要な内容が削除 されている。

3年 生

4年 生

5年 生

単元名

草 花 を育 て よ

う

昆 虫 の 体 のつ

く り

月 と星

水の姿 と行方

物の溶け方

問題点

挿 し木 でふ える植 物

の内容が削除

根,茎,葉 な どの植

物 のつ く りと働 き を関

係付 け て と らえ られ な

い

触 角 な ども昆 虫の体

の特徴 であると答 える

空 間の認識や 観察 の

方法な ど,子 どもに習

熟 させ るの に時間が か

かる、,

水蒸気の湯気

物の保 存 を学習す る

前に形 を分 けて も重 さ

が保 存 され てい る とい

う内容がない。

根拠 ・背景

中学校へ移行 された

比較を中心 として学

習 している。固有性 を

追究す るときに子 ども

は問題にす る。

体の節 と足の数 で判

断 している

野外活動が困難

水蒸気が冷や されて

見える湯気 になること

はわか るが,湯 気 が再

び見えな くなることは

取 り扱わない。

5年 生 「重 さは同 じ

で も,体 積 の違 う物 が

あ る」 の内容 が削除 さ

れている。保存概念 の

ステ ップが踏 めない。

ど う見直すか

5年 生 の植 物 の発 芽

と成 長に 関係 付 けて い

ろいろな植物 を知る〔1

根 の 働 き に 注 目 させ

る、,そ うす る こ とに よ

り植 物 の もつ 巧 み さ に

気 付 く

体 のつ く りを学 習す

る ときに取 り扱 う

可能 な 限 り,野 外活

動 を行 う。(例 自然

教室な どに組み込む)

子 どもた ちは 問題 に

す る ので,「 なぜ,空

気中が水 浸 しに な らな

いのだ ろ うと発 問 し,

バ ランスや温 度 の関係

にっいて考え させる

物 の溶 け方 の学 習 の

前 に,5年 生 て この働

きの てんび んの学 習の

際に付加す る

一157一



6年 生

気 温 の変 化 と

天気

川 の 流れ の働

き

植物の発 芽

と成長

て この はた ら

き

命のつなが り

植 物 の体 の っ

く り

人 と環境

基礎 的 ・基本的 な見

方や考 え方の低下。

雲 の動 きか らの天気

の変化 では,情 報不足

野外活動が困難

川 の浸食作用 を実感

させ る手だて

雄 花 ・雌 花,お しべ,

め しべ の 取 り扱 い

イ ンゲ ンマ メや ジャ

ガイモのでんぷん

実用 て こか ら実験 用

て こに移行す る際 にの

思考 の流れ に無 理 が あ

る

押す力の問題

メダカ の雄雌 の ちが

い をあげ させ る と,尾

びれ な ども違 うとい う

葉 で光合 成 され たで

んぷ ん が どこを通 って

い くのか触れていない。

根 で吸 い上げた 水が

どこを通 ってい くのか

について触れ ていない。

食 物連 鎖 には触れ な

いことになってい る.

太 陽高度,雲,風 の

学 習 の 削除。

天気 の変化 をイ ンタ
ーネ ッ トな どの雲 の動

きだけでは理解 困難

映像や資料な どによ

る調べ活動が 中心 とな

る。

地上か ら見て削 られ

ている部分 で判断

アブラナの取 り扱 い

(5年)が 削除

断

ヨウ素反応だけで判

支点が中心 にくるこ

との必要性 を実感 させ

ることが必要

棒 を押すカを数 量化

す る際,友 だちに よっ

て同 じ所を押 して も押

すカが違 うと考 えてい

る。

個体差 と性差 の区別

がイ寸きにくい

日光を当てた葉 ので

んぷんを調べ るだけで

は,で んぷ んを作るこ

とと成長 との関係 が結

びつかない.

水をや らなか った植

物が枯れ ることか ら,

水が必要で あるこ とを

考 えるだけでは,水 と

成長の関係が結 びっか

ない.

人 との営みも入れる

必要がある

太 陽 高 度,雲,風,

湿 度 の学 習 を付 加す る。

自分 の見 上げ た空の

様子 とオ ン タイ ムで一

致 させ る。

可能 な 限 り見 学学習

をす る。

川 底 を問題 にす る と

実感できる

どの よ うに受粉 が行

われ るか,顕 微鏡 な ど

を使 ってお しべや め し
べを観察 させ る。

顕微 鏡 でで んぷ んの

数 を観察す る活 動 を取

り入れる

棒 の重 さだ けでお も

りが持 ち上 が る こ とを

実感 させ る,釣 り合 う

た めには真 ん 中に支 点

を持 って こな い といけ

ない とい う必 要性 を感

じさせる。

て ん び ん に よ っ て,

釣 り合 っ た と き が 同 じ

カ に な る こ と を理 解 さ

せ る。

一緒 に飼 っ て卵 を産

んだ 時点で 雄雌 の違 い

を判 断す る

でんぷ んは糖 に分解

して植物 全体 に 回 るこ

とを,植 物 のい ろい ろ

な場 所 で糖 の存在 を調
べ させ る(尿 糖試 験紙

・蒸発等)

水は植物 全体 に 回る

こ とを,茎 を切 って調
べた り,着 色 した水 を

吸 わせた りして,葉 の

隅々 まで水や 肥料 が細

い管 を通 っ て行 きわた

ってい る こ とを調 べ さ

せ る.

社会科 と同時期 に学

習 し,共 通 単元 と して

時数 を折 半 しては どう

か。 あ るいは,総 合 的
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水溶液の性質

人 と動物の体

の働 き

土地 のつ く り

とはた らき

電流の働き

中和 の 内容 を取 り扱

わな い こ とにな ってい

る.

腸 での栄養 分の 吸収

につ いて の学習が 不十

分

土:地の でき方 を根 拠

をもって推論 できない.

野外活動が困難

発熱の疑問

リ トマ ス紙 だ けで調
べていた

教科書や 資料のみで

学習 してい る。

「土 と石」(3年)が

削除 され,身 近 な 自然

を実感 した り,好 奇心

をもっ機会が減少。

「火 成岩」(6年)が

中学校 へ移行

映像や 資料な どによ

る調べ活動 が中心 とな

る。

発熱の学習が削除

な学習に含 める.

で んぷ ん は ろ紙 を通

らないが,で んぷ んは

ろ紙 を通 る。

動 物(豚 や 羊)の 腸

に よる吸 収 の実験 を取

り入れ る。

腸 は,体 内 の体外 と

い う考 えを作 る

デ ンプ ンや ビタ ミン

Cが 吸収 され てい る こ

とを,ヨ ウ素 溶液や ジ

クロ ロイ ン ドフェ ノー

ル溶液 で調べ させる.

「土地 の構 成物 」 の

学習を3年 生 に戻すか,

5年 「流れる水の働 き」

に付加す る.

可能な 限 り見 学学 習

をす る。

電流 を流す と発熱 す

る事 実を取 り上げ る。

(2)概 念形成上,逆 に した り,ま とめた りした方が よいのではないか と思われ る。

4年 生

4年 生

5年 生

4年 生

5年 生

6年 生

5年 生

6年 生

単元名

水の姿 と行方

水の姿 と行方

流 れ る水 の働

き

月 と星

流れ る水 の働

き

大地のっ く り

植 物 の発 芽 と

成長

植 物 の 体 の つ

くり

問題点

水 の姿 と行 方,水 の三

態変 化 が同 じ単 元に な

っている

「流 れ る 水 の働 き」 を

扱 わ な い で,「 水 の 循

環 」 を扱 う こ とに な っ

て い る。

空間概 念 として取 り扱

いが逆

光合成 の取 り扱 い

根拠 ・背景

循環のこ とを理解 さ

せ るために三態変化 を

学習 している

月 と星は神秘 さを考

えさせ る意味で4年 始

に配置 してい る。結果

的 に宇宙か ら地上への

順 になってい る

5年 生の発芽か ら成

長 の学習の中で光合成

を取 り扱 う方 が植 物の

生の営み としては都合

が よい

どう見直すか

別単 元 として 取 り扱

う。 その際,三 態変化

は,必 ず水 の姿 と行方

の前に取 り扱 う。

流 れ るの働 き を4年

生で学習す る

空 間概念 か ら考 える

と,地 上の変 化 か ら宇

宙へ の図ではないか

5年 生 の学習 の中に

6年 生の光合 成 の内容

を付 加。そ の際,実 を

付 け るまで継 続観察 を

させ るのが前提。
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(3)限 定条件が多 く,き ま り,… 般化 を図るためには複数 の事例を扱 うべきなのに扱 えない。

3年 生

4年 生

単元名

植物の育ち

植物 の育ち

昆虫の育 ち

季節 と生き物

月 と星

問題点

夏生 一年 生の双子葉

植 物 のみ を扱 うこ と。

固有性 が認 めにくい

2,3種 類 を扱 うこ

とに な っ て い る。 固 有

性 が認 めに くい

夏 生 一 年 生 の み を扱

うこ と に な って い る,,

固有性 が認 め に くい

2種 類 の形の 月の し

か扱 えない。

二つ又 は 三っ の星座

を扱 うことでは曖昧.

根拠 ・背景

厳選 のため

厳選 のため

厳 選のため

ど う見直すか

数 を あた る よ うにす

る.教 師 が育 て る植物

を故 意 に混 ぜ て育苗 し

てお き,子 どもに比較

する活動 を行 わせ る。

る

数 をあた る よ うにす

る

数 をあた る よ うにす

(4)何 のた めにそ うなっているのか とい った内容が扱 えな くなってお り,科 学 の楽 しさを味わ うこ

とができない。

6年 生

単元名

植物のっ くり

と働 き

土地 の つ く

りとでき方

問題点

葉 で で ん ふ ん を 作 る

とい うこ とは教 え るが,

そ れ が 何 の た め で あ る

のか は教 え ない,,

地震 は取 り扱 うが,

地 震が起 きるわ けは扱

わない

根拠 ・背 景 ど う見直すか

植物 は何のためにでん

ぷ ん を体 に蓄 えてい る

のか 考 える学 習 を取 り

入れ るこ とで,葉 でで

きた養 分 が茎 を通 る こ

とを調 べ る実験 が有 効

になって くる。

(5)子 どもの素朴概念 を科学的な概念に高 めることな く扱 ってい る部分があ り,理 解 を深める こと

ができない。

5年 生

単元名

お も りの は

た らき

問題点

重い物 ほ ど早 く落 ち

る とい う日常知の解決

を図 らない まま学習 し

ている。

根拠 ・背景 どう見直すか

上 ら物を落 として,重

さが 違 う物 で もほ とん

ど落 ちる速 さは変 わ ら

ない こ とを理 解 させ る

実験を行 う。

(6)子 どもに とって見 えない世界 を見 える形にできていないために納得 させ ることがで きないまま

に終わっているものがある。

4年 生

単元名

もの の 温 ま り

方

水の姿 と行方

問題点

水そ の ものの対 流 を

見てお り,熱 の移動 を

見ていない

見 えな くな った物 の

根拠 ・背景

形を分けて も重 さが

どう見直すか

形 を分 け て も重 さが
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5年 生

その他

物の溶け方

モデル

保存

見 えな くな った物 の

保存

見 えない もの を表 現

す るた めにモ デル化す

る必要 が あるが なかな

かできない。

保存 される学習が削除

されている。

形 を分けても重 さが

保存 される学習が削除

され ている。 あるかな

いかな ら学習は成立す

るが,有 り様 を問題に

す る

モデル化 をす る機 会

が少 ない

保 存 され る学 習 を水 の

姿 と行 方の 前 に位 置付

ける

有 り様 につ いては,

味,色,ろ 過 の後 に蒸

発 させ るな ど総 合的 に

判 断す る学 習 を取 り入

れ る.

モ デル化 を4年 生 の

「空 気 と水 」 の学習 か

ら取 り入れてい く。

(7)科 学の概念形成か ら考えるとき,例 外 に近い内容が入 り,一 般 的な概念形成が難 しい ものがあ

る。

3年 生

4年 生

6年 生

単元名

昆 虫 の 体 の つ

く り

磁石の性質

水 の姿 と行方

電 気 の は た ら

き

水溶液の性質

問題点

体 の分 かれ が はっ き

りしない ものがあ る

磁 石 に付 く物 は鉄で

あ る とい うま とめに な

らない.

水 は100℃ で 水 蒸

気,0℃ で 凍 る と思 い

こむ。

光電池 の直列 並列 の

っなぎ方 の とり扱い

酸性 の水溶液 は金属

を溶かす と確認 した い

が,ア ル ミニ ウム を金

属 として扱 うと水酸化

ナ トリウムで も溶 ける

ア ル カ リ性 の 水 溶 液

の 特 性 に っ い て,一 般

化 で きに くい 。

根拠 ・背景

教科書 には蝶 が例示

され てお り体の分 かれ

が は っ き りして い る

が,子 どもたちはカブ

トムシな ど体の分 かれ

がはっき りしない物 も

問題にす る。

色紙や,鉛 筆 の芯,

石な ども磁石に付 く

自然の事象を忘れ教

科書の内容 をそのまま

教 え込んでい る。

子 どもた ちは,光 電

池 を使 って速 く走 らせ

たい ときに,乾 電池 の

ように直列 にっな ごう

とす る。光電池は乾電

池 のよ うに直列にっな

いで も速 くな らない。

ど う見直す か

お腹 の報 か ら観 察す

るな ど胸 の取 り扱 い を

重視 す る。 そ の際,胸

が3つ に分か れ てい る

物 もあ る こ とや足 が 出

てい る所 が胸 で あ るこ

とを とらえさせ る。

磁 石 に 付 く物,付 か

な い 物 とい う ま とめ と

す る、,

自然 の現象 はい ろい

ろな物 が絡み 合 ってい

ることを話す。

内部抵 抗 の 問題 を話

して も良い が あ ま り理

解 で きない、,並列 にっ

な ぐよ りも光 の 当て方

を問題に して い く。

(8)選 択の内容 は全 く次 元が異なると思 われ,扱 いにくい。

5年 生

単元名

人の誕生

魚の誕生

問題点

内容 的に異な る.

根拠 ・背:景

両方扱 ってこそ 内容

理解が深ま る

ど う見直すか

命 とい う観 点か らど

ち ら も取 り扱 う.メ ダ
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お もりの働 き 内容的に異なる. 身 にっける資質 ・能

力 で配置 してい る

カを扱 った後 に人 を扱

う,

条 件制御 の能力 を培

うので あれ ば,振 り子

の学 習だ けで 十分で あ

る。

(9)観 察 ・実験の技能か らの問題

3年 生

4年 生

5年 生

顕微鏡

解剖顕微鏡

上皿てんびん

電流計

チ ョ ウ を 育 て

よ う

日なた と日陰

空気 と水

植 物の発芽 と

成長

植物の成長

取 り扱 いが 限 られ て

い るた め,操 作技 能 を

習熟す る機会 が少ない。

5年 生 の選択学 習に

よって,扱 わない子 ど

もたちも出て くる

取 り扱 いの時間不足

5ア ンペ ア よ り小 さ

い端子 の取 り扱 い

アオ ム シコマ ユバチ

にアオムシがや られ る

生 きてい る物 の観察

は しに くい

陰 の動 きを調べ る と

き に木 や建物 な どで調
べ る とわか りにくい

押 し返すカ が空 気で

っぽ うで は実感 で きな

い

発 芽 の条件 を整理 で

きにくい

ヘ チマや キ ュ ウ リで

は,地 域 に よっては夏

休み 中に受 粉 して しま

「水 の 中の 小 さな 生

き物 」(5年)の 学 習

が 削 除 され,「 植 物 の

花 粉 の 働 き 」(6年 の

み とな った)

以後 の学習において

有効 に扱 えない子 ども

が出て くる

4年 生 の 学習 で は時

間不 足

「物 の溶 け 方」で は ,

溶 け る量 の扱 いが 「さ

じ何 倍 分 」 「電 子 て ん

びん 」 等 で も よ くな っ

た,,

実 際 に そ の よ うな場

面が な く,知 識 と して

覚 えて い る。

穴のあいた容器 を使

用 している、又は,幼

虫を採 取 してい る

動いて しまって細か

い観察がで きに くい

幅のあるものの記録

を取る とわか らなくな

る

今 までは圧 し縮 める

ときの手応 えで良かっ

たか どのくらい とい う

ことを問題 にす る,

子 どもた ちが 自由な

条件 で観察す る とま と

めの殺階で情報が多す

ぎて整理できない

教科書に載 っている

植物 を栽培 しよ うとし

ている,

観 察 ・実験 の操作技

能を,追 究活 動で生か

していく。例 えば5年

生 「植物の発 芽」のイ

ンゲンマ メのでんぷん

調べ などで も使用でき

る。(※(1)の 欄参

照)

※ 選択学習の参照

上皿てんび んを扱 う

機会 をふや し,観 察 ・

実験で操 作 ・技能を習

熟 させる、.

卵か ら観察す る。観

察の際は密封 した容器

に入れ る。

小 さな透 明な容器 に

入れ ると観察 しやす い,

標本 の効果 的 な利 用 も

考 えられ る。

細 い棒 を使 って,い

ろい ろな場所 で観 察 さ

せ る。

注射器 を使 って,そ

の圧 し返す力 で物 を と

ばす ゲー ムを行 うと数

値 のデー タができる,

表 を使 って整 理 して

い く

例 えば鹿 児 島 を例 に

とる と,受 粉 を夏休 み

前 に学習 したいのな ら,
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6年 生 電 流 の は た ら

き

う 。

鉄心 の大 き さや 幅 な

どが磁力 に影響 す る と

考えている

受粉 を学習する際に地

域 に応 じた植物 を栽培

しなければな らない。

鉄心の幅や大き さで

付 く物の量が変わって

くるこ とか ら,鉄 心の

大き さや幅 を磁力が強

くなる理 由にす る.

スイ カや カ ボチ ャを栽

培 させ る。 夏 休み後 の

学習 な らば,ニ ガ ウ リ

を栽培 させ る。

電 流 が流れ る と磁 力

が 起 きる こ とを理解 さ

せ る必 要が あ る、 一本

のホル マ ル線 に電流 を

流 して磁 力 が 起 きる こ

とを確か めさせ る。

(10)そ の他 の問題 点

3年 生

4年 生

5年 生

その他

単元名

磁石の性質

水 の姿 と行方

て この働 き

もの づ く り

人体

電気

学期の壁

問題点

磁 石遊び をしていない

のに磁石 を学習 しな い

といけない

水の循環 と水の三態変

化の取 り扱 い がは っき

りしていない。

5年 生 の て こ とて んび

ん の 取 り扱 い が は っ き

り して い ない.

市販 の教材 に頼 って

いる

生命の学習 はスパイ

ラル に積 み上 げてい く

のがよい

スパ イ ラルに積 み 上

げていく

季節 の 区分か ら学 期

によっての学習が窮 屈

根拠 ・背 景

生活科で磁 石遊び を

していない子 どもが多

いつ

循環のことを理解 さ

せ るた めに三態変化 を

扱 っている。

てこの特別な形 とし

ててんびんを扱 ってい

る

分

教材開発などが不十

「人の体 」(3年)

が 中学校 に移 行,「 人

の脈拍や体温の運 動」

が削除

5年 生で電気の学習

が抜けていて,6年 生

で 「回路の概念」 を新

た に学習 し直す

学期の時数や評価の

問題

どう見直すか

単 元 の初 め に磁 石遊

びの活動を取 り入れ る、

※(2)の 項 参 照

教材 開発 を進 める

従 来 の よ うに,「 生

命」 の学 習 を スパイ ラ

ルに積み 上 げ てい く内

容 を配置す る。

5年 生 に も電気 の 内

容 の学 習 を配 置 しスパ

イ ラル に積 み 上 げてい

く

天気の学習や地層の

学習な ど学期や学年の

枠を越えて設定する

3お わ りに

次回の小学校理科 の学習指導要領 を改訂す るた めのデー タとして,実 際の学習指導 を通 して,内

容配列が問題になってい るもの及びその問題が生まれ る背景,根 拠を どうとらえるか。 また,内 容

配列の問題点 をど う見直:すかを子 どもの姿か ら探 ってみた。その結果,い ろいろな面か ら学習 して

いる内容 に付加 した り,内 容配列を考慮 した りす る内容が出てきた。子 どもが,見 通 しをもって,

「なぜだろ う」 とい う疑問を解決 しやすい,思 考 の流れ に沿った 内容 にす るべきである,,そ のため

に,日 頃の授業の子 どもの姿か ら今後 も研究を進 めていきたい と考え る,
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小学校理科で育む科学的思考力について考える

長崎大学教育学部附属小学校 楠本 正信

1は じめ に

現行の指導要領理科編では,各 学年で育む科学的な思考力 を,3年 「比較するカ」4

年 「関係付 ける力」5年 「条件 を制御す るカ」6年 「多面的に判断す るカ」 と設定 して

いる。科学的 な探究 の際に必要 となる思考力を分析 し,各 学年の発達段階に応 じて設定

してお り,そ の ことか ら各学年の理科学習にお いて育む資質や能力が明 らかにされてい

る。

しか し,こ の4つ の科学的な思考力 は,児 童 の実態 に即 しているのであろ うか。また,

児童 に科学的 な問題解決能力 を身にっ けさせ るとい う視 点に立った とき,こ の4つ の思

考 力よ りも適 した ものは無いのであろ うか。

これ ら2点 について各学年の児童に実態調査 を行い,分 析 した結果をもとに考察を試

み たい。

2実 態調査につ いて

(1)実 態調査 の形態

具体的な問題場面を設定 し,選 択および 自由筆記で回答す る質問紙法によ り調査 し

た(下 記問題参照)

(2)対 象人数お よび調査時期

実態調査者数3年32名4年41名5年42名6年39名

平成16年1月 実施

(3)調 査 内容(対 象 とした資質,能 力)

・比 較(1対1比 較 ,1対 複 数比 較)・ 関係 付 け ・論理 的な 思 考

・三殺論 法 ・推 論 ・条 件 制御 ・実験 計 画 ・多面 的 な判 断

3調 査の実際 と結果

実態調査は,2の(3)に 示す内容 を質問紙で問 うたが,実 際には下記 に示す 内容,

お よび判断基準で調査 を行った。調査の結果 にっいては,グ ラフで示す。
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<実 態調査NO1>

A太 郎 君 は,野 原 を歩 い て い た らバ ソタ を 見つ け ま した。

さっ そ く,先 生 の と こ ろ に も って い っ た ら,「 それ はバ ソタ で は な く

イ ナ ゴだ よ。ご とい わ れ ま した。 バ ッ タ とイ ナ ゴ の ち が い は どこ で し

ょ う,下 の ス ケ ソ チ を 見 て,同 じ と こ ろ,ち が う と こ ろ をい く つ で

も書 い て くだ さい 。

□

図

シ鱗験

鰯麟齢㌧

ちが う とこ ろ

お な じところ

① 質問紙の内容および判断基準

No1で は,「 比較」のカ,具 体 的には共通点 と差異点 を探 す力 をみ よ うと考 えた。

回答は,自 由筆記で あ り,箇 条書きでも,文 章で も可 とした、単なる体の部位,例 えば

共通点 として 「足」 とだけ記述 して も不可 とした,、

体の部位 に加 え比較の視点がわか るものに限 り正解 とした。 また,今 回は,比 較す る

視点の数 よりも,共 通点や差異点 を見つ けるこ とができて るか に焦点化 してい るため,

結果の集 計には視点の数 を反映 させていない.、

② 結果

表示文字列
No1比 較

3年

4年

5年

鰯 両方

醗 共通

醗 差異

懸 無解

6年

0%20%40%60%80%1009ら
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i

〈実態調査NO2>

Bう き草 の ふ え方 につ い て 調 べ るた め に,次 の よ うな実 験 を し ま した。

O

忌2
…i'i
一一一;

う き草.

池 の水 を入れ て,

うき草 を5本 入れ

る。

O

渓(、
腐
1

池 の どう

池の水 と池の どう

を入れ て,う き草

を5本 入れる。

③一
蓼藤

メ ダ カ/

池 の 水 と メダ カ2

匹 を 入 れ て,う き

草 を5本 入 れ る,

1よ く 日の 当 た る 場所 に2週 間 置 き,う き草 の 数 が ど うな るか 調 べ ま した。

そ の 結 果,① は8本 に ふ え,② は な ん と15本 に ふ え ま した。

ど う して(Dよ り② が た く さん ふ え た ので し ょ うか 。 あ な た の考 え を書 い

て く だ さ い.

2さ て,③ の うき草 の 数 は ど う な っ た と思 い ま す か、、あ な た の 考 え を 書 き,

そ の わ け を 書 い て くだ さい 。

考え

く わ け 〉

① 質問紙の内容および判断基準

No2で は,問 題1で 「関係 付 け」 の力,問 題2で 「論理 的 思 考」 の力 をみ よ うと考

えた.ユ の回 答 に例 えば 「土が あ るか ら」 とい う記 述 が あった ら,土 が あ る こ と と無 い

こ とを比 較 して い るわ け であ り,根 拠 を比較 とい う視 点 で 見て い る こ とが半1」断 で き る。

また,「 土 が あ るか ら栄 養 が あ り,増 え る」 とい う記 述 が あ っ た場 合 に は,関 係 付 け

て 考 える こ とが で きて い る と判 断 で き る。 そ の 立場 で集 計 した 。 問題2に つ い て は,自

分 な りの根 拠 を も とに 回答 して い るか で判 断 した。

② 結 果

3年

4年

5年

No2-1関 係 づ け

6年

灘 関係付

藤 比較

醗 池と

顯 鰍

3年

4年

5年

6年

0%20%40%60%80%100ｰk

No2-2論 理的な思考

薩 論理

羅 否論

麟 無解

0%209640%60%80%10096
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〈実態調査NO3>

Cあ るえ き に,と か した り,出 した り して

物 の 強 さを 調 べ る方 法 を発 見 し ま した 。

① の よ うに ○ を とか した え き に△ を入 れ

る と,な ぜ か △ が と け,○ が 出 て き ます 。

しか し,② の よ うに,△ を とか した え き

に ○ を入 れ て も何 も起 き ませ ん 。

次 に,△ と □で や っ てみ ま した。

△ を とか した え き に ロ を入 れ る と,臼 が

とけ,△ が 出 て き ます が 、 ロ を とか した え

き に △ を 入 れ て も何 も起 き ませ ん。

こ の よ うに,強 い 物 が と け て,弱 い物 が 出

て き ます,

※C)が と け た と きr)に な る。 △

OO

lう

1

こ)

△ △ を入 れ る。

△ を入 れ る。

タ
ー!き

、

○ が 出 て く る。 ○ こ)
'uO

G

ピ㌧

＼△
○ を入 れ る。

0は とけ な い。

△ も出 て こな い

0
.¥

i¥J

へ ○

が とけ た とき 、△、 に な る。

○ をとか したえきに雲を入れ る とどうなる と思います か。 あなたの考えを

書 きな さい。

〔]をとか したえきに○ を入れ る とどうなる と思いますか。あな たの考 えを

書 きな さい。

① 質問紙の内容および判断基準

No3で は,「 三段論法」のカ,を み よ うと考えた。三段論 法を行 う場合 は,前 提 と

なる事実を把握 し事実に基づいて論理 的に思考す るわけであ り,い わ ゆる演繹的な思考

のカ とい うこともできる,こ の質問紙 によ り,演 繹的 な思考 のカ と発達段階の関係 をみ

ることもできると考えたのであ る。回答では,△ と○ と□の強弱関係 についての理 由を

記述できてい るかで判断 した,

② 結果

3年

4年

5年

6年

No3-1三 段論法1

灘 正解

懸 柾 解

3年

4年

5年

6年

No3-2三 段論 法2

闘 疎

灘 不正解

0%ZOｰh40%60ｰk80%100ｰh
0%20%40%60%80%100ｰ,6
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〈実態調査NO4>

D田 中 はか せ は,新 しい くす りの研 究 を して い ま した。

研 究 の と 中で で き た も の の形 を調 べ る と次 の よ うな も の が あ りま した。

くす り と して き き 目が あ るか 調 べ て み る と,① の グル ー プ は くす りと して き

き 目 が あ るが,② の グル ー プ は き き 目 が あ りませ ん 。

①の グループ

0

鼠

② のグループ

0

1き き 目が あ る と こ ろ は,く す りの どのぶ ぶ ん だ と思 い ま す か.図 の 関 係 あ る と

こ ろを ○ で か こみ な さ い。 ま た,な ぜ そ う考 え た か ,わ け も書 きな さい。

,く わ け 〉

2こ の じっけん結果か ら,い ちばん くす りとして のきき 目のある形 は どんなふ う

に なる と思いますか。あなたの考 える形 を下に書 き,よ こに りゆ うを書 きな さい。

く りゆ う〉

① 質問紙の内容および判断基準

No4で は,「 比 較 」 のカ,お よび 「推 論 」 の力 をみ よ う と考 えた。 問題1は,1対

複 数 比 較 で あ り,1対1比 較 の カ をみ たNOユ よ り高度 な 比較 の力 を要 求 され る.回 答

で薬 効 部 分 を見 つ け る こ とが で きて い るか で 判 断 した 。 問題2は ,「 推 論 」 を行 う必 要

が あ る,、「推 論 」 は,演 繹 的 な思 考 力 が必 要 で あ り,そ のカ の発 達最 階 との 関係 もみ る

こ とが で き る。

② 結果

3年

4年

5年

No4-1高 度 な比較

麟 根拠○

灘 形のみ

醗 無解

3年

No4-2推 論

4年

麟 麟 ○

騒 推論・

5年

6年

0ｰ,620%40%60%80%100%

6年

0ｰk20ｰh40ｰh60%80ｰnlOO%
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<実 態調査NO5>

∵難 黙 鐸 鱗1豪R鷲
ン を次 の 二 つ の場 所 にお き,1週 間後 に ど うな ①

る か し らべ ま した。

回

① 日の よ く当 た る 調)ま どの所 ② の当た らない家 の うら

騨 ずr謂 騨 ⇒カヒ謙

こ の 実験 か ら,カ ビは じめ じめ した とこ ろ に生 え る と い うこ とが言 え ます か。

自 分 の 考 え に ○ を 付 け,そ の わ け を 下 に書 い て くだ さい。

ア 言 尺る イ 言 えない

〈 わ け 〉

カ ビを生 えに くくす るために ウメボ シを近 くにお くとい い とい うこ とをお ば

あ さんか ら聞 きま した。そ のことをしらべ るためにパ ンの よこにウメボシをお

いて実験を したい と思い ます。その ときには,そ のパ ンをどこにお きますか。

自分の考 えに○を付 け,そ のわけを書いて くだ さい,

ア 日の 当た る南が わの ま どの所 イ 日の 当た らない家 の うら

文わ け 〉

① 質問紙 の内容お よび半1」断基準

No5で は,「 条件制御」の力,「 関係 付け」の力をみ よ うと考えた。 問題!は,高

度な条件制御 の力が必要 とされ る。条件制御のカが確 かに身 に付いているかが判断でき

る と考 えた。問題2に おいては,問 題1の 結果 との関係付 けをす る必要がある。回答 の

根拠の欄 に 「日向においては,梅 干 しの影響か どうかが判断できない」 とい うこ とを記

述 できているかで判断 した。 この結 果は,No2と ともに,「 関係付けの力」の分析 に

活 用 した,1

② 結果

表示文字列
No5-1条 件 をそ ろえる

4年

5年

醗 舳 ○

羅 理由・

懸 誤答

3年

No572関 係づ け

4年

5年

6年

鑛 馳 ○

麗 馳 ・

騒 誤答

6年

0%20%40%60%80ｰ,6100ｰk 0%20%40%609も80%100%
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〈実態調査NO6>

1温 度 が下がる とカ ビが生 えにくいのか調べ たい と思い ます。 そ こで,パ ンをれ いぞ う

こに入れて調 べま した。

そ のけっか,カ ビの生え方 はずいぶん 少な くな りま した、

しか し,こ れで は,太 陽の光 も当た らない ので,カ ビが生 えないのが温.度のせ いか,

光の ないせいな のかが分か りませ ん。 この問題 をかい けつす るために,あ なたは どんな

実験 を しますか.

あ なたの考 える実験 を下に書き なさい。

2キ ノ コ は カ ビの 仲 間 で す.お じ さん は,キ ノ コの さい ば い を し よ う と考 え ま した 。 さ

て,お じ さん は,,下 の どの 土 地 をか りた で しょ 旗.自 分 の 考 え に ○ を 付 け て くだ さい.

ア 広 々と したきれいな畑

β 『

盤 編鞠…

イ 山 と山の間の木 が しげってい る所

灘鍵
鄭 ・ノ ー一 暫 一'

な ぜ,お じ さん は,そ ち ら のほ うが キ ノ コ の さい ば い が しや す い と考 え た の で し ょ う、

わ け を か い て く だ さい 。

① 質問紙の内容および判断基準

No6で は,「 条件制御」のカ と 「多面的な判断」の力をみ よ うと考 えた。 問題1で

は,条 件 を考 えなが ら実験計画 にその考 えを反映できるかを判断できる。 回答は,様 々

であるが,条 件 が制御 できているかで半1」断 した。問題2は カ ビに対す るNo5の 問題で

得た事実等 を もとに 「多面的 に」 考える必要が ある.回 答 に 「光」 「湿度」 「温度」 な

どの複数の根拠 を示 してい るかで判断 した。

② 結果

表示文字列
No6-1実 験 計画

3年

4年

5年

6年

羅 計画◎

羅 樋 ○

麟 誤答

3年

4年

5年

6年

No6-2多 面的に判断

麟 理由◎
　
盤 理由○

懸 誤答

0ｰ.620%40%60%80ｰh100% 0%20ｰh40%60ｰ,680ｰh100%
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4考 察

結果 をもとに現行の指導要領 に示 されている各学年で育む科学的な思考力 の適性 を考

察 したい。

まず 「比較」についてであるが,比 較に関す る問題は,No1とNO4の 問題1で

あ り,そ の結果は下記のよ うになる。

表示文字列

3年

No1比 較

4年

5年

麟 両方

醗 共通

騒 差異

縣 無解

6年

3年

No4-1高 度な比較

4年

5年

翻 根拠○

醗 形のみ

醗 ・解1

0%20%40%60%80%100ｰ/a

6年

0%20%40%60%80%100ｰ/a

この結果か らわかるように,1対1比 較では,全 学年 ともほ とん ど適切な回答がな さ

れててい る.理 科 の導入期である3年 生で も9割 弱の子供が差異点 も共通点 も見つけ る

ことがで きてい る。1対 複数比較 にお いては,中 学年で約4割,高 学年で6割 強 の正答

率であった。 この結果か ら 「比較する」カは,第3学 年において育む資質,能 力 として

適 してい ると判断できる。ただ し,1対 複数比較の ように高度になる場合は,児 童の実

態に応 じることが肝要であろ う.

次 に 「関 係 付 け 」 で あ る が,

る 。

No2-1関 係 づけ

関係す る問題 は,No2の 問題1とNo5の 問題2で あ

3年

4年

5年

6年

醗 関係付

懸 比較

麟 池と

懸 無解

0%20%40%60%80%100%

表示文字列
No5-2関 係 づ け

3年

4年

5年

6年

騒 舳 ○

羅 駐 ・

灘 誤答

0%20%40%60%80%100%

グラフに も現れてい る通 り,「 関係付け」 のカ は,発 達に応 じて身 に付いてい く力で

あると判断できよ う.3年 生 と4年 生はほ とん ど差がない ように見えるが,No2の 結

果 に 目を向ける と,あ る事実が見えて くる,.No2の 結果のオ レンジの色で示 した部分

つま り,成 長の違いを 「比較」の視点か ら納得す る子供の割合 に注 目したい。3年 生で

は,単 純比較(例 えば,土 が入 ってい るか ら浮き草が増 えたな ど)の 視点か ら根拠を述

べている児童が多いのである.こ の結果か ら,3年 生 と4年 生 の発達段階には,壁 があ

るように思 えるのである.現 行の ように3年 生は 「比較」を中心 に,そ して4年 生か ら

「関係付 け」 とい う力 の育成 を核 に した教育内容 の編成が望ま しい と考 える,,
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「条件 制 御 」 のカ につ い て は,No5の 問題1とNo6の 問題1の 結果 か ら考 察 す る.

3年

No5-1条 件 をそろ える

4年

5年

表示文字列

麟 駐o

罷 駐 ・

羅 誤答

3年

No6-1実 験計画

4年

5年

醗 計画◎

麗 計画○

騒 誤答

6年

0%20%40%60%80%100%

6年

0%20%40ｰh60%80%100%

No5の 問題1に ついては,3年 生か ら5年 生まではほ とん ど正解 していなか った。

6年 生 になって若干正解者が出て くる.条 件制御 の力 を育む ことの難 しさを示 している,

全体的な正解者 の低 さか ら,再 度問題を改善す る必要もあるか もしれないが,No6に

おいても約5割 であ り,5年 生の核 となる科学 的な思考力を条件制御 とす る根拠 とはな

り得ない と考えた,む しろ6年 生か らが効果的であると判断できる。

最後 に,「 多面的な判 断」 のカについてであ るが,関 係す る問題はNo6の 問題2で

No6-2多 面 的に判 断

麟 駐 ◎
3年

叢 こ 駐 △
4年 翻 誤答

5年

6年

0%20ｰk40%60ｰk80%100`Yｰ

ある。 この結果は下記のよ うになる,

この結果か ら判断す ると,必 ず しも高

学年でのみ身 につ けることので きる力で

はない こ とが伺 える:.4年 生で も6割 の

児童が正解 してお り,理 由こそ不十分だ

が正答 とい う児童 の数 をあわせ る と,3

年生で も8割 弱 になる.,6年 生 の核 とな

る科学 的な思考 力 と しての設 定 を裏付

けるよ うな結果 にはな らなかった、、

N。4-2推 論 さて,こ こ で,No4の 「推 論 」 す る

3年 麟 推論○ 力 につ い て の調 査結 果 に 目を向 けた い.

罵 推論xそ の結 果 は 下記 の よ うに な る.こ の 結 果
4年

を 見 た とき,「 推 論 」 の カ は,高 学 年 に
5年

な る と身 に付 い て くる とい うこ とが判 断

6年 一 で き る.3年 生 と4年 生 間 で は,ほ とん

o%20%40%60%80%100%ど 変 化 が な い が ,4年 生 と5年 生 で は 大

きな壁 が あ る,5年 生 とい う発 達最 階 との 関わ りが予想 され る結 果 とな った..

この結 果 か ら高学年 で育 むカ として 「推 論 」 を盛 り込 む こ との 大切 さを感 じる ので あ

る.
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5終 わ りに

今回,現 行の指導要領理科編 に示 されている各学年で育む科学的な思考力 について児

童の実態調査 を元に分析 した、 その分析 を通 して明 らかになった ことは,下 記の5点 で

ある。

① 比較す るカは,3年 生に も十分 に育てることができている.

② 関係付 ける力は,学 年が上がるごとに身に付いてきてい る.

③ 条件を制御す るカは,身 につけることが難 しい,,

④ 多面的なカは,各 学年の差が顕著には表れ ない,

⑤ 推論す るカは,中 学年 と高学年 で大きな差が ある。

調査結果か ら,現 行 の各学年で育む科学的な思考力は必ず しも適 しているとは言い難

く,特 に5年 生,6年 生にっいては改善す る必要があると考 える。改善す る場合 には,

児童の問題解決能力 を育む とい う視点 と実態調査の結果か ら判断す ると,

3年 「比較」4年 「関係づけ」5年 「推論」6年 「条件制御」

と設定 した方が よい と考 える..「生きる力」の育成 において理科 が担 う 「問題解 決能力

の育成」,そ の実現に向けて,よ り児童の実態 に即 した指導要領 とな るために も大切 な

改善ではないか と考 えるのである,
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納 得 、 実感 の深 ま りとい う観 点 か ら問題 の 所 在 を探 る

福岡県糟屋郡宇美町立桜原小学校 稲垣 浩俊

〔研究 の要約 〕

納得 、実感 の深 ま りとい う観 点 か ら現行 の学習 指導 要領 の問題点 を探 る と、「科 学概念」

とい うキー ワー ドが 浮か んで くる。 その科学 概念 の形成 にお いて は、学習 のスパ イ ラル構

造 が重 要 にな って くる。 そ こで、過 去の学 習指導 要領 を検 討 した結果 、 この科学 概念 の系

統性 が失 われ て きて い るこ とが 明 らか にな った.

また 、納得 、実感 を感 得 す るた め には、 「よ り深 い理 解」 が必 要 で ある。 しか し、実際

には、 この 「よ り深 い理解 」 を妨 げ る問題 点 が多 くの先 生 か ら挙 げ られ ていた。 これ を整

理す る と、次 の 二点 が 明 らか にな った。

O高 次 な概念 の獲 得 には 、それ に関連す る低 次 の概 念が必 要で あ るが、そ の個別 な 内容

が 削除 され て いる 内容 項 目が ある。

○スパ イ ラル型 で はな く コンセ ン トリック型 にな った た めに、認識 の発 達や 技 能 の習得

の 面で の学習 の積 み上 げが不足 して い る。

そ こで、 ス コー プ とシー クェ ンスの考 え方 を も とに昭和53年 、平成元 年、平 成10年 の

B区 分 の学習 内容 の配 列 を検討 し、次 の学習指 導要領 の学 習内容 の配列 を作成 した。

1は じめ に

納得 、実感 の深 ま りとい う観 点 か ら現行 の学習 指 導要領 の 問題 を探 る と、 「科 学概 念」

とい うキー ワー ドが浮 か んで くる。

科学 概 念1乏 は、 自然科 学 にお いて使 用 され る概念 で あ り、様 々な科 学用 語や 理論 ・法

則 な どの科学 的 な知 識 な どが挙 げ られ る。 この科学 概念 は、多 くの科 学者 の研 究 活動 に よ

っ て生み 出 され た ものであ る。そ して、概念 は階層 構造 を有 してお り、 下位 の概 念 は よ り

上位 の概 念 に包含 され 、最 も上位 の概念 を基 本的 な概念 と して獲 得す れ ば、それ に よって

広範 な事 象 を関連 づ け、統 一的 に理解す る ことが期 待 され る、基 本 的科 学概念 と しては、

物質概 念 、エ ネル ギー概 念 、時 間概念 、空 間概念 、生命 概念 、進 化概 念 、平衡概 念 な どが

取 り上 げ られ て い る.こ れ らの基 本的科 学概念 は、それ ぞれ特 定 の学年や 単元 で完全 に形

成 され る もので はな く、理科 学習 を通 じて繰 り返 し具 体的 な事 象 につい て経験 、学 習 して

い く中で、次 第 に形成 され て い く もので あ る.

この よ うに、科 学概 念 の形成 は科 学的能 力や 態度 と合 わせ て重 要 な もので、 この科 学概

念 とい うキー ワー ドか ら、納得 、 実感 の深 ま りにつ いて考 察 して い きたい。

2科 学 概 念 の 系統 性 の 問 題2〕

昭和33年 学習 指導 要領 の 内容 は、系統 学 習 と呼ばれ る、 それ は、戦後 の生活 単元学 習

に対す る批 判 と体系 的 な科 学知 識 を重視 す る教 育へ の傾倒 か ら改 訂が進 め られた 。 この改

訂 は、教 育課程 審議 会 の答 申で掲 げ られ てい た 「道 徳教 育 の徹底 、基 礎学 力の充 実及 び科

学技術教 育 の向上 」 といっ た改訂 の基本 方針 を受 けて抜 本的 、全面 的 に行 われ 、 これ まで

の教育 の批判 か ら学習 内容 を精選 して基本 的な事柄 に絞 り、子 どもの発 達 に即 して知識 技

術 を学 習 させ るよ うに最 低基 準 として作 成 され た ので ある、

しか し、昭 和43年 の小学 校学 習指 導 要領 で は 、国民 の生活や 文化 の 向上 、科 学技 術や
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社 会の情 勢 のめ ざま しい発 達 に伴 い 、系統学 習 にお ける問題 点が表 面化 し、教科 理 科が人

間形 成 の上か ら どの よ うな役 割 を果 た し、 どの よ うな性格 を持 った もの であ るか を明確 に

してお くこ とが必要 にな った。 教 育課程 審議会 は昭和42年10.月 に 「具体 的な事:物や現象

につい ての直接 的 な経験 を深 め、 自然 認識 の基礎 となる科学 的 な もの の見方や考 え方 を育

成す る もので あ る こ とを明確 にす る こと」 を答 申 し、系統学 習 は探究学 習へ と移 行 してい

った。 しか し、探 究学習 へ移行 した に もかか わ らず 、学習 内容 は ほ とん ど減 らず 、教 育現

場 では その消化 に 困難 を感 じて いた。

昭和52年 改 訂 の学習指 導要領 の 理科 の 目標 で は、 これ ま での科 学的能 力や態 度 の 育成

及 び科学 的概念 の形成 に加 えて、観 察 ・実験 な どの直接 経験 が重 視 され 、 自然 を愛す る心

情 の啓培 が掲 げ られ た。 そ して、低 学年 理科 では 、区分性 が廃止 され 、高学年 で は週1時

問の時数 が削減 され た。 しか し、 表1に 示 す 昭 和52年 度 版 の 教 科 書3)の 内容 を 見 る 限 り

で は 、 明確 に 系 統 性 が 残 っ て い る。

表1 大日本図書の教科書に見 られる学習内容 と区分分類

(Al:植 物A2:動 物Bl;カB2:物 質 と変 化B3:光 ・音B4:電 気 ・磁 気C1:気 象C2:天 体C3;土 地 の つ く り)
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つ ま り系統 学 習が批 判 された の ちも、 ス コー プ とシー クェ ンス とい うカ リキュ ラム構成

の考 え方は尊 重 され、 スパイ ラル構 造 は大切 に され てきた とい え るで あろ う,.

しか し、 平成 元年度 学習 指導要領 よ り 「生活科 」が新 設 され 、そ の系統性 が 不 明確 にな

ってい った。 さ らに 、平成10年 改訂 の学 習指 導要領 で は、3割 近 い内容 の削減 と精 選 が

行 われ 、授 業時数 の削減 と合 わせ て 、基礎 基本 的知識 の不理解 と学力低 下が 問題 化 して き

た。 この改訂 に よ り、 学習 内容 は、 各学 年 の単元 ご とに集 約 され た配 列 とな り、 「コンセ

ン トリック型 」4の 構 造へ と変化 して きた,.

よって、 昭和53年 度 まで 明確 だ った 内容 配列 を検討 し、科学 概念 の系統性 を次な る改

訂 にお け る一つ の見 直 しの視 点 とす べ きで あ ろ う。

3よ り深 く理 解 させ る こ と を妨 げ る 問 題

(D「 よ り深 い 理 解 」 とは

子 ど もた ち は 、 問 題 に 出会 い 、 主 体 的 に検 証 し、 結 論 を導 き 出す 。 そ の 探 究 過 程 を 通

して 、 手 続 的 な 知 識 や 宣 言 的 な 知 識 を獲 得 す る。 しか し、 そ の 知 識 は 、 断 片 的 な こ とが

多 い。 そ の 獲i得 した 知 識 は 、 そ れ に 関 連 す る様 々 な 事 象 に適 用 した り新 た な発 見 と結 び

つ け た りす る こ とを 通 して 、断 片 的 だ っ た 知 識 は 意 味 ネ ッ トワー ク と して 構 造 化 され る,1

そ して 、 そ の 適 用 や 再 発 見 の体 験 こそ が 、 そ の 知 識 の価 値 を 実 感 させ る の で あ る,評 価

観 点 で あ る 「知 識 ・理 解jを 獲i得 した 状 態 と は 、 ま さに こ の 知 識 の 価 値 を実 感 で き た 学

習 者 の 状 態 で あ ろ う。 よ っ て 、 「よ り深 い 理 解 」 とは 、 「知 識 ・理 解 」 と し て 十 分 に 満

足 した 状 態 で あ り、 科 学 概 念 が 学 習 者 に とっ て 実 り豊 か な(Frui血llness)も の と して 価 値

づ け られ る こ と で あ る.

森 一 夫 は 、 子 ど もが 「わ か る」 とい う状 態 を 三段 階 で 表 現 して い る。 最 初 の 段 階 は 、

何 か で 読 ん だ り人 か ら 聞 い た り して 、 自然 をた だ 「知 って い る」(Iseeと かIknow)レ

ベ ル で あ る.次 の 最 階 は 、 自然 を 「理 解 す る 」(Iunderstand)レ ベ ル で あ り、最 後 の 段 階

と して 、 自然 の 妙 趣 を 「感 得 す る」(Iappreciateと かlmakeout)レ ベ ル と な る 。 そ して 、

子 ど も が 自然 を 「感 得 す る 」 レベ ル に 達 す る た め に は 、 科 学 的 自然 観 が 身 にっ い て い な

けれ ば な ら な い と指 摘 して い る,,こ の 科 学 的 自然 観 と は 、 「科 学 的 な 見 方 」 で あ り、 「科

学 的 な 考 え方 」 とは 区 別 され る もの で あ る 。 物 や 現 象 を 「比 較 す る」 とい う科 学 的 な 思

考 を 通 して 「多 様 な 物 が あ るが 、 物 に は どれ も決 ま っ た 性 質 が あ る」 と い う見 方 が で き

る よ うに な っ た り、 要 因 と変 化 の 「関係 づ け 」 を考 え させ な が ら 「い ろい ろ な 現 象 や 変

イkに は 、 き ま りが あ る1と い う 見.方を身 に っ け させ る の で あ る.



この森 の言 う科 学的 自然観 を身 にっ け させ るた めには 、 自然 事象 に対 して よ り多 くの

働 きか けが必 要で あ り、 これ が 「よ り深 い理解 」へ の条件 とな るで あろ う。

しか し、現 在、 削除 ・移 行 され た 内容 のた めに、 この 「よ り深 い理解 」へ と高 まって

い くこ とを妨 げて い る事 項 もあ る.そ こで、 「理 科教 育 の内容 とその配列 に関す る基礎

的 ・実証 的 研究 」(課 題 番号:14022257,平 成14年 度科 学研 究費 補助金(特 定領域研 究)

研 究成 果 報告 書)の 中に見 られ る、 「よ り深 い理解 」 へ と高 ま ってい くこ とを妨 げ てい

る問題 点 をい くっ か主 な ものを整理 してお く。

(2)よ り深 く理解 させ るこ とを妨 げて い る問題 点

①A区 分

・植物 体 の養 分 ・水分 の通 り道が 削除 され
、ジャガ イモの養 分貯蔵 が理 解で きない。

・人 間 の感 覚や 恒常性機 能 とい った人体 の基礎 的 内容 は必 要で あ る
。

・「卵 生」 と 「胎 生」 を同価値 の課題 として扱 うこ とに無理 が あ る
.

②B区 分

・電流 計や上皿 天秤 の操 作技能 が習 熟 しない
。

・第5学 年 に 「電気 」 の学習 がな いた めの連続性 が途絶 え る
。

・「振 り子」 と 「衝 突 」 は選択 にせ ず
、 両方 とも経 験 させ る こ とが 条件 制御 の資質

能 力 の定着 にっ なが る.

・「て こ とて んび ん」 の学 習 は
、重 さや 釣 り合 い の学習 後 にて この仕 組 み を学習す

べ きであ る。

③C区 分

・「太 陽高度 や雲 、風 」が 削除 され 、気象 に対 す る基礎的 な 見方 が低 下す る.

・「地 層」 の学習 は野外 観察 が 困難 で ある
。

・「星 や 月」(4年)で は
、 空間 の認識 や観 測 の方法 の習熟 に時 間が必 要で ある、

・「士地の構 成物 」の学 習 が 「土地 ので き方」 の科 学的 な根 拠 に必 要 で ある
。

こ こには主 な もの を挙 げたが 、問題点 を二っ にま とめ る と、

O高 次 な概念 の獲i得には 、それ に関連す る低 次 の概 念 が必 要で あ るが 、そ の個別 な

内容 が削除 され てい る内容項 目が あ る。

○ スパ イ ラル型 ではな くコンセ ン トリック型 に なった ため に、認識 の発 達や 技能 の

習得 の面で の学習 の積 み上 げが不足 して い る。

4ス パ イ ラル な 内 容配 置 の 問題

G)ス コー プ とシー ク ェンスの捉 え方

蛯 谷 は、教科 とは教材 の最適 化 を具体 的 な活動 と して組 織 した もので あ り、 文 化の 内容

として の知 的体系 と方 法 を支 える価 値 の体 系 とを もって、教材 の機 能 を具体的 に 提示す る

もの で あ る と して い る,(蛯 谷 米 司 「教科 教 育 学 の成 立 と文 化(2)」 広 島 大学 教 育学 部 紀

要 第1部 第25号pp.121-128,1976)こ の 言葉 か ら考 え る と、理 科 とい う教 科 は、文

化 の 内容 として の知的 体系 で ある科学概 念 と、 自然 に働 きか ける方法 と して の価 値体 系で

あ る問題 解決 の資 質能力 の 両面か ら理科 を組 織す る必要 が あ る とい うこ とで あ る、言 い換

えれ ば 、 自然 科学 とい う文化 の伝 達 ・伝 承 と、そ の文化 の創 造 ・変容 とい う両軸 が、理科

のカ リキ ュラ ムの構成 に とって必 要不可欠 な要 素 であ る とい うこ とであ る.
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松本 も、理 科教 育 を組織 す るに 当た って は、「学習者 の人間形成 と して 、こ とに 自主 的 、

主体的 、創 造的 な文化 の生産 能力 の形成 に重 きを置 いた豊 か な人 間性 の育成 を期 待す る観

点か ら、単 に 自然や 自然科 学にっ いて の知識 ・理解 とい う知的 体系 を深 める とい うものだ

けでは な く、 人間 として の生 きが いや幸 福や 生 き方 な どに対す る望 ま し さの価 値 判断や 意

志決 定の仕方 とな る価値 体系 の形成 を 目指す 」べ きで あ る と指 摘 してい る。

カ リキュ ラム の構成 は、 この学 習 内容 の範 囲(ス コー プ)の 設 定 の仕 方 と、そ れ らを各

学年 ごとに積 み 上げ てい く累積 の系列(シ ー クェンス)の とり方 の二者 に よって性 格 づ け

られ る.

初等 理科 教育 の ス コー プの設 定 は、昭 和43年 の わが国の 小学校 学習 指導 要領 の改 訂以

来 、 「生物 とそ の環 境」 「物 質 とエ ネル ギー」 「地球 と宇 宙 」 とい う三 区分 で構成 す る考 え

方 を とって い る。 自然 の事物 ・現象 は、 そ の存在 や 変化 の特徴 で ある不可 逆的変化 、非等

質 と全体性 ・個 体性 、動 的平衡 、 開放系 、相 互適合性 な どの 自然 の事 物 ・現象 を認識 す る

際 の存在様 式 の特性 か ら、生命 体 と非生命 体 に 区別 され る。生命 体 を 中心 と した 自然 の事

物 ・現象 の ま とま りが 「生物 とそ の環境 」 とい う区分で あ り、 非生命 体 を 中心 と したま と

ま りが 「物質 とエ ネ ルギー」 とい う区分 で あ る.そ して、非生命 体 で ある宇 宙や 地球 の存

在 の認識 や変 化 の認識 は、長 大な 時間意識 と巨大 な空 間意 識 、生命体 の変 化 に対 す る不 可

逆 的変化や 動 的平衡 とい う認 識 が必要 で 、「物 質 とエ ネルギー 」と区 別 して 「地 球 と宇 宙 」

とい うも う…っ の区分 が設定 された ので あ る。

シー ク ェンス の設 定では 、学習 内容 にスパ イ ラル(螺 旋)構 造 の階層性 を と り、学 年 間

の 累積 性 が重視 され る もの であ る。 この設定 には 、知識構 造 の捉 え方が 大 き く関係 して い

る,そ れ は、経 験や 知識 は新 た な経 験 を累積す るたび にそれ まで の経 験や 知識 とその新 た

な経験 とが統合 され 、それ らの経験 や知識 に質的 な変容 を生 じ、 その変容 の質 と変容 の ス

ピー ドに累積効 果 が ある とす るス パイ ラル構 造の捉 え方 で ある、経験 の積 み重 ね として類

似 の内容 を もつ 経験 の繰 り返 しに累積 効果 が認 め られ るの であ る。この スパイ ラル構 造 は、

ブ ルーナ ー(Bruner,J.)が 彼 の 著書 「教 育の過 程」(1961)に お いて 、 「適切 な指 導 の順序 さえ

考慮す れ ば、子 どもに さらに高度 な知識 を 与える こ とがで きる」 と述 べ 、彼が指 導 の構造

化 の理 論 と して このスパ イ ラル構 造 を用 いて以 来、強 い注 目を集 めた とされる 。

(2)学 習 指導要 領 改訂 に伴 う内容配 列の 変遷5

松本 は 、 このスパ イ ラル構造 にっいて 、少 しず つ異 なる類似 の 内容 を繰 り返 し積 み上 げ

るので、 学習 の広 が りと深 ま りを保 障す るこ とが で きるが、 その積 み上 げ方や 回数 、 間隔

な どの配列 問題 につ いては科学 的 な説明 は 明確 で な く、経 験則 に頼 ら ざるを得 な いのが 現

状 であ る と指 摘 してい る。

彼 は 、B区 分 に限 定 して表2、 表3に 示す よ うに、 昭和52年 改訂 と平成 元年 改訂 の学

習指 導要領 に示 され て い る学習 内容 か らシー クェンス表 を作成 した。 ス コー プ と して は、

「水 溶液 」 「空 気 と燃 焼 」 「カ と重 さ」 「電 気 と磁 気 」 「光」 「音 」 「熱 と温度 」 の 七っ に分

け てい る。筆者 は さ らに、表4に 示 す よ うに平成10年 改訂 の学 習指 導要領 の学 習 内容 か

らシー クェ ンス 表 を作成 した。 この一三つ の表 を比較 して言 える こ とは、 中山玄三 が指 摘 し

て いるスパ イ ラル型 か らコンセ ン トリック型 へ と構 造 が変 化 して きてい るこ とを裏付 ける

結 果 で あ る。 なぜ な ら、 「水 溶液 」 の 単元 は、 高学 年 に集 中 し、力学 単元 や 「熱 や温 度」

の学 習 も、 ユつ の学 年 に集 中 して い る。 また 、光学 単元 も中学 年 に集 まって いて 、三つ の

学年 に唯 一位 置 付 いて い る 「電 気 と磁 気 」 の学習 も、5年 生 では学 習 してい ない とい う現

状 であ る,
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表2昭 和52年 改 訂 のB区 分 の シー ク ェ ン ス(松 本 勝 信 氏 が 作 成 し た 表 を 引 用,1992)



表4平 成10年 改 訂 のB区 分 の シ ー ク ェ ン ス

ここま で、B区 分 だけで 検討 して きたが 、C区 分 で も同様 で あった。 また 、A区 分 につ

いて も 、 「人 体」 の学 習 は全 く行 われ ず 、 どの 区分 におい て も、系 統性 とい う観 点 か ら見

れ ば学 習配列 に問題 が あ る ことは明 らかで ある。

(3)新 し く提 案 した いA・B・C区 分 の 学 習 配 列

そ こ で 、 筆 者 な りに これ ま で の 学 習 指 導 要 領 を も とに 、 表5に 新 し く提 案 した いB区 分

の シー ク ェ ン ス 表 を 作 成 した 。 ス コー プ は これ ま で 通 り と し、 シ ー ク ェ ン ス は 資 質 能 力 で

階 層 化 した.あ くま で の案 で あ る の で 、 時 数 や 細 か な 内容 に ま で は 踏 み 込 ん で い な い 、 し

か し、 問題 点 を解 消 す る た め に 次 の点 に 留 意 して い る,、

・力 学 単 元 は 、 重 さ の概 念 か ら釣 り合 い 、 て この 働 き に発 展 させ る,、

・水 溶 液 単 元 は 、溶 かす 物 に よ る違 い か ら定 量 実 験 、 性 質 へ と発 展 させ る.

・水 溶 液 単 元 の4・5年 、力 学 単 元 の4年 で 、 上 皿 天 秤 の 使 い 方 を習 熟 させ る,

・「電 気 と磁 気 」 の 学 習 は 、毎 学 年 に位 置 づ け 、高 学 年 で 電 流 計 の 使 い 方 を 習 熟 させ る。

・「熱 と温 度 」 の 学 習 で は 、4・5・6年 で ア ル コ ー ル ラ ン プ の 使 い 方 を 習 熟 させ る。

・「衝 突jと 「振 り子 」 は 、 選 択 学 習 に しな い 。

・エ ネ ル ギー 教 育 を 入 れ た 。

・無 くな っ て い た 「音 」 の 単 元 を再 配 置 した .

・「流 れ る水 の は た ら き」 と 「自然 の 中 の水jを 関 連 づ け た、

・3年 生 は 、 五 官 を使 っ た 活 動 中 心 単 元 と し、4年 生 か らは 理 科 室 中心 の 実 験 ・観 察 活

動 に重 点 を 置 く,,

さ らに 、合 わ せ て 表6、 表7にA区 分 、C区 分 に つ い て も提 案 した い。



表5筆 者の考 えるB区 分の シーク ェンス表



表7筆 者の考 えるC区 分のシークェンス表

※ 「気 象.、 「天 体 」、P土 地 の つ く り」 の 学 習 は 、 身 近 な 存 在 ・現 象 か ら遠 く の 存 在 ・地 球 規 模 の 現 象

へ と発 展 させ る 軸 で 考 え て い る 。

5.納 得 、 実 感 さ せ る 方 法 の 問 題

G)納 得 、 実 感 させ る 方 法 とは

子 ど もが 納 得 ・実 感 す る た め に は 、 そ の 前 段 と して そ れ に 至 る ま で の 心 的 状 態 の 高 揚 が

必 要 で あ る こ とは 言 うま で もな い。 自然 事 象 に 対 峙 した 子 ど も が 、 そ れ に 関心 を 示 さ な け

れ ば 、 学 習 は 始 ま らな い.ま ず 、 導 入 に お け る 「選 択 的 注 意(興 味 関 心)」 や 「必 要 感 」

の 喚 起 が 学 び の 出発 点 とな る べ き で あ ろ う.,そ して 、 解 決 した い とい う欲 求 が 確 か な 見 通

しを も た せ 、 「期 待 感 」 を 高 揚 させ る で あ ろ う.こ の 心 的 な エ ネ ル ギー6rは 検 証 活 動 に没

頭 させ 、 結 論 を 導 出 させ る。 そ れ に よ っ て 、 動 因 は 低 下 し、 「達 成 感 」 を 感 得 さ せ る で あ

ろ う.こ れ が 、 「納 得 」 の 状 態 で あ る。 っ ま り、 納 得 と は 一 連 の 目標 志 向 的 行 動 の 結 果 と

して 導 き 出 され る 心 的 な 状 態 で あ る と考 え る,こ の 目標 志 向 的 行 動 の 一 連 の 流 れ は 、E.L.

デ シ の 自己 決 定 の 系 列7)やDP.オ ー ズ ベ ル の 動機 づ け の 系 列8を 参 考 して い る,,
ま

また、 ボス ナー らは、次 の条件 に よって、学 習者 は 自分 の概念 生態系 の 中で新 しい概念

の地位 を向上 させ 、逆 に競合す る概念 の地位 を低 下 させ る と してい る'r.

① 学習者 が保 持す る既存 の概念 に対 して不満(Dissatisfaction)を もたせ る,

② 学習 者 に とって新 しい概念 が わか りや す く(Intelligible)なけれ ばな らない.

③新 しい概 念 は ま こ としや か(Plausible)に 見 えな くては な らない。

④新 しい概 念 は実 り多い(Fmit釦1)可 能性 を示唆 しな けれ ばな らない。

これ らの4つ の条件 か ら 「納得 」 につい て考 え る と、② ～④ の条 件は重 要 になる。 学習者

は検証 を通 して既存 の概念 に不満 を もち、新 しい概念 を獲得 す る。 しか し、そ の新 しい概

念 は、学 習者 に とっ て説 明可能 で 、絶 対 真 な るもの と信 じるこ とが でき、他へ も適 用可能

な もの で なけれ ばな らない。 これ まで は、条件 の① につ いて は実際 の学習 にお い て認 知 的

葛藤 とい う言葉 で盛 んに取 り入れ られ て きた.② ～④ の条 件 には 、あま り注 目されて こな

か った と感 じる。 つ ま り、 「納 得 」す る とい うこ とは 、 この①～ ④ の4つ の条件 を満 たす

こ とで ある と考 え る。

情意 面や認 知 面か ら納得 につ いて検討 したが 、子 どもが納得 す るた めには、学 びの 必然

性 と追究意欲 の喚起 ・継続 、 さらには、獲 得 した概念 の有用性 の 実感 が 必要なの で あ る.



納得 と実感 を区別す るこ とは難 しい。 しか し、 あえて学習場 面 で考 え る と、概 念獲得 の

殺 階で納得 が得 られ 、概 念の応 用 ・適用 の毅 階で 実感 が得 られ る と考 え る、、

尾場瀬 は、鹿児 島県教 育セ ン ター の指 導資 料の 中で、次 の よ うな こ とを述べ て い る10)。

「児童 が き ま りを実感 し,納 得 して とらえ るた めには,そ の きま りを とらえる こ とので き

る実験 だ けで な く,事 象 に関す る児童の素 朴 な誤 った考 えを撫 させ る実験 を行 う必 要で

あ る こ とが分か る.ま た,児 童 の素朴な誤 った考 えを灘 させ る実験 を行 うだけ でな く,

き ま り と児 童 の えをっ な ぐた めの実験 を行 うこ とも,き ま りを実感す る理科 学習 を創造

す るた めに必要 であ る。」

この尾場 瀬 の言 葉 を借 りれ ば 、誤概念 の修 正や素 朴概念 の再構 築が 「納得」 の殺 階で あ

り、その納 得 した きま りを様 々な事象 に適 用 し、理解 した こ とを事例 に 当ては めて考 える

事例化ll〕(lnstanciation)が 「実感 」 の段階 で ある。

この事例 化 の一つ が、 ものづ く りで あ る,.し か し、前掲 した科 研費成 果報 告 の 中に も、

製作技 能 の問題や 時 間数 の不足 が指摘 されて い る。 っ ま り、納得 ・実感 させ るた めの事 例

化 は、時 間確 保 が大 きな障害 に なってい る こ とは確 か であ る。

(2)教 科 書 に見 られ る 「納 得 ・実 感 させ る方 法」の分 析

納 得 ・実感 させ る方法 と して 、 「ものづ く りj「 日常生活 との関連 」 「自然 災害 」 の3つ

の事 例 を教科 書 には導入 して い る,,そ こで 、平成14年 度 版 の大 日本 図 書 「楽 しい理 科」

の教 科書 か らその主 な事例(挿 し絵や 学習 に直接 関係す る内容 以外)を 抜 き出 し、尾 場瀬

が 考 えた 「納 得 ・実感 の四観点 」に 「科学 への興 味 関心 」を加 えて分析 を試 み た。それ が、

表8で あ る。

納 得 ・実感 にっ いて評価 す る五っ の観 点 は、 以下 の よ うな もの であ り、表 中に は、 この

ア ～オ の記号 で評価 して みた、

ア:き ま りの理解 が深 ま って い るか

イ:生 活 と理科学 習 をつない でい るか

ウ:科 学 の有用性,人 間の知 恵のす ば らしさに気づ ける ものか

エ:科 学す るこ との 良 さ,き ま りの良 さを実感 で きるか

オ:科 学 への興 味関心 が膨 らんだ か

この結果 か ら考 えて、納 得 ・実感 させ るこ とに効 果 の大 きい事例 は 、や は り 「ものづ く

り」 で あった,し か し、そ の 「ものづ く り」 が工作 的活動 で終 わ った り短 い時間 で子 ども

に不満 が残 った状 態 であ った りと理想的 な 「ものづ く り」 が実施 され てい ない現 状が あっ

た.

また、教 科書 には 日常生 活 との関連 を図 った事例 が多数 紹介 されて い た。 しか し、い く

ら 日常生活 との関連 を意識 して教 科書 の 中に多 くの資料 を入れ ていて も、それ に対 して事

例 化 して いか なけれ ば長期 的 な効 果 は望 めず 、興 味関心 の観点 か ら考 えて も個人 差 は大 き

く、理 科 好 きな子 ども とそ うでな い子 どもの二極化 が浮 き彫 りに なる と考 え られ る.よ っ

て、 日常 生活 との 関連 をよ り一層 充 実 させ るた めに は、 日常 生活 の中に あ る典型 的 な事例

を まず追 究 させ 、そ れ に関連す る様 々な事例 にアブ ローチす る経験 を多 く積 み重 ねてい く

こ とが大 切で あ ろ う、,

さらに、 自然災害 は科学 と密接 に関わ って いる。現代 社会 で も、 この 自然 災害 を学習 に

取 り入れ る ことは意 義深 い こ とは確 かで あ る。 しか し、身近 な問題 と しての実感 度 とい う

点 か ら考 えて地域差 が ある こ とや 、その メカ ニズム まで踏 み込 めないた め によほ ど印象 的

な 映像 資料 な どを準備 しない限 りは実感 へ は高め られ ないで あろ う。

この よ うに、教科 書 に は学習 指導 要領 に明記 され て い る 「もの づ く り」 「日常 生活 との

関連 」 「自然 災害」 を積 極 的 に取 り入れ て い るが、 それ ほ どの効 果 が 出てい ない と言える
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で あ ろ う 、

6

年

5

年

4

年

3

年

ものづ くりの事例

電磁石を使ったおもちゃ

てんびん

電気で動くお もちゃ

空気でっぼ う

日時計を作ろう

じ しゃ くの お もち ゃ

アイ
ウエ
オ

アイ

ウエ
オ

ア イ

ウエ
オ

ア エ

オ

アイ

ウオ

アイ
ウエ
オ

日常生活との関連の事例

わたしたちをとりまく環境
資料 「火を使 う時の工夫」
資料 「物を燃やすことと地球の環壌変化1
資料 「ボー リング調査
資料 「エベ レス ト山と化石」
資料 「火山灰のがけ一
資料 「火山の噴火予知と地震予知、
資料 「化石は過去からのメッセー ジ」
資料 「リ トマスごけ」
資料 「酸性雨と空気の汚れ」
資料 「電磁石の働きを利用 した機械や装置1
資料 「生き物に含まれる水の割合」
使われた水のゆくえ

資 料 「気 象 観 測 」

資 料 「天 気 につ い て の 言 い 習 わ し」

資 料 「植 物(野 菜)の 成 長 とわ た した ち:

資 料 「子 宮 の 中 の か ん き ょ う」

資 料 「植 物 の実 を 作 る工 夫 」

資 料 「台 風 の被 害 と被 害 を 防 ぐ工 夫 」

資 料 「科 学 者 の 話(ア ル キ メデ ス ・ガ リ レオ
・ニ ュー トン)」

資 料 「光 電 池 の 利 用 」

資 料 「七 夕 の 話 」

資 料 「プ ラ ネ タ リ ウム 」

資 琴斗 「渡 り鳥 」
は た は た と動 く一 円玉

資 料 「身 の 回 りの も の の か さの 変 化 」

資 料 「温 め られ て 上 が る空 気 の 利 用 」

資 料 「星座 の 話 」

資 料1宇 宙 を調 べ る 、

資 料 「蒸 発 と乾 燥 」
資 料1自 然 の 中 の氷 」

資 料 「役 に 立 つ 太 陽 の 光 」

資 料 「役 立 つ じ しゃ く一i

イ
ウ
イ
ウ
オ
オ
イ ウ
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オ
イオ
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イオ
イオ
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オ
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自然災害の事例

火山

地震

台風 ・高潮

洪水

イ

イ

イ

イ

　

表8教 科書に見 られ る事例の納得 ・実感に対す る評価(平 成14年 度用 「楽 しい理科」大日本図書)

(3)「 納得 ・実感 させ る方 法」の提 案

「ものづ く り」 を始 め、 「日常 生活 との関連 」や 「自然 災害 」 も、学習 の 中に位 置 づ け

る こ とは 大切 で あ る と誰 もが認識 して い る。 しか し、筆者 は あえて それ らを 区別せず 、限

定条 項 もはず し、 「実感 す るた めの活 動」 の 中に事 例 と して 自由に位 置づ け るべ きだ と考

える。 堀 は、 ボ トムア ップ ・トップ ダ ウンの学 習法 を提案k2'し て いるが 、筆者 は 「納 得す

るため の学習活 動(ト ップ ダ ウン ・演繹 的学 習)→ 実感す るた めの活 動(ボ トム ア ップ ・

帰納 的 学習)」 の二段 階教 授 法 を提 案 す る。 一段 階 目は、 目常生 活 で は誰 もが理解 可 能 な

典型 的 な事例 で学 習 し、二 段階 目に、 …段階 目で獲得 した概念(枠 組 み)を 適 用 して多様

な 事例 にア プ ロー チ してい く学習 で ある,、

一段 階 目の学 習活動 の特 徴 は
、教 師が大 い に関わ り、子 どもが 「臆 に落 ち る」納 得 を さ

せ る誘 導型 の枠組 み教授 で ある。 もちろん、子 どもが 「賄 に落 ち る」前 提条件 は 、学び の

必 然性や 解 決へ の欲 求 を高 めた状態 が必 要で あ るこ とは言 うまで もな い.そ して 、二段 階

目は、子 どもが 主体 とな り、獲 得 した枠組 み を様 々な事象 に 自由に適 用 させ る事 例化 の活

動 で あ る.こ の事 例化 に 「もの づ く り」 「日常生 活 との 関連 」 「自然 災害 」 を事 例 と して
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位置づ け る こ とで、科学 の有 用性や 自分 で適用 で きた有 能感や 自律感 を感 得す る ことが で

きるであ ろ う。

おわ りに

最後 に 、筆者 の理 科教 育観 を述べ たい。

理科 教 育は、 自然科 学 を対 象 と して人間形成 を行 う唯一 の教科 で ある。 そ こには 、大 き

な二本 の柱 が存 在す る。 一本 は 、文化 の伝達 ・伝承 で あ り、 も う一本 は:科学 の方 法 の習得

で ある。 この 両者 のバ ランスが均 衡す るこ とが、豊 か な人間形成 につ なが るはず で あ る。

そ こで、文 化 の伝 達 ・伝承 に ウエイ トを置 いた学習 と科 学の方 法 の習得 に ウエイ トを置い

た学習 を併 用 したカ リキュラム構 成 を期 待 した い。

文化 の伝 達 ・伝承 に ウエ イ トを置 いた学 習は 、枠 組み 教授 ・事 例化 学習 ともい うべ きも

ので、学 習 の早い段 階で教 師 の誘 導 の も とで子 どもた ちが枠組 み を共有 し合い 、 その共有

し合 った 枠組 み を大 い に適 用 して事 例化 して い こ うとす る もので あ る。 この学習 は、 明 ら

かに子 どもの誤概念 が強 く混乱 を招 きやす い 目に見 えない 自然事 象の場合 な どは有 効 であ

ろ う。 も う一方 は、仮説 一確証 ・反 証型 の学習 で ある.こ の学習 で は、 ある程 度 き ちん と

した仮説 や実 験方 法 が設 定 でき、 結果 が1っ に収束 で きる よ うな場合 に有効 で あ ろ う,、こ

れ らは 、型 には めた学 習で あ るが 、 も う一一っ 伸び伸 び と自由に 自然事 象 にアプ ローチ させ

る ミッシ ング ・アバ ウ ト的 な学 習 があ って もよい で あろ う,,

人間形 成 か ら考 えれ ば、 枠組 み 教授 ・事例 化学習 と仮 説 一確証 ・反 証学 習、 そ して、発

見的学 習 の3っ が子 どもの発 達 に合 わせ て 、時 には、学 校 の特色 に合 わせ て、理 科教 師 の

理想 に合 わせ て、給食 の栄 養の 三要素 の よ うにバ ランス良 く味わ え るよ うにす る ことが 、

子 どもを人 間性豊 か に成長 させ る源 とな るで あ ろ う.
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10)尾 場 瀬 優 …,「 き ま りを 実 感 す る理 科 授 業 の創 造 」,鹿 児 島 県 総 合 教 育 セ ン ター 指 導 資
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生 活 との関 連(生 きる力)と い う観 点 か らの 問題 に つ いて

大分県臼杵市立市浜小学校 東 徹哉

1.戦 後学習 指導要領 の流れ

(1)昭 和22年 版 、27年版

昭和22年 の学習 指導要領 は、戦後 急 いで作 られ たため に不十分 な ところが あった として、昭

和26年 に改訂 作業 が行 われ てい る。 この時代 の学習指 導要領 では、 「問題解 決学習 」 「生活 単元

学 習」 と呼 ばれ る教 育方法 が とられ 、小学 校、 中学校 、高等学校 を とお して アメ リカ の教 育学者

ジ ョン=デ ューイ の 「経 験主義 」が強 く反 映 され た。27年 版 におい ては、例 えば 、1年 生で 「元

気 で安全 に遊 ぶ」2年 生 で、 「親や 医者 の役 割」3年 生で 「食:事 ・運動 ・休息 」4年 生で 「ケガ

や病 気 の応 急処置」5年 生 で 「住 まいや着物 の健 康 に対す る影 響」、6年 生 で 「伝 染病 や寄生 虫」

な ど、子 どもの生活経験 を重視 した 内容 が含 まれ てい た。 これ らの内容 は 、体育科や 家庭科 で取

り扱 われ てい る子 どもの健 康や生 きるこ とにっ いての理解 を含 まれて いた。

しか し、 生活 関連 の内容 ばか り取 り上げ ていて は体系 的な知識 を学 習で き ない と して、 「這 い

回 る経 験主 義」 「基礎学 力 の低 下を招 いた」 と批判 され 、問題解 決学 習や生 活単 元学 習は 、次の

改訂 以 降学習指 導要領 か ら姿 を消 した。

(2)昭 和33年 版 、43年 版

こ うした 問題 を受 け、我 が 国独 自の立場 で作成 した33年 版 の学習指 導要領 では、 系統性 を重

視 した内容 で構成 され てい る、 昭和33年 の改訂 では 、科 学的 思考 を重視 し、内容が 増や され て

い る。 これ らの 「系統学習 」 は、教師 の努 力 に浸透 していったが 、基礎 的 ・基 本的事 項 にっ いて

はか な り記憶 してい るが 、そ の理解 は表 面的で あ り、 より深 く理解 した り、事象 を関連づ けて考

えた りす る力が不 足 して い ると して、 昭和43年 の改訂 では、 実験 や観察 、デー タの処理 を重視

した 「科学 の方法 」 を大 幅 に取 り入れ 、 「物質 」 「エネ ル ギー 」 を軸 と して 単 元が構 成 され るよ

うに内容 が構 造 化 され た。 そ の結果 内容 は 、約2割 削減 された。 この改訂 は、 ジェ ロー ム ・ブル

ーナ ー の著 書 、『教育 の過 程』 に代 表 され るア メ リカ新科 学教 育運動 の影響 を強 く受 けた もので

あった,

(3)昭 和52年 版 以降

昭和52年 度 改 訂では 、「ゆとりの教 育」の方 針により授 業時間 数 は大幅 に減 少 した。平 成元 年度改

訂 では、教 科 全般 の授 業 時間 数は 変化 しなかったが、理科 についてはさらに減らされ ることになった。

「理 科離 れ」が社 会 問題化 したこともあ り、理科 関係 の教育 関係者 が学 習指 導要 領の 改善を求める

ようになった。しか し、平成10年 度 改訂 により「学校5日 制」の完全実施 、総 合的な学 習の時間 の創設に

より教 える内容 の3割 削減 が決まり、学 力低下を懸 念する意 見が 大学を中心 に出され る事 態となった。

2.デ ュー イとブルーナー の教育 論

(1)デ ューイの教 育論

戦 後導入 され たデ ュー イ の 「経験 主義」 は、現在 では、過 去の もの として 取 り扱 われ て しまっ

てい るが 、社会や 生活 との関連 を重視 した 教育、生徒 の興 味関心 を重視 した教 育 とい う考 え方 は、

現在 で も十分 に通用す るもので ある と思 う。 しか し、今 日では、経験 主義 とい う考 え方 は、 アメ

リカ にお いて も、 日本 にお いて も相 当な誤解 を され てきた こ とが指 摘 され てい る。

19世 紀 の お わ り、 ア メ リカ で は、進歩 主義(革 新主義)運 動 と呼 ばれ る改 革運動 が各地 で起
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こっていた。 「進 歩 主義教 育運動 」は 、伝 統 的な学校 のあ り方 に異議 を唱 え る立場 か ら行 われ た

教育運動 であ った。 当時 、シカ ゴ大 学 に 「実験 学校 」 を設 立 し、教育理論 の検証 を行 っていたデ

ューイ を理論 的 な支柱 と して、多 くの進歩 主義 的 な学校が設 立 された。進 歩主義 学校 は、伝統 的

な教育 を革 新す る強い情熱 に支 え られて いたが、反 面行 き過 ぎた児童 中心主義 に陥 って しま う傾

向があった。 デ ューイ の教 育論は 、実践 を重視 なが らも哲 学的な側面 を強 く持 ってい た。それが

現代 で も十分通 用す る一般性 を持 った教 育論を可能 に したわ けだ が、難解 な文章 、 よく理解 され

ないまま実践 に移 され る事 も多か った らしい,

多 くの進 歩主義 学校 に影 響 を与 えるこ とにな った デ ュー イの初期 の著作 『学校 と社会』(1899)、

『子 ども とカ リキュ ラム』(1902)は 、児童 中心 主義 を全 面に押 し出 した もの であ ったが、『経験

と教育』(1938)『 今 日の教育』(1940)で は、進歩 主 義学校 の行 き過 ぎた 児童 中心主 義 を鋭 く指

摘 してい る。 デ ューイ は実験 学校や進 歩主義学 校 の現状 を見て きた経験 か ら、発展途 上の児童 ・

生徒 に対 して過 度 の信頼 を置 くこ とに は批判 的だ った のであ る。 しか し、 当時な され た多 くの教

育実践や試行錯 誤 は、そ の後 のア メ リカ教育 に多 くの示唆 を与 えるこ とにな った。

経験 主義 思想 は、戦 前か ら 日本 に入 って きた が、本格 的な ものは、前 に述べた よ うに戦後GH

Qに よる もの であ る.た だ 、理科 に関 しては、学 習指 導要領作成 は、基本 的 には 日本主 導で行わ

れた。 しか し、戦争 直後 とい う極 めて混乱 した状 況 の 中、経験 主義教育 を教育課 程 に反 映 させる

ことは簡単で はな かった。 当時のア メ リカ での実践 がそ うであ った よ うに、 生活 単元 学習、問題

解決 学習 を中心 とした経験 主義教育 は、 日本 におい て も行 きす ぎた児童 中心 の傾 向が強か ったこ

とは否 めない.ま た、 当時 法的拘束力 は なかった とはい え、教師 に とってそ れ らはあ くまで上か

ら与 え られ た教育方 法だ った、教 育実践 の中で教師 が問題 を感 じる よ うになる と、生活 単元学習、

問題 解決学 習だ けでな く、経験主義 教育 その ものが批判 の対象 とされて しま った。経 験 主義は、

基礎学力 を低 下 させ るもの、 とい う認 識 はかな り強 く教育 界 にの こって い まい 、現在 で も継続 し

てい る、

しか し、考 えてみ る と、先 ほ ど述べ た よ うに 当時 ア メ リカにお いて も教 育方 法の模 索は続 けら

れた のであ る,、戦後す ぐに作 られ た教 育課程 は大幅 な改善が 必要で あった こ とは事実 で ある。 し

か し、比重や 取 り扱 いの 問題 はあ るに して も、教育課 程 にお いて 「経験 主義 」 と 「系 統主義」は

両方 とも含 まれ ていな けれ ば ないだ ろ うか。 実際、 昭和33年 度 改訂 の小学校 理科指 導書 の中に

は、次 の よ うに書 かれ てい る。 「教科 の 目標1に つ いて は,ご く身 近 な 自然 の事物 ・現 象 を見た

り,扱 った りさせ るこ とに よって,自 然 に親 しむ態 度 を養 うとともに,事 実 に即 した ものの見方

・考 え方 を育て ,主 客未 分化的 な見方 か らはや く脱皮 させ るよ うに し,学 年が進 む につれ て 自然

環境 を しだい に広げ,事 物 ・現象 の観 察や 処理 を通 して客観的 な もの の見方 ・考 え方 がで きるよ

うにす る。 目標2に つ いて は,低 学年 では 自然 の環境 か ら疑 問を見 いだ し,こ れ を解 こ うとして

その しかた を考 えた り,こ れ を実際 に行 って確 か めた りす る ことができ るよ うに し,学 年 が進む

につれ て はっき りした 問題 を とらえ,こ れ を分析 した り総合 した りして考察す るこ とに慣れ させ,

筋道 の通 った考 え方で くふ う ・処理す るこ とが でき る よ うにす る,目 標3に っいて は,低 学年で

は,自 然 の事物 ・現象 にっいて の観察 を広 め,そ の 中か ら 自然科 学的 な事 実 を意識 す る よ うに し,

新 しい こ とが らに 出あった ときに,こ れ を前の経 験 と結 びつ けてい ける よ うにす る。学年 が進 む

にっれ て,多 くの経験 の 中か ら自然科学 的な事 実や基礎 的 な原理 を理解 させ,生 活 に応用 じて こ

れ を合理 化 しよ うとす るよ うにす る.目 標4に っい ては,低 学年で は,飼 育栽培 か ら始め,生 物

を愛護す るよ うに し,学 年が進 む にっ れて,そ の気持 を 自然 物一般 に広げ,自 然 と人 間の生活 と

の関係 を考慮 し,自 然 の保護 や利用 の しか たにっ いて の関心 を深 め,自 然科 学の進歩 が生活 を豊

かにす るのに役だつ こ とを認識 させ る よ うにす る。

(2)ブ ルー ナ ー の 教 育 論
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昭和33年 の学習指導要領 で は、基 本的 には系統 主義 を と りなが らも、生徒 の経験 を重視す る

教育課程 が編成 され た。 しか し、昭和44年 の改訂 では、そ の方針 が あ っさ り変更 され て しま う、

この時期 、 日本では 高度 経済成長 の時期 に入 っていた.科 学 技術 は人 々の生活 を向上 させ るも

の として、大 きな期待 を背負 うよ うにな っていた。 また、世界 で は東 西冷戦構造 の 中、ア メ リカ

とソビエ トの 間で核 開発競 争が続 け られ ていて、経 済だ けでな く軍事 的な狽1」面 か ら科学技術 が重

視 され るよ うにな った。 その 中、1957年 ソ ビエ トが 人類 初 の人 工衛 星ス プー トニ ク1号 の打 ち

上げに成功 し、 西側 諸国が そ の技術力 に衝撃 を受 けた。 いわゆ るスプー トニ クシ ョッ クで ある。

1959年 、ア メ リカ の 自然 科学教育 につい てお よそ35名 の学者 が ウ ッヅ ・ホー ル に集 まって会

議 を開き 、それ に基づ いて1960年 議長 の ブルー ナーが 『教 育 の過 程』 を出版 した。 この 中で ブ

ルー ナー は 「物理 を学習 してい る生 徒は いわば物理 学者 なので あって、そ の生徒 に とって は、物

理学者 がす る よ うに物理 を学習 す る こ とのほ うが、 ほか の何 か をす る よ りも容 易 なの であ る。」

「どの教科 で も知 的性 格 をそ のままにた もって 、発 達 の どの段階 の どの子 どもに も効 果的 に教 え

るこ とがで き る とい う仮 説 か ら始 める こ とに しよ う。これ は、教 育課程 とい うものを考 える上で、

大胆 で、 しか も本 質的 な仮 説 であ る。」 とのべ、教 科 を 「構 造化 」 し、 「教 育の方 法」 「探 求 の過

程」 を重視す る ことによあっ てす べて の子 どもに科 学 の本 質 を教 え るこ とが可能で あ る とした。

ア メ リカ では、 「PSSC物 理 」 な ど、多 くのカ リキ ュラムが作 られ 、昭和44年 度 改訂 で 日本

の理科 教育 に全面 的に取 り入れ られ た。

しか し、 これ は、 あま りうま くいか なか った と見 るの が一般 的で あ る。 「探 求 の過 程 」 と 「構

造化」 一色 にな った教育課 程 で、経 験主義 の要素 は更 に失 われ 、科学 と生徒達 の生 活経験 に距離

がで きる よ うに なって しまった。理科嫌 いが 増 えた の もこの時期だ と言われて い る,

教育 にお いて心理 学 な どを活用 して い くので あれ ば、実践 にお いて常 に検証が行 われ るべ きで

ある事 は 言 うまで もない.特 にブルーナ ーは大 胆で 、 しか も本 質的 な仮説 を提示 した 上で教育方

法 を論 じて い るのだか ら、仮説 の検 証 は必須の もの であ るはず であ る。 実際ア メ リカ では、現代

化 の流れ はわず か10年 ほ どで姿 を消 した。 しか し、 日本 ではい じめや校 内暴力 、登校拒 否 な ど

の教 育問題 で学校 教育 のあ り方が 問 われ た とき に も、 「ゆ とり教育 」の一環 として教 育 内容 が 削

減 され るこ とはあ って も、ブ ルー ナーや 学習指 導要領 が提示 した教 育方法そ の ものが 見直 され る

こ とはなか った。

戦後 の学 習指 導要領 の変 遷 を見 る と、生活 中心か ら、学 問的な系統性 へ、比重 を移 してい く連

続的 な過程 で あった と言 える。 日本 の高度 な経 済 の発達が 、一部教 育の成果 であ った ことを考 え

れば 、 これ を理科 教育 が現代 的に変化 して く自然 な流れだ った と捉 え るこ とがで きるだ ろ う,、し

か し、現在 の理科 教育 の現 状 を見れ ば、 こ うした方 法 を見直 すべ き時が来 ているの ではな いか と

思 える,.

3.現 代社会 を生きるという観 点から見直 すべきこと

(D「 生きる力」として必要 な4つ の知識(幹)

☆

健

康

体

☆ 知的好奇心や探究心

☆ 向上心

☆ 愛す る心

(興 味 、 関 心 、 意 欲)

(達 成 意 欲 、 目的 探 索)

(人 ・自然 ・社 会 ・文化)

☆ 遊ぶ力 (創 造 、破 壊 、 再 生)

☆ 生命 にっ いての理解 (仕 組 み,物 質 代 謝,遺 伝 、)

幹

情

意

知

比喩

例

CPU

キャッシュ

遊技知

生 例
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カ

を

統

合

す

る

能

力

☆ 生 命 維 持 活 動 に必 要 な 物(空 気,水,温 度,光,他 の 生物)

(病 気 につ い て は?)

☆ 生 活 に 必 要 な 物(食 品 の加 工,様 々 な物 質 の 特 性,エ ネ ル ギー)

☆ 生 活 を 取 り巻 く事 物 ・現 象(気 象,自 然 災 害,天 体,大 地 の つ く り)

☆ コ ミュニ ケー シ ョン能 力(言 語 、探求行 動、表現 、交流)

☆ 情 報活用能力(総 じて メデ ィア リテ ラ シー)

☆ 科 学的 な問題解 決 の能 力(比 較、要因抽 出、要 因制御 、多 面的な追求)

活

学

習

知

操

作

知

HDD

ROM

例

RAM

入力者

現代社 会 を生 きてい くた めに、理科 教育で育 て るべき こ とは何 か。戦後 の学習指 導 要領 の改

訂を一覧表 に ま とめてた ところ、そ こに ヒン トを得 て、現代社会 を生 きる とい う観 点 か ら、見直

すべ き ことを大 き く5つ に整理 してみた.

①人間性 ②遊ぶ心 ③生活経験 ④問題解決能力 ⑤健康 ・体力

【本構 造】 全 て 「知識 」へ帰結す ると捉 えた場合 、人間力 にお ける 「4つ の知識(幹)」

当た り前の よ うに考え られが ちの 「健康 や 体力 」 を中心 にす る。

知 ≡'

情 意 知 の 育 成 遊技知の育成

囲

知鋤 健 康 体 力 鋤4

生活学習知の育成 操作知の育成

例

【下部構造 】

生活に必要な物

・ 冨1

生命 にっ いて の 解

命 維持活 動 に必

生活 を取 り巻 物 ・現象

(2)生 きるために必要なもの(幹 から枝へ)

1つ めの幹 「生 活学習知 」

☆ 生命 につ い ての理解(仕 組み,物 質代謝,遺 伝)

・ 生物 の体 のつ く りと働 きにっ いて正 しく理 解 し,健 康 に生活 できる。

・ 生命 の連続性 や進化 にっ いての理解 がで き,生 物 を愛護す る,

☆ 生命維持 活動 に必要 な物(空 気,水,温 度,光,他 の生物)

・ 空気や 水 な ど生物 が活動す るた めに必要 な物 の性質や働 きが理解 で き る。

・ 食:料生産 と して,植 物 の栽培 の方法や 動物 の飼 育法 が分か り,で きる。

・ 食 品の加 工や保 存 にっ いての正 しい知識 を もち,正 し く活 用で きる,
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・ 生 物 相 互 の 関 連 が 分 か り,生 物 を 愛 護 す る 。

・ 生 物 と環 境 との 関連 が 分 か り ,自 然 を 大 切 にす る。

☆ 生 活 に必 要 な 物(食 品 の加 工,い ろい ろ な物 質 の 特 性,エ ネ ル ギ ー)

・ い ろ い ろ な 物 質 の特 性 が 分 か り,適 切 に 活 用す る こ とが で き る。

・ い ろ い ろ な エ ネ ル ギ ー の 存 在 や 変 換 が 理 解 で き,エ ネ ル ギ ー の有 効 活 用 が で き る。

・ 力 や 運 動 な どの き ま りが わ か り ,よ りよ く使 うこ とが る。

・ 危 険 な 生 物 や 薬 品 等 が 理 解 で き ,正 し く扱 うこ とが で き る、

☆ 生 活 を取 り巻 く事 物 ・現 象(気 象,自 然 災 害,天 体,大 地 の っ く り)

・ 気 象 変 化 の き ま りや 気 象 情 報 の 見 方 が 分 か る。

・ 天 体 の 動 き の 規則 性 を理 解 し ,時 間 や 暦 な どに活 用 す る こ とが で き る 。

(3)生 き るた め に 必 要 な もの の構 成 要 素(枝 か ら構 成 要 素 を 拾 い 出す)

・ 空 気(性 質 ,働 き,環 境 維 持)

・ 水(性 質 ,働 き,環 境 維 持)

・ 体 のつ く り と働 き(消 化 ,吸 収,排 泄,循 環,細 胞)

・ 生 物 と環 境 との か か わ り(生 物 相 互 の 関 連,環 境 問 題)

・ エ ネ ル ギー の 変 換 と活 用(熱 ,光,音,運 動,位 置,電 気,磁 気,光 合 成,保 存)

・ 生 物 の 巧 み さ の理 解(生 物 の つ く り と働 き)

・ 生命 の連続

・ 力 と仕 事

・ 物 質保存

・ 遺伝 子 問題

・ 天 気 情 報 の活 用

・ 動 物 の 飼 育

・ 植 物 の 栽 培

・ 食 品 の 保 存

・ 危 険 な 薬 品 の 使 用

・ 土 地 の っ く り

・ 運 動(ふ り

・ 生物 の 進 化 の 理 解

(受 粉,発 生,成 長,物 質 代 謝)

(て こ,バ ネ,滑 車,)

(変 形 と保 存,溶 解 と保 存,化 学 変 化 と保 存)

(遺 伝 の 法 則)

(天 気 の変 化)

(発 生 と成 長)

(発 芽 と成 長)

(細 菌,腐 敗,食 品 の 加 工)

(水 溶 液 の 性 質,物 質 の分 離)

(地 層,自 然 災害)

こ,衝 突,慣 性,加 速)

(分 類)
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資料 戦後 日本の学習指導要領の内容の比較

【A生物 とその環境 】

配当

学年

1年

2年

3年

4年

5年

6年

デ ュー イ

生活 中心 カ リキュ ラム

児 童 中心主 義 ・経 験主義 ・単 元学 習

試案

昭和22年
○動物の生活

飼育、観察

特徴

○植物の生活

植物ままごと

おし花

入学記念樹

種 まき

○動物の生活

季節だより

甲虫類集め

動物 と季節の関

係

○植物の成長

季節だより

栽培 ・観察

○動物の生活

0植 物の生活

○ジ ャガ イモ とサ

ツマ イ モ(で んぷ

ん)

○種 まき

○イ ネの研究

○ ウサ ギの 世話

○い ろい ろな 虫の

生活(昆 虫)

○小 川の貝

C渡 り鳥

○鶏 の世話

○ キュ ウ リと草 花

○花 と ミツバ チ

○蚕 と桑

●夏 の衛 生

カ ビ、石 けんの

作 り方

●甘 酒 とア ル コー

ノレ

0麻 と綿

○山 と水

○麻 の刈 り取 り

●着物(干 し方)

経験主義時代

試案昭和27年
○植物の戌長 ・栽培

○動物の種類や生活

●体や着物 を清潔

●元気で安全に遊ぶ

●食べ物や食べ方に

気をっける

○植物の成長 と栽培

○動物の成長 と飼育

●元気で安全に遊ぶ

●体や着物の清潔

●親や医者の役割

○季節 と生物 の く ら

し

○動物 の生 活 ・運動

○動物 の成 長

○植物 の成 長

●体や 着物 や住 ま い

を清 潔 に

● 食事 ・運動 ・体息

● 交通や 遊び につ い

て 、安全

○身近な生物の特徴

と類別

○季節や地域の特徴

ある生物

○生物の一生の変化

● 自分の体 と健康

● ケガや病気

●ケガや病気の応急

処置

○生物相互の関係 と

自然の調和

○生物愛護の見識

●食べ物や食べ方の

健康に対する影響

●住まい・や着物の健

康に対す る影響

○生物への理解と生

物の保護協力

○生物が変化 してき

た様子

○人体の構造やはた

らき

● 自然科学の研究と

健康な生活

●伝染病や寄生虫

ブル ーナー

学間 中心 カ リキュ ラム

系統 型学習 始 ま り

科学的思考の重視

昭柵3年
○ 草花 の栽培 と世話

○動 物 の飼育 ・観 察

O天 気や 土地 の様 子

○ 日なた と 日か げ

c

○草花 の栽培 と観 察

〇四季 ・山の観 察

○ 虫の観察

○魚(海)・ 虫 ・貝

の活 動の様 子

○ 自分の歯

○植 物の成 長 と季節

○季 節 によ る生 物 の

種類 と変 化

○鳴 く昆 虫の種 類 ・

生活

○ カエル の成長

○ 草花 ・実 の汁

○ 人 体 ・器 官

○い もや まめの 育

ち方

○動物 の育 ち方 と習

性

○ 川や池 の水草

○昆 虫の一 生

○ か ・ハ エの一 生

○海 辺の植 物 ・貝 と

潮 汐

○ 生物の 冬越 し

○ 人体 のは た らき

○植 物の 栄養 素

○ イネ の栽培 と環境

○種 子 と発芽 ・昆 虫

との関係

○病原体 と寄生 虫

○

○植物 のっ く りとは

た ら き

○森 林の生 物

○ きの こや か び

○ 人体のつ く りとは

た らき

教育課程の現代化

昭和4昨
○草花の特徴

○動物の特徴

○植物の成長

○動物の生活

○植物の成長 と季節

○動物の成長 と季節

○植物 の成長 と体○

植物の成長 と温度

○動物の活動と温度

○植物の発芽 と生長

○魚の成長

○人の特徴 と環境

○植 物 のっ く り とは

たらき

○ 植 物 ど う しの つ な

が り

○動 物 の発生

○入 体 の つ く りとは

た らき

○水 中の微生物

「お ち こぼ し」対策 時代

学問 中心か ら人間 中心カ リキュラ ム

「ゆ とりと充 実1

ゆとり時代

酢53年
○花 と実

○ 虫 さが し

○草花 のそだ ち

○虫 を さがそ う

○花 のつ く り

○季 節 と生き物

○いもの育ち方

○虫の育ち方

○植 物の 発芽 と成長

○ 植 物 の っ く りと成

長

○魚の成 長

○植 物 ど うしの つ な

が り

○花 か ら実 へ

○ 体 のつ く り とは た

らき

平成元年

生 への移行

生活 への移行

○植物 のつ くりと育

ち方

○動物 のっ く りと育

ち方

○人 のつ く り とはた

らき

○植 物の くら し

○動 物 の くら し

○ 人の生活 と環境

○植 物の発 芽 ・成 長
・結 実

○動 物の発 生 と成 長

○ 人の発 生 と成長

○植物体の働き

○動物体の働き

○人の特徴 と環境

「総合 」と 「教科」

「生き る力1

平成11年

生'へ の移行

生 活 『へ の移 行

0昆 虫のっ く りと育

ち方

C植 物の 作 りと育 ち

方

○植物の成長 と季節

○動物の活動 と季節

○植 物 の発 芽 ・成長

と結 実

○動 物(人 ・魚)の

発 生や成長

○人や 動物 の体 のつ

くり と働 き○生物 の

環境 の関わ り

● 現在 、体 育科 ・家庭 科教 育で 取 り扱 われて い る内容 の領域
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【B物 質 とエネ ル ギー 】



【C地 球 と宇 宙 】



新 しい理科 学習 の内容配 列 を考 える前 に配慮す べ き こ と

～新 しい学力観に立つ理科学習の現状 と新たな方向性か ら～

鹿児島県総合教育セ ンター 尾場瀬 優 一

1新 しい学力観 についての基本認識

平成元年 に出 された学 習指導要領 では,新 しい学力観 とい う言葉が前面 に出され た。そ こ

では,知 識や技能 を重視す る学力観 か ら,意 欲や思考力 を重視す る学力観へ転換が行われた。

そ して,教 育観 の見直 しが行われた,

なぜ,意 欲 重視 の学力観に転換 されたか。それ は,と りもなお さず認知心理学の研究に よ

る ところが大 きい。誤解 を怖 れっつ端 的に述 べるな らば,「 学ぼ うとい う意欲がな けれ ば何

もできない」 とい うことで ある。 見 ようとしなければ,同 じ物 を見て も見えない し,考 えよ

うとしなけれ ば考 える こともで きない。覚 えよ うとしなけれ ば覚 えることもで きない。 そ う

いった ことで ある。

学習効 果 を高 めるた めには(基 礎 ・基本の定着 を図る とす るな らば),意 欲を形 成す るこ

とが重要である とす る考 えである。そ こでは,学 習への動機 付けが問題 とされ,外 発的動機

付け とともに内発的動機付 けの重要性が叫ばれた。また,子 どもは 自ら学ぶ存在で ある とい

う考 えに立ち,子 どもの主体的な学び を尊重 し,学 びを支援す るよ うにな った。

また,認 知心理 学の研究の成果に より,人 間は本来 自ら学ぶ存在である とい うこ とが明 ら

かになった。 さらには,状 況 の中で こそ人は豊かに学ぶ とい うこ とも分 かってきた。

そ の一例 を挙げ るとこうで ある.

生後3ヶ 月か ら3歳 ぐらいまで の子 どもを用いた実験 である。二.人の 大人が同時 に実験を

見せ る。1っ は,レ ールの上 を走る2台 の車を準備 し,後 ろの!台 を手で押 して前 の車 にぶ

っけ る。す る と,当 然前の車が飛び 出す とい うものである。 も う一つの実験は,車 に強力な

磁石が仕組 まれ てお り,ぶ つか る前に飛び 出す とい うものである。繰 り返 し行われ る二つの

実験 を同時に見た子 どもは どうす るか。 なん と,ほ とん どの子 どもが,磁 石 を組み込んだ実

験 に近寄 ってい くのである.そ の姿に,自 分の知ってい る事象 と違 うことを認知 し,そ れを

解 明 しよ うとす る 「学習」 が生 まれている と,認 知心理学者 は考 えるのである,

も う一一例 を挙げ る。 メキシコの路上での話 である。貧 しい子 どもたちが路上でバナナのた

たき売 りを して生活 を送っている。彼 らは何 ら教育を受けていないのであるが,仕 入れか ら,

値付 け,販 売 まで を自力でや っているのであ る。 しか も,買 いに来た大人が何割 まけう とか

言 うと,即 座 に計算 を行い,ど れ だけまけた らどれだけの儲 か りにな るか ら良い とか悪 い と

計算 を即座 に行 うのである。 さて,そ の状況 を算数の問題に し,メ キシコの上流学校の同学

年 の子 どもに させ る とどうか。ほ とん どできないので ある。人はなぜ学ぶかの原点 が見 えて

くる。認 知心理学 の これ らの研究成果が,「 人が本 来 もっている学び を生かそ う」 とい うこ

とで,新 しい教育の在 り方を訴 えてい るのである.

教 育は,教 える側 に立つ 「教師」の視 点か ら,学 ぶ狽1」の 「子 ども」の視点に転回 され,進

められ る ようになる。そ こでは,主 体的 に学ぶ子 どもの学びを教師が支援す るとい う学習の

在 り方が大き く打 ち出された.そ れ こそ,新 しい学力観 に立つ授業の姿である。
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認知心理学 の研究の結果,明 らかになった ことを簡単にま とめると,次 の よ うになる。

学習効果 を高めるためには,学 習意欲を形成す ることが基盤であ り,学 習の必 要感 を

高めるこ とが重要である。

意欲がな けれ ば,認 知す るこ とも思考す るこ とも,記 憶す ることも難 しい。

現実的必要感,知 的好奇心,分 か りたい とい う思いがある と有能 に学ぶ。

知識 があるか ら,新 たな知識 を獲得す る ことができ,学 習対象の意味理解 が可能

とな り,記 憶 しやす い。

・ 文化や状況の 中では有能に学ぶ.

認知心理学の成果を加味 し,新 しい学力観 の背 景を構造化す ると下図の よ うにな る,

社会の変化

・ 社会 の変化が著 しく,現 在の知識 は

す ぐに過 去のもの とな る,,

・ 第4の 波(情 報化)に 象徴 され るよ

うに,学 び続 けなければ,生 き続 ける

ことは難iしい。

余暇が増 え,寿 命 の伸び とともに退

職後 の生活時間が就 労時 の時間 と変 わ

らな くなってきている、

な ど

生涯学び続ける必要がある

子どもの変化

子ども観の変化

〈従 来 の子 ども観 〉

・ 白紙 の 子 ど もで あ る。

・ 教 師 が 教 え諭 す 必 要 が あ る。

・ 子 どもは 教 師 の教 えた よ うに学 ぶ 。

〈現 在 の子 ど も観 〉

・ 子 ど もな りの 論理 を もつ。

・ 子 ど も 自 ら学 び 取 る こ とが で き る、

・ 子 ど もは 自分 の知 識 を再構 築 ,変 容

させ て い く。

潜在的に学ぶ意欲と能力がある

テス トはできるが意欲 のない子 ども

自ら考 えない子 ども,発 表 しない子 ども

自ら判断 して行動 しよ うとしない子 ども

子 どもが生 まれ なが らに もって いる,「 学ぶ意欲 や能力」 「思 い

や願 いjを 大切に し,自 ら学び取 る能力 を伸ばす ことが大切。

自 ら学 び 意 欲 と能 力 の 育 成

意欲,思 考力,表 現力,判 断力
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2平 成元年度の改訂の概要 ～育てるべ き資質 ・能力か ら内容 を検討す る～

平成元年度の改訂では,自 ら学ぶ意欲 と社会の変化に主体的に対応できる能力を もち,心

豊かでた くま しく生 きる人間の育成を 目指 している。改訂の基本方針は次の4点 である.

(D豊 かな心 をもち,た くま しく生きる人間の育成

(2)自 ら学ぶ意欲 と社会 の変化に主体的に対応で きる能力の育成

(3)基 礎 的 ・基本的内容の重視 と個性 を生かす教育の充実

(4)国 際理解 の増進 と我 が国の文化 と伝統 を尊重す る態度の育成

理科の 目標 の改善は次の3点 で あった。

0観 察 ・実験 ・飼 育 ・栽培な どの直接 経験を重視 し,そ れ らの活動を通 して 自然に

親 しみ,自 然に接す る意欲や心情 を高 めるよ うにす る。

○ 理科学習の特質が,自 然にかかわる問題解決活動 にあることを考慮 し,問 題の発

見か ら結論 に至 る一連 の活動 を主体的 に体験 し,問 題解決の能力が身に付 け られ る

よ うにす る。

0自 然 にかかわ る基礎的 ・基本的な内容の学習を通 して,自 然事象につ いての特性

や きま りを とらえ,自 然 についての科学的な見方や考 え方 を育 てるよ うにす る。

特に,平 成元年度は,問 題解決の意欲や能力 の育成 を強調 し,改 訂 を行 った。 そ こでは,

子 どもが学習を通 して,誤 りを含む見方,考 え方か ら,よ り客観的で,科 学的な見方や考 え

方 に変 えてい くようにす ることが,理 科 の 目標で あるとい う考 え方に立っている。

したが って,内 容の精選に当た って も,育 てるべ き科学 的な見方や 考え方の育成 を目指 し

て構造化 してい る。

第3学 年

第4学 年

第5学 年

第6学 年

五感 等を通 して 自然 の事物 ・現象を外側か ら観察 してその特性 を と

らえ,事 象 の特性 について の見方,考 え方 をもつ ようにす る。

対象の もつ特性や変化 は,対 象に対 して外的な条件や 目に見 える条

件,目 に見えない条件 が関係 してい るとい う見方がま とまることを想

定 して内容 を配 当す る。

物の変化 は条件 と結果 との関係に よって引き起 こされ,全 体的に見

れば,条 件 を変化 させ ると,結 果 も変化 し,し か もその間 には量的な

関係がある とい う見方が作 られ ることを期待 して内容 を配 当す る。

物の変化にはそ の質的な変化 を伴 うとい う見方がま とまるこ とを期

待 し,内 容 を配 当す る。

0関 連性 のある もの を可能な限 り1か 所にま とめ,集 中的に内容 を扱 うよ うにす る。

○ 内容 としては価値が あるけれ どもやや扱 いに くい とか,理 解が困難である とい うよ うな

内容や,内 容 の発展性等が乏 しい もの を削除す る。

O生 活科の新設 に伴い 内容 の再構成 を行 う。

○ 日常生活 との関連 を重視す る。
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3平 成11年 度の改訂 の概要 ～ 「見通 しをもって」を 目標 に加 える～

平成ll年 度の改訂 の基本方針 は次の4点 で ある,

(1)豊 かな人間性や社会性,国 際社会に生 きる 日本人 としての 自覚 を育成す る こと。

(2)自 ら学び,自 ら考 えるカ を育成す ること。

(3)ゆ とりある教育活動を展開す る中で,基 礎 ・基本 の確実 な定着 を図 り,個 性 を生

かす教育 を充実す るこ と。

(4)各 学校が創意工夫 を生か し,特 色 ある教育,特 色 ある学校づ く りを進 めるこ と。

なお,教 育課程審議会にお いて出 され た改善の基本方針 は次の とお りである。

・ 知的好奇心や探求心をもって,自 然 に親 しみ,目 的意識 を もって観察,実 験 を行

うよ うにす る。

・ 科学的に調べ る能力や態度 を育てる とともに,科 学的な 見方や考 え方 を養 う。

・ 自然体験や 日常生活 との関連 を図った学習を一層重視す る。

・ 自然環境 と人間 との関わ りな どにっいての学習を一層重視す る。

・ 児童生徒がゆ とりをもって観察,実 験 に取 り組め るようにす る。

・ 問題解決の能力や多面的,総 合的 な見方 を培 う。

理科の改訂 に当た っては,身 近な 自然 にっいて,児 童が 自ら問題 を見いだ し,見 通 しをも

った観察,実 験 を通 して,問 題解決の能力 を育て るとともに,学 習内容 を 日常生活 と一層 関

連付 けて実感 を伴 った理解 を図 り,自 然を愛す る心情 と科学的な見方や考 え方を養 うことを

重視 し,次 の よ うな内容改善の視点 を明 らかに している。

0児 童 が事 象を比 べた り,変 化 にかかわる要 因を抽 出 した り,計 画的に観察,実 験

を行 った り多面的に考察 した りす るな どの問題解決 の能力 を育成す る とともに,も

のづ くりや 自然 災害 な ど日常生活 と関係 の深い内容 な どを充実する

0児 童 の興味 ・関心 に基 づいた学習 を一層 充実 した り,地 域 の実態 に即 して,地 域

にあ る事物や現象を生か した指導ができ るよ うにす るため,特 に,高 学年 において

課題選択 を導入す る。

そ して,次 の3点 か ら改 善 を行 った。

① 見通 しをもって観察,実 験,栽 培,飼 育を行 うな ど,児 童の 自然の事物 ・現象へ

の意図的な働 き掛 けを重視す る。

② 事象 を比べた り,変 化 と関係す る要因を抽 出 した り,計 画的に観察,実 験 を行っ

た り多面的 に考察 した りす るな ど問題解 決の能力の育成 を重視す る。

③ 日常生活 との関連 を一層重視す るこ とによって,児 童が主体的な問題解決の活動

を通 して事物 ・現象の性質や規則性 を実感す るとともに,科 学的 な見方や考 え方を

自ら構 築できるよ うにす る。
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(1)各 学年で育てる資質 ・能力 と見方や考 え方(○ は活動)

各学年で育てるべ き資質や見方や考 え方 を整理す ると下表 のよ うになる,,

学年

3年

4年

5年

6年

育 て る 資 質 育てる見方や考え方 キ ー ワ ー ド

○ 見いだ した問題を興味 ・関心を もって追究す る活動

違 いに気付 く資質や能力

比較す る資質や能力

(一 つの視点 を設定 して二つ

の事 象 を対 比す る操 作的能

力)

・ 自然の 事物 ・現象 に見 られ

る共通性や相互のかかわ り,

物質の性質や特徴,関 係 な ど

に関す る見方や 考え方

・違 い に気 付 く

・比 較

・共通 性

・差 異性

○ 見いだ した問題 を興味 ・関心 をもって追究す る活動

・ 事:象と要因を関係付 ける資

質や能力

・ 要因を抽 出す る資質や能 力

(対 象 を時間 と空 間の 中に位

置 付 け,そ の変化 を調べ,

変化す るもの と変化 させ る

もの とい う関係性 を抽 出す

る能力)

・ 動植物 の成長や活動 と環境

を関係付 けた見方や考 え方。

・ 物の性 質や働 き,動 きや変

化 に関する見方や考 え方。

・要 因

・要 因抽 出

○ 見いだ した問題 を計画的に追究す る活動

要因を制御す る資質や能力

観 察や実験 を計画的に実行

す る資質や能力

(制御 すべ き要因 と制御 しな

い要因 とを区別 しなが ら計

画 的 に観 察 ・実験 を行 う能

力)

・ 生命 の連続性 についての見

方や考え方
・ 自然 の事物 ・現象の変化の

規則性 につ いての見方や考 え

方

・計 画 的

・条 件 制 御

・振 り返 り

・情 報 活 用

○ 見いだ した問題 を多面的 に追究す る活動

生 きた問題解決の能力

多面的な考察

(比 較,要 因抽 出,条 件制御

な どを問題 解決 の一連 の過

程 に位置 付 け,結 論 を導 く

意 図的 な働 きかけ,多 面的

な考察)

・ 生物の体の働 きや環境 との

関わ りについての見方や考え

方

物 の性質や働 きについての

見方や考 え方

土地のっ く りと変化 のきま

りについての見方や考 え方

・多面的な考察
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(2)「 見通 しをもって」 の意味

「見通 しをもって」 とは,児 童が無 目的 に観察,実 験な どを行 うのではな く,問 題 に対 し

て予想や仮説,構 想 をもち,そ れ らの もとに観察,実 験な どの方法を工夫 し,実 際 にそれ を

行 うことであると,小 学校学習指導要領解説理科編(平 成ll年5月)に は述べ られ てい る。

その意味 は,次 の ように整理 され てい る。

O

C

L

児童が 自己の責任 において問題を解決 してい く活動や場を保 障す ることにな る。

予想や仮説,構 想 と,観 察,実 験 の結果 の一致,不 一致が明確 にな ることである。

自然 の性質や 規則性,真 理 な どの特性 に対す る考え方の転換である。

これ らの こ とを整 理 す る と,次 の よ うに ま とめ る こ とが で き る。

1図 「見 通 しを もって1の 意 味 の構 造

○ 見通 しや 目的 を持 っ こ とが,自
分 の 考 え,

一自分 の 実験 ・ 観 察

とい う視 点 か ら重 要

セ く じ ゆ ドト

※ 見通 しの範 疇
予想 ・ 仮説
解決方法
結果の見通 し な ど

∵
きま りの獲i

得 とい う視 点
か ら

① よ り主体 的 に追 求 で きる。

・ 一 致 ・不一 致 が 明確 に な る、(見 通 しとの整 合 性)

② 自然の解 釈が より正 しく,的確 に行 える。

・ 自分 の行 為 を見 つ め直 した り,
見直 した りす るカ を獲 得 す る,.

・ 自分 と比べて他者 の考 えや結果

を見直す ことになる。

・ 自然 を 見っ め直 す こ とで ,自 然
へ の 畏敬 の念 が育 っ 。

・ 他 者 も 同価 値 で あ る こ とに気 付 き ,
認 め,受 け入れ る こ とが で きる.

③ 自立や 自己責任 の感 覚,社 会性を獲 得する。

・ 豊 かな人間性 の育成 につながる。

人間性 の育

成 とい う視

自 ら学ぶ こ と

人 とのかかわ りで学ぶ
学ぶ姿の獲i得
(融師が学びのモデル)

自ら考えるこ と

・ 事象の違 いに気付 く
・ 関係付ける

(事象 間,既 有の意味の体系)

これまで述べて きた ことか ら考える と,理 科で育てる 「生 きるカ」は何なのかを明 らかに し,

それ を確 かに身 に付 けさせ るものであるか とい う観点か ら,内 容 の見直 しを図る必要があると

考える.
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こひ ゆら

4新 しい学力観 に立つ学習 のもた らした誤謬

現在,「 新 しい学力観 に立っ学習」 の問題 点が数 多 く指摘 されて いる,そ れ は,お お むね

基礎学力の低下 とい うことを受 けての指摘であ る.果 た して,新 しい学力観 に立っ学習 は,

基礎学力の低 下を引 き起 こす教 育論であったのだろ うか。

このこ とについて,現 状 をま とめると次 のよ うになる。

【現在の理科学習が抱 える問題点】

「新 しい学力観 に立っ理科学習」の真の意 味を理解 できず,ま た,理 解で きて も,そ

れ を実現す ることができず,正 しく 「,新 しい学力観に立っ学習」が展 開 されていない。

① 「子 ども中心の教育」 についての誤解

・ 教育活動 であるに もかかわ らず ,教 師の思いや願い よ り,子 どもの思いや願い

が重視 され,教 師が,明 確 な 目的をもたな くなった.

個性 の重視 とい う考 えが,教 育 の結果責任 とい う感 覚を鈍 くし,個 に応 じるこ

との大切 さを認識 させ るまで には至 らなか った。

② 「子 どもの思いや願 いを生かす こと」 についての誤解

・ 分か る授業 を構 成す るために
,意 欲 を喚起す るた めに子 どもの思いや願 いを生

かす はずだ ったのに,子 どもの興 味 ・関心を大事 に し,一 部では,「 楽 し く取 り

組んでい るか」が評価 の基準 なっている。

③ 「子 どもの学び を支援 す る」 とい うことについての誤解

・ 豊か に学ぼ うとす る子 どもの学びを推 し進 めるために 「支援 」 とい う言葉が使

われ たのに,単 に黙 って見ているだけの教師が増えた。

④ 「意欲重視 」についての誤解

・ 意欲 は,基 礎 ・基本の確実な定着 を求めて大事に しようとしたのに,単 なる興

味関心の レベルで とらえられ て しまった。

⑤ 「分 かる授 業」についての誤解

・ 基礎 ・基本の定着 に向け,記 憶の研 究の成果か ら分 かる授業が求め られた のに,

学習の定着を図るこ とが忘れ られた。.

⑥ 子 どもの思いや願 いを生か し,意 欲 を重視 した学習の難 しさ

・ 子 どもの思いや願 いを生か して学習 を構成 しよ うとす ると,教 師の意図 しない

方向に学習が展開 された り,教 師 に とって,一 見都合の悪 い情報 を手に入れ るこ

とにな り,学 習のま とめでは,子 どもの追究活動 とその結 果を,意 味付け,関 係

付け ることができず,か えって意欲 を奪 って しま う.

⑦ 見通 しをもった理科学習 を形成す るこ との難 しさ

・ 見通 しをもっためには,考 えるた めの情報 を手に入れ ることが必要にな る,そ

うい った ことを考える ことなく,従 来 の学習活 動が展開 されているた めに,子 ど

もは,考 えることができず に困っている,そ の結果,学 習意欲 を形成で きなくな

っている。
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5新 しい学力観 に立っ学習の意味 と現状
こひ ゆう

新 しい学力観 に立つ学習のもた らした誤謬の項 で,要 約 して述べた ことにっいて,具 体例

を入れて述べたい と思 う。

このこ とについての理解 が十分 に得 られ なけれ ば,ど んな内容が置かれ た として も,そ の

教育効果 を高めるこ とができない と考えるか らである。

(1)新 しい学力観 についての誤解

① 「子 ども中心の教育」についての誤解

現在の教育学,教 育心理学の立場 か らは,新 しい学力観 に立っ ことは極 めて 自然であ

り,重 要である と考 える。 しか し,そ の ことのIEし い理解 のた めには,認 知心理 学の成

果 を正 しく理解す ることが必要であった と考える。 しか しなが ら,学 校現場では,そ の

よ うな ことにっいての学習はなかなか行われず,た だ単に,「子 ども主体の教育 を行 う」,

「子 どもの学習 を支援す る」 とい う方策だけが浸透す ることになった。

そ の結果,「 新 しい学力観」の意味す る ところを深 く見っ めることな く,子 どもを大

切 に しておけばまず間違 いがなかろ うとい うことにな り,教 育はすべ か らく子 ども中心

とな り,極 端 にい うと子 どもの思いや願 いで教 育活動が運営 され るよ うになって しまっ

た,、ただ子 どもに任せれ ばよい といった教師不在の教育論 も起 きて しまった よ うに考え

る。そ うな らないまで も,真 に支援 できない教 師が どう支援すべきなのかが分か らず露

頭 に迷 う状況 も出て きている,

② 「子 どもの思いや願 いを生かす こと」にっいての誤解

子 どもの思 いや願いを生かす ことは,興 味 ・関心,意 欲 を高め ることである とだけ考

え られていた のではないだろ うか,1子 どもの学びを生かす こ とは,意 欲 を重視 す るだけ

で な く,納 得,実 感 して分 かる学習 とす るために極 めて重要で ある。

分かる とい うことを,脳 科学の研

究成果 を加味 して考 えると,知 識 の

構造が豊かになるこ と,関 連付けが

しっか りして くるこ とである と考え

るこ とができる、その よ うに考 えた

とき,同 じ実験 をた くさんの子 ども

が行い,同 じ結果 を得 ることができ

た とき知識 の構造 に加わる情報は,

はた してた くさんで あろ うか.そ う

ではな く,た った一っである。決 し

て意味が深まる とは考 えられ ない。

逆 に1多 くの子 どもが,多 様な実

験 を行い,似 た ような結果を得た場

合 は どうだ ろうか。 きっと,そ れぞ

れ のデー タを関係付 け,意 味付 けて

理解 を深 めることが考 えられ る.そ

【分 か る とい うこ と】

(分か らない状態)

0

● 、
畢

(分 かった状態)

、

関係付 け,意 味付 けができるよ うにな ること

して,多 くの デー タの 中に潜 む きま りを見 出 し,納 得,実 感 を得 る もの と考 え る.
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『 「

一"だ、採 ば'拶 弾 ヂ ゴウだけ携
ドあて'ぎ てゾ そ の体 のつ ぐ りを調 べ た 場

.

合,.モ ン.シ.旦チ .ヨ.ウ.の体 のつ く り.は分

か るお ろ うが,チ ョ ウの一 般 的な 体 の.

つ く』り・の特 徴 の 中 での モ ンシ ロチ ョウ
"1の体 の

つ く りの特 微 まで は.と らえる こ

とはで き な い。 した が っ て,モ シ シ ロ

チ ョ ウ以外 の チ ョ ウにつ い て も調 べ る

こ とが 有 効 に な る。

さ らに は,チ ョ ウ以 外 の 昆 虫 の体 の

っ く りま で 調べ る と ど うだ ろ うか 。 今

度 は,先 ほ どよ り もさ らに チ ョ ウの体

のつ く りの特 徴 を 明確 に す る こ とが で

き る とと もに,他 の昆 虫 の体 のつ く り

と比 較 し,昆 虫 の体 の つ く りの一 般性

ま で理解 す る こ とに な る.

そ うや っ て,昆 虫の 体 の つ く りの き

ま りを と ら える こ とにな り,昆 虫 にっ

い ての科 学 的 な 見方 や 考 え方 を手 に入

れ る こ とが で き る.

、【多様 な追 究 を行 うことの意味】

.モ ンシ ロ乏 ゴウのみ 観 察
'宅 ン シ惚 チ

ョ ウの体 の っ く りが理 解 で き る,

。モ ンシ ロチ ョウ以外 のチ ョヴまで観 察

モ ン シ ロチ ョ ウの特 徴 が 浮 き彫 りに な る。

チ ョ ウの 一般 的 な特徴 を と らえ る こ とが で

きる。

いろい ろな昆虫まで広 げて観 察

モ ン シ ロチ ョウの特徴 をは っ き り理解 で き

る.

チ ョ ウの 一般 的 な特 徴 が浮 き彫 りに な る,.

昆 虫 の一般 的 な特 徴 を と らえ られ る,,

概念 が深 ま り,よ り統一的な見解 へ と高 まる

③ 「子 どもの学びを支援 す る」 とい うことにっいての誤解

認知心理 学の成果 によ り,子 どもは 自ら学 ぼ うとす る存在であるこ とが明 らかにな った.

その結果,子 どもの学び を支援す ることが大切である ことが叫ばれた.教 師 は,子 どもの

学び を単に見っめ励 ま しさえすれ ば良い とい うこ とになって しまった。その結果,分 か らな

い子 どもがいて も,励 ま しさえすれば きっと子 ども自身 が学び取 ると信 じ,具 体的 な指導,

援助 を しない場合が多 く見 られ た。

なか には,教 師が進 めるべき学習指導のプ ランを示 している 「学習指導案」.さえも 「学習

支援案」 とい う名 前に変 えて しま うとい う滑稽 な姿が 見 られた。あ るいは,「 教師 の指導」

を 「教師の支援 」 と名前 を変 えるだけで,新 しい学力観 に立った と考 える向き も見 られた∩

④ 「意欲 重視 」につ いての誤解

「意欲重視 」 とは,見 よ うとしなければ見 えない,考 えようとしなければ考える ことがで

きない。 あるい は,覚 えよ うとしなければ覚 えることがで きない とい う認知心理学 の成果

を受 けての考 えで ある.つ ま り,学 習効果 を高 め るた めには,「 意欲」の形成 を忘れて,

厳 しく,繰 り返 し詰 め込むだ けでは いけな い とい う従来の教育の反省か らきてい た。 それ

は,決 して基礎 的 ・基本的事項 の確実 な定着 を捨てたのではな く,そ れ を求 めて の ことだ

った わけである。 さて,学 校 では,そ の こ とが どう受け止 められ,ど の ような教育活動が

展開 されたか。 「意欲 」を高め る とい うよ りは,「 興味,関 心」 に訴 える学習 が展 開 され て

いたのではない だろ うか。 「意欲 」 は,困 難 に出会 った ときにそれ を乗 り越 え る大 きなエ

ネ ルギー となって い くもので ある と考 えるが,実 際 の学校 では,「 つ ま らな くな った ら別

の学習に移 る」 ことが容 易に認 め られていた ように思われ る。
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つ ま り,「 子 どもの思 いや願 い」の質を検討 す るこ と。もな く,あ るい は,「 子 どもめ思 い'

や願 い」の質を高 めるのが教育である とい う考えを確 立する こともなく,子 どもに好 きな こ

とを させ るとい う,「子 どもの思いや願 い∫を 生かす教育が実践 ざれ たのでほ ないだ ろ・うが。

その結果,「 意欲」 を形成す る どころか,ま す ます 「意欲」 を もて ない子 どもを生み出 し

てきている よ うな気 が してな らない。 国際的な調査 に於いて も,「 学習意欲」の無 さや 「宅

習時間」の少 な さなどが問題 になって きている。

④ 「個に よって異な る」 こ とについての誤解

認知心理学 の研究の成果,同 じ物 を見て も,

同 じよ うに とらえることはで きない とか,同 じ

ようには考えない とい う個 による違 いが明確 に

なった,,そ の結果,教 育 の成果が個 によって違

うのは 当た り前である と考え,「 個性」 として

とらえ,教 師が結果責任 を負わな くなって しま

ったのではないか と考える。

当然,同 じ刺激Sを 与えても反応Rは 個に よ

って違 う.し か し教育の営みはある 一定の教育

成果 を手に入れ る(基 礎 的 ・基本的事項の定着

を図 る)こ とが 目標と され なけれ ばな らない。

したがって,個 によって結果が違 うことを認

めるのではな く,違 いが生まれ るか ら,そ れに

応 じて,さ らに個 に応 じた指導を行 う必要があ

る,そ れ らの考えの基,「 指導 と評価 の一体化」

や 「個に応 じた指導の充実」 とい うこ とが叫ば

れたのであるが,果 た してそ うなっていたであ

ろ うか。

⑤ 「分か る授 業」 についての誤解

新 しい学力観 に立つ授 業が叫ばれ た とき,「分

かる授業」の重要1生が訴 えられた.そ れ は,認

【認知心理学の成果 】

S

R5

同 じ刺激を与えて も結果は異な る。

畢

⇒・総

【求める学習の姿】

RlS2

別⇒
R2

過

S

S4

目指すR

目指すRに 至るまで個 に応 じた指導を

行 う.

知心理学の 「記憶」の研 究によるところが大 きい。

脳科学 の立場 か ら,基 礎学力は どの よ うな ものか と考える と,「 記憶」 として脳 に保持 さ

れ ているものである とい う考えが成立す る.そ の ように考 えた とき,い かにす ると 「記憶」

しやすいか とい うこ とを考慮す る必要がある.

認知心理学の研究の成果では,感 情を伴 った ものは記憶 しやすい,体 験 を通 した ものは記

憶 しやすい,繰 り返 し学んだものは記憶 に残 りやす いな どの研究の成果がある。その 中に,

「納得 して理解 した もの は記憶 しやすい。」 とい うこ とが あ り,さ らには,一 一つの意味のま

とま りが1チ ャンク とい う形で記憶 され る とい うことが明 らかにな っている。

つ ま り,「 分 か る授 業」 は基礎学力 の定 着を 目指 した ものであったのである.と ころが,

そ ういったこ とを正 しく理解 して,「 分 かる授 業」 を求 めるこ ともな く,学 力 の違 いを個性

として認 め,基 礎 ・基本 の確実な定着を図 る学習を忘れて しまったのではないか と考える.
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(2)新 しい学力観 に立っ授業 の難 しさ

これ までの整理か ら,児 童生徒 の基礎 学力の向上 を 目指 しての 「新 しい学力観に立つ学習」

の意味や その価値 を理解す ることができたのではないか と考 える。

しか しなが ら,そ ういった理想 的な学習を実現す るためには,教 師の努力 を要す る部分が

大 きい。その部分 についての理解 が不足 したために,あ るいは,具 現化ができなか ったため

に,「 新 しい学力観 に立つ学 習」を うま く行 うこ とがで きず に,現 在 の批判が生まれてい る

のではないか と考 える。 そのことにっいて,い くらか触れ てみたい。

① 子 どもの思いや願 いを生か し,意 欲 を重視 した学習の在 り方

意欲 とい うと,「 動機付 け」 とい う考 え方が 出て くる。外発的動機付 け,内 発 的動機付

けな どの考 えが あるが,理 科学習におけ る意欲 は何 によって形成 され るか とい うと,「 解

決 したい とい う強い問題意識」 と 「確かな見通 し」である と考 える。何 とか して分か るよ

うにな りたい,で きるよ うにな りたい とい う願いが強 くなるこ とが 「意欲が高まった状態」

と考 えることがで きる。

しか しなが ら,そ の問題 を解決する見通 しが形成 され ない と,学 習意欲は低 下 して しま

う。 したがって,ど の よ うに して問題意識 を形成す るか とい うことと,ど の よ うに して見

通 しを形成す るか とい うことにっいて考えなけれ ばならない。

ア 問題意識 の形成の在 り方

問題 を明確 にす るた めには,自 分な りの見方や考 え方 との矛盾,ず れ,抵 抗な どに出

会 わせ るこ とが大切 である。そのために,次 の ような方法が考 えられ る。

問 題 意

識 の 形

成 の 在

り方

☆ 自分 の考え では説 明 できな い事 象 に出会 わせ る.

☆ 自分 の方法で は うま くいか ない ことに気 付 かせ る。

☆ はっ き り分か らない とい うことを意識 させ る。

☆ 友達 の考 え とず れて い るこ とに気付 かせ る。

(事象,資 料)

(試 しの活 動)

(問いか け)

(話合 い)

とにか く,児 童が 自分の考 えを全て出 し合い,そ の結果,よ く分か らない とか,友 達

の考 えと違 うといった状況 に追い込む ことがで きなければ,問 題 意識 の形成はで きない。

そ うい った状況 に追い込むためには,教 師が あらか じめ,子 どもが どの ような認識 をし

てい るのか,ど の よ うに解決 しよ うとす るのか にっいて知 ってお く必要が ある.そ して,

学習の最初に出会 う事象や教師 の問い掛 けの在 り方を吟味す る必要が ある。そ う考 えた

とき,授 業の導入 は,個 に よって,あ るいは学級 に よって変わるはずであるが果た して

どうだったのか。新 しい学力観 に立つ授業 を具現化す るための方策の吟味が不 十分だ っ

た のではないだろ うか。

イ 確かな見通 しのもたせ方

学習問題が明確 になった としても,そ れ を どのよ うに解決 した らよいのか見当がつか

ない と子 どもの学習意欲は低 下 して しま う。 この部分 の指導がなかなか難 しいのではな

いか と考 える,、なぜな ら,解 決 の見通 しを形成す るためには,考 えるための基 になる情

報 とそれを関係付 けた り推論 した りす る科学 的な思考力 が必要だか らである。

少 な くとも,解 決のた めには,解 決す る内容 と解決す る方法の二つを明確 にす る必要

がある。① どんな こと(分 か ると良いこと)を 調べ るか,② どんな方 法で調べ るかの2

点がそれで ある.

したがって,追 究 の方法を考 え させ る際には,教 師は,「 何 が分かれ ばよい のか」,あ る
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いは,「 どん な方法 で調べ るのか」 と問 う必要が ある。そ して,最 終的に子 どもか ら考えが

出てこなけれ ば,教 えることも必要になって くる。

た とえば,「 そ こにある白い粉は何 か」 と問われた とき,白 い粉を一っ も知 らなければ全

く予想す るこ とができない。 さらには,白 い粉 として食塩 を知 ってい る場合 には,白 い粉 を

食塩 と予想す ることになる.し か し,食 塩 が どの よ うなものであるかが分かってい ない と確

かめ る方法 は出て こない.顕 微鏡 で見れば分か るとい う子 どもの考えは,食 塩 が立方体の粒

であ るこことが分かってい るか ら出て くるのである,

したがって,子 どもが考 えられない場合には教 える必要が あるが,新 しい学力観 に立つ学
ち ゅ らち よ

習 とい うこ とで,「 支援」 が間違 って とらえ られ,教 師が教 えるこ とに躊 躇 した こ とも問

題 を大 きくした要 因であ ると考 える.

ウ 子 どもの学習を支援す る授業 の形態

新 しい学力観 に立っ学習が行われ るようになって,極 めて多 くなったのが,分 岐型の学習

あった.そ こには,学 習は個 に よって変 わるもの,あ るいは個性 を認 める ことの必 要性 が
ろ た わ わ た

大き く謳 われたか らである と考 える。一人一人の子 どもの中に明確な問題意識 が存在す るか

ど うか とい っ た こ とで は な く,形 式 上個 別

にな って い る こ とが 求 め られ て しま っ てい

た よ うに 思 われ る。

学 習 が 一 律 で は あ って も,一 人 一 人 に 明

確 な 悶題 意 識 が形 成 され て るな らば学 習 は

個 別化 してい る とい う考 え を もっ教 師 は少

なか っ た よ うに思 う.,

また,個 別 に展 開 す る こ との 価 値 も十 分

に考 え られ て い なか った よ うに思 われ る,

同 じ実験 を 多 くの子 どもが 同 じ結 果 を得 た

場 合,理 解 は 深 ま る ので あ ろ うか,そ れ と

も,異 な る実験 を行 っ て,同 じよ うな結 果

を得 た場 合 は ど うで あ ろ うか,、あ る いは,

異 な る実 験 を行 い,異 な る結 果 を 得 た場 合

は ど うだ ろ うか.

き っ と子 ど もは,そ れ らのデ ー タの 中 に

潜 む 統 … 的 な き ま りを見 出 し,納 得 す るで

あ ろ う。 ま た,そ うで な い 方法 で は うま く

い か な い こ とを と らえ,き ま りを,よ り納

得 して と らえ るで あ ろ う。

さ らに は,た く さん のデ ー タを 関係 付 け,

【個 に学習を任せ ることの意 味】

● ● ● ●● ●
同 じ実験 に よる同じ結果がた くさん一
_と 同じ ●[亟 國

●●1・
似 た ような実験がた くさん

その 中に共通点が見える一
きま りが明確 にな る一

他の方法では旺 恐 うまくいかない

そ の中に潜む統一的な 見解 こそ理科 学習が求めている 「科 学的な見方や考え方」で ある。

したが って,子 どもの問題意識や解決 方法についての考えを十分 に生か して学習 を構成す

る必要が ある。 そ して,出 てきた結果 を関係付け,そ のことを基 に考 えを整理 して い く必要

があ る。 はた して,そ うい った子 どもの考えを生か した理科学習を展 開す ると,子 どもの理

解 は深 ま り,学 習へ の意欲 を高めることにっなが るのか,次 項で考察を加 えてみたい。
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② 子 どもの思いや願 いを生か し,意 欲 を重視 した学習 のもつ問題点

ア 意欲を重視 し,意 欲 を削 ぐ

子 どもの思いや願い を生か し,意 欲 を重視 した学習を展開することは極 めて簡単である

と考 える。 しか しなが ら,そ ういった学習を,何 ら対策 を立てず に展開す る と,か えって

意欲を低 下 させ ることにな って しま う。

た とえば,第5学 年 の 「物の熔 け方」の学習で,食 塩 が水に溶 けて見 えな くなった とき,

「溶 けて も食塩は水 の中にあ るか。」 とい う学習問題が設定 され る。 その とき,あ るかな

いかの予想 が子 どもか ら出され,そ の後,食 塩 の存在の有無 を確認す る方法が出 され る。
み か

それは,① 虫眼鏡で見る,② 顕微鏡 で見る,③ 濾過 して分離す る,④ 水 を蒸発 させ る,

⑤前後の重 さを比べ るな ど多様で ある。そ して,そ れぞれの考 えで,子 どもは実験 を行 う。

す る と,ど うな るか。 虫 眼鏡 で調 べ た子 ども

は,「 溶 け る と水 の 中 に は無 くな る」 とい う結

論 を導 き 出す こ とに な る,同 様 に,顕 微鏡 で調

べ た子 どもや濾 過 で調 べ た 子 ど も もそ うい う結

果 を得 る こ とにな る,.

しか しなが ら,水 を蒸 発 させ て調 べ た 子 ども

や 味 で調 べ た子 ども,重 さの 増加 を調 べ た 子 ど

もは,「 水 に溶 け て も無 くな っ て い な い 」 とい

う結 果 を得 る こ とにな る。

そ うい った結 果 を基 に,ま とめの 活動 を行 う

と ど うな るか.,虫 眼鏡 組 は 「実験 に失敗 した」

と考 え るで あ ろ う、 しま った と思 い,下 を 向 い

て しま う.そ して,次 回か らは,賢 い友 達 が 考

え た方 法 で調 べ よ うと考 え る よ うに な り,自 ら

考 えな くな る ので あ る.

新 しい 学力 観 が 訴 え られ る まで は,①,②,

③ の 実験 で は,溶 けて無 くな る とい う考 え を生

み 出す 危 険性 を は らん で お り,困 った事 態 に な

るの で 実 験 を させ な い とい うこ とが 行 われ た で

あ ろ う。

【意欲重視の学習は】

食塩 は溶けても水の中にあるか.

顕微鏡 で調べ る 重 さで調 べる

えない

水 の中には

ない

加算 され る

上 6

熔 けて も水

の でに あ る

添 けて も水の中にあ る

失敗した 成功 した

も う,考 えな い

【意 欲 を 重視 した こ とで,意 欲 を奪

って しま う。】

あ るい は,子 ど もの思 い を 大 切 にす る教 師 は 「今 日は,こ の実 験 の 準備 を しな か っ た の

で ご めん ね 。」 とか言 い な が ら,実 験 を させ よ うとは しな い で あ ろ う。 間 違 い を させ な い

こ とが,ま とめ を楽 にす る こ とで あ り,教 育 に とっ て大 切 だ と信 じ られ て い るか ら。

しか し,新 しい 学 力観 に立 ち,子 ど もの興 味 関 心,意 欲 を大事 に し,子 ど もに任 せ る教

師 は ど うな るか.す べ て の実 験 を させ るので あ る。 そ の結 果,①,②,③ の子 ど もも 自分

の考 え を確 か め る こ との 喜び を感 じ,生 き 生 き と実 験 を行 うで あ ろ う,そ して,「 溶 け る

と無 くな る。」 とい う明 快 な 論 を持 ち,ま とめ の学 習 に入 る。 しか し,「 溶 けて も水 の 中

に あ る。」 とい うデ ー タ が他 の 追究 グルー プ か ら出 され,自 ら学 ぶ 意欲 を失 って い くの で

あ る。 あ ろ うこ とか,教 師 が意 欲 を大 事 に した た め に.

そ うい った,学 習 が,多 く実践 され たの で は な いか と,私 は考 えて い る,そ の よ うに理
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解す る と,昨 今 の,国 際的な調査にお ける我 が国の子 どもの学習意欲 が低下 してい るこ と

の意味 を理解す ることができる,、

イ 子 どもの思いや願 いを生かす とね らいか ら外れ て しま う

子 どもの思いや願いを生かす となる と,子 どものそれが教師のね らい と合わな くなるこ

とが考 えられ る。

単元の導入において,あ る事象を見せた とす る と,そ こか ら出てくる問題 は多様である,,

例 えば,先 ほ どの 「物の溶 け方」の例で考 えてみ よ う、溶解度 の問題に 目を向け させた

い と考 え,食 塩 のシュ リー レン現象を見せ るとす る.す ると,子 どもは どのよ うな問題意

識 をもつだろ うか.子 どものもっ問題意識は次の とお りで ある.

子 ど も の

もつ 問 題

意識

どろ どろは何 だ ろ う,,も や もや は何 だ ろ う、

ど うして どろ どろが 出 るの だ ろ うか。

食 塩 が溶 け る と どろ どろに な る のだ ろ うか,

これでは,溶 解 にっいての問題は生 まれ るが,溶 解度の問題 とはならない.し か も,児

童のもっ問題を子 どもが 自らのカで解決す るこ とはできない。

したが って,理 想的な 「子 どもの思いや願い を生かす学習」 を実践す ることはできず,

子 どもの思いや願 いは聞いて も,教 師の設定 した学習問題 の解決 を図る とい う従 来の学習

が行 われて しま うことにな る。

③ 子 どもの思いや願 いを生か した学習の進 め方

それ では,新 しい学力観 に立っ学習 は成立 しないのだ ろ うか。個の思いや願いを生か した

学習は,単 なる 「理想」なのだ ろ うか.、そ うではない,ど の子 どもの追究結果 も生かす こと

ので きる教師が存在す るならば,真 に価値ある学習 とな るのである。

ア 意欲 を重視 し,意 欲 を高 め,理 解 を深 める

先 ほどの 「食塩」を例 に考 えよ う、 ま とめの段 階で,①,②,③ の子 どもが落 ち込んでい

る時に,こ う切 り返す とどうだ ろ うか,,「食塩 は水 の中に在 るのに,な ぜ見 えなか ったの

だ ろ うか,な ぜ 出て こなかったのだろ うか.」

す る と,子 もは 「水 の中にある」 ことと 「顕微鏡で は見えない こと」,「濾紙 にはかか

らない」 ことを関係付 けて,「 とて も小 さくな って,水 の 中に存在す る」 と意味付 けるこ

とにな る。 単に存在す るとい うことだけでな く,存 在 の仕方まで理解 を深めるこ とができ

る,そ こで,「 では,と て も小 さくなって とい うことを教 えて くれた実験 は どれ だ、,」と

問い掛 けるのである.,そ うす ることで,す べての子 どもの学び を生かす とともに,よ り深

い理解へ と高めるこ とが可能 になるのである,、

理科の実験 結果 に間違いはないのである。新 しい学力観 に立っ理科学習 を進 めるには,

子 どもが獲得するであろ うすべての結果を関係付 け,意 味付 け,価 値付 けることのできる

教 師の存在が必要になって くるのであ る。そ こに,こ の学習 を展開す る際の難 しさがある。

さらには,子 ども中心に学習 を展開す るな らば,学 習は多 岐にな り,教 師の意 図 しない

活動 も生 まれ,教 師が対応できな くな ることも考 え られ る。 したが って教師は,い ろいろ

な子 どもの反応 をあ らか じめ予想 し,そ れに対応す る方法を考えてお く必要がある。そ う

い った教材研究 を深 めっっ教育活動 を行 うことに より,子 どもの姿が見えて くる とともに,

よ りよい対応の仕方が分か るよ うになって くる,.
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以 上の こ とを ま とめ る と次 の よ うにな る。

【意欲 を重視 し,意 欲 を高 め,理 解 を深 める学習の例】

匪 生の軌 吻 の溶け方」

/

館一
水 に入れ,溶 かす と

見えな くな る。

0

①匪 習問鋼 水の中に食塩があ るのかな.

②巨 釦(あ る,な い)

医 験1_一
A群 正の情報を得る実験一

味 を見 る

1∵縦ご必
モ ～}"・ タ

蒸鷺乾闘させる

一毒 薪r

l癒1

重 さを調 べ る

i二
ゆ 』④一

食塩 が存在す る、

B群 負の情報を得る実験幽
虫メガ皐で晃る

=ご勲

顎微鏡で見る

玖

蝕
も.、鋸

漆過する

c弊

鈎,、州
一 一→ 食 塩 が 見 えな い,,

溶 けて も食塩 は水の 中にある.

☆ 教 師 が,「 食 塩 は あ る の に,な ぜ 顕 微 鏡 で も見 えな い の、」 と問 い か け る.、一
食塩 は,水 に溶 けて も,の こ ノ汰 ノ っ て存 在

a

B群 の実験 が示す もの A群 の実験が示す もの

この よ うに,子 どもの思いや願い を生か した学習 を行った場合,学 習 のま とめの際 に,き ま

りを見出 した後,「 どうして こんな結果 が出てきたのか。」 と問い掛 け ることが重要 である、

そ うす ることで,意 味の深ま りを得 ることができ,個 に学 習をまかせ る こと,多 様 な追究を

させ ることの意味 が見えて くる。

なお,こ の場合 に気を付けておかな ければな らないのは,間 違 った実験結果 をもった まま,

まとめに参加 しないよ うに必要 がある。溶ける前後 の重 さを測 定 して食塩 があるかを調べた時

に,水 滴 をこぼ し,溶 けるとい くらか無 くな ると考えてい る子 どもがい ると,ま とめの活動 は

混乱す ることになって しま う、,
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イ 教師の願 う方向に学習を向ける

教師の意図 しない問題意識が形成 され ることが起 きない ようにす るためには,子 どもの出

会 う事象の吟味や,教 師の問い掛けの吟味が必要にな って くる.

(ア)実 態調査を生か した事象,教 材 の選択

教師は,学 習 に入 る前に,子 どもの認識 の実態 を的確 に捉 え,教 材 の吟 味を行 う必要が

ある。

実態調査 にお いて は,知 識 の量(で きる,で きない等)で はな く,ど の よ うに理解 して

い るか とい う理解 の質 を問 うこ とが大切 になる。具体 的には,次 のよ うな内容 で ある,

・ ね らい に対 して どこま で到 達 して い る か。

・ そ の 内容 につ い て ,ど の よ うな興 味 ・関心 が あ るか。

・ どの よ うに学 習 を展 開 しよ う とす るか 。(方 法,手 続 き)

その際には,子 どもの実態が分か らないか ら調査す る とい うよ り,子 どもは00と い う

認識 を しているのではないか とい う自分 の考 えを確 かにす るための調査 を行 うこ とが大切

である。 自分な りの考 えをもって実態調査 を行 うことで,調 査結果 の考察が容 易 にで き,

学習を どの よ うに展開す るかについての方向性 を得 ることになる、

(イ)対 比す る事象の提示

平成12年 度の鹿児島県総合教育セ ンター長期研修者で ある生 田国一は,子 どもの思 い

や願いを生 か しつっ,教 師の意図す る方 向へ と向かわせ るための理科学習の在 り方につ い

て研究 を行 った.そ の結 果,次 の ような知見 を獲得 してい る.

○ 問題意識や 問題意識の方向性 をもたせ る事:象提示

児童 に問題意識 をもたせ るためには,児 童 の考 えと矛盾す る事象や 児童が説明で き

ない事象を提 示す るのが有効 である。 また,対 比す る事 象を提示す ると,そ の違い に

目が向き,問 題意識 のもち方に方 向性 をもたせ るこ とができる,

5年 単 元 「も の の 溶 け 方 」 を

例 に説 明 を加 え る、 先 ほ ども述 轟 ・

織 撫1撫'幽 墜li難
しか し,食:塩 だ け で は な く,

ミ ョウバ ン も同時 に シ ュ リー レン 食 塩 ミ ョウバ ン

現 象 を観 察 させ る と良 い とい うもの で あ る.

食 塩 は,勢 い よ くもや もや が 出 るが,ミ ョ ウバ ンは か な り時 間 が経 って か ら, 1本 の細

い糸の ような ものが出て くる。 このことに よ り,食 塩 とミョウバ ンの溶 け方の違 いに 目が

向き,溶 解度の違 いにっいての問題意識が生 まれ る とい うもので ある.

この ような対策を講 じて,教 師の意図す る方向に学習を向ける必要がある.
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④ 見通 しをもった理科学習 を形成す ることの難 しさ

見通 しとい うと,す ぐに頭 に浮かんで くるのは,「 問題 に対す る予想,仮 説」で ある。見

通 しをもたせ る とは,予 想 をさせる ことと考えがちで ある。予想 をす るた めには,考 えるた

めの情報が必要になって くる。 さらには,そ れ らの情報を関係付 け,意 味付ける科 学的思考

力が必要にな る.

…般 に,小 学生 では,考 えるた めの情報が不足 し,予 想で きないことが多い。理科学習の

各過程の好感 度 についての調査 で も,「 予想す る」 とい う過程 が最 も嫌われてい る。 したが

って,考 えよ うに も考 えられない子 どもに,考 えを強要 し,理 科を嫌い に している とといっ

て も過 言ではない。そ こで,小 学校学習指 導要領解説理科編 では,「 見通 しをもって」の説

明の中で,次 のよ うな注釈が加 えられてい る。

なお,児 童 が 見通 しを もった観 察,実 験 な どを行 うこ とが大切 で あ るか ら とい って,必

ず し も,児 童 が もつ 見通 しを常 に授 業 の 中で発 表 させ るよ うな形 式的 な 問題解 決 の活 動 は

行 うべ きで はな い。 特 に,中 学年 の児 童 で は,彼 らの見 通 しは行 動 の 中に潜在 して い る場

合 が多 い 。 した が って,教 師 は行 動 の 中か ら児 童 の もつ 見通 しを読 み取 る よ うにす る こ と

が大切で ある。

さらには,見 通 しの意味す るこ とは,「 問題 に対す る予想,仮 説」だけではない。 これか

ら行お うとす る 「自分 の行動の結果 につ いての予想」 も含 まれ てい る,,

⑤ 見通 しをもった理科学習 を形成す るために

見通 しを もつ ためには,考 えるための情報の獲i得が重要になって くる、、

したが って,学 習 の導入部分 では,予 想 をす るための情報 を獲得す る場 を設定す る必要が

ある.そ うして,考 えるための情報 を十分に獲i得してか ら考 えさせるよ うに,学 習過程や単

元の構成 を考 える必要 がある、

さらには,考 えるための情報を獲得 しやすい ように,子 どもたちの 日常生活 との関連深い

内容 を置 くこ とが重要になって くる、 あるいは,生 活科や総 合的な学習の時間にお ける体験

活動 との連携 を図 ることが重要 になって くる。

以上,現 在 の理科学習が抱 える問題点 を要約す ると次 の とお りである,

【現在 の理科学習が抱 える問題点】

新 しい学力観 に立つ理科学習 の真の意味を理解で きず,ま た,そ れ を実現す る ことが

で きず,正 しく,新 しい学力観 に立つ学習が展開 されていない。

OO

O

C

④

C

C

O

「子 ども中心 の教育」についての誤解

「子 どもの思 いや願 いを生かす こと」についての誤解

「子 どもの学び を支援す る」 とい うことにつ いての誤解

「意欲重視」につ いての誤解

「分 かる授業」についての誤解

子 どもの思いや願 いを生か し,意 欲 を重視 した学習 の難 しさ

見通 しをもった理科学習 を形成す る ことの難 しさ

したが って,新 しい理科の内容 を考える際 には,子 どもが主体的 に問題 に取 り組み,多 く

の情報 を関連付け,意 味付 けることが可能で あるか とい う視点か らも見直す必 要が ある.

一210一



6新 しい理科学習の内容配列 について

理科学 習の内容配列見直 しのために,今,何 をなすべ きか考 えてみたい。

大 きくい うと,3っ の方向性 があるよ うに思われ る。その一っ は,原 点 に返 り,理 科の 目

標 の見直 しか ら行 うとい う方法 である。理科 とは,何 を求めている教科 なのか とい う視 点で

ある。そ のためには,小 学校令 に 「理科」 が登場 した ときの教育大綱や,戦 後の教育改革 の

時の学習指導要領試案,さ らには,現 在 の学校教育法の 目的の確認が必要で ある。

○ 通 常の天然物及現象の観察を精密に し,其 相 互及び 人生に対す る関係 の大要 を理解

せ しめ兼ねて天然物 を愛す るの心を養 う。(教 育大綱 より)

○ 学校教育法第18条

六 日常生活にお ける自然現象 を科 学的に観 察 し,処 理す る能力 を養 うこと。

これ を見る と,科 学的に考察 し,処 理す る能力 を高める ことが 目的 となってお り,決 して

科学概念 を身 に付け させ ることが第一義になっていない ことが 見えて くる。

次に,検 討 を要す る と考 えるのは,現 在の小学校理科 の 目標の見直 しである.現 在 の 目標

は下記 の とお りである、

自然 に親 しみ,見 通 しを もって観察,実 験 な どを行 い,問 題解決の能力 と自然 を愛

す る心情 を育てる とともに 自然 の事物 ・現象にっいての理解 を図 り,科 学的な見方や 考

え方 を養 う,

こ こで は,目 標 の文 章 の途 中で,「 問 題解 決 の能 力 」 とい う言 葉 が 出 て い る,、 これ は,現

在 の認 知 心理 学 の 考 え 方 か らい うと,問 題解 決 を行 うた めの カ で あ り,「 興 味 ・関心,意 欲 」

「科 学 的 思 考 ,判 断 」,「 技 能,表 現 」,「 知 識,理 解 」 とい う指 導 要録 の4観 点 をす べ て含

む 用 語 で あ る。 した が っ て,「 心 情 」 や 「理 解 」,あ るい は 「科 学 的 な 見 方や 考 え方 」 との

包含 関係 等 を 見直 す 時 に きて い る と考 え る.そ して,育 て るべ き 「科学 的 な 見 方や 考 え方 」

か ら内容 の 生み 出 しを 考 え る必 要 が あ る..

も う一っ は,現 在 置 かれ てい る内容 の実 施状 況 の分析 で あ る.教 師 の力 量 とい う問題 も関

係 す るが,ど ん な に重 要 な 内容 で あ っ て も,子 どもの 学 び と成 り得 な けれ ば 見 直 し を行 わ な

けれ ば な らな いか らで あ る.ま た,精 選 に よっ て あ る一部 の 内容 が 削除 され,そ の た め に納

得 して,実 感 を もっ て 学 び 取 っ て い な い 内容 が あ る とす れ ば,「 記 憶 」(=基 礎 ・基 本 の 定

着)と い う観点 か ら問題 で あ る と考 え るか らで あ る。

最 後 に,考 え な けれ ば な らな い の は,現 在 ね らい とされ て い る 「生 き るカ 」 か らの分析 で

あ る,

求 め る 「生 き る力」 とは何 な の か。 「理 科 で 育 て る 生 き る力 」 は何 な の か 。 そ うい った こ

とにつ い て 分析 を行 い,そ れ を身 に付 け させ る とい う観 点 か らの見 直 し も必 要 に な っ て くる。

そ の こ とを解 明 しな い 限 り,新 しい教 育の 向 く方 向 に理 科 教 育 が 向か な い こ とにな る。

ここで は,ま ず,理 科教 育 にお け る 「生 き るカ の育 成 」 を考 えて み た い と思 う。

最 後 に,そ れ らを踏 ま え,新 しい 理科 学 習 の 在 り方 につ い て,私 の現 在 の考 え を ま とめて み

た い.、
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7「 生 き る力 」 か らの 内容 の見 直 し

(1)理 科 で 育 て る 「生 き るカ 」

現 在,教 育 は,「 生 き るカ 」 を キ ー ワー ドに,自 ら学 び,自 ら考 え る力 を育成 す る こ と

が 求 め られ て い る.で は,理 科 で育 て る 「生 き るカ 」 とは 何 だ ろ うか 、 それ を明 確 に す る

必 要 が あ る。

平成9年6月 か ら8月 に,全 国 の附 属 小 学校 の理 科部 員,H9年 度 ソニー 中央 特 別研 修

会 参 加 者 並 び にH9年 度 ソニー 九州 ・μ」口特 別研 修 会 参 加者,合 計52名 に ア ン ケー トを

取 った結 果 で は次 の よ うな結 果 が得 られ て い る。

○ 「生 きる力」の育成が叫ばれています

が,ど のよ うなカ を育て るべきであると

考えますか。

0各 教科 で育てる 「生 きるカ」 とは

何ですか.

問題解決能力

判断 ・思考力

自己教育力

人間関係構成力

好奇心

豊かな人間性,思 いや りの心

忍耐力 責任感 精神力

3S

10

9

9

9

10

7

理 科

問題解決力

感性

科学的思考力

探求心

人 数

2ユ

15

5

4

※ 他教科 にっいては省略

○ 科 学 立 国 日本 を支 え るた め に,キ ー ワ

ー ドを挙 げ るな ら
,ど ん な 言葉 に な り ま

す か 、

感性 22

直接経験 21

科学的な見方や考え方

探求心

情報活用能力

創造力

22

9

6

11

〈考 察 〉

生 きるカ と して,大 き く ク ロー ズ ア ップ

され て い るのは,「 問題 解 決能 力 」 で あ る.,

角 度 を変 え る と,「 方 法知 に 関す る事 項 」

や 「意 欲 に関 す る事 項 」 が 大 き く 出 され て

い る、

した が っ て,子 ど もの もっ 全 知,全 能 を

働 か せ て 問 題 解 決 を 図 る こ とが で き る よ う

な 内容 を選 択 す る こ とが 重 要 に な っ て くる、,

デー タか らも,理 科学習で育て る 「生きるカ」を問題解決能力 とす ることには異論はな

い もの と考 える,そ のよ うに考えた とき,理 科学習 において,あ れ これ と考えをめ ぐらし,

多 くの情報を獲得 しっっ,そ れ らを関係付 け,意 味付 けなが らきま りを見出 してい くこと

ので きる内容 を選択す ることが重要である と考 える,1

実際には,そ の ようなこ とも踏 まえて,平 成ll年 度 の小学校理科の学習指導要領では,

時間の削減1割 に対 して,内 容 の3割 削減 を行 っている、,

しか し,果 た して理科で育てる 「生き る力」 としての 「問題解決の能力」 とはイ可な のだ

ろ うか,問 題解決能力 に関す る科学的思考力だ けで良いのだろ うか.、知識や技能 に関す る

事柄 の 中で,「 生きるために必要 なもの」は無いのだ ろ うか。 それ らのこ とも加 味 して考

える必要がある と思 う,
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(2)豊 かに問題解決活動 を行 うために

どの よ うな児童が,豊 に問題解決活動を展 開す るかにっいて考 えてみ る、、

これ まで,見 た ことのない生物 に出会った とす る、そ の場合,児 童は どのよ うな行動を と

るだ ろ うか。単 に驚 くだけでは,豊 かに問題解決活動 を行 うとは言 えない..未 知の生物につ

いて追究活動 を行 うとす る とどのよ うな ことが起 きるだろ うか.

足の数 を調べ る,体 の分かれ方 を調べ る… といった形態 を調べ るこ ともあるだ ろ う。何を

食べているか,ど の ように動 くか といったそ の生 き物 の活動を調べ ることも起 きるだ ろ う1、

そ ういった活動 は,何 故生 まれるので あろ うか.1き っ とそこには,こ れまでの知識や経験 が

働 くもの と考えることがで きる。 足の数が6本 で あれ ば昆 虫である とか,草 食で あれば草む

らに住んでい る とか…そ ういった追究 を豊 かに行 うた めに,生 物関係 であれば,「 生 き物は

環境に適応 し巧みに生きてい る」 といった見方や考 え方 を手 に入れ ているな らば様 々な追究

が 可能 になる と考 える、 その過程 で,比 較す る とか,関 係付 けるとか,数 量化 を行 うとか,

条件を制御す るな どの科学的な追究 の方法が使 われ るもの と考 えることができる,,

つま り,追 究す るためには,比 較や関係付 ける といった科学的思考力だけでは何 もできな

いのである。 これまで手に入れた知識や経験 を基 に,そ れ らと比較 した り,関 係付 けた りし

て考 えているわけである,.

その よ うに考 えた とき,理 科 のね らい に置かれてい る,「 科学的 な見方や考 え方」を育て

る とい う考えは,ま さに要 を得ている と考 えることができ る、,

(3)科 学的な見方や考 え方 とい う観 点か らの内容 の見直 し

理科 の 目標 である,「 科学的な見方や 考 え方」 とは,自 然 の事物 ・現象にっいて 自ら得た

情報の内容 を単純化 し,統.一 的 に整理 してま とめる仕方お よび ま とめられた概念で あるとさ

れてい る、ま とめる仕方が,科 学的思考力であった り,科 学の方法,手 続 きであ る と考える

こ とがで きる。

まとめ られた概念 とは,科 学概念 である と考 えるが,そ れ らを統合す るもの として,「 物

質保存の原理」,「エ ネルギー保存の原理」,「物質の固有性 と一一般性」,「生物の環境適応性」

な どの科学の原理が あるのではないか と考える。

平成ll年 度の改訂で は,問 題解決能力 としての 「科学的思考力」の高ま りを縦軸 に置 き,

内容 の配列が考え られている.、

その よ うに考 えた とき,「 まとめる仕 方」 か らの内容の 見直 しが 図 られた と言える.1こ れ

につ いては,前 回置いた,3年 生…比較,4年 生…要 因の抽出,5年 生…要因の制御,6年

生…多面的な見方が,児 童の発達特性,発 達課題 とい う観点か らこれで よいのか検討が必要

であろ う.

では,「 ま とめ られ た概念」 か らの見直 しは どの よ うにす ると良いか,,こ れ につ いては,

先ほ ど拾い上げた科学 の原理を基 に考 えるとい う方法 もある。 しか しなが ら,現 在社会 を生

きるために必要な概念 とい う観点か らの見直 しも必要である と考える。理科学習 が,本 当に

子 どもたちの生活の中にある問題 を解決 しているか とい うこ とで もある、 日常生活 と理科学

習 との関係 を深 めるとい う観点か らも必要であろ う一、そのこ とは,子 ども と理科学 習を近付

ける重 要な要因で もある、 これ までの学習指導要領 を振 り返 って も,そ の時代の 「科学の成

果 を豊かに享受す る」 とい う観点か ら内容が選択 されているこ とが見える,

現在話題 になっているダイオキシンの問題 や オゾン層 の破 壊の問題,あ るいは酸性 雨や
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排気ガスな どの問題 をどの ように扱 うか とい うことも考えなければ,科 学の恩恵 を十分に受

けなが ら,そ れ を うまく生か し,よ りよい生 き方を 自ら考え,行 動す る といった人 間の形成

を望む こ とができない。

また,科 学 の原理か ら内容 を産み出す 際には,子 どもの発達特性 を加味 し,概 念 の深 ま り

を考えて整理す る必要が ある。

た とえば,「 質量保存 」の概念 を身 に付 けさせ ることが重要 であると考える と,質 量保存

の概念の高ま りを想定す る必要がある。それは,下 記のよ うに分析するこ とが可能 であろ う.

① 物質にはすべて質量(小 学校では重 さ)が ある.

② 物質は,形 を変 えて も,分 けて も質量は変 わ らない。

③ 物質は,水 に溶 けて見えなくなっても質量は変 わ らない。

④ 物質は,化 学反応 を起 こして も全体 の質量は変 わ らない。

それ では,上 記の① か ら④ までの概念の形成 は,ど の よ うな学習によって可能 となるか考

えてみ る.よ く考 える と,① の概念形成はなかなか難 しい,「 すべて」 とい う言葉 にた どり

着 くには,か な り多 くの物 の重 さを調べ る必要があるか らである。

② は,て こやてんびんの学習の際に,変 形や分離 の可能なお も りを利用す ることで可能 に

な る と考 える。

③ は,溶 解 の学習 で取 り扱 うことがで きる,、④ は,酸 化反応 な どの学習 にて可能であろ う.

そ ういった,概 念の高 ま りも加味 して考える必要がある と考 える.こ の ことについては,小

学校,中 学校,高 等学校の学習 を並べて,同 時 に見直 しを図 る必要が あるように思 われ る,.

この際に,考 慮 しな ければな らないのは,概 念形成の高 ま りを重視 したために,内 容 が大

幅 に増 えない よ うにす るこ とである、、現行の学習指導要領 でも,溶 解概念の形成 と質量保存

の概念 を同時に達成す る ようになってい る、この ように,概 念の絡ま りを考え る必要 もあ る.

以上,ど の よ うな観点で内容 の見直 しを行 うべ きかについて,私 な りの考 えを まとめてきた、

その根本的な認識について,再 度整理す る.

・ 理科学習のね らいは,「 生きるカ」の育成 である、

・ 理科学習で育てる 「生 きるカ」は,問 題解 決の能力で ある。

・ 育 てるべ き問題解決 の能力は,理 科学習のね らいである 「科学的な見方や考 え方」であ

る。

・ 「科学的な 見方や 考 え方」は,科 学的 な追究 を行 うた めの科学の方法 とともに,科 学の

概念 の絡 まった ものであ る。

これ らを踏 まえ,何 を どの よ うに教 えることで,現 代社会 を 「生きるカ」を与 える ことにな

るのか検討 を行 うこ とが重要である,,そ ういった意味で,内 容 見直 しの原理を明確 に し,整 理

す る必要がある。

そ うい った ことを考 える とき,現 行 の小学校理科 の学習指 導要領 は,お おむね良 くできてい

る と,私 は考える。 しか しなが ら,学 力の問題等様 々な批判 が出ている.こ れにつ いては,学

習指導 の在 り方の問題で もあろ うと考 える。

そ こで,私 の考える理科学習論につ いて,次 項 で述べ る。
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8子 どもの学び を生か した理科学習のあ り方 について

子 どもの学び を生か した学習を構成するためには,問 題 を明確 に してか ら,予 想 を立てる

までの間に,考 えるための情報 を獲i得する時 間を設定す る必要がある と考える。 また,演 繹

的な思考 のカ を育成す るために も,き ま りを見出した ら終わ るとい う理科学習では なく,見

出したきま りを使 って,考 える,そ して考えたことを確か めるための観察,実 験 を行 う,あ

るいは ものづ くりをす る ことが必要 ではないか と考える,,

その ような学習を構成す ることで,真 に,生 きる力 としての問題解決の能力が育つのでは

ないか と思 う。そ ういった考 えを実現す るための学習のモデルを,こ れまでの理科学習の流

れ と対比 して示す と次の とお りである。

【これ までの理科学習の姿】

説明できない事象や

違 った意見 に出会 う

問題意識の形成,学 習問題 の把握

β
※ 情報不足

※ 単なる予想

予想す る 仮説 を立てる

予想 を確 かめるための

観察,実 験 の計画 を立てる

観察,実 験 を行 う

結果(き ま り)を ま とめる

確 か な 問題 とな っ てい るの か。

確 か な予 想 に な っ てい るの か.、

(見 通 しが形 成 され て い る か)
・ き ま りを納 得 ,実 感 して と ら え

て い る の か。
・ 統 一 的 な 見解 ま で高 ま っ て い る

の か。(一 般 化 の 問題)

・ き ま りを 見 っ け る こ との 意 味 や

意 義 を 理解 して い るか 、

【求める理科 学習の姿】

説 明で きない事象や

違 った意見に出会 う

問題意識 の形成,学 習問題の把握

予想を立てるための情報収集

観察,実 験

乙
予想,仮 説 を立てる

予想 を確 かめるた めの

観察,実 験 の計画を立て る

観察,実 験 を行 う

結 果(き ま り)を ま とめ る

きま りを確認す るた めの

観察,実 験,も のづ くりを行 う

きま りを確 定す る

きま りの意味や意義を考 える

こういった学習を可能 とす るためには,時 間を十分かけて,寄 り道 を しなが ら,ど の子 にも
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分 か るで き る 喜び を与 え る こ とが で きる よ うに,精 選す る こ とが 必 要 に なっ て くる.

つ ま り,求 め る理 科 学 習 は,こ れ ま で の理 科 学習 に比 べ て,長 い ス バ ンの,大 き な くく りの

中で の 問題 解 決 の学 習 とな る。 この こ とに よ って,理 科 学 習 が ね らい とす る,「 よ り良 い か 」,

「よ り正 しい か」 な どの 真 な る もの を求 め る心 の 育成 にっ な が る もの と考 え る。

理 想 的 な 学 習 を,6年 単 元 「電 流 のは た らき」 の学 習 に 当て は め る と,次 の よ うに な る。

6年 単元 「電流のはた らき」

もっ と強い電磁石を作れ ないか、

一
強 くす るために どうすれば よいか

話 し合 う。

一人 で 考 え る、.、み ん なで 考 える 、

考 えにつ い て の情 報 を収 集 す る,,

一
まずは,そ れ ぞれ の考 えの どれが最 も

ふ さわ しいのか観察,実 験を簡単 に試

み る、

一
多 くの実験結果か ら,こ れ ではないか

とい う考 えを確 立す る,

一
考 えを確 か め る た めの(検 証 の た ダ)の)

観 察,実 験 の計 画 を 立て る。

一
観 察,実 験 を行 い,き ま りを確 立す る.

見 いだ した きま りを使 っ て,使 うもの

をつ くる。

見 出 した き ま りを確 認 す る観 察,実 験

を行 う。

これ までの流れ

6年 単元 「電気 のはた らき」

【大 目標

もっ と強い電磁石 を作れ ない か.

強くするための予想をする、,

β

それぞれの考えを確かめるための

実験の計画を立てる。

一

分かれて研究をする,.

一

結果をまとめる

○ 試 しの活 動 を設 定 す るこ とに よ り,あ れ

これ と考 え る楽 し さを味 わ うこ とが で き る.

っ ま り,理 科教 育 が ね らって い る 「人 間

形 成 」 の大 きな働 きが 生 まれ る。

・ 事 実 に基 づ い て考 え る。

・ よ りよい もの を求 めて 考 え る ,,

○ 試 しの活 動 に よ り,よ り確 か な 見通 しが

形 成で き る,,

○ 試 しの 活 動 に よ り,検 証 の 実験 の た め の

条 件制 御 の 要 因 を 明確 にす る こ とが で き る..

○ 確かめのた めの観察,実 験 こそが,「 よ

りよい ものを求め る人間形成」 に向か う資

質や態 度を形成す る.

○ 見いだ した きま りを使 って ものを作る活

動 を位 置付 ける,,あ るいは,見 出 したきま

りを再確認す るた めの,観 察,実 験 を行 う、

※ この よ うな 学 習 を構 成 す る こ とで,情 報 に

基 づ い て繰 り返 し考 え る こ とに な り,自 ら問

題 を 見出 し,自 ら考 え,自 ら判 断 し,自 ら行

動 す るカ=生 き る力 の 育成 が 可能 に な る と考

え る、、
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9新 しい理科 の内容についての提案

ここでは,理 科の内容 を産み出す観点か らとい うよ り,こ ういった学習 も取 り入れ てみ た

らどうだ ろ うか とい う思いを基に,2っ の提案 を行 う。

(1)知 的財 産を創造す る学習の位置付 け

これ まで,子 どもの学び を見てきた とき,子 どもの学びの,特 に発想 の素晴 ら しさを強

く感 じている.で も,そ の発想 を実現で きるか と考 える となかなか難 しい。

しか しなが ら,今 後,科 学技術立国 日本か ら,科 学技術創造立国 日本への転換 を考 える

とき,知 的財産 を産み出す学習活動 を理科学習 に

位置付け ることの重要性 を感 じている。

子 どもが,こ んな ものがあった らいいな,こ ん

なものを作れ る といいな とアイデアを提案す るの

で ある,,で きれば,小 ・中学校 と大学や高等専 門

学校,あ るいは産業界が タイア ップ し,そ の夢を

具現化 し子 どもに返す とい う学習を構成す るな ら

ば,子 どもは,ア イデアを提案す ることの価値を

見いだ し,創 造す る喜びを見いだす ことができ る

のではないか と考 える,

また,産 業界 に とって も新 しいアイデアを獲得

す るこ とができ,か な り大きな成果 を得るこ とが

できるのではないか と考える、 また,そ ういった

子ども と大 人の交流が,学 び の必要性 を子 どもに

実感 させた り,子 どもの素晴 らしさを大人 に実感

させた りす ることで,日 本の将来 に とっても価値

ある もの にな るのではないか と考える..

新 しいアイデアを産み 出す 学習

子 ども

知的財産を

彰 創 造す る喜

びを知 る

副L篠 享
る 　亀 る

大学や産業界

現時点での障害 は,子 どもの学び を支 える機 関が近 くにあるか とい うことであ ろゲ,

(2)環 境 に関す る学習 の位置付け

確 かに,現 在 の小学校6年 生の理科学習において も,「 人 と自然」 とい う形で環境 の学

習が存在す る、 しか し,そ の学習は,動 物 としての人 と環境の関わ りについての科学 的な

学習のみで あ り,人 の生活 と環境 の関わ りまで学習 しているとはいえない、

現在 の環境問題 は,人 々の 日常生活 との関連 が深 くなって きてお り,そ の ことにつ いて

の学習 の必要性 を感 じてい る。

学校 によっては,そ のこ とにっいて総合的な学習の時間でも行っているこ とは予想 され

る。 しか しなが ら,科 学的に探 求す る方法を獲得できず,調 べ学習に終 わってい るのでは

ないか と考える.

そ こで,子 どもの学習 を深め るためにも,理 科学習にお いて,科 学的な環境調査の方法

や環境保全 の方法について具体的に学ぶ必要があるのではないか と考える.
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10理 科教師の育成について

これ まで述べてきた よ うに,ど んなに理想的な学習がで きるよ うに配慮 した として も,そ

れ を実現 に移す教師の育成 を怠 っては,こ れ まで同様 の失敗 に終 わる危 険性が高い。そ うい

った意 味で,理 科 の教員養成 は重要になって くる。 このこ とについて最後 に触れて終わ りに

したい,、

た とえば,小 学校 の教師のほ とん どは,高 校時代には文系の進 学希望組 に入って いる,そ

の結果,理 科の学習 を深 く学んではいない。しかも,大 学 において もそ うである。お まけに,

高等学校 の理科学習は,選 択制が大 き くな り,物 理,化 学,生 物,地 学のすべての基礎 を学

ぶ ことは難 しくなっている、 しか しなが ら,小 学校の理科学習では,そ れが必要になってく

る。 た とえば,「 空気 を温 めると膨 らむ」 と小学校 では教 えるが,実 際には,ブ ラ ウン運動

が激 しくな り内圧が上がるので膨 らんだ ように見 えるので ある。 その ことを理解 していない

と,子 どもの 「空気が暑 くて暴れ 出 した」 とい う論を簡単 に間違 い と決めっけて しま うこと

にな る。小学校 の教員 を 目指す 人は,理 系の学習 もす べて学ばせ る必要がある。

なお,現 在は,小 学校低学年理科がな くな り,さ らには,専 科制度 があ り,理 科 の学習指

導 を行 う教員が減 っている、そのために,多 くの学校では,理 科の学習指導の在 り方にっい

て相談 した り,協 議 した りして教員 の資質の向上を図 る機会 が激減 している.こ の ことも見

直す必要 があると考える、、

また,理 科の専科制度 が,理 科教育についての専門性 を生かす制度 としてではな く,教 務

主任 の時 間確保や指 導力不足教員の逃 げ場所 として活 用されている とい う報告 もある、

「生 きるカ」 の項で触れた理科教員 の52名 のア ンケー ト結果(平 成9年6月 ～8月)で

は,理 科 離れ の原因 を次の よ うに とらえている。

〈理科教員 の考 える理科離れの原因 〉

項 目

・ 実 験 ・観 察 ,直 接 経験 の 不足

・ 教師の準備 の大変 さ,そ のための時間,教 材等の不足

・ 問題解決の難 しさ

・ 知識の詰め込みす ぎ,内 容の難 しさ

・ 理科学習の楽 しさ体得の不足

・ 教師 の力量,意 識等 の問題

・ 子 ど もの生 活 との遊 離 ,関 連 の 不 足

・ 自然 の破 壊 ,自 然 の 不 足

・ 子 どもの学習に対す る必要性,興 味関心の欠如

・ 大学での教師育成の制度 の問題

人 数

19

14

13

12

11

10

6

5

4

1

デー タをみて驚 くことは,子 どもの理科離れではな く,教 師の理科離れが大 きく出ている

とい うこ とで ある。やは り,教 員養 成の段階で の問題解決 を図 るこ とが必要である と考 える。

教 師の理科離れが,子 どもの理科離れ を産み出 している と考 えるこ ともで きる,教 師 自身

が理科 の楽 しさを実感 していない限 り,子 どもの理科に対す る興味や好奇心 を高めるこ とは

で きないのである。

また,教 員養成 の段階ですべてが うま くい くことは考え られ ない.そ の ように考えた とき

教員 の現職研修 が必要 にな って くる,,
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この ことにつ いての,先 ほ どの理科教員のア ンケー トを基に探 ってみ る。

〈理科教員の考 える理科教師育成のために必要なこ と〉

内 容

・ 予備実験,観 察な どの実技研修

・ 理科 の楽 しさを味 わわせ る

・ 教 師の授業準備 のた めの時間の確保 ,予 算措置な ど物 的環境つ く り

・ 教 師の意識 改革 ,感 性等を磨 く研修

・ 教師の専門性 を高める科学研究,先 端の知識 についての研修

・ 補助教員等の人的環境っ く り

・ 子 ども理解の研修

・ 学 習 内容 を減 らし ,ゆ と りを生み 出す

人 数

33

13

9

7

6

5

4

4

ここでは,ま ず,学 習指導のための予備 実験等 の実技研修 が出 されてい る.

さらには,現 職研修 は,理 科を どう教 えるか とい う方法的な研修だ けでな く,最 先端 の科

学 を学ぶ研修,実 験観 察,自 然観 察等 の生 きた研修 を位 置付 け教師が科学す る楽 しさを味わ

えるよ うにす る必要がある。

特 に,理 科 を教 えることは,科 学者 が見いだ したきま りを伝 えるとい うこ とではな く,き

ま りを見いだす楽 しさ,わ くわ く感 を伝 えることが必要で ある と考える.そ の よ うに考えた

とき,教 員が最先端の科学の場で起 きているこ とを理解す る必要がある と考 える.、

〈お わ りに〉

とにか く,今,急 がねばな らないのは,「 生 きるカ」 の育成 である.し たが って,理 科で

育てる 「生 きる力」 とは何ぞや とい う研究を行 い,内 容 の配列 を考 える必要があるよ うに思

われ る,

併せ て,新 しい学 力観 に立つ学習 が うまく展開できなかった反省 に立 ち,認 知心理学 の成

果を踏 まえ,ど の ように学習を展開す る必 要があるのかにっいても詳細 について検討 を加 え,

学習指 導要領 に示す よ うに し,理 想 とす る学習が全 国の学校で 目指 され るよ うにす る必要が

あ る と考 える.

そ うい った考 えに立ち,今 回,私 の考 えを整理す る ことがで きた ことに感謝 したい.
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IE-2-2中 学校 理 科 学 習指 導要 領 改善 の た めの 内容 と配列 に つ いて の具 体 的提 案

一 基 本 的 な 考 え 方 と 研 究 の 概 要 一

九州各県の中学校教師 グループ

鹿 児 島 県 総 合 教 育 セ ン タ ー

鹿 児 島 市 立 伊 敷 中 学 校

鹿 児 島 県 笠 沙 町 立 笠 沙 中 学 校

琉 球 大 学 教 育 学 部 附 属 中 学 校

延 岡 市 立 熊 野 江 中 学 校

宮崎大学教育文化学部附属中学校

芝原 睦 美

河瀬 雅 之

大 迫 俊 浩

島村 … 司

里岡 亜紀

隈元 修 一

1前 年 度 の研 究

平 成14年 度 「理 科教 育 の 内容 とそ の配 列 に関 す る基礎 的 ・実 証 的研 究 」 を受 け,鹿 児

島 県 の 芝 原,河 瀬,大 迫,宮 崎 県 の里 岡,隈 元,沖 縄 県 の 島村,計6人 で,中 学 校 学 習

指 導 要領 改 善 の た め の具 体 的 な 内容 や 配 列 にっ い て検 討 を行 っ た。

平成14年 度 の研 究 にお い て,学 習 指 導 要領 改善 の視 点 を次 の よ うに定 めて お い た 、

Q)1分 野,2分 野 で 育 て るべ き概 念 を明 確 にす る.

01分 野 →3年 間 を通 じて,「 エ ネ ル ギ ー概 念 の 育成 」 を 中 心 に 置 く。

マ ク ロな もの か ら ミ ク ロな もの へ

02分 野 →3年 間 を通 じて,「 時 間 ・空 間概 念 の 育成 」を 中心 に置 く。 構 造 化,総

ミ クロな もの か らマ ク ロな もの へ 合 化

(2)(1)に 基 づ い て,物 理,化 学,生 物,地 学 で どの よ うな概 念 や 見 方 ・考 え方 を 育 て

るか を明 確 にす る。

○ 物 理 → 事 象 の定 量化,法 則 化 な どの 手 法 の 習熟 を 図 る。

基 本 量 を基 に,自 然 を解 釈 す る見方 や 考 え方 を 育て る,、

事 象 を エ ネ ル ギー の 移 り変 わ り と して と ら え られ る よ うな 見 方 や 考 え方 を 育

て る,,

○ 化 学 → 物 質 概 念,粒 子 概 念 の 育 成 を 図 り,事 象 を 粒 子 の 挙 動 と して と らえ る 見方 や

考 え方 を育 て る、

物 質 の 変 化 を,エ ネ ル ギ ー の 移 り変 わ り と して と らえ られ る 見 方 や 考 え方 を

育 て る。

○ 生 物 → 生 物 の形 態 の 多 様 性 や 共 通性 か ら,長 い 年 月 をか けて,生 物 が 環 境 に 適 応 し

て きた り(進 化),種 の保 存 の た め に変 化 した こ と(生 殖)な どを 考 察 させ,

望 ま しい 生 命観 を 育 て る。

0地 学 → 身 近 な 事 象 か ら,長 い 年 月,地 下の莫 大 な エ ネ ル ギー,広 大 な空 間 な ど大 き

な視 点 か ら,自 然 界 で 起 こ っ て い る こ とを論 理 的 に推 測 す る こ との で き る 見

方や 考 え方 を育 て る。

(3)上 述 の よ うな見 方や 考 え方 を 育 て るた め に は,ど の よ うな 内容 を扱 え ば よい のか に

っ い て 検 討 す る。 さ らに,そ れ らの 学 習 を成 立 させ るた め に必 要や 知 識 や 技 能 は何 か
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を洗 い 出す,こ の よ うな観 点 で,過 去 の学 習 指 導 要領 の 内容 も含 めて 内容 の配 列 を検

討 す る。

2平 成15年 度 の研 究 の概 要

本 研 究 にお い て は,全 国 の 中学 校理 科教 師 か ら集 め られ た 学 習指 導 要 領 改 善 の た めの

意見 を分 類 す る と ともに,上 述 した 改 善 の た め の視 点 を基 に,具 体 的 な対 策 を考 え た。

本 文 にお い て は,全 国 か ら寄 せ られ た 意 見 を どの よ うな考 えで 分類 した か を示 した。

そ の上 で,そ の よ うに考 え た 「理 由」 を述 べ,「 配 慮 す べ き 点や 具 体 的 な 対 策 」 にお い

て,内 容 の 取 り扱 い方 や 配 列 で 留意 す べ き こ とを述 べ た。

研 究 の 過 程 にお い て は,様 々 な意 見 が 出 され た が,前 回 の学 習 指 導 要領,今 回 の 学 習

指 導 要領 と も に,[生 き るカ]を 育 成 す る た め に必 要 な 内 容 は 網 羅 して い る と考 えて い

る。 そ の 中 で,更 に限 られ た 時 間 の 中 で,[生 き るカ コ の 中 心 とな る問 題 解 決 能力 を 育

成 す るた め に必 要 な 内容 は何 か を検 討 して ま とめた もの が今 回 の報 告 書 で あ る。

3学 習 指 導 要領 改 善 に 向 けた14の 提 案+1

小 学 校 学 習 指 導 要 領 に お い て は,資 質 や 能 力 の 育 成 が 全 面 に押 し出 され て い る。 そ こ

に は 「動 的 科 学 観 」 の考 え が根 底 に 流れ,「 子 ど もな りの 見 方 や 考 え方 を大 切 に し,そ

の変 容 を試 み る のが 理科 の授 業 で あ る 」 とす る精 神 が み て 取れ る.こ の こ とは,中 学校

理 科 にお い て も今 後 重視 され るべ き こ とで あ る、 中学 校 理科 学 習 と 日常生 活 が掛 け離 れ

て い る よ うに生 徒 に感 じさせ て い た主 た る原 因 は,こ の こ との軽 視 で あ る と思 われ る。

しか し,中 学 校 理 科 の も う一一っ の大 切 な 役割 は具 象 と抽 象 をつ な ぐ こ とで あ る.近 代

的科 学論 は,五 感 で読 み 取 れ る事 象 の 意 味 をっ な ぎ,目 に 見 えな い抽 象 世 界 を 論理 的 に

整 合性 の あ る もの に した こ とに よ って 発 達 した もので あ る,,た だ し,具 象 を抽 象 の 世界

で 考 える た め に は,抽 象 の世 界 の 正 しさを 実証 的,再 現 的 に 示 す事 象 が必 要 で あ る.そ

の た めに,中 学 校理 科 の観 察,実 験 が マ ニ ュア ル どお りにな され て き た傾 向 が あ り,そ

の こ とは現 学習 指 導 要領 で も指 摘 され て い る こ とで あ る,、

中学校 にお い て 問題 解 決 能 力 を育 て,抽 象 的 な思 考 を 育 て るた めに は,教 師 の授 業 に

お け る工 夫 だ けだ け に頼 るの で は な く,中 学校 教 師 が共 通 して 納 得 で き,そ れ に向 か っ

て 教材 研 究 にカ を注 げ る よ うな環 境 が必 要 で あ る と考 え,研 究 を進 めた、

そ の 結 果,14の 提 言 と新 た な 単元 の創 設 を提 案す る に 至 っ た。

4玉4の 提案 十1の 意 義

我 々 が提 案 す るの は 次 の14点 で あ る、 「配 列 等 」 に っ い て は 「配 慮 す べ き 点や 具体 的

な対 策 」 にお い て,内 容 の取 り扱 い方 や 配 列 で 留 意す べ き こ とを述 べ て い る。

(1)「 身 近 な物 理 現 象 」の 中の 「光 と音 」は,中 学校 で は学 習 せ ず,小 学校 で 現象 面 を,

高 等 学 校 で 理論 面 を学 習 した 方 が よい,

(2)「 天 気 とそ の 変化 」 で,高 等 学 校 に移 行 され た 「日本 の 天 気 の 特 徴 」 は 中学 校 で 学

習 した方 が よい,,

(3)「 大 地 の 変化 」 の 中の 「地 層 と過 去 の様 子 」 に お い て,地 層 の 観 察 は必 ず しも必要

で な く,地 層 の で き 方や 重 な り方 の規 則 性 は空 間 的 な 広 が りにっ い て の扱 い は軽 く し,
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摺 曲や 断 層 を 取 り扱 うべ きで あ る。 また,「 火 山 と地 震 」 にお い て は,火 成 岩 は6種

類 取 り扱 うべ きで あ り,地 震 の 揺 れ の伝 わ る速 さは 削 除す べ きで あ る.

(4)「 植 物 の生 活 と種 類 」 で は 「花 の 咲か ない 植 物 」 を,「 動 物 の 生活 と種 類 」 で は 「無

脊 椎 動 物 」 を生 物 の進 化 と絡 めな が ら取 り扱 うべ き で あ る。 「生 物 の細 胞 と生殖 」 で

は 「遺 伝 の規 則 性 」 を軽 く扱 う。

(5)削 除 され た 「イ オ ン」 に っ い て は,中 学 校 指 導 要 領 で取 り扱 うべ き 内容 で あ る。 そ

の た め に は,併 せ て 「電 子 」 も扱 う.

(6)第1分 野 の 配列 を,化 学 →物 理→ … にす る。

(7)「 物 質 と化 学 反 応 の利 用 」 で扱 っ てい る 「酸化 ・還 元」 は 「化 学 変 化 と原 子 ・分 子 」

で扱 う,、

(8)「 身 近 な物 理 現 象 」で 「水 圧 」 を取 り扱 い,水 圧 と関 連 付 け て大 気 圧 を理 解 させ る、

(9)「 力 の 合 成 ・分 解 」,「 仕 事 」 の取 扱 い は,基 本 的 に は 現 行 学 習指 導 要 領 程 度 の扱 い

と し,一 直線 上 に働 く2力 の合 成,分 解,落 下運 動 を付 加 す る と と もに,位 置 エ ネ ル

ギー を定 量 的 に扱 うよ うにす る、

(10)天 体 の 空 間概 念 と時 間 概 念 は,金 星 で な く月 で押 さえ る.,

(11)単 位 は 現 行 学 習 指 導 要領 どお り国 際 単位 系 に,基 本 量 に つ い て は そ の 意 味 ま で しっ

か り押 さ え る部 分 と,総 量 で比 較 させ る部 分 を は っ き り区 別 し,定 量 的 に と らえ させ

る部 分 を増や す.

(12)定 量 的 に き ま りを 見付 け させ る 内容 を充 実 させ,科 学 的 な 思 考力 を育 て る.

(13)選 択 理 科 の 内容 につ い て,も う少 し具 体 的 な方 向性 を学 習 指 導 要領 で 示 し,内 容 の

充 実 を図 る,

(14)選 択 教 科 の 内容 面 だ け で な く,時 数 設 定 の 上 で も 弾力 的 に 取 り扱 う例 を示 し,選 択

履 修 幅 を広 げ る可 能 性 に触 れ る,,

(+1)基 本 量 を 基 に 考 える 単元 を新 設 して は ど うか.,

100mを 何 秒 で 走 るか の世 界 に 生 き て い る生 徒 た ち に とって,単 位 量 を基 準 に考 える

こ との 有 効性 は なか な か 実感 で きな い,単 位 量 を 基 準 に考 え る こ との 良 さ を我 々教 師

は,単 に公 式 を覚 え る こ と と して 指 導 して い な か った だ ろ うか。 速 さ ・道 の り ・時 間

の関 係 を,み/は ・じで 覚 え な さい と指 導す るだ け で よ し と して い な か っ た だ ろ うか。

そ う考 え る と,密 度や 速 さの 意 味 を学 ばせ る単 元 を創 設 す る こ とで,中 学 校 理 科 教 師

の意 識 を変 え る こ とが で き るの で は な い か と考 え る。か な り,突 拍 子 な提 案 で あ るが,

い ず れ に して も基 本 量 の 意 味 を大 切 に す べ きで あ る,基 本 量 を基 に 比 較 す る能 力 を育

て るべ き で あ る とい うこ とを実 現す るた め に,敢 えて 提 言す る もので あ る,、

※ 別 表 は,現 行 学 習 指 導 要領 に基 づ い て我 々の 考 え を整 理 した もの で あ る.網 掛 け

の 部 分 は,互 い の 考 え 方 は理 解 で き るが 合 意 が得 られ なか った部 分 で あ る。
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中学校 理 科学 習指 導要領 改 善 のた め の内容 と配 列 につ いて の具 体 的提 案

1は じ め に

平 成14年 度 科 学研 究 助 成 費 補 助 事 業 と して行 われ た,理 科 教育 の 内容 とそ の配 列 に関

す る基礎 的 ・実 証 的研 究 では,全 国 の 多数 の教 師 か ら,現 行 学 習指 導 要領 の 問題 点 や,

指 導 法 に つ い て多 くの 意 見 が 寄せ られ た 。そ の 中に は,中 学校 で指 導 す る者 の 声 と して,

多 くの共 通 す る意 見や,具 体 的 な 解 決 策 に っ い て の 内容 が 見 られ た。 これ らの意 見 を整

理 し分 析 す る こ とは,新 教 育 課 程 の在 り方 に っ い て 考 え る 上で,大 変 有意 義 で あ る と考

える。

そ こで,多 くの意 見 を幾 っ か の枠 組 み に分 類 しま とめ る と とも に,幾 つ か の改 正 案 を

示す こ とに した.

2ま と め る 視 点

寄せ られ た意 見 を次 の よ うな視 点 で ま とめ る こ とに した 。

(1)250名 余 りの意 見 を次 の五 つ の 枠 組 み で 分 類す る

①

z

③

C

C

論理 的な思考 な ど,能 力育成 に必要な要素についての問題点

日常生活との関連 を図れ る内容が削除 された もの

概念形成 に関す る問題点

単元配列 に問題が あ り概念形成が難 しくなってい るもの

概念形成 に必要な要素が欠落 した もの

概念形成 のた めの素材 が適切でない もの

発達段階を考えた上での問題点

基本量概念が軽視 され ている と感 じる場面

(2)意 見 の 中で,学 習指 導要 領 に関係 の あ る物 と関係 の ない もの を整 理 し,関 係 の ない

意 見 は 消す.

(3)意 見 が 多数 の意 見 な のか,少 数 意 見な のか も分 か る よ うにす る。

(4)分 析 結 果 か ら,改 善 す べ き か ど うか総 合 的 に考 え,改 善 す るべ き と結 論 付 けた 内容

につ い て は,そ の間 題 点 を 明確 に示 す と とも に,問 題 解 決 の た め の 具 体 的 方 策 を案 と

して示 す.そ の 際厳 選 の趣 旨 に配 慮 し,学 習 量 が極 端 に増 えす ぎ ない よ うにす る.

3中 学 校 か ら の 意 見 の 実 際(現 行 学 習 指 導 要 領 の 問 題 点 に つ い て)

寄 せ られ た 意 見 を,五 つ の枠 組 み で 分類 す る と以 下 の よ うにな っ た。 なお,本 分 科 会

で,改 正 の 必 要 を 特 に感 じる項 目は ◎,改 正 した方 が よい が,前 項 ほ ど緊 急性 の な い項

目は0,意 見 が分 かれ る項 目は △,現 行 の ま ま が よい 項 目に は ×で 区 別 した。 そ の根 拠

につ い て は 改善 に 向 けた 具 体的 な提 案 の 中で述 べ る。

(1)論 理 的 な思 考 な ど,能 力 育成 に必 要 な 要 素 に つ い ての 問 題 点

(難 しい とい うこ とが 理 由で 削 られ た 内容 な ど)

◎ イ オ ンを復 活 させ るべ きで あ る.(22名)
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0身 近 な 物理 現 象 の 内容 は それ ぞれ の 事 象 の 関連 が弱 く,思 考力 を 育 て る こ とがで

き な い、(光,音 は 削除 して も よい)(1名)

(2)日 常 生活 との 関連 を は かれ る 内容 が 削 除 され た もの

◎ 日本 の天 気 を復 活 させ て ほ しい。(14名)

◎ 金 星 の満 ち欠 けは 身 近 で な い.見 か けの形 の変 化 が実感 で き る月 を素 材 と して

扱 うべ きで あ る。(1名)

× 単 位N(ニ ュ ー トン)は,重 力 加 速 度 を 学 ん で い な い の に な ぜNな の か.こ れ ま

で のg重 の 方 が よ い(12名)

× 熱 量 はJで な く てcalの 方 が 身 近 で 理 解 しや す い 。(2名)

× 電 力 量 を 復 活 させ て ほ し い 。(2名)

(3)概 念 形 成 に関 す る問題 点

① 単元 配 列 に問題 が あ り概 念 形 成 が難 し くな って い る もの

◎ 化学 変 化 と原 子 分 子 の 単元 の 中で酸 化 ・還 元 を連 続 して扱 うべ きで あ る(14名)

◎ 化 学 → 電 気 の 順 で 配列 す べ き 粒 子 概 念 → 電 子 とい う思 考 の流 れ を重 視(1名)

※ 静 電 気 の学 習 も冬場 が 望 ま しい。

0化 学 変 化 を学 習 した後 に生 物 の 体 の 仕組 み を学 習 す べ きで あ る(3名)

(現 行 の 電気 → 化学 変 化 の 配列 で はそ れ が 不 可能)

× 細 胞 を生 物領 域 の 始 め に扱 う.(1名)

× 大 気 圧 は気 象 の 単 元 で押 さえ る。(ユ 名)

② 概念形成 に必要な要素の欠落

◎ イ オ ンを復 活 させ て ほ しい(29名)

◎ 原 子 価 の概 念 にっ い て も簡 単 に触れ る よ うにす る(1名)

※教 科 書 で水 の電 気 分解 に よ り発 生 す る気体 の体 積 比 を扱 っ て い な い根 拠 は 何か,

(原 子 価 の概 念 を復 活 させ,体 積 比 に っ い て もき ち ん と押 さ え る。)

◎ 電 子 の復 活(9名)

◎ 火 成 岩 を6種 類 取 り扱 う(2種 類 で は 概念 形 成 の た め の情 報 不 足)(2名)

◎ 生物 の多 様 性,共 通性 を理 解 させ る上 で,種 子 植 物 以 外 の植 物,せ き っ い動 物

以 外 の動 物 に も軽 くふ れ るべ き で あ る。(7名)

◎ 進 化 の復 活(種 の 多様 性 と共通 性 を理解 させ る上 で重 要)(3名)

X

X

X

X

X

隆起,沈 降 の復 活(2名)

天 気 図 を描 かせ る作 業 の復 活(天 気 図 を理 解 させ るた めに)(2名)

遺伝 の法 則 の復 活(4名)

仕 事 の概 念 の復 活(カ とエ ネ ル ギー の 混 同 が 生 じる た め)(8名)

力 の 分解 の復 活(2名)
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③ 概念形成 のための素材が適切 でない

◎ 天 体 の空 間 と概 念 と時 間概 念 を押 さ え る上 で は,金 星 の満 ち欠 け を扱 うよ りも

月 の方 が 適切 で あ る.(3名)

※ 月 と金 星 を セ ッ トで考 え させ る(1名)

(4)発 達 段 階 を考 えた上 で の 問題

◎ 金 星 の満 ち欠 け → 削 除(1名)

金 星 の 満 ち欠 け は太 陽 と金 星 の位 置 関係 の 他,地 球 との距 離,位 置 の 関 係 が 複

雑 に絡 ん で く るた め理解 しに くい。 また,月 と比 べ 日常 生 活 との関 係 が 薄 い.

◎1年 生 の!分 野 の配 列 を,化 学 → 物 理 の 順 にす る(1名)

光 や 音 は 現 象 と して は身 近 で あ るが,理 論 的 に は難 しい,1年 生 の 最 初 の学 習

と して は 適 して い な い、

○ 光 → 削 除

中1の 最初 の段 階 で 光 に っ い て の理 論 的 な理 解 は難 しい(1名)

理 論 面 を削 り,現 象 面 は 小 学校 へ

○ 地 層 → 取扱 い を簡 単 に

1年 生 で 岩 石 にっ い て扱 うの は よい が,地 層 の連 な りな ど,地 層 の で き 方 の 考

察 を 通 して,時 間 的 空間 的 概 念 を身 に 付 け させ る こ とは難 しい,、配 列 を 考 えた と

き に他 の 場所 に動 か す 事 は難 しい の で,理 論 面 は割 愛 し,現 象 面 を残 す 、(ユ 名)

0地 震 → 取扱 い を簡 単 に

上 と 同様,地 震 にっ い て もそ の メカ ニ ズ ム を扱 う程 度 に と どめ る、 地 震波 の速

度 を求 め る こ とは3年 生 の 速 さの 計算 よ りも難 しい の で 削除 して よい,,(1名)

(5)基 本 量 概 念 の 軽視

O

O

O

O

公 式 が減 り,分 か りに く くな っ た。 単位 の意 味 を しっ か り教 え る(1名)

定 量 的 に決 ま りを見 付 け させ る部分 が減 った。(3名)

定 量的 に決 ま りを 見付 け させ る部分 が時 期 的 に集 中 してい る。(ユ 名)

密 度 の単位,計 算 の復 活(3名)

○ 濃 度 の計 算 を復活 させ る。(1名)

(数 学 で も扱 うが,理 科 で 扱 った 方 が 実感 を伴 うの

(6)そ の他 の意 見

◎ 概 念 形 成 に時 間 を か け る部 分 と教 え 込み の部 分 に軽重 を付 け る,,(3名)

※:量 は2倍 に し,選 択 幅 を 広 げ る とい う意 見 もあ る、 理想 と して は よい が,教
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師 の 質,能 力 とも大 き くかか わ り,現 実 的 には厳 しい ので は な い か.

◎ 野 外 観 察 は 強制 せ ず,比 較 考 察 で き る資料 の 充実 を図 る.(3名)

※ 野 外 観 察 を行 い 観 察 記 録 を 基 に 地層 の で き方 を 考 察 し,重 な り方 の 規 則 性 を

見 い だす とあ る が,単 一 の 露頭 観 察 だ けで は そ の 目的 を達 成 で きな い.,こ こで

は,比 較,考 察 させ る こ とが絶 対 に 必 要 で あ る、 そ の こ と と,学 校 の 近 くで 露

頭 を 見付 け る こ とが 困難 な 現 状 を合 わ せ て 考 え る と,野 外 観 察 は必 ず し も必 要

とは い えな い.、

0

G

X

X

他 教 科 との 配 列 の 関係

反 比 例 な しで圧 力 と面 積 との 関係 を扱 うこ とに な る、,(1名)

数 学 の 三平 方 の 定理 は も う少 し早 め に学 ばせ た い一.(1名)

必 修 理 科 の総 時数 を増 や す(5・ 名)

中途 半端 な扱 い をす るの で あれ ば,圧 力,天 体 な ども全 削除(1名)

縦 に長 い 日本 列 島 で は地 域 の気 候 の 特徴 に合 わせ て配 列 の 順序 に弾 力 性 を もた せ

て ほ しい(2名)

→ 環 行 で も1 ,2分 野 の 順 序 を変 え る こ とに よ り対 応 可能 で は な い か.

4考 察

以.ヒの よ うな 要 望 を ま とめ る と,前 学 習 指 導要 領 か ら削 除 され た 内容 の 復 活 を求 め る

意 見が 多 い こ とが 分 か る.し か し,厳 選 され た趣 旨 か ら考 え る と,地 滑 り的 に 内容 の復

活 を求 め る こ とは,現 実 的 で な い.単 純 に復活 を求 め る の では な く,厳 選 され た意 味 を

検 討 し,か つ 概 念 形 成等 の 角 度 か ら ど う して も復 活 させ な けれ ば な らな い と考 え た 内容

に絞 り,そ の理 由 と改善 策 を ま とめ る こ とにす る,

意 見 の 中 に は教 科 書 の 内容 配 列 の 問題 と,指 導 要領 の 問題 とを混 同 して い る もの も多

く見 られ た..ま た,学 習 指 導 要領 では,同 一分 野 で の 単 元 の入 れ 替 えは で きな い こ とに

な って い るが,単 元 内 の配 列 につ い て もそ の とお りの 順 番 で教 え な けれ ば な らな い とい

う誤解 が 多 く見 られ る。 そ の よ うな意 見に っ い て は こ こで は 取 り扱 わ な い こ と とす る、

以 下表 に,今 回 の ア ン ケー ト調 査 に 見 られ た意 見結 果 の ま とめ を示 す.
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表 現行 学 習指 導要 領へ の意 見(ま とめ)



5学 習 指 導 要 領 の 改 善 に 向 け た14の 提 案

提案1

「身 近 な 物 理 現 象 」 の 中 の 「光 と音 」 は,中 学 校 で は 学 習 せ ず,小 学

校 で 現 象 面 を,高 等 学 校 で 理 論 面 を学 習 した 方 が よ い 。

G)理 由

ア 「光 と音 」 を 中学 校 で 取 り扱 わず,小 学校 で 現象 面 を,高 等学 校 で 理 論 面 を 学習

す べ きで あ る理 由 を,中 学 生 の発 達段 階 の面,理 科 で育 成 す べ き 資質 や 能 力 の 面 か

ら述 べ る と次 の よ うに な る。

○ 中学校 に お い て,物 理 領 域 を 苦手 とす る生 徒 は 多 い。 他 の領 域 よ りも概 念 や 法

則 の学 習 が 多 い こ とが 原 因 で あ る と考 え られ る。 した が って,理 科 で 育成 す る資

質や 能 力 の 面 か ら考 え る と,概 念 の形 成 を前 面 に押 し出す ので は な く,身 近 な物

理 現 象 に潜 む 規 則 性 や 法 則 を 観 察,実 験 を通 して 見い だ して い く,関 心 ・態 度 や

能 力 の 育成 を重 要 視 す べ きで あ る.な ぜ な らば,あ る基本 概 念 は他 の 多 くの基 本

概 念 と密接 に結 び 付 い て い るた め,単 独 では 真 の 理解 を得 た とは言 えな いか らで

あ る。

そ こで,基 本 概 念 は,様 々な 物理 現象 の観 察や 実験 の結 果,初 め て 形 成 され る

と考 え,中 学校 で は そ こへ 至 るま で の途 中 の段 階 とみ な し,物 理 現 象 に対す る関

心や 態 度 の 育成 を 図 る と ともに,現 象 を調 べ てい く基 本 的 な技 能 を身 に付 け て い

く こ とが 大切 で あ る、

○ 「光 と音 」 に つ いて,そ の 現 象 は 生徒 の 目常 生 活 と関連 した身 近 な 事 物 ・現象

で は あ るが,そ の 規則 性 や 法 則 を考 える た め に は,台 形 ガ ラスや 半 円形 ガ ラス,

プ リズ ム 等 を 用 いて 光 を 屈 折 させ た り,凸 レン ズ を用 い て で き る像 を観 察 した り,

オ シ ロ ス コー プ 等 を用 い て音 の波 形 を調 べ た り しな けれ ば な らな い.生 徒 に とっ

て,直 接 自分 の 目と耳 で感 じる こ とが で き,身 近 で あ った 「光 と音 」 が,こ れ ら

の 様 々 な媒 体 を用 い た観 察,実 験 を行 うこ とに よ って 日常 生活 とか け離 れ た 事 物

・現 象 にな って しま う。 ま た,そ の 規 則性 や 法則 を見 い だ させ るた め に は論 理 的

に高 度 な思 考 が 必 要で あ り,中 学校1年 の 生 徒 に とっ て負 担 が 大 きい,

イ 現 行 学 習 指 導 要領 で 取 り扱 っ て い る具 体 的 な 内容 との 関連 で述 べ る と,次 の よ う

に な る.

○ 「身 近 な物 理 現 象 」 の 中 の 「光 と音 」 と 「力 と圧 力 」 は,そ れ ぞれ の事 物 ・現

象 の関 連 が 弱 く,系 統 的 な思 考 力 を 育 て る こ とが で き な い。

0「 光 と音 」 の学 習 は,「 動 物 の 体 の っ く りと働 き 」 の 目や 耳 の っ く りにつ な が

る もの で あ るが,「 光 と音 」 で 学 ぶ 内 容 は,「 動 物 の 体 のつ く り と働 き 」 の 学 習

の成 否 に大 き くか か わ る もの で は な い.

(2)配 慮 す べ き点 や具 体 的 な対 策

生 徒 た ちは,「 光 」 の 学 習 は 小 学 校3年 で 行 い, 「音 」 の学 習 は 全 く行 わ な い ま ま
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中学 校 に入 学 して く る。 そ して,理 科 の 第1分 野 の学 習 の始 め に,「 光 と音 」 の 学 習

をす る。 この 単 元 は,光 や 音 の 現 象 にっ いて は身 近 で あ り,観 察 しや す く,生 徒 も興

味 ・関 心 を も って観 察,実 験 に 取 り組 む が,そ の 規則 性 や 法則 は直 接 観 察 す る こ とが

で きず,因 果 関係 を把 握 しに くい。 そ こで,「 光 と音 」 の現 象 面 を 小 学 校 で 学 習 し,

理 論 面 は高 等 学校 で学 習 させ る に は,次 の よ うな点 に留意 す る必 要 が あ る.

○ 小 学校 で の学 習 に お い て は,も の が 見 え る とい うこ と と光 の進 み 方 とを関係 付 け

る学 習 は高 度 で あ るの で,そ の現 象 面 に のみ 重 点 を置 き,光 の進 み 方 の 学 習 は 凸 レ

ン ズ に よる焦 点 の み を取 り扱 う。

○ 高 等 学 校 で は,「 波 」 の単 元 で,現 在 中学 校 で 扱 って い る 「光 と音 」 の 理 論 面 か

ら学 習す る。

提 案2

「天 気 と そ の 変 化 」 で,高 等 学 校 に 移 行 統 合 され た 「日本 の 天 気 の 特

徴 」 は 中 学 校 で 学 習 した 方 が よ い 。

(1)理 由

ア 「日本 の天 気 の 特徴 」を,中 学 校 で 取 り扱 うべ き理 由を,中 学 生 の発 達 殺 階 の面,

理 科 で 育成 す る資 質 や能 力 の 面か ら述 べ る と次 の よ うに な る。

0改 善 の基 本 方針 に,「 自然 体 験 や 日常 生活 との 関 連 を図 っ た 学 習 及 び 自然 環 境

と人 間 との か かわ りな どの学 習 を 一一層 重視 す る」 とあ るが,「 日本 の 天 気 の特 徴 」

は,春 夏秋 冬 に よ る気 候 の違 い,梅 雨,台 風 な ど,身 近 で 問題 を見 い だ しやす く,

そ れ ま での 学 習 で 得 られ た 「気 象観 測」 や 「天 気 の変 化 」 の知 識 を,生 活 に す ぐ

役 立 て る こ とが で き る.こ の 中単 元 の 削 除 は,身 近 な 自然 現 象 か ら問 題(課 題)

を発 見す る とい う問 題(課 題)解 決 学 習 の ス ター ト地 点 を 失 っ た感 が あ り,生 徒

の 自然 体験 や 目常 生活 との関 連 が希 薄 にな った。

○ 「日本 の 天 気 の特 徴 」 は,自 然 の事 物 ・現 象 の 中 に 問題 を見 つ け 考 え た り,そ

の解 決 に 当た っ て も,い ろい ろな 立場 や 視 点 を も ち,広 く情 報 を収 集 して公 正 に

と らえ,合 理 的 に 判 断す る 「多 面 的,総 合 的 な 見 方」 を重 視 す るの に 適 した 単元

で あ る,つ ま り,理 科 で育 成 して い か な けれ ばな らな い資 質 や 能 力 を 最 も育成 で

き る単 元 で あ る。

イ 現 行 学 習指 導 要 領 で 取 り扱 っ てい る具 体 的 な 内容 との 関連 で述 べ る と,次 の よ う

に な る.

04気 団 の動 向に よ り,日 本 の四季 の特 徴 が科 学 的 に説 明 で き る,

0大 単 元 「天 気 とそ の変 化 」 で 「日本 の 天 気 の特 徴 」 を学 習す る こ とが,大 単 元

「自然 と人間 」 の 「自然 と人 間 」 で 自然 が もた らす 恩 恵 や 災 害 を調 べ やす く し,

自然 と人 間 の か か わ り方 に っ い て考 察 しや す くす る。

(2)配 慮 す べ き点 や 具体 的 な対 策

「日本 の 天気 の特 徴 」 を 「天 気 とそ の変 化 」 で学 習 す るた め に は,次 の よ うな 点 に
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留意 す る必 要 が あ る。

○ 日本 の 春夏 秋 冬 の 天 気 の特 徴 を理 解 す るに は,日 本 の 天 気 を支 配 す る高 気 圧 の学

習 が 不 可 欠 で あ る.そ こ で,系 統 的 な概 念 形成 を 図 るた め に,「 天 気 の変 化 」 の 中

で 気 圧 配 置 や 風 の 吹 き方 も前 学 習指 導 要領 と同 程 度 に 学 習 した 上 で,「 日本 の 天気

の特 微 」 を学 習 させ る.

0日 常 生 活 との 関連 を 図 る こ と を考 えれ ば,「 日本 の天 気 」 の 中 単 元 を創 設 し,そ

の 中 で 天気 の特 徴 だ けで な く,テ レ ビや ラ ジオ の 気象 情 報 で 出 て くる降 水 確 率 の意

味 や 注 意報 と警 報 の違 い 等 も学習 した 方 が よい,1そ うす る と,生 徒 は 興 味 を も って

学 習 を進 め る こ とが で き る と考 え る,,

提 案3
「大 地 の 変 化 」 の 中 の 「地 層 と過 去 の 様 子 」 に お い て,地 層 の 観 察 は

必 ず しも 必 要 で な く,地 層 の で き 方 や 重 な り方 の 規 則 性 は 空 間 的 な 広 が

りに つ い て の 扱 い は 軽 く し,摺 曲 や 断 層 を 取 り扱 うべ き で あ る 。 ま た,

「火 山 と地 震 」 に お い て は ,火 成 岩 は6種 類 取 り上 げ るべ き で あ り,地

震 の 揺 れ の 伝 わ る 速 さは 削 除 す べ き で あ る 。

(1)理 由

中学 生 の 発 達 殺 階 の 面,理 科 で育 成 す る資 質や 能 力 の面 か ら述 べ る と次 の よ うにな

る一

〇 「地 層 と過 去 の様 子 」 に 関 して,「 野 外 観 察 を行 い,観 察 記 録 を基 に,地 層 の で

き方 を考 察 し,重 な り方 の規 則 性 を 見い だす 」 とあ るが,単 一 の露頭 観 察 だ け で は

そ の 目的 を達 成 す るの は 困難 で あ る.,そ こに は,比 較,考 察 させ る こ とが 絶 対 に必

要 で あ る.地 理 的 に野 外観 察 を実 施 す る こ とが 困難 な地 域 もあ る現 状 を合 わせ て考

え る と,野 外 観 察 は必 ず しも必 要 とは言 ない 、

○ 地 層 の で き 方や 重 な り方の 規則 性 に 関 して,地 層 の形 成 の 時 間 的変 化 や 地 層 の 空

間 的 な広 が りは,中 学校 ユ年 に とって 高 度 な概 念 で あ り,そ れ をす べ て の生 徒 に身

に付 け させ る こ とは 困難 で あ る、,

○ 摺 曲や 断 層 は,そ れ に よっ て地 球 内 部 の エ ネ ル ギー の 大 き さを実感(想 像)で き,

ブ レー トテ ク トニ ク ス の認 識 を 深 め る こ とが で き る.

○ 「火 山 と地 震 」 に関 して,火 山岩 及 び深 成岩 をそれ ぞれ1種 類 扱 うだ け で は体 系

化 して 学 習 が で きず,造 岩鉱 物 の種 類 や そ れ らの含 まれ てい る割 合 に よっ て,火 成

岩 の色 や マ グマ の 粘性 が 異 な る な どの 概念 形 成 を図 るた め には 情報 不足 で あ る.

0地 震 の揺 れ の伝 わ る速 さ に関 して,前 学 習 指 導 要領 で は,中 学校1年 時 に,数 学

で比 例 の式 を学 び,比 例 定 数 の 計 算 を行 っ た.そ して,理 科 で,カ の 大 き さ とばね

の のび が比 例 す る こ とを学 ん だ 。 地 震 の揺 れ のP波,S波 の2本 の比 例 グ ラフ の学

習 は,中 学 校3年 で行 っ てい た、、現 学 習指 導 要 領 で は,中 学 校1年 時 に,数 学 で比

例 の学 習 を した 直後,あ るい は比 例 の 学 習 と並 行 してP波,S波 の2本 の 比 例 グ ラ

フ学 習 しな けれ ば な らず,そ の伝 わ る速 さを推 定 す る こ とは,生 徒 に と って負 担 が
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大 き い と考 え る.

(2)配 慮 す べ き点 や具 体 的 な 対 策

ア 「地 層 と過 去 の様 子 」 にお い て,地 層 の観 察 を行 わ な い場 合 は,次 の よ うな 点 に

留 意 す る必 要 が あ る。

○ 地 層 の 重な り方 の 規則性 や そ の 広 が りな どを見 い だ させ る には,多 くの サ ンプ

ルの 観 察 か ら一般 化 を図 る必 要 が あ る。そ れ の た め に は,地 域 の 地 層 の 写 真 や ボ ー

リン グ資 料,岩 石,化 石 な ど,多 くの資 料 を多 くの地 域 で 収 集 し,生 徒 に観 察 さ

せ る必 要 が あ り,そ れ らの資 料 の 充 実 を 図 る必 要 が あ る.

○ 地 層 の で き方や 重 な り方 の 規則 性 に は地 域 に よ る特 徴 が 見 られ,野 外 で 観 察 し

た 事 実 の み か らそ の成 因や 広 が りを考 察 させ る こ とは 困難 で あ る.よ って,一 般

的 な整 合 の 地層 を取 り扱 い,一 つ の柱 状 図か ら地層 の で き方 や 重 な り方 の 規則 性

を考 察 させ,地 層 の 調べ 方の 習 得 を 目指 す べ きで あ ろ、.

イ 「火 山 と地 震 」 にお いて,火 成 岩 を6種 類 取 り上 げ,地 震 の揺 れ の伝 わ る速 さを

取 り扱 わ な い場 合 は,次 の よ うな点 に 留意 す ろ必 要 が あ る 一

〇 火成 岩 の組 織 や 造 岩 鉱 物 の違 い に よる種 類 の 同 定 は,生 徒 が マ ク ロ的 な 視 点 か

ら ミ ク ロ的 な視 点へ と移 行 して い くの に適 した教 材 で あ る,.そ こで,6種 類 の火

成 岩 の分 類 を通 して探 究的 な活動 を行 い,探 究 の技 法 も習 得 させ た い 、

0地 震 の揺 れ の 伝 わ る速 さに 関 して,地 震 波 は 取 り扱 わ ない.

提案4
「植 物 の 生 活 と 種 類 」 で は 「花 の 咲 か な い 植 物 」 を ,「 動 物 の 生 活 と

種 類 」 で は 「無 脊 椎 動 物 」 を 生 物 の 進 化 と 絡 め な が ら取 り扱 う 。 「生 物

の 細 胞 と生 殖 」 で は 「遺 伝 の 規 則 性 」 を,簡 単 に 取 り扱 う 。

(D理 由

ア 中 学 生 の 発 達最 階 の 面,理 科 で 育成 す る資 質 や能 力 σ)面か ら述 べ る と次 の よ うに

な る,

○ 花 の 咲 か な い植 物 にっ い て は,そ の存 在 を指摘 す る程 度 なの で,種 子 植 物 の優

位 性 や 植 物 の 発達 の 中 で,何 が どの よ うに合 理 的 に な っ て きて い るの か を理解 さ

せ る こ とが で き な い,ま た,無 脊 椎 動 物 につ い て もそ の存 在 を指 摘 す る程 度 な の

で,脊 椎動 物 との比 較 がで きず,脊 椎 動 物 の 特徴 が鮮 明 に な らな い 、 っ ま り,一

つ の ま とま りと して構 造 化 され るべ き概 念 が 形成 され ず,知 識 が 分 断 され て,長

期 記 憶 と して定 着 しな い.、

0普 段,何 気 な く見て い る 自然 の 中 に 問題 を見付 け させ,生 物 の 多 様 性,共 通性

や 差 異性 に っ い て考 察 させ る こ とで,生 徒 は 生命 の巧 み さや 尊 厳 を感 じ取 り,自

然 の調 和 を 大 き な視 野 で考 え る こ とが で き る よ うに な る.身 の 回 りの 自然 の 一部

を 無 理 矢 理 切 り取 っ て しま う と,学 習 が 日常 か ら離 れ,「 生 物 は 暗記 科 目」 とい

うイ メー ジ を強 く植 え付 け て しま うこ とに な る.
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○ 従 前 も,有 性 生 殖 を理 解 させ るに は,減 数 分 裂 を扱 わ ざ るを得 な か った 。 そ の

た め,現 行 学 習 指 導 要 領 で減 数 分 裂 が加 え られ た こ とは 大 変 よい 、、し か し,「 遺

伝 の規 則 性 」 が な く な った た め,「 無 性 生 殖 で は,親 とま っ た く同 じ形 質 を もっ

子 が代 々生 じて 変 化 しな い こ と」 と 「有性 生殖 で は受 精 に 際 し両親 の形 質 をい ろ

い ろ な組 み 合 わ せ で受 け継 ぐた め,必 ず しも親 と同 じ形 質 を もつ子 が 生 じる とは

限 らな い こ と」 を比 較 して 考察 して い く とい う理 論 的 な概 念形 成 が で き な くな っ

た 。

0「 生 物 の進 化 」 に関 して,動 物 や 植 物 の分類 を行 う場 合 や 示 準化 石 を用 い て地

層 の生 成 年 代 を推 定 す る場 合 に,『 生 物 の進 化 』 の視 点 は欠 か せ な い 。 科 学 の 本

質 を と らえて い な い内 容 とな っ てお り,ス ム ー ズ な概 念 形 成 が で き な くな っ てい

る。

イ 現 行 学 習 指 導 要 領 で 取 り扱 っ て い る具 体 的 な 内容 との 関連 で述 べ る と,次 の よ う

に な る。

○ 理 科 にお い て育 て るべ き[生 き るカ]の 中心 は,生 命 尊 重 の 精 神 と 自然 と調 和

した 人 間 の生 き方 へ の 自覚,さ らに それ らを主 体 的 に身 に付 けて い くた め の 資質

や 能 力 で あ る.植 物 全 体や 動 物 全 体,遺 伝 の 規則 性,生 物 の進 化 を学 習 しな い と,

生 命 の連 続性 につ い て系 統 的 に 考 察 で きな くな り,[生 き る力]を 身 に付 け る た

めの 根 幹 とな る 「生命 にっ いて の理 解 」 が 図 りに くい。

(2)配 慮 す べ き点 や具 体 的 な対 策

ア 「植 物 の生 活 と種類 」 で 「花 の 咲 か な い植 物 」 を,「 動 物 の 生活 と種 類 」 で 「無

脊 椎 動 物 」 を学 習 す る場 合 は,次 の よ うな 点 に留 意 す る必 要 が あ る,.

○ 前 学 習指 導 要領 の 内容 の まま 「花 の 咲 か な い植 物 」 を学 習す る と,当 然 授 業 時

数 が 不 足す る。 そ こで,シ ダ植 物,コ ケ類 に 関 しては,な か ま の殖 や し方や 維 管

束 の違 い に軽 く触 れ る程 度 と し,進 化 の過 程 と絡 めな が ら,植 物 の環 境 へ の適 応

や 多 様 性 にっ いて の認 識 を深 め させ る,,

○ 「無 脊 椎 動 物 」 も同様 で,節 足 動 物や 軟体 動 物 等 の 身 近 な 生 物 に つ い て 簡単 に

体 のっ く りにっ い て学 習 し,共 通性 や 差 異性 を認 識 させ る,.そ の 上 で,進 化 の過

程 と絡 め な が ら,動 物 の環 境 へ の適 応 や 多様 性 につ い て の認 識 を深 め させ る.

イ 「生物 の細 胞 と生 殖 」 で 「遺伝 の 規 則性 」 を学 習 す る場 合 は,次 の よ うな点 に留

意 す る必 要 が あ る.

○ 「遺 伝 の規 則 性jは,無 性 生 殖 と有性 生殖 の違 い を理 論 的 に 概念 形 成 させ るた

め,簡 単 な遺 伝 の規 則 性 は理解 させ た い(た とえ ば,親 と して 赤 い 花 の マ ツバ ボ

タン 同士 を掛 け合 わせ た ら,子 に赤 い花 と 白い花 の 両方 の マ ツバ ボ タ ンが で き る

な ど)。 た だ し,出 現 率 の割 合 は 取 り扱 わ な い。

○ 生物 の学 習 の総 ま とめ と して,生 物 の進 化 を扱 い,38億 年 前 の 地 球 で 水 中 に生

物 が誕 生 し,そ れ が地 上 へ と進 出 して 活 動範 囲 を広 げ,同 時 に体 の っ く りも発 展

させ て きた とい う程 度 の 学習 は行 い た い 。
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提案5

削 除 され た 「イ オ ン 」 に つ い て は,中 学 校 学 習 指 導 要 領 で 取 り扱 う べ

き 内 容 で あ る 。 そ の た め に は,併 せ て 「電 子 」 も 扱 う。

(1)理 由

「イ オ ン」,「 電 子 」 を 中 学 校 理 科 で 取 り扱 うべ き理 由 を,理 科 で 育 て るべ き 資 質

や能 力 育成 の面,育 て るべ き概 念 の 面 か ら述 べ る と次 の よ うに な る、

○ 目に見 えな い 世界 を推 論 し,そ の 考 え を様 々 な事 象 に 適 用 しな が ら探 究す る学 習

活 動 を構 成 しや す い 内容 で あ り,生 き るカ の 中心 とい え る問 題解 決能 力 を育 て る の

に適 して い る。

○ 化 学 領 域 にお け る 中心概 念 で あ る粒 子概 念 を 育 て る た め に は,不 可 欠 な 学 習 内容

で あ る..

現 行 学習 指 導 要 領 で 取 り扱 っ て い る 具体 的 な内 容 との 関連 で述 べ る と,次 の よ うに

な る.

○ 中和や 電 池 の 現行 学 習 指 導 要領 に お け る取 扱 い 方で は,単 に 現象 の確 認 のみ で終

わ って しまい,生 徒 に とって は覚 えな けれ ば な らな い 内容 とな っ て い る。 現象 を科

学 的 に深 く考 察 した り,理 解 した りす るた め に イ オ ン は 不可 欠 な 情 報 で あ る。

イ オ ン を扱 わ な い の に,中 和 や 電 池 を扱 うの な ら,中 和 や 電 池 も削 除 す べ きで あ

る とい う意 見 もあ る.

○ 主 と して 「化 学 変 化 と原 子 ・分 子」 の 単元 で 粒 子 モ デ ル を扱 う こ とに な っ て い る

が,粒 子 概 念 を 育 て る た めに は 不 十分 で あ る,イ オ ンは,粒 子モ デ ル を 用 い て事 象

を 考 察す る こ とが で き,変 化 を粒 子 モ デ ル で考 え る こ との よ さを 実感 させ,納 得 さ

せ る こ とが で きる有 効 な教 材 で あ る,

○ 「電 流 とそ の 利 用 」 で は,見 い だ した 規 則性 か ら電圧 や 電 流,抵 抗,発 熱 な どを

モ デ ル化 す る際 に,電 子 の 考 え方 は有 効 で あ るが,必 ず 必要 とい うも の で はな い と

思 われ る。

しか し,電 気 を帯 び た 原 子 として イ オ ン を扱 う とな る と,電 子 の考 え方 は 不可 欠

で あ り,そ の た め に電 子 を 取 り扱 う必 要 が あ る 、

(2)配 慮 す べ き点 や具 体 的 な 対 策

イ オ ンや 電 子 を扱 うた め に は,単 元 構 成や 単 元配 列 にお い て,次 の よ うな点 に配 慮

す べ き で あ る。

○ 中 和 は,現 行 学 習 指 導 要領 で は 「身 の 回 りの 物 質 」 で扱 うこ とに な っ てお り,第

ユ学 年 で 学 習 して い る。 中和 をイ オ ンの挙 動 と して 考 察 させ るた め に は,原 子 ・分

子,電 子 を学 習 した 後 に配 列 しな けれ ば な らな い 、

○ イ オ ンの 存在 を 実感 させ る には,水 溶液 の電 気 分 解 を扱 う必 要 が あ る.中 和 の学

習 の 前 に塩 化銅 水溶 液 や塩 酸 な どの電 気 分 解 を扱 う、

電 解 質,非 電解 質 に つ い て は,エ タ ノー ルや ブ ドウ糖 な どの分 子 が 出 て くる高 等

学 校 で 扱 うこ と とす る 、
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0イ オ ン が電 気 を帯 び た 原子 で あ る とい うこ とを理 解 させ るた め には,原 子 の構 造

を扱 う必 要が あ るが,前 学 習指 導 要領 程 度 の扱 い(イ オ ン は,物 質 の 溶 解 に よる電

子 のや り取 りに よっ て生 じる)と す る.,

た だ し,「 化 学 変化 と原 子 ・分 子」 で,原 子 価 に つ い て触 れ て お き,そ れ と関連

付 け る こ とは 必 要 で あ る.

○ 電 池 にっ い て は,電 気 分解 と混 同 して しま う生 徒 が 多 い の で,現 行 学 習 指 導 要領

程 度 の扱 い に,片 方 の金 属 が 溶 け る こ とか らイ オ ンが 関係 してい る こ とを付 加 す る

程 度 にす る,

○ 電 子 を 「電流 とそ の利 用 」 の 導 入 と して扱 う。 そ の 際,放 電,陰 極 線 を扱 い,そ

れ と関連 付 け て静 電 気 に も触 れ る.し た が って,イ オ ンは 「電流 とそ の利 用 」 の後

に配 列 しな けれ ば な らな い。

提 案6

第1分 野 の 配 列 を 「化 学 → 物 理 → … … 」 に す る 。

(1)理 由

第 ユ分 野 の配 列 を 「化 学 → 物理 → … …」にす べ き理 由 を,概 念 形 成 に 関す る問題 点,

発 達段 階 に 関す る問 題 点 か ら述 べ る と次 の よ うに な る。

○ 身 近 な現 象 とい う観 点 か ら考 え る と,確 か に物 理 現 象 の 方 が身 近 で あ る.し か し,

光,音,カ,電 流,運 動,エ ネ ル ギー な どの概 念 は,身 近 す ぎ るが 故 に生 徒 が 誤 っ

た概 念 を 強 固 に もっ て い る場 合 が 多 い,.ま た,中 学校 段 階 で は,そ れ ぞ れ の概 念 を

結 び付 け て理 解 させ る こ とが難 しい.,(断 片 的 な知 識 に な りが ちで あ る。)

それ に 対 し化 学 は,教 師 が3年 間 の見 通 しを もっ て意 図的 に指 導 す れ ば,現 象 を

粒 子 の 挙 動や エ ネ ル ギー との 関連 で理 解 させ や す い 、化 学 の学 習 で養 われ る粒 子 の

イ メー ジや エ ネ ル ギー の イ メー ジ を生 か しなが ら,物 理 の学 習 を進 め る方 が有 効 で

あ る一,

0生 物,地 学 にお い て も,化 学 で育 て られ る物 質 概 念 と結 び付 け て学 習 させ る方 が

有 効 で あ る、

現 行 学 習 指 導 要領 で 取 り扱 っ て い る具 体的 な 内容 との 関 連 で 述べ る と,次 の よ うに

な る.

○ 光 と音 にお け る,規 則 性 を 見付 け る た め の観 察,実 験 は それ ほ ど難 しい もの では

な い.し か し,そ の 規則 性 を身 近 な現 象 に 当 て は め るた めに は,次 の よ うな難 しさ

が あ り,第 ユ学 年 ユ分 野 の ス ター トの 単 元 と して は難 しい 、

・ 光 の 反 射 や 屈 折 の 規 則性 と,鏡 に 映 る像 や レン ズ に よ って で きる像 な ど との関

係 を結 び 付 け る には,目 に 見 え な い 光 の進 み 方 につ い て 考 察 しな くて は な らず,

1年 生 に とっ て は 難 しい.ま た,「 途 中で 光 が 屈 折 して い て も,最 終 的 に 自分 の

目に直 進 して きた 光 の 延 長 上 に 物体 が 見 える」 とい う考 え方 は,1年 生 に とって

は極 めて難 しい と思 われ る。

・ 音 が 空気 中 な どに生 じる疎密 波 に よっ て伝 わ っ てい くこ とを 見せ る こ とは 不可
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能 で,オ シ ロス コー プ な どの波 形 を見せ る こ とに よっ て,よ け い に誤 った概 念 を

植 え 付 け て しま う。波 の概 念 は,1年 生 に とっ て は極 めて難 しい と思 わ れ る,、

○ 力 と圧 力 に お い て,空 気 に 重 さが あ る こ とを理解 させ るに は,物 質 の 状 態 変 化や

気 体 の性 質 な どを学 習 してお く必 要 が あ る.

02分 野 と並行 履修 す る場 合,「 植 物 の体 の っ く り と働 き」 の 光 合 成,呼 吸,蒸 散

な どを化 学 の学 習 と関連 付 け て理 解 させ た り,「 動 物 の 体 の っ く り と働 き」 の 消 化

や 呼 吸 な どを 化 学 の学 習 と関 連付 け て理 解 させ た りす る こ とがで き,有 効 で あ る.

01分 野 と2分 野 を 交互 に履修 す る場 合 で,季 節 の 関係 で2分 野 を先 に学 習 させ る

と,ど う して も生物 と化 学 の 学 習 時期 が離 れ て しま い,前 述 の よ うな有 効 性 が な く

な って しま う.

01分 野 と2分 野 を 並行 履 修 した 場 合 で も,交 互 履 修 した 場 合 で も,静 電 気 の 実験

を行 う時 期 が湿 度 の高 い 時期 に な って しま い,実 験 が うま くい か な い 、、

○ 「提 案5」 の よ うに,「 電 流 とそ の利 用 」 で電 子を 扱 うた め に は,「 化 学 変 化 と

原 子 ・分 子 」 を 先 に配 列 しな けれ ばな らな い.,

○ 数 学 で 「比 例 ・反 比例 」 を学 ばせ た 後 に,圧 力 と物 体 が接 す る面積 との 関係 に っ

い て 学 ばせ る方 が効 果的 で あ る、現 在 の配 列 で は 不 可能 で あ る.

(2)配 慮 す べ き 点 や 具 体 的 な 対 策

第1分 野 の 単 元 配 列 を 変 更 す る た め に は,次 の よ うな 点 に 配 慮 す る 必 要 が あ る 、

○ 「内 容 の 取 扱 い(1)内 容 の(Dか ら(7)に つ い て は,こ の 順 序 で 取 り扱 う も の

とす る 」 は,維 持 す る.,

学 習 指 導 要 領 が,「 概 念 形 成 の 過 程,資 質 や 能 力 の 高 ま りに 配 慮 し て 内 容 を 配 列

し て い る 」 の で あ れ ば,配 列 を 自 由 に 変 更 で き る よ う に す る と そ の 趣 旨 が 生 か され

な く な る 。

学 校 に お い て は,年 問 指 導 計 画 を 作 成 す る 際 に,地 域 の 気 候 な ど を 考 慮 し て1分

野 と2分 野 を 並 行 履 修 さ せ る の か,交 互 履 修 させ る の か,交 互 履 修 させ る 場 合,1

分 野 と2分 野 の 単 元 を1年 間 で ど う配 列 す る か を 決 め る 必 要 が あ る.,

・ 交 互 履 修 の バ タ ー ン ①1分 野 →2分 野 →1分 野 →2分 野

②2分 野 →1分 野 →2分 野 一→ ユ分 野

③1分 野 →2分 野 →2分 野 一→1分 野

④2分 野 →1分 野 →/分 野 一→2分 野

⑤1分 野 →1分 野 →2分 野 →2分 野

⑥2分 野 →2分 野 →1分 野 →1分 野

※ ユ分 野 の 配 列 を 「化 学 → 物 理 … … 」 に す る趣 旨 を 考 慮 す る と,① ～ ④ の い ず

れ か に な る 、
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提 案7

「物 質 と 化 学 反 応 の 利 用 」 で 扱 っ て い る 「酸 化 ・還 元 」 は,「 化 学 変 化

と 原 子 ・分 子 」 の 中 で 取 り扱 う 。

(1)理 由

「酸 化 ・還 元 」 を 「化 学 変 化 と原 子 ・分子 」 で取 り扱 うべ き理 由 を,理 科 で育 て る

べ き資 質 や 能 力 育 成 の 面,育 て るべ き概 念 の 面 か ら述 べ る と次 の よ うにな る,

○ 分 解,化 合,酸 化,還 元 な どの事 象 を比 較 した り,関 係 付 け た りす る こ とに よっ

て,目 に 見 え な い世 界 を推 論 し,モ デ ル化 して い く能 力 を育 て るた め に は,「 酸 化

・還 元 」 を分 解 や 化 合 とセ ッ トで 学 ばせ る方 が 有 効 で あ る,,

○ 分 解 や 化合 の学 習 に よ って 培 われ て い く原 子 ・分 子 の 考 え方 を,酸 素 の 挙 動 に 注

目 して 学 習 させ る 「酸 化 ・還 元 」 に 適 用す る こ とに よ って,化 学 変 化 を粒 子 の 挙動

で 考 え る こ と(微 視 的 な見 方 や 考 え方)の 有効 性 を更 に実感 させ る こ とが で き,化

学領 域 にお け る中心 概 念 で あ る粒 子 概 念 の 定 着 に 有効 で あ る、

現 行 学 習 指 導 要 領 で 取 り扱 っ てい る具 体 的 な 内容 との 関連 で 述 べ る と,次 の よ うに

な る.

○ 「化学 変 化 と原 子 ・分 子 」 で は,分 解 と化 合 を扱 うこ とに な って い る,授 業 で 取

り扱 え る分 解 や 化 合 は,酸 素 の絡 む ものが ほ とん どで,実 質 上 は 「化 学 変 化 と原 子

・分 子 」 で酸 化(燃 焼)を 扱 って い る こ とに な る,

・分 解 → 炭酸 水 素 ナ トリウム の熱 分 解 ,酸 化 銀 の熱 分 解,水 の 電気 分 解

・化 合 → 鉄 と硫 黄 の 化 合 ,水 の 合 成(水 素 の酸 化),炭 素 の酸 化,マ グ ネ シ ウ ムや

鉄や 銅 の酸 化

○ 現 行 学 習 指 導 要 領 で は,「 物 質 と化 学反 応 の利 用 」 で 「酸 化 ・還 元 」 を 取 り扱 う

こ とに よ って,人 間生 活 との 関連 を 強 め,「 科 学 技術 と人 間 」 で扱 う省 資源 や 省 エ

ネ ル ギー へ の ス ム ー ズ な接 続 が 図 られ て い る。

しか し,上 述 した よ うに 「化 学 変化 と原 子 ・分 子 」 で,実 質 上,酸 化 を扱 い,酸

素 原 子 の挙 動 で 考 察 させ るの で,同 時 期 に還 元 も取 り扱 った 方が生 徒 に とって も理

解 しや す い と考 え る.

(2)配 慮 す べ き点 や具 体 的 な 対 策

「酸 化 ・還 元 」 を 「化 学 変 化 と原 子 ・分 子 」 で扱 うよ うにす るた めに は,次 の よ

うな 点 に留 意す る必 要 が あ る,

○ 「化 学 変 化 と原 子 ・分 子 」 は,第2学 年 で取 り扱 われ る と考 え られ る.そ うす る

と,第2学 年 の 内容 が 多 くな る、 提 案5で 述 べ た よ うに,「 身 の 回 りの 物 質 」 の 中

か ら,中 和 を 「化学 変 化 と原 子 ・分 子 」 以 降 に配 置 した り,提 案1の よ うに光 や 音

を 削 除 した りす る な らば,「 化 学 変 化 と原 子 ・分 子 」 の 中 の 一 部 の 内容 を,「 身 の

回 りの 物 質」 に移 動 させ る必要 が 生 じる可 能性 が あ る。(化 合 を移 動 す る か?)

○ 化 学 反 応 と人 間 生 活,省 資 源,省 エ ネ ル ギー と関連 付 け させ るた めの 観 察,実 験

と して は,手 回 し発 電機 に よ る電 気分 解 程 度 を扱 うこ とにす る.そ れ 以 外 は,読 み
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物 資料 的 な扱 い で よい。

提 案8
「身 近 な 物 理 現 象 」 で 「水 圧 」 を取 り扱 い ,水 圧 と 関 連 付 け て 大 気 圧 を

理 解 させ る 。

(1)理 由

「水 圧 」 を取 り扱 うべ き理 由 を,日 常 生活 との 関連,概 念形 成 との 関連 か ら述 べ る

と次 の よ うに な る。

○ 水泳 な どの経 験 か ら,生 徒 は大 気 圧 に比 べ水 圧 の方 を 日常 生活 で 実感 して い る。

○ 水 圧 の 実験 を通 して,水 圧 が物 体 のす べ て の 面 に垂 直 に働 い て い る こ とを理解 さ

せ た上 で,そ れ と関 連付 けて 大 気圧 を取 り扱 う方 が理 解 が深 ま る、

(2)配 慮 す べ き点 や 具体 的 な対 策

「水圧 」 を 取 り扱 い,水 圧 と関連 付 け て大 気圧 を理解 させ る に は,次 の よ うな点 に

留意 す る 必要 が あ る。

○ 水圧 が 水 の深 さ(=水 の重 さ)に 関係 す る こ と と関連 付 け て,大 気 圧 は空 気 の重

さに よ る こ とを理 解 させ るに は,状 態 変 化 や 気 体 の 重 さ,空 気 の組 成 な どを学 んで

お く必 要 が あ り,「 身 の 回 りの物 質 」 を 「身 近 な 物 理 現 象 」 の前 に配 置 す る必 要 が

あ る、

○ 水圧 や 大 気圧 が物 体 の 四方 八方 か ら働 く とい うこ とをイ メー ジ させ る た め に は,

「身 の 回 りの物 質 」 で粒 子 概 念 を導 入 す べ き で あ る.

○ 水 圧 や 大 気圧 につ いて は,定 量 的 な扱 い は しな い.(第1学 年 で扱 うには,難 し

い,1

提 案9

「カ の 合 成 ・分 解 」,「 仕 事 」 の 取 扱 い は,基 本 的 に は 現 行 学 習 指 導 要 領

程 度 の 扱 い と し,一 直 線 上 に働 く2カ の 合 成 ・分 解,落 下 運 動 を 付 加 す る

と と もに,位 置 エ ネ ル ギ ー を 定 量 的 に 扱 う よ うに す る 。

G)理 由

現 行 学 習 指 導 要領 にお け る 「力 の合 成 ・分 解 」,「 仕 事 」 の 削 除 に っ い て は,批 判 的

な 意見 も多 い。 そ の理 由 と して,次 の よ うな もの が あ る。

● 斜 面 を下 る物 体 の速 さの 変化 を 調 べ る実 験 で,斜 面方 向 の カ が 一 定 で あ る とい う

こ とを示 す た めに は,カ の分 解 が必 要 で あ る.

● 綱 引 き,物 を 二 人 で 持 つ な ど,力 の 合 成 ・分 解 に 関す る 事 象 は 日常 生 活 で 多 い.

● 生 徒 は カ とエ ネ ル ギ ー の 概 念 が未 分 化 な の で,エ ネ ル ギ ー を理 解 させ るた め に は

仕 事 の概 念 が必 要 で あ る。

これ らの指 摘 は 全 くそ の とお りで あ るが,従 前 の 内容 をそ の ま ま取 り扱 う とな る と,
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当然,時 間 が 不 足 す る こ とに な る。 現 行 学 習指 導 要領 程度 の扱 い の 中で,問 題 解 決 能

力 や 基 本 概念 を育 て る方 が 良 い の で は な い か と考 え る。 そ の 理 由は,次 の とお りで あ

る、

○ 生 徒 は 日常 生 活 の感 覚 を基 に,物 体 が 斜 面 を 下 る とき,物 体 に働 くカ は 「大 き く

な る」 又 は 「小 さ くな る」 と考 えて お り,ほ とん どの生 徒 は …定 の力 が働 いて い る

とは思 っ て い ない.「 物 体 に一 定 の カ が働 い て い る とき,物 体 の速 さは変 わ らな い」

と思 って い る の で あ る。 この 考 え方 は 強 固 で あ り,物 体 の重 力 を 分解 して 斜 面 方 向

の力 が 一 定 で あ る こ とを示 して も,生 徒 は な か なか 納 得 しない.

そ の 後 の力 学 の 学 習 に,大 き な影 響 を 与 え るで あ ろ うと思 わ れ る,こ の よ うな 生

徒 の力 に対 す る誤 概 念 を変 換 させ る こ とが こ こで は 大 切 で あ る,生 徒 の誤 概念 を生

か した徹 底 した 問 題 解 決 的 な学 習 を 展 開 して,生 徒 自 らの 力 で 自分 の概 念 変容 が 図

れ る よ うにす る必 要 が あ る。 例 えば,次 の よ うな 実験 を付 加 す る.

ば ね は か りは 一 定 の値 を示力学台車

記繰タイ7_ば ねはかり し・ 記 金景タイ マ ー の記 録 は斜
00"』 面 を 下 る物 体 と 同 じ,等 加 速

度 運 動 に な る.「 一一定 の カ が

働 く と,速 さ は 変 わ ら な い 」おも り

と 思 い 込 ん で い る 生 徒 た ち

は,考 え を 変 更 せ ざ る を 得 な

くな るの で あ る、

この よ うに,概 念 の変 容 が 図 られ な い 限 り,力 の分 解 は 問題 解 決 の た め の有 効 な

道 具 に はな り得 な い,

○ エ ネ ル ギー の概 念 を 育 て る場 合,仕 事 の概 念 を使 うと便 利 で あ る,し か し,も っ

と本 質 的 な理解 の 上 に,仕 事 の概 念 は 導 入す べ きで あ る と考 え る。

高 い位 置 に あ る物 体 が 運 動 を して,他 の 物 体 を動 か す(仕 事 をす る)場 合 を考 え

て み る、 質 量 の 同 じ二つ の物 体 が低 い位 置 と高 い 位 置 に あ り,そ れ ぞ れ が 落 下 して

他 の 物 体 を動 かす と しよ う.高 い位 置 に あ っ た 物 体 の 方 が,相 手 の物 体 をた くさん

動 か す こ とが で き る こ とは,生 徒 も容 易 に 理 解 す る。 しか し,生 徒 は た く さん動 い

た 理 由 を,「 高 い位 置 に あ った物 体 の方 が,強 いカ で 押 した 」 と考 え る,

こ こ で,等 加 速 度 運 動 の学 習 を想 起 させ る.落 下 して い る物 体 に働 い て い る力 は

一 定 で あ っ た は ず で あ る。 この こ とか ら生 徒 は,「 高 い位 置 に あ った 物 体 の方 が相

手 を た く さん 動 か せ た の は,落 下 して きた 物 体 に働 い て い る力 以 外 の 何 らか の 要 因

(速 さ→ 元 々 の高 さに 違 い)が あ る」 こ とに 気付 く。 この よ うな 思 考 の 流 れ が あ っ

て初 め て,エ ネ ル ギー概 念 を受 け 入れ る こ とが で き るの で あ る。

この よ うな思 考 の 流 れ を考 え る と,こ こに わ ざわ ざ仕 事 の 概 念 を もち 込 ん で くる

よ り,他 の物 体 に 作 用 す る能 力 と してエ ネ ル ギー を も ち込 ん だ 方 が,生 徒 に とって

は 理解 しや す い と言 え る、.

(2)配 慮 す べ き点 や具 体 的 な対 策

上 述 した よ うな理 由 で,「 カ の 合 成 ・分 解 」,「 仕 事 」 の扱 い を大 き くす る必 要 は な
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い と考 え るが,現 行 学 習 指 導 要 領 の扱 い方 で は ,生 徒 は カや エ ネ ル ギ ー を感 覚 的 に と

らえ て し ま う可 能 性 が あ る、 そ こで,現 行 学 習 指 導 要領 に 次 の よ うな 内 容 を付 加 す る

必 要 が あ る,

0「 運 動 の 規 則 性 」 で,2力 が釣 り合 っ て い る場 合 も等速 直線 運 動 をす る こ と を扱

う,し か し,日 常 生 活 で は加 速 や 減速 な ど,様 々な運 動 を生 徒 た ち は経 験 してい る,

そ こで,「 身 近 な 物 理 現 象 」 で 一 直線 上 に 働 く2力 の 合 成 ・分 解 まで は扱 うべ き で

あ る.

0エ ネ ル ギー につ い て は,(1)で 述 べ た よ うに落 下運 動 を 取 り扱 い,物 体 に働 い て い

る力 と物 体 が もっ て い るエ ネ ル ギー の 本 質 的 な違 い に 気付 かせ た 上で,位 置 エ ネ ル

ギー は 高 さや 質 量 に比例 す る こ とを定 量的 に見 い だ させ る よ うにす る、

陸
提 案10

天 体 の 空 間 概 念 と時 間 概 念 は金 星 で な く月 で 押 さ え る 。

(D理 由

① 金 星 は 地球 との位 置 関 係 に よ り満 ち欠 け をす るだ け で な く,そ の 見 か けの 大 き さ

が 大 き く変化 した り,夕 方又 は 明 け 方 の空 で しか観 察 で き ない な ど複 雑 な 要 素 を含

ん でお り,概 念 形成 の た め の素 材 と して は適 切 で な い、

② 金 星 は 肉眼 で 見 て もそ の満 ち欠 け の様 子 は 観 察 で きず,日 常生 活 との 関 係 が 薄 く,

身 近 な素 材 と言 えな い「1

③ 月 は生 徒 に とって 身 近 な 存 在 で あ り,そ の満 ち欠 け の様 子 も経験 的 に理 解 して い

る.、

現 行 学 習 指 導 要 領 に は,「 金 星 の観 察 を行 い,そ の観 察記 録 や 資料 な どか ら,金 星

の形 と見 か け の大 き さ な どに 基 づ い て金 星 の公 転 と地 球 の位 置 関係 を 考 え,こ の こ と

か ら太 陽系 の構 造 にっ い て考 察 させ る」 とあ る=

これ まで は,天 体 の 空 間概 念,時 間概 念 は,月 と地 球 の位 置 関係 及 び そ の観 察結 果

を 基 に行 い,さ らに金 星 の 学 習 で は 内惑 星 の満 ち欠 け とい う,一 歩進 め た 思 考 を押 さ

え る2段 階 の構 成 にな って い た,こ れ が 今 回 の 改 正 に よ り,月 は 小 学校 で 現 象 の み の

学 習 に と どめ,中 学 校 では 金 星 の み を扱 い,理 解 させ る こ とにな っ た。

改 正 前 の 指 導 にお い て も,惑 星 の空 間 的 概念 につ い ては 理解 させ る こ とが難 し く,

モ デ ル 等 を活 用 しな が らそ の理 解 を 図 って き た が,中 学 校1年 生 とい う発 達段 階 で は

そ の 理 解 が 難 しい との理 由か ら,3年 次 の取扱 い とな った と思 われ る。

しか し,3年 次 の 取扱 い で あ っ て も,い き な り金 星 の観 察 を基 に 天体 の 空 間概 念 や

時 間概 念 を押 さえ る とな る と,満 ち欠 け を押 さえ るだ けで な く地球 との位 置 関係 に よ

る見 か けの 大 き さの変 化や,内 惑 星 の性 質 一ヒ,夕 方 又 は明 け方 の空 で しか観 察 で き な

い点 を 同時 に押 さ えな けれ ば な らな くな る。 概 念 と して も難 しい 内容 で あ る上 に ,学

ぶ 要 素 が 複 雑 な 事 象 を 素材 とす る こ とは,厳 選 の趣 旨 に反(は ん)し て い るの で はな

い だ ろ うか。 こ こでは,月 の み を扱 った 空 間概 念 の形 成 が 適 して い る と考 え る、
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(2)配 慮 す べ き点 や具 体 的 な対 策

① 小学 校 毅 階 で は月 の満 ち欠 け にっ い て は現 象 面 だ け を扱 うこ とを確 認 す る.,

今 回 の 改 訂 で 月 の取 扱 い は小 学 校 へ 現象 のみ の 取扱 い と して 移 行 した が,小 学 校 の

問題 を 見 て み る と,単 な る現 象 面 に と どま らず,空 間概 念 まで 足 を踏 み 入 れ た も のが

しば しば 見 られ る。 これ は全 く改 訂 の趣 旨に そ ぐわ な い もの で あ り,問 題 で あ る、「中

1段 階 で の 理解 も難 しか っ た 内容 が,小 学校 段 階 へ 下 りて しま って い るの で あ る.そ

の 問題 に つ い て は,小 学 校 との連 携 に よ り解 決 して い か な けれ ば な らな い部 分 で あ る。

提 案11

単 位 は 現 行 学 習 指 導 要 領 ど お り国 際 単 位 系 に,基 本 量 に つ いて は そ の 意

味 ま で し っか り押 さ え る 部 分 と,総 量 で 比 較 させ る 部 分 を は っ き り区 別 し,

定 量 的 に と ら え させ る 部 分 を 増 や す 。

(1)理 由

① 単位 は 国 際 単位 系 で押 さ え るの が時 代 の 流れ で あ る,,

② 単 位 量の 意 味 を しっ か り押 さえ る こ とは 科 学概 念 形 成 の上 で,根 幹 とな る基 礎 基

本 的技 能 で あ る.

③ す べ て の 単位 を単 位 量 で 押 さ える の は生 徒 の 発 達殺 階 を考 え る と無 理 が あ る.,

単 位Nの 取 扱 い に つ い て,「 重 力 加 速 度 を学 ん で い な い の に なぜNな の か 」,「 これ

まで のg重 の 方 が よ い 」,ま た 「熱 量 を 」で な くca1で 押 さ え た 方 が よい 」 とい う意

見が 多 く寄 せ られ た,,こ の こ とは 日常的 な単 位 で あ るkg重 な しで,力 を い きな りNで

教 えた り,熱 量 をJで 押 さ えた りす る こ とに対す る教 師側 の不 安 が 根強 い こ とを表 し

て い る,.

こ こ では 力 や 熱 量 を 単位 量 で 比較 す る ので は な く,総 量 で比 較す る こ とに そ の意 義

を置 け ば,扱 う単 位 がNやJで あ っ て も全 く支 障 は な い と考 え る、 実 際,生 徒 の力 に

関 す る概 念 が ま っ さ らな状 態 か ら,体 感 させ なが らNと い う単位 を扱 うと,そ の後 の

生 徒 の 思 考 は ス ムー ズ にっ な が っ て い っ た。 も ち ろん,重 力加 速 度 の概 念 を 中学 校段

階 に も ち込 み,単 位 量 と して 力 を押 さえ る こ とには 生 徒 の発 達 殺 階 か ら見 て も無理 が

あ り,そ の 必 要 は な い.

一 方
,同 様 の 考 えの 基 に,現 行 学 習指 導要 領 で は,単 位 量 の 考 え方 が 省 略 され,総

量 の比 較 に置 き 換 え られ た 部 分 が 少 な くな い.「 濃 度 の 計 算 」,「 密 度 の 計 算 」 「圧 力

の 押 さ え 方」 な どが そ の例 で あ る。 単位 面積 当 た り,単 位 体積 当 た り,単 位 時 間 当た

り とい う考 え は,概 念 形 成 の 道 具 と して 大切 な部 分 で あ り,中 学校 段 階 で しっか り押

さえて お きた い部 分 で あ る.前 述 した 力 の 単位 は比 較 量 と して押 さえ る に して も,密

度 や 圧 力 は 実 験 を通 して 単位 量 を身 に 付 け させ る こ とが容 易 で あ る部分 で もあ る.是

非,単 位 量 概 念 の 基礎 を身 に付 け させ る部 分 と して位 置 付 けた い。

この よ うに,基 本 量 にっ い ては,そ の 意 味 ま で しっか り押 さ え る部分 と,総 量 で 比
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較 させ る部 分 をは っ き り区別す べ きで あ る。

(2)配 慮 す べ き点 や具 体 的 な対 策

① 濃 度 の計 算 は 数 学 だ けで な く理 科 で も押 さえ る。

② 密 度,圧 力 の単 位 は単 位量 で押 さえ る よ うにす る さ らに密 度 は定 量 的 に扱 う。

③ な ぜ,カ や 熱 量 の 単位 をkg重,calで は な くN,Jで 扱 うの か,そ の意 義 が 分 か

る よ うに しっか り解 説す べ きで あ る,

提 案12

定 量 的 に き ま り を 見 付 け させ る 内 容 を 充 実 させ,科 学 的 な 思 考 力 を育 て

る 。

G)理 由

① 定 量:的 に きま りを 見付 け させ る部分 が減 り,基 礎 学力 を身 に付 け させ る上 で 不 十

分 で あ る.

② 定 量 的 に き ま りを 見っ け させ る部 分 が 時期 的 に集 中 して い る。

定 量 的 に規則 を発 見 させ る場 面が,現 行 の 学習 指 導 要領 で は,電 流 ・電 圧 の測 定,

化 学 変 化 前 後 にお け る物 質 の質 量 保 存,化 学 変化 にか か わ る物 質 ど うし とそ の生 成 物

の質 量 比 の学 習 程 度 しか 残 って い な い.こ の過 程 は,理 科 を学 ぶ 上 で最 も重 要:な基 礎

学 力 の一 つ で あ る.

フ ック の法 則 を1年 の理 科 で扱 う こ とは,グ ラ フの 書 き 方等 の 基礎 を学 ぶ 上 で も適

切 な教 材 で あ る..こ の 素材 を通 して,誤 差 の概 念 も身 に付 け させ る こ とが で き る.,

電 流 の単 元 は,た だ で さ え生徒 が つ まず きや す い 部分 で あ る の に,そ こに これ らの

要素 ま で 一度 に詰 め込 む の に は無 理 が あ る,.

フ ッ クの 法則,位 置エ ネ ル ギー の 測定 を復 活 させ れ ば,各 学 年 に定 量 的 な 思 考 を高

め る部 分 が発 達 段 階 ご とに設 定で き る。

(2)配 慮 す べ き 点や 具 体 的 な 対策

① フ ッ クの法 則 を定 量 的 に 導 き 出 させ る よ うにす る.

② 位 置 エ ネ ル ギ ー を 定 量 的 に扱 うよ うにす る,,た だ し単位 量(Nm)は 扱 わ ない。

③ 圧 力 は,気 圧 だ け で な く水圧 に もふ れ 単位 量 で押 さ え る、

圧 力 を学 ぶ 際,気 圧 を扱 い,Pa(N/㎡)と い う単位 で 考 え る とい う点 に 問題 を

感 じる、N/㎡ とい う単位 は 実験 に よ り実感 しに くい 。 気圧 を体 感 的 に感 じさせ る

こ とは 可能 で あ るが,こ の現 象 か ら圧 力 を 考 え る上 で の 中心 概 念 で あ る,「 単位 面

積 あた りに垂 直 にか か る力 の 大 き さ」 を実感 的 に理 解 させ る こ とは で き な い,気 象

の 単元 の 内容 との っ な が りを 図 る」二で,水 圧 で な く気 圧 を用 い た 意 図 は理 解 で き る

が,こ こは む しろ水圧(N/cn釣 で押 さえ る こ とが適 切 で あ る と考 え る。

単位Paに つ い て はN/CI1ず か ら変換 で き る だ けで よい,
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6今 後 の 選 択 教 科 の 在 り方 に つ い て

提 案13

選 択 教 科 の 内 容 に つ い て も,も う少 し具 体 的 な 方 向 性 を 学 習 指 導 要 領 で

示 し,内 容 の 充 実 を 図 る 。

① 選 択 教 科 の 学 習 内容,指 導 計 画 な どの例 を示 す 。

② 生 徒 主 体 の選 択 コー ス 開設 を促 す。

③ コー ス を選 択 す るま で の ガイ ダ ンス の 充実 を図 る,,

選 択 教科 に 関 して は,履 修 幅 の拡 大 が 行 われ た のみ な らず,指 導 内容 も これ まで の課

題解 決 的 な 内容 に 加 え,補 充 的 な学 習,発 展 的 な学 習 が 加 え られ た.こ の こ とは 大 き な

変 更 点 で は あ るが,そ の 指導 内容 は各 学 校 に任 せ られ て い る、 内容 面 の充 実 とい う視 点

か らみ た 学 校 で の 現状 は ど うだ ろ うか、

文部 科 学 省 が 行 った 平 成]4年 度 公 立 小 ・中学 校 に お け る教 育 課 程 の編 成 状 況 等 の調 査

結 果 に よ る と中学3年 次 の選 択 理 科 で,補 充的 な 学 習 の み を扱 って い る学校 が15.0%,

発 展 的 な学 習 のみ を扱 っ てい る学 校 がIL8%で あ り,課 題解 決 的 な 内容 まで扱 って い る

学校 は29.7%に す ぎな い.「 生 徒 の 特 性 等 に応 じた 多 様 な学 習 活 動 が 行 え る よ う各学 校

にお い て適 切 に 定 め る もの とす る」 と した 学習 指 導 要 領 の趣 旨か ら考 え る と,こ れ ら三

っ の 内容 が バ ラ ンス よ く取 り入 れ られ るべ きで あ る が,現 状 で は それ が 十分 で ない こ と

が うか が え る..

生 徒 の 選 択 の 仕 方 に よ って は必 修 教 科 の時 数 に も迫 る場 合 が あ る。 選 択 教 科 の 内容 に

つ い て も,指 導 計 画 の 例 を 挙 げ る な ど,も う少 し具 体 的 な 方 向性 を学 習指 導要 領 で示 し,

学 校 間 の取 組 の差 を無 くす と とも に,内 容 の 充実 を図 るべ き で あ る.た だ し,そ の 際 に

は,学 校 の独 創 的 な 取組 に制 限 を付 け る内容 に な らな い よ うにす る.

ま た,教 科 を選 択 す る際 に は,生 徒 の 希 望 を極 力 か な え る こ とが大 切 で あ る、 学 校 に

よっ て は,生 徒 を 第2希 望 第3希 望 の 教 科 に ま わす とい うこ とが普 通 に行 われ てい る よ

うで あ る が,こ れ は選 択 教 科 の趣 旨か ら考 えれ ばお か しな話 しで あ る、決 して そ の よ う

な こ とが な い よ う,学 習指 導 要領 に も一 文 盛 り込む べ き で あ る.生 徒 が,本 当 に 自分 に

合 っ た選 択 が で き る か をサ ポー トす るた め の ガ イ ダ ン ス の 充 実 にっ い て も触 れ て ほ し

い.

提 案14

選 択 教 科 の 内 容 面 だ け で な く,時 数 設 定 の 上 で も 弾 力 的 に 取 り扱 う例 を

示 し,選 択 履 修 の 幅 を 広 げ る 可 能 性 に触 れ る 。

① 時数 面 で も選 択 教 科 の時 間 を弾 力 的 に運 用 して い る例 に触 れ る.

選 択 履 修 幅 の 拡 大 は,選 択 の コマ数 を増 や す こ とだ け で な く,選 択 の 取扱 い 時数 を変
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え る こ とに よ っ て も実 現 で き る 。

鹿 児 島 市 立 伊 敷 中 学 校 で は,1コ マ 当 た り35週 の 年 間 時 数 を8時 間 ご と の4期 に 分 け

(合 計32時 間=残 り3時 間 は ガ イ ダ ン ス) ,選 択 教 科 の コ ー ス を3年 生 で 年 間100コ ー ス

以 上 開 設 し て い る.そ の う ち 理 科 は14コ ー ス で あ る 。 内 容 は,① 基 礎 補 充 コ ー ス(例:

コペ ル ニ ク ス コ ー ス=天 体 の 日周 運 動 と年 周 運 動 を 理 解 させ る コ ー ス)
,② 応 用 発 展 コー

ス(例:気 象 予 報 士 コ ー ス=天 気 図 の 描 き 方 や 日本 の 天 気 の 特 徴 を 学 び
,気 象 デ ー タ を

分 析 し た り,天 気 予 報 が で き る よ うに な る コ ー ス,バ イ オ コ ー ス=微 生 物 の 培 養 を ス タ ー

トに 細 胞 や 遺 伝 の 学 習 を す る と と も に,未 来 の 医 療 技 術 の 可 能 性 に ふ れ る コ ー ス),③

課 題 解 決 コー ス(自 ら学 習 課 題 を 設 定 し,観 察 実 験 や 調 べ 学 習 を 通 し て 問 題 を 解 決 す る

コー ス)な ど を設 定 し て い る .

8時 問 とい う時 間 設 定 は,学 習 の ひ と ま とま りを 学 習 す る の に 適 し た 時 数 で あ る と 考

え た 、す な わ ち,8時 間 で 目的 を 達 成 で き る 内 容 を コ ー ス 内 容 と して 開 設 す る の で あ る.

も し,8時 間 で は 深 め られ な い 内 容 で あれ ば,2期 連 続 履 修 の16時 間 を ひ と ま と ま り と

して 考 え る こ と も 可能 で あ る.

生 徒 は,こ の 多 様 な コー ス の 中 か ら10コ ー ス を 選 び 履 修 す る こ と に して い る が ,理 科

は,学 習 指 導 要 領 の 上 限 で あ る 最 大70時 間 ま で 履 修 可 能 で あ る,ま た ,生 徒 の 希 望 の 多

い コ ー ス に つ い て は,複 数 回 開 設 す る こ と に よ り(例 え ば1期 と3期 に 実 施) ,生 徒 の

希 望 に応 え て い る。 こ の よ う な シ ス テ ム の 導 入 に よ り,ほ と ん ど の 生 徒 が 第 ユ希 望 とす

る コー ス を 履 修 で き る、.

こ の 考 え 方 を 導 入 す れ ば,規 摸 の 小 さ な 職 員 数 の 少 な い 学 校 で も ,各 教 科 複 数 の コ ー

ス を 開 設 す る こ とが 可 能 に な る .、

鹿児 島市立伊敷 中学校の選択教科の システム

生 徒 そ れ ぞ れ の ニ ー ズ に 対 応 す るた め,100余 りの コー ス を開 設 して い る 。(3年 生)

生 徒 は そ の 中か ら10コ ー ス を選 択 す る 。 そ の 内 容 を 大 別 す る と次 の 三 つ の コー ス

に な る,

1基 礎 基 本 コ ー ス … 授 業 で 学 習 した 内 容 を 十 分 に 理 解 す る た め 再 度 学 習 す る コ ー ス

(50分 コー ス)

2応 用 発 展 コ ー ス … 応 用 力 を伸 ば した り,一 部 中 学 校 の 内 容 を 越 え た 内 容 を 学 習 す る な ど ,よ

り進 ん だ 内 容 を学 習 す る コー ス(50分 コー ス)

3課 題 解 決 コ ー ス … 自 ら課 題 を 設 定 し追 究 す る コー ス(100分 コー ス)

選択 教科 の 目的

(1)自 分 の課題 につ いて,自 ら計画 を立 て,最 後 まで 自分 の手 でや り遂げ るカ を養 う。
…(自 ら学ぶカ の育成)

(2)自 らの特性 を知 り,そ のカ を一層 伸 ばせ る分 野 を選択 す るカ を養 う。
…(選 択す るカ の育成)

(3)能 力 ・適性,興 味 ・関心等 に応 じた学 習 を通 して個性 を伸 ばす 。
…(個 性 の 伸 長)
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選 択 教 科 の シ ス テ ム(3年 生 の 例)

3年 時 間 割1週 間あた り4コ マの選択授 業

極時

■ コ

i

2

3

4

5

6

月 火 水 木 金
50分 コー ス

■ 〉 基 礎 ・基 本,

応 用,発 展

噂

100分 コー ス

一 〉 言果題 角孕決白勺内容

息

lOO分 コー スは2時 間 連続 で 実 施,

前期 と後 期 に分 け る た め,生 徒 は

全 教 科18の コー ス か ら,2コ ー

ス を 履 修 し ます,

3時 間

8時 閻

8時 間

8時 間

8時 閲

3時 間

8時 間

8時 間

8時 間

8時 間

35時 間
x2

70時 間 70時 間

50分 コー一ス は 週2コ マ 実施,1コ マ を4期

に分 け る た め,生 徒 は100あ ま りの 多 様 な

コー ス の 中 か ら8コ … ス を 履 修 します 。

【3年 】50分 コー ス

教科

国語

社:会

数学

理科

番号

11

12

13

21

22

23

31

32

33

34

35

36

41

42

43

44

月曜日4校時

In田w

0

O

0

0

0

0

C

O

ofo

0

火曜日2校痔

IIIIIII¥'

O

O

O

C

0

0

0

0

コ ー ス 名

0

O

O

こ とば 呑 ス3

_と ば の 旅 コ ー ス,'
'

読解 の鍵 さが し/
!'

日本地理 復習 弓み ス

世界 理 復習⊂1一ス
{iiヒ も の 知 リ コー ス

ユ年 の 総 ま と め コー ス

2年 の総 ま とめ コー ス

式 と計算 ・平 方根
ノ

/コ ー ス(某

1次 方程 式 次 方程

エ'コ ー ス(基 礎)

鳳反比例.1次 関数

コー ス(基 礎)

平面図形 コー ス(基 礎)

エ レ キ コー ス(基 礎)

モ ー タ ー&ダ モ

コ ー ス(発 展)

,、寸 一・分.子 コ ー ス(基 礎)

気 象 予 報 士 ・一・(発展)

34の 方程式の コー スをと り

たいが,同 じ時 問の13の
'読 解 の鍵 さが し

コー ス もと

りた い。そ んな生徒 の願 い

いに も対応.

希望 の多いコースは,年 に数画

局じ内容が開設される。

数学は特に平面図形が苦手 と

い う生徒のために.

苦手な単元をポイン トを絞 って

学習できる。

気象 予報士にあ こがれ る人に。

苦手教科だけでな く.碍 意教科

を さらに伸ばせ るコース も準

備。
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選択教 科の指導計画(例)

学 年

教科 名

3 年

理 科

50

1UU

分 コ ー ス

基 礎

⑪ 総時数8時 間

コ ー ス 名 気 象 予 報 ± コ ー ス

@欝 鳥蕪 難濃講垂繍鰻肇驚激諜影綿 拳
鞠 学習緬
ね

ら
い

教
材

時

1

2

3

4

r

6

r

8

① 雲の でき方 を初 め とす る,気 象現象 の仕組み を理解す る。

② 地上天 気図がか ける よ うにな り,天 気図 を見て 簡単な天気予報 がで きるよ うに な る。

③ 天気 図か ら様 々な情 報 を読み取 り考 察す ることができ るよ うにな る。

日本 の 天 気. 地 上 天 気 図,ゴ … ズ 衛 星 画 像(赤 外 線 画 像,可 視 光 画 像,水 蒸 気 画 像),

ア メ ダ ス デ ー タ(過 去10年 分),テ レ ビ の 気 象 情 報 解 説 等

目 標

○気 象 現 象 を科学 的 に捉 え,分 析 し

よ うとす る意欲 を持つ。

○大気 の構造 につ いて理解す る。

C飽 和 水 蒸気 量 と湿 度 の関係,雲 が
できる仕組み を理解す る.

0雲 が で き る 原 因 に つ い て 理 解 す る.

○ 天 気 図 の 描 き 方 の 概 要 を 知 る.、

○天 気図 を描 く技能 を確 実 な もの に

す る..
○天気 図 を基 に季 節の 天気 の特 徴 を

知 る、.

01か 月 の気象 デ … タ を基に,課 題

を解 決 す る方法 を考え る,

○計 画 を基 にデ ー タを解析 し,気 象
デ ー タか ら,気 象現 象 を考 察す る

力 を身 に付け る。

○ 自分 の考 えを,筋 道 を立て て発 表

す るこ とがで きる。

Cデ ー タ を分 析す るこ とに よ り,翌

日の 天気 及 び1週 間の 天気 を予 想
で きる.、

○ 予想 と実 際 を比 較 す る と ともに,

専 門家 の予 想 と比 較 し,自 己評 価

をす る。

学習 内容(活 動)

・診 断 的 評 価(雲 の で き 方 に つ い て 知 っ て い る こ と を ま

と め る)
・ア ン ケ ー ト(こ の コ ー ス に 望 む こ と)

・気 象 通 報 を 聞 き 天 気 図 の 描 き 方 の 概 要 を 知 る .

・気 象 現 象 と は(大 気 の 構 造 に つ い て 知 る)

・霧 ,雲 の で き 方(飽 和 水 蒸 気 量 と 湿 度)に つ い て 確 認

す る,、

・天気 図 と気 象衛 星のデ ー タを比 較 し雲 の で きやす い場

につ いて考 える。
・低気圧 ,前 線 と雲 の関係 を確認す る.
・天気 図の描 き方学 び実際 に描 いてみ る,(完 成は宿題)

・描 い た天気 図 を互い に比 較 し,天 気 図作成 上の約 束 が

きちん と押 さえ られてい るか ど うか評価 し合 う。

(模 範解答 との比較)
・描 いた天気 図 と同 じ日の衛 星画像 を探 す

(選 んだ理 由を考察 し互い に意見 を交換 させ る。)

・季 節の天気 の特徴 を知 る。
・各季 節 の特徴 を表す 天気 図 と気 象衛 星 画像 をサ ン プル

の 中か ら見つけ出す。

・課題 を与 え,そ の課 題 に対す る考 察 を過 去1か 月 間の
天気 図や衛 星画像 な どのデー タ を基 に行 う計画 を立て

る。
・気象デー タか ら課題 に対す る答 えを導 く。

・デ ー タ か ら考 察 した こ とを交 流 させ る。(気 象 予報 士

による評価)
・過 去3日 間 の天気 図及 び気象 情報 を基 に ,こ れ ま で学

習 した 知識 を活用 しなが ら,明 日の天 気及 び,今 後1
週間 の天気 を予想す る、(専 門家 によ る評価)

・前 回 の 予 想 と 実 際 の 天 気 を 比 較 す る 。
・総 括 的 評 価 問 題 を 解 く 。
・自 己 評 価

一245一



8お わ り に

(1)現 行 学 習 指 導 要領 の かか え る問題

中 学校 理 科 教 育 の 目指 す もの は科 学 的 な槻 念 を形成 す るカ を身 にっ け させ る こ とで あ

る,、概 念 形 成 とい っ て も,す べ て の 内容 で概 念 を意 識 す る必 要 はな い が,1つ の 概 念 を

時 間 をか け て 追 究す る とい う経 験 は とて も大切 で あ る。 現 行 の学 習 指 導 要 領 で は,1つ

の概 念 を 形 成 して い く際 の道 具 とな る知識 が厳 選 の名 の も と大 き く削 られ て しま っ た。

道 具 な しで は,科 学 的 な 思 考 の 広 が りは 期 待 で き な い。

また,各 領 域 の 量 的 なバ ラ ン ス を意識 しす ぎ た た め,酸 アル カ リの 内容 な ど,内 容 が

現 象 面 だ け に 限 られ,取 り扱 い が 中途 半 端 にな って しま って い る部 分 も多 い 。 課題 追 究

させ なが ら概 念 形 成 を して い く部 分 と,あ る程 度 読 み物 資料 的 な もの で 教 え込 む な ど,

広 い知 識 にふ れ させ る とい う部分 もあ っ て よい ので は な い か.お ば ろ げな も の で あ って

も多 くの思 考 の材 料 が あ って こそ 柔軟 な思 考 は生 まれ る.現 行 の 学習 指 導 要 領 で示 す 内

容 で は この 点 が 弱 い と考 え る、 どこを残 す,ど こを加 え る とい う議 論 の前 に,ど こで課

題 追 究 を させ るか とい う こ とを,発 達 段 階 と,領 域 をバ ラ ン ス を考 えな が ら配 置 して い

くこ とが 必 要 で あ る。

(2)厳 選 の 意 味 につ い て

重点 的 に思 考 させ る場 面 と,ふ れ る程 度 の部 分 が あっ て よい,ふ れ た程 度 の知 識 が い

つか 開花 す る とき もあ る,、厳 選 の 名 の も と,ふ れ た 知識 が 希 薄 な もの に なれ ば そ こか ら

発 展 的 な思 考 は 生 まれ に くい 。厳 選 とは 内容 量 を減 らす とい うもの で な く,取 り扱 い 方

に強弱 をつ け る とい うこ とで あ る と考 え る,

(3)各 領域 で の 中心概 念

各領 域 の 中心 概 念 は何 か検 討 し,そ の柱 を しっか り押 さえ る必 要 が あ る,例 え ば生 物

領 域 は,全 て 進 化 を 中心 に構 成 して い く こ とが 考 え られ る、 「環 境 へ の適 応 と進 化 」 と

い う視 点 で,生 物 ど う しの構 造 上 の違 い,各 器 官 の 仕組 み とは た らき,生 物 の 多様 性 や

種 の保 存,生 物 ど うしの つ な が りな ど全 て の 内容 を 関連 付 けて 説 明す る こ とが で き る、

他 の領 域 に つ い て も関 連 づ けの 基 とな る 中心 概 念 を設 定す る こ とは 可能 で あ る,、さ ら

に 各領 域 の 学 習 内容 が,領 域 を超 えた さ ら に大 枠 で の 中心 概 念 に結 び っ い て い く とい う

構 成 も考 え られ る。 た とえ ばエ ネ ル ギー 概 念 を柱 にす る構 成 、 光合 成 に して も,呼 吸 に

して も,燃 焼 に して も,そ の他 の化 学 変 化 に して も,エ ネ ル ギー 概 念 で結 び つ け る こ と

が で き る。 物 体 の 運 動 に して も,大 気 の循 環 や 風 向 きに して も,天 体 の運 動 に して も,

さ らには 地 球 の 活 動 に して もエ ネ ル ギー 概 念 との結 び つ きは 深 い。 概 念 が網 目状 につ な

が って い くよ うな構 成 に なれ ば,た とえ ど こか の槻 念 が 欠 落 して い て も,他 が それ を補

い,十 分 所 期 の 目的 を達 成 させ る こ とは 可能 で あ る と考 え る。 そ の よ うな視 点 で厳 選 を

捉 え直 して み て は ど うだ ろ うか。

ま た,学 習 内容 がす べ て,中 心 概 念 に 結 び つ く よ うな構 成 に してい く こ とで,反 復 学

習 し,す べ て の 生 徒 に押 さえ るべ き基 礎 基 本 を 身 に つ け させ る こ とが で き る と考 え る,
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(4)新 単 元 設 定 の提 案

概念 形 成 の た め に,段 階的 な思 考 の っ な が りを重 視 し,時 間 を か け て 問題 を 追及 して

い く部分 と,あ る程 度 教 え こみ をす る部分 とを 明確 に 区別 す る必 要 が あ る こ とに つ い て

は 先 に述 べ た が,そ の た め の具 体 的 な提 案 と して,ユ 分 野 の 最 初 に,「 基 本 量 をお さ え

る新 単 元 を設 定 」す る こ とを提 案す る、 単位 体積 当 た りの 質 量(密 度),単 位 面積 当た

りの力 の大 き さ(圧 力)単 位 時 間 当 た りの 移 動 距 離(速 さ),な ど をま とめ て押 さ え る

こ とに よ り,単 位 量 とい う概 念 を確 実 に身 に付 け させ る と と もに,そ れ らを求 め るた め

の測 定 技 術,器 具 の 取扱 な どにっ い て も集 中 して 学 ばせ る,そ こで身 に付 け た基 礎 基 本

が,そ の 後 の課 題 解 決 的 な学 習 に も生 か され,よ り確 実 な理 解 へ と高 ま っ て い く と考 え

る,,
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別 表

小単元名

(1)身 近な物理現象一



水溶液



植物の仲間



大地の変化
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